
    
      
        
      
    

  





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき

解説文












１．駆け引きの残り香









　大陸中央部にある大国ファルサス。

　広い領土と安定した国力で知られるこの国の城には、一人の魔女が棲すんでいる。

　大陸に五人しかいない魔女。魔法士でありながら魔法士を越えた、永き時を生きる女たち。

　そのうちの一人、最強と呼ばれる女がこの城に暮らすティナーシャだ。

　一年間の契約で王の守護者となった魔女であり、古き魔法大国の女王でもある彼女に、およそ魔法において不可能はない。

　それでも彼女が普段何をしているのかと言えば……王である青年からの間断ない求婚を断りつつ、のんびり本を読んでいるだけなのだが。







「オスカーがいない……なんで……」

　空に薄雲がかかり、突然の雨が降り出した昼過ぎ。天候のせいで魔法実習が中止になったティナーシャは、契約者がいるはずの執務室に戻って呆ぼう然ぜんとしていた。

　闇色の長い髪と同じ色の瞳。実年齢は軽く四百歳を越えているが、老化を止めている体はおおよそ十九歳だ。見る者に感嘆の息をつかせる美貌は芸術品のようで、ただそこに今は愕がく然ぜんとした表情が乗っている。

「一体どこに……」

　本来ならば彼はこの時間、執務をしているはずだ。少なくとも今朝はそう言っていた。

　にもかかわらず消きえ失うせてしまっているということは、彼女の不在を狙って出かけているということだろうか。以前そうして街まで抜け出して不審な事件に関わっていた王に、魔女は美しい顔を引きつらせる。

「また同じことしてたら塔から吊つるしてやりますからね」

　とかく彼は、身分の割に無謀で冒険好きなのだ。大抵のことは切り抜けられる自信があるのだろうが、それはそれ、これはこれだ。彼と出会ってからの数ヶ月ですっかりお目付け役になってしまったティナーシャは、頰を膨らませながら廊下に戻る。

　そこで三人の女官たちに出くわした。

「あ、ティナーシャ様……」

　執務室から出てきた魔女に、女官たちは戸惑いの顔を見せる。

　この城において魔女である彼女に親しくしてくれる人間も多いが、それ以上に彼女を畏れる人間がいるのもまた事実だ。ティナーシャは微苦笑して執務室の扉を指し示した。

「オスカーに御用ですか？　なら不在みたいですよ」

「いえ……そうではなくて、ティナーシャ様にお願いがありまして」

「私に？」

　おずおずと切り出された言葉。予想外なそれに、ティナーシャは自分の顔を指差した。




　執務室にいなかったオスカーは、城を抜け出していたわけではなく来客を迎えていたらしい。謁見の間の隣室まで来たティナーシャは、そこにいた王の従者であるラザルに事情を聞く。

「今いらっしゃっているソアノス公は、東の国メンサンの貴族筋の方なんです。豪商でも知られる方で、各国に影響力があるため急な来訪でも対応せざるを得ず……」

「オスカーも大変ですね」

　ついさっきまで「塔から吊るしてやろう」と思っていたことなどおくびにも出さず、ティナーシャはしみじみと相あい槌づちを打つ。そんな彼女をラザルは怪け訝げんそうに見やった。

「で、ティナーシャ様。その格好はどうなさったんですか……」

「それが色々ありまして……」

　今の彼女はいつもの黒い魔法着姿ではない。薄紅色の華やかなドレスを着て、長い黒髪も緩やかに巻いている。淡く施された化粧は彼女の類たぐい稀まれな美貌を清純なものとして彩っていた。

　普段の彼女とはがらりと印象の違う、物知らずな貴族令嬢のような姿。ティナーシャは着替えを手伝ってくれた女官たちを振り返る。女官の一人が青ざめながら頭を下げた。

「本当に申し訳ありません。ご無理を聞いてくださって……」

「大丈夫ですよ。何とかしますから」

　ソアノス公は今回娘を伴って訪問してきている。その娘もまた父親の真ま似ね事ごとで、あちこちで装飾品の買付けや売付けをしているのだが、少し前に女官の実家である商家から首飾りを一つ買い上げたのだという。

　だがそれは女官の祖母から彼女に贈られるはずだったもので、手違いで売られてしまっただけだ。ただそう説明して返却を願っても、ソアノス公令嬢のエレーゼは頷うなずかなかった。金額に上乗せをしても断られ、結局実家からも窘たしなめられた女官の彼女は、首飾りを諦めざるをえなかったのだという。

「で、ティナーシャ様がそれの奪還を依頼されたと」

「奪還っていうとまるで力で奪ってくるみたいじゃないですか。普通に交渉で取り戻しますよ」

「でも、一度断られているんですよね？」

　ラザルが当の女官を見ると、彼女は言いにくそうに口を開いた。

「その首飾り、結婚式で着けると一生の幸福が約束されるって言い伝えがあるんです。うちの家に代々伝わるもので……わたしも来年の結婚式に着ける予定でした」

「あー、それは取り戻したいですね……」

「商人は足下を見てきますから、上客を演じてやれば交渉に応じるかもしれません。オスカーもそろそろ仕事に戻りたい頃でしょうし、交代してもらいましょう」

　ティナーシャは膨らんだドレスを摘つまむ。清せい冽れつな美貌の持ち主であり、王族として育てられた彼女は、そうしているとやはり培った気品を感じさせる。ラザルはそんな彼女に見み惚とれかけて、けれど我に返ると頷いた。

「分かりました。では陛下に話を通してきますので」

「時間もないので一緒に行きますよ。私が挨拶している間にオスカーを回収して説明しといてください。何となく上手うまくやりますから」

「ええ……？　それ、かえって面倒なことになりませんか？」

「大丈夫大丈夫。どうしようもなかったら全員に精神魔法をかけます」

「本当に最終手段ですね……」

　二人は並んで謁見の間へと続く扉へ向かう。そこを開ける直前、ティナーシャは振り返ると女官に笑って手を振った。

「平気ですよ。待っててください」

　美しい魔女の笑顔に、若い女官は深々と頭を下げる。

　そしてティナーシャは謁見の間に足を踏み入れた。







　普段であれば玉座しかない謁見の間は、豪商の面会とあって広いテーブルが置かれていた。

　そこにはソアノス公が持ちこんだらしき高価な品物がいくつか並べられている。ティナーシャはそれらの中に宝飾品が混ざっているのを一いち瞥べつした。

　テーブルの向こうには、この城の主である男が立っている。

　鍛えられた体を持つ眉目秀麗な青年。二十一になったばかりの彼が大国の王であるのは、ひとえにこの国の王の本分が剣士とされているからだ。

　彼が持つ王剣アカーシアは、絶対魔法無効化を持つ世界でただ一振りの剣だ。彼はその剣を以もってティナーシャの試練の塔を越え、彼女を守護者として連れ帰った。それは彼にかけられた「後継を作れない」という別の魔女の呪いを打破するためのものだったが、解決策の一つである「呪いに打ち勝てるティナーシャ自身が彼の子を産む」というオスカーの提案は速攻で却下された。代わりにティナーシャによる半年以上もの研究解析の末、呪いは無事解呪され今に至っている。

　もっとも、呪いから解放され好きな相手を妃きさきに選べるようになった現在も、彼はティナーシャを妻に望んでいるままなのだが。

　オスカーは部屋に入ってきた彼女に気づいて目を瞠みはる。

「ティナーシャ、どうした」

「お客様がいらっしゃっていると伺いまして。わたくしも是非ご挨拶したく参りました」

　愛らしくそう言う彼女を、客人の二人が振り返る。

　父であるソアノス公は日に焼けた肌を持つ壮年の男性だ。頑健な体を持っているのは、自ら船に乗って諸国を回るからだろう。一方、娘のエレーゼは十代半ば過ぎの美しい少女だ。栗くり色いろの瞳には色濃い好奇心が煌きらめいており、それを向けられたティナーシャは優美に微ほほ笑えんだ。

「陛下、この方は……」

　ソアノス公の問いにティナーシャが答えるより先に、オスカーが口を開く。

「俺の妻になる女だ」

「ちょっと!?」

「だから先に根回ししようって申し上げたじゃないですか……」

　いきなりの計画崩壊に叫ぶ魔女と、げっそりしている従者の青年。珍奇な来訪者にエレーゼは驚いたようだ。数秒の間をおいて、彼女はオスカーを振り返る。

「陛下のお妃様……でいらっしゃいますか？」

「そう。ティナーシャ、こっちに来い」

　ぞんざいに手招いてくるオスカーに、魔女はぼそりと呟つぶやいた。

「もう最終手段を使うしかないですかね」

「ちょっと早いです、ティナーシャ様」

　色々全部ひっくり返してやり直したいが、城内の人間だけならともかく国外の客の前ではオスカーの立場の方が大事だ。ティナーシャは令嬢然として微笑むとテーブルを回って彼の隣に立つ。改めて二人にお辞儀をした。

「お初にお目にかかります。わたくし、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナと申します。突然お邪魔して申し訳ありません」

　本当なら、彼女の長い名前の末尾には「トゥルダール」という四百年前に滅びた魔法大国の名がついているのだが、それを名乗ると素姓が割れる可能性もある。ただこの大陸で長い名前を持つ者はほとんどが王侯貴族だ。上客を装うにはこれで充分だろう。

　いつもと違うティナーシャの様子に、オスカーは興味津々の目を向ける。

「お前がこんなところに顔を出すなんて何かあったのか」

「諸国を巡るお目利きのお客様と伺いまして。実はわたくし、欲しいものがあるのです」

「珍しいな。何が欲しい？　買ってやろうか」

「オスカー、ラザルが呼んでましたよ」

　ティナーシャは笑顔のまま契約者の青年を押しやろうとするが、急に話を振られたラザルはぶんぶんと首を横に振っただけだ。そろそろ本当に精神魔法で全員の記憶を改かい竄ざんする時が近づいてきた。だがティナーシャはそれでも踏み留まって、美しい微笑で来客二人を見やる。

「婚礼の際に身に着けると、一生の幸福が約束されるという首飾り。大粒の真珠と青石で作られた古い細工物が欲しいのです。今は城都の商家に伝わっていると聞いたのですが、少しの差でお嬢様が買い付けなさったそうで」

「エレーゼが？」

　ソノアス公が娘を見る。言われて少女の目に一瞬、逡しゅん巡じゅんと計算が走るのをティナーシャは見逃さなかった。

　エレーゼが首飾りを買い付けた金額は、古い良品に対し相応のものだ。そしてその二倍を出すと申し出ても、エレーゼは返品に頷かなかった。ティナーシャ自身、そこに上乗せしていくことは可能だが、やりすぎても女官に引け目を抱かせてしまう。まずは交渉を始めることからだ。

　エレーゼは一瞬だけ見せた迷いなど元から存在しなかったように、明るい笑顔を見せた。

「わたしが買い付けた中に……でしょうか。たくさんありますので、どれがそうなのか……。それより、どうしてその品をお求めなのですか？」

「わたくし自身が興味を持ちましたので」

　エレーゼはおそらく、元の持ち主である女官の関与を疑っている。けれどそうと確信すればきっと彼女は頑かたくなになってしまう。だからあくまで、ティナーシャ自身が首飾りを欲しいのだと主張しなければならない。探るような少女の視線に、悠久を生きる女は完璧な仮面の笑顔を見せる。

　そんな水面下の駆け引きに、割って入ったのは王である男だ。

「婚礼用の首飾り？　お前がか？」

「オスカー、ラザルが呼んでますって。そうですね、ラザル？」

　ティナーシャが闇色の瞳に無言の威を込めてラザルを呼ぶと、さすがの彼もこくこくと頷いた。

「へ、陛下。そろそろお話が……」

「後で聞く。それより、そんな首飾りがあるなら心当たりを見せてくれ。言い値で買い取ろう」

「私が欲しいものをどうして貴方あなたが買うんですか！」

「お前が婚礼で使うものなんて、俺のためのものだろうが。俺が出すのが当然じゃないか？」

「ちが……っていうか、甘やかさないでくださいよ！　自分のものは自分で買いますから！」

「というかやっと結婚する気になったか。衣い裳しょうも作らないとな。仕立ての職人を呼ぼう」

「早い早い早い！　そろそろ貴方は黙っててくださいよ！」

　魔女を抱き寄せようとする王と、その胸に手を突いて突っ張る魔女。じゃれあう二人は既にいつもの通りだ。いつも通り過ぎて来客を置き去りにしている。

　それでも目的を覚えているティナーシャは、オスカーの腕の中から脱するとエレーゼに言った。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ありません。ですが、わたくしが己のために欲しいと思ったものです。どうぞお見せくださいませんか」

　真まっ直すぐに、意志を込めて見つめる視線は、魔女の威を込めないただの人のものだ。

　エレーゼはそんな彼女に不可解げな顔になる。彼女の父が代わって口を開いた。

「陛下のお妃候補ということは、貴女あなたが『青き月の魔女』で？」

「……ご存じでしたか」

「先の戦争で陛下が魔女を連れ帰ったというお話は、こちらも聞き及んでおりますので」

「そうですよね……」

　気まずさにティナーシャは小さくなる。

　少し前に大陸全土を巻き込んで勃発した戦争。その中心に彼女はいたのだが、戦後処理の際、オスカーは彼女を婚約者という方便で引き取ってきたのだ。もちろんそんな突飛な話が大陸全土に流れたわけではないが、主要国の上層部に通じる人間なら知っていてもおかしくない。

　人に頼まれた案件なのにもう散々だ。そろそろ魔女らしく全てを引っくり返す時かもしれない。

　ティナーシャが飲みこんだ溜ため息いきの代わりに魔法構成を考え始めた時、エレーゼが問うた。

「陛下は、本当にこの方をお妃としてお迎えになるというのですか？」

「もちろん。それがどうかしたのか？」

「……この方は魔女です」

　エレーゼが躊躇ためらいながらも口にしたその言葉と視線は、ティナーシャには馴な染じみあるものだ。

　恐怖と嫌悪と嫉妬と無理解と……総じていえば異物に対する目だ。

　四百年を生きるうちにすっかり見慣れてしまったそんな目にティナーシャは苦笑する。彼女は契約者の名誉を守ろうと声を上げかけて──ただそれより早く、オスカーが笑った。

「ちょうどつりあいが取れていていいだろう？　俺ならこれを妻にしても不足がない」

　堂々と、何一つ恥じ入ることのない彼の言は、自らに自信を持っている者の言葉だ。

　王として、そして王剣の主として、揺らぎのない精神。

　幼い頃に受けた呪いに打ち勝つため、彼は己に弱さを許さなかった。だからこそ彼は、大陸屈指の剣士となって魔女の塔を踏破したのだ。

　そしてそんな彼をティナーシャは、自分を殺し得る者として鍛え上げた。

　魔女をも殺せる男。それがつりあいだというのなら、これ以上はないだろう。

「貴方はもう……」

　自然と零こぼれる微笑に、ティナーシャは闇色の双そう眸ぼうを細める。言おうとしていた言葉も消え失せて、ただ別に今はそれでもいい気がした。彼女は頰に触れてくる男の手を心地よく思う。

　ソアノス公はそんな二人を見ていたが、軽く息をつくと隣の娘に言った。

「エレーゼ、お出ししなさい」

「でもお父様……」

「求められた品をご用意するのが私たちの誇りだ」

　父親の静かな言葉に、少女は軽く唇を嚙かむと足下の箱から布包みを取り出す。

　黒い別珍の中から現れた首飾りは穏やかに輝いて、慎つつましやかな幸福を約束するようだった。





※






「ティナーシャ様、本当にありがとうございます！」

　首飾りの入った箱を胸に抱えこんで、若い女官は何度も頭を下げる。涙を滲にじませて礼を言う彼女にティナーシャはあわてて手を振った。

「そんなにお礼を言わないでください。結局オスカーが取りなしてくれたわけですし」

　その彼は、執務のために先に戻っている。ティナーシャは頭を上げない女官を宥なだめると、ようやく肩の荷を下ろして執務室に帰った。そこにいたオスカーは、ドレス姿のままのティナーシャに皮肉げな笑顔を見せる。

「お前はどうして定期的に俺をがっかりさせてくるんだ？」

「どう考えたってあの状況で結婚なんて噓うそでしょうが！」

「それでも万が一ということがあるだろうが……期待したんだぞ、一応」

「……それはすみません」

　ソアノス公が帰ってから一通りの事情は説明したのだが、その時はオスカーも深い溜息をついただけだったのだ。既にその辺りでちくちくと罪悪感が刺激されたが、改めて言われるとやはり自分が悪い気がする。結局首飾りもオスカーが取り戻してくれたようなものだ。

「ご迷惑をおかけしました。魔女らしく最初から魔法で解決するべきでした」

「まあ待て。どうしてお前はそう極端なんだ」

　肩を落とすティナーシャをオスカーは手招く。ティナーシャはいつもと違う服の裾に気をつけながら浮き上がると、彼の椅子の肘掛けに座った。

　彼女の代わりにお茶を淹いれていたラザルが安あん堵どの声を上げる。

「でも、元々のお値段で返してくださってよかったですね」

「こいつに勝てないと思ったからだろ」

「え？　なんですかそれ」

　振り返ったティナーシャの緩く巻かれた髪を、オスカーは指で引いた。

「婚礼用の首飾りだろう？　エレーゼは自分が使うつもりで返却を渋ったんだ」

「ああ……なるほど。でもそれと私が何の関係があるんですか？」

「あの親子は元々俺に王妃を売り込みに来た。その目もく論ろ見みが外れたから退ひいたんだろ」

「……そ、そうだったんですか」

　大国の王で妻帯していないオスカーは、彼らにとっては絶好の買い手だ。エレーゼはファルサス王妃の座を求めて、けれどそれが叶かなわないと分かったからこそ首飾りも手放したのだろう。種が明かされれば脱力してしまう話だ。

　オスカーは苦笑しながら魔女を膝上に抱き上げる。

「女官がお前のところに来たのもそのせいだろ。魔法を期待されてたわけじゃない。お前が顔を出せば向こうも諦めると思ったんだ。お前は猫ねこ可か愛わいがりされてるからな」

「されてるんですか？」

「してる」

　即答されて、魔女は本物の猫のように目を丸くした。だがすぐに彼女は複雑な気分で膝を抱く。

「なんというか……物知らずで空回りをしてしまいました」

「俺は結果的に得をしたな。仕事に戻れたしお前の珍しい格好も見られた」

「お手数をおかけしました」

「別にいい」

　ティナーシャは小さな溜息を吐き出す。ただそれでも、人の助けになったのだからよかった。魔法を期待されていない魔女というのもおかしな感じだが、彼と契約してからは珍しいことでもなくなった。ふわりと宙に浮かび上がる彼女を、オスカーは見上げる。

「気にするな。俺は嬉うれしいぞ。そんな頼みが来るってことは、お前がこの城に馴染んでるってことだからな」

「オスカー……」

　王である青年は鷹おう揚ように笑って書類に向き直る。そんな彼を、魔女は空中からじっと見つめた。

　彼と交わした契約は残り三ヶ月。それまでと、その後はどうなるのだろう。

　四百年以上を生きてきた彼女にとって、三ヶ月などあっという間だ。にもかかわらず、彼との別れの時がまったく想像できない。きっと前日まで実感がないのではないだろうか。

「終わりがない契約なんて……ないはずなんだけど」

　ティナーシャは天井に逆さになって頰ほお杖づえを突いた。

　そうしてじっと、契約者である王を見上げる。





※






　──首飾りの返還を拒否された時はどうしようかと思ったが、思いきって頼んでみてよかった。

　女官たちの控室に戻った彼女は、仲間たちに声をかけられて安堵の息をつく。

「買い戻してくださったわ。想像していたよりずっと普通の方だった……」

　魔女にまつわる恐ろしい御お伽とぎ噺ばなしは、いくらでもこの大陸に広まっている。だからこそ城に魔女が現れた時も皆恐れたのだが、実際のティナーシャはごく普通に話の通じる人間だった。

　この数ヶ月でそんな彼女の性格を知っていた他の女官は楽しそうに笑う。

「だから言ったじゃない。お優しいって」

「そうなんだけど……でも、よかった」

　これで式の準備ができる。まだ来年とは言え、きっとあっという間だ。

　ただその頃には王と魔女の契約も終わっているはずだ。あれだけ彼女を溺愛している王は、彼女がいなくなったらどうするのだろう。若い女官は、手にした首飾りをじっと見つめる。

「わたし、あの方がお妃様でいいかなあ……」

「こらこら、そんな言い方不敬よ」

「ほらあなたたち、仕事に戻りなさい」

　女官長が手を叩たたくと、彼女たちはあわてて散っていく。そんな中、首飾りを手にした若い女官はそれを魔法錠の箱にしまおうとして──ふと、じっと自分を見てくる視線に気づいた。

　見るとそこに立っているのは自分と同じ服を着た若い女だ。黒髪の女は綺き麗れいな顔立ちではあるが、どこか歪いびつさをも感じさせる。見覚えのない相手に、若い女官は首を傾かしげた。

「あなた、新しく入った人？」

　もしそうなら全員に連絡があるはずだが、最近そんな話を聞いた記憶はない。だが、今まで控室にいた他の女官たちも皆一切気にしていないようだった。

　怪訝に思う女官に、見知らぬ女は爛ただれた花のように微笑む。

「ええ。短い間だけれどよろしく」

　倦けん怠たいを封じこめた煙のような声音。

　それはまるで、壊れた歌のようだった。








２．顧みられない棘とげ









　ファルサスは一年中温暖な気候の国だが、年に二、三ヶ月は比較的涼しい季節もやってくる。

　この日は特に過ごしやすい日で、開けた窓からは涼やかな風が入ってきていた。

　執務室で仕事をしていたオスカーは、窓から微かすかに聞こえてくる歌声に気づいて手を止める。風に乗る女の声は魔女のものだ。書類をまとめていたラザルも顔を上げた。

「ティナーシャ様ですね。歌をお歌いになるなんて珍しい」

「何だろうな」

　彼女の歌は何回か聞いたことがあるが、その時はいずれも目的があってのことだった。ならば今歌っているのも何か理由があるのだろうか。

　怪訝に思いながらも歌を聞きつつ仕事をしていたオスカーは、書類を届けに出ていったラザルが戻ってきたのを見み咎とがめる。その手には大量の砂糖菓子を載せた皿があった。

「何するんだそれ」

「いえ、途中でパミラさんとすれ違って……歌の話になったらこれを渡されたんです」

「意味が分からんな……。またあいつが何かやってるのか」

　あいつとはパミラのことではなく、彼女が仕える魔女のことだ。ラザルは首を捻ひねりながらも砂糖菓子の皿を何となく執務机に置いた。

　そして十分後、皿は空になっていた。





※






「呪歌っていうのは、こういう風にかけるんですよ」

　歌い終わったティナーシャは苦笑してアルスとメレディナを見た。

　談話室にはいつもの魔法士たちがいたが、それに加えて今日は武官である二人もいる。彼らはいわば実験台として連れてこられたのだ。

　魔法士たちは啞あ然ぜんとして二人を見つめているが、二人は何故なぜ自分がそのような目で見られているのか分からない。自覚がないアルスは、溶けきらないほど砂糖を入れたお茶に口をつけた。魔法士のレナートが気持ち悪そうに顔を背ける。

「見てるだけで胸やけが……」

「本人気づいてないんですね。すごいな」

「そういうものですから」

　魔女は砂糖の入っていないお茶を手に取ると喉を湿らせた。ティナーシャは呼吸を整えて伸びをしてから、再度講義を始める。

「でも呪歌はあまり大した効果を乗せることはできません。呪いと基本が同じですから。あと一度に大人数にかけるほど効果は薄くなりますし、魔法士には効き難にくいですね」

　ドアンがそれを聞いて興味深そうに口を開いた。

「可能性でいったらどこまで人を操れますか？」

「うーん、魔力にもよりますが、気分と簡単な行動なら操れますね。ただ直接的に他人や自分に害を為なさせるような行為は、被術者に元々そういう欲求がないと難しいです。どちらかというと強みになるのは、自発的にやらせることができて自覚がないところでしょうか。被術者は意識が混濁したりすることはありません」

　皆がアルスを見ると、彼はカップの底に残った砂糖を匙さじですくって口に入れている。シルヴィアはそれを憐あわれむように眺めた。

「呪歌って解けないんですか……？」

「解けるように作ってあれば解けますよ。なので無自覚に歌われる呪歌が一番やっかいですね。たまにそういう歌い手がいます。けどそういう人たちは大した魔力を持ってないんで、時間の経過とともに自然に解けますね。もしくは被術者の体内にある魔力を消してやれば治りますよ」

　頷くシルヴィアに代わってカーヴが質問する。

「では、強力な魔法士が意識的にかけた場合はどうなんですか？」

「かなり難しいですね」

　魔女は小さく溜息をつくと、首を二、三度捻った。

「構成がしっかり組まれている呪歌は解呪も手間がかかります。でもですね、根本的な問題として呪歌って魔力だけあっても歌が上手くないと効かないんですよ。聞き手を歌に集中させないといけませんから。いい加減に聞かれていると構成もちゃんとは入りません。だからそれを兼ね備えてる術者というと結構条件が厳しいです」

「なるほど」

　アルスとメレディナを除いた魔法士たちは頷いた。呪歌を歌える人間などそうはいないので、いい勉強になる。記録では「呪歌が原因ではないか」と言われている事件も歴史上いくつかあるのだが、ここ三百年ほどは新しい事件が起きていない。

　一方同席しているメレディナは、歌の話をしているということは分かるのだが、内容が理解できずに黙っていた。彼女は砂糖壷つぼから角砂糖を取り出すとそれをかじる。魔法士たちがまたそれに注目し、さすがに魔女が眉を顰ひそめた。

「とりあえずそろそろ体に悪そうなんで解きましょうか……」

「ティナーシャ！」

　入り口から名前を呼ばれて彼女は反射的に首を竦すくめた。この城で彼女を呼び捨てにする人間は一人しかいない。恐る恐る振り返ると、彼女の契約者が不機嫌そうな顔で立っている。

「な、なんですか……」

「お前、さっきの歌で何かしただろう」

「聞こえてたんですか!?」

「の、ようなので、お菓子を差し入れましたが……」

　パミラの困ったような言葉に、魔女は思わず絶句した。




「かなり気持ち悪いぞ」

「すみません……」

　三人の解呪をしたティナーシャは、改めて頭を下げた。

　アルスなどは机に突っ伏して唸うなっている。胸焼けが後から来たのだろう。オスカーは濃く淹れられたお茶を口に含んだ。今まで生きてきて菓子を大量に食べたことなどないので胃が気持ち悪い。一方、甘いものがそれほど苦手でないメレディナは、黙って砂糖抜きのお茶を飲んでいた。

　オスカーは隣に座る魔女に白眼を向ける。

「城の他の人間も聞いてたらどうするんだ」

「三十分くらいで解けるようにはしてあるので……痛い痛い！」

　オスカーは魔女のこめかみを締め上げながら他の魔法士たちを見回した。王からの叱責に、全員がばつの悪い顔をしてうなだれている。

「たまに歌ってると思えばろくなことをしないな」

「実践が一番分かりやすいかと思いまして……」

　理由なく彼女が歌うことなど珍しいと思ったが、やはり理由があった。あっただけではなく、先日の死を呼ぶ歌の一件の時と同じく魔力を帯びた歌だった。オスカーはあの時聞いた話を思い出す。

「歌が上手ければ魔力がなくてもある程度人の心を操れるんだろう？」

「曲もよければ、ですね。実際は稀です」

「お前も無駄に歌が上手いな」

「歌い手として生活してたことがありますから」

　魔女の意外な経歴に全員が驚く。彼女は十三歳まで次期女王候補として王宮で暮らし、その後は魔女になっている。だがオスカーは彼女がいつから塔に棲む魔女になったのか知らないことに気づいた。その疑問が視線で伝わったのか、魔女は苦笑する。

「魔女になった最初の百年は色々やってましたよ。一人で生きていく術すべが分かりませんでしたし。でも当時は人間嫌いだったんで、あまり話さなくて済むことをやってました」

「それで歌か」

「国を離れてすぐは冒険者みたいなこともしましたよ。剣を習ったのはもうちょっと後ですが。何でもやっとくと身になります」

　穏やかに微笑む今の彼女からは、人間嫌いであった時のことなど想像もつかない。ただ魔女になった経緯を考えると、そうなったのはやむをえないとも言える。

　赤子の頃から王宮で育った世間知らずの彼女が、突然何もかもを失い、世界に一人放り出されたのだ。その状況からどうやってこれまで生きてきたのか。四百年間の苦労を思って、オスカーはただ彼女の頭を撫なでた。魔女は気持ち良さそうに目を閉じる。

　彼女の年月の全てが理解できるとは思わない。そう思ってしまうのならそれは驕おごりだろう。

　それでも彼女は自分の道を歩いて、今ここにいる。




　一同がしんみりしてしまったことに気づくと、魔女はあわてて手を振った。

「いえ、みんなが想像しているのとは違うと思いますよ。結構暴れてましたし」

「暴れてたのか」

「まぁ……はい……」

　微妙な笑顔を浮かべてティナーシャは頷いた。

　魔女というものはえてして気き紛まぐれに災厄を起こす存在として知られているが、今のティナーシャはあまりその印象にそぐわない。オスカーは頰杖をついて彼女を見やる。

「どうせ呪歌でもかけてたんだろ」

「…………」

「本当にかけてたのか」

「いや……まぁ……」

　かなり歯切れが悪い。一同の注目を浴びながらお茶を飲むと、魔女は自分のこめかみを押さえた。

「実を言うとですね。トゥルダール滅亡以降に起きた呪歌が原因の事件って、ほとんどが私の仕業です。ですからあれらの事件が呪歌の限界だと思ってくれて結構です」

「……へ？」

　全員が啞然とした。さすがにオスカーも何も言えない。

　記録に残っている事件といえば、大国ガンドナで住人たち全員が突然ばらばらに引越しをして街がなくなってしまった事件や、ファルサスの巨大武装強盗団が襲撃の準備中に激しい同士討ちを始めた事件など、あまりにも不可解で解明されていないものばかりなのだ。ただその時その場にいた人間に共通するものが、「女の歌声を聞いた」という証言のみだったので、呪歌の事件ではないかと言われている。

　それらの犯人であることを明らかにした魔女は、決まり悪そうにお茶を飲んだ。オスカーが呆あきれた目で彼女を眺める。

「何をやってるんだか……」

「当時は若かったというか短気だったというか」

「お前は今でも充分短気だぞ」

「これでも丸くなったんですよ！」

　ティナーシャはそう言って話題を打ち切った。
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　その日会議室に集まっていた者たちは、内大臣のネサンを始めとする文官数人と、魔法士長のクムだ。彼らは主要な街から送られてきた今年の報告について、保管用の書類を纏まとめていた。

　今年は即位を挟んだが、オスカーは即位前から父に代わってほとんどの執務を処理していたので、内政は特に問題なく動いている。文官たちはまとめた書類を紐ひもで留とめ終えると一息ついた。

　来月には年が変わる。いくつかの事件はあったが、何とかこの一年も無事に終わろうとしている。彼らは肩の荷が軽くなった気分で、保管庫に向かい廊下を歩き出した。

「これでお世継ぎが出来れば心配事が何もなくなるんですけどね」

　何気なく洩もらされた一人の文官の言葉に、ネサンとクムは苦笑した。こういう希望を抵抗なく聞けるようになるために十五年を要したのだ。魔女の呪いで後継が望めなくなっていたファルサス王家において、その呪いを解いたのもやはり別の魔女だ。だがこの事実を知っている者は、城の中でもほんの数人しかいない。

「ティナーシャ殿さえその気になってくれれば早いんじゃないか」

「歴代でもっとも美しい王妃になるかもしれないな」

「──だが魔女だ。私は賛成できないな」

　冷ややかな言葉に軽口がやむ。不機嫌そうに話を遮ったのは、財務を担当する文官のノーマンだ。

　壮年にさしかかった彼は嫌悪を隠しもせず吐き捨てる。

「他にもいくらだって候補はいる。魔女を王妃にだなんて冗談としても笑えないな」

「それは……確かに魔女は魔女だが、彼女はトゥルダールの女王だぞ」

　四百年前の魔法大国。その正統なる王位継承者がティナーシャだ。だからこそ彼女は、トゥルダールに伝わる十二の精霊をはじめ数々の遺産を継いでいる。何よりも彼女が持つ膨大な知識こそが、魔法史において失われたと思われていた財産だ。

　そんなことをやんわりと言う同僚に、けれどノーマンはとりつくしまもない。

「女王だと？　とうに存在しない国が何だというんだ。国が滅びたのに一人だけ四百年も生きながらえてるなんて醜いにもほどがある」

「いや、あの方は──」

　魔法士長のクムは、ノーマンの意見に苦言を呈すべきか迷った。

　何故ティナーシャが魔女として四百年間生き続けてきたのか。──それは滅亡の際に禁呪に捕らわれてしまった民の魂を解放するためだ。だが最強である彼女をして、それを叶えるために四百年もの年月がかかってしまった。その間彼女がどれほど苦悩したか、想像すると身を切られる思いだが、そんな事情は勝手に口にできるものでもない。

　それにやはり──魔女はこの大陸において忌避されるものなのだ。

　何百年も続くその認識は簡単に変えられるものではない。ティナーシャの真実について話したとして、ノーマンが彼女に好意的になるとも限らないのだ。

　そこまで数秒で考えたクムは、ふと横に交わる廊下の陰に誰かが立っているのに気づいた。彼女はクムと視線があうと、決まり悪そうに微笑みながら唇の前に指を立てる。その隣では彼女に仕える魔法士の女が怒りに満ちた目で一行を睨にらんでいた。

「あ……」

　彼女に気づいて声を上げてしまったのは、クムの隣にいたネサンの方だ。その呟きで足を止めた一行は、先程から話題にしていた魔女が、自分たちの話を聞いていたということを知った。

　ほとんどの文官が気まずい顔になる中、けれどノーマンだけは毅き然ぜんとして魔女に向き直る。

「聞いていたのなら話は早い。あなたは、ご自身が傾国である自覚はおありで？」

「傾国ですか。そこまで大したことをしているつもりはないんですけどね」

「おい、ノーマン」

　ネサンの注意を、しかし魔女本人が手を振って止めた。

「大丈夫です。似たようなことは言われ慣れてますし。お気になさらないでください」

「しかし……」

　困惑するネサンを押しのけてノーマンが前に出た。

「陛下があなたに執着している限り、この国には王妃が迎え入れられないままです。先だってはソアノス公のご令嬢との縁談に割って入ったとか」

「そ、それは……確かに。すみません……」

「お心当たりがあるなら結構。契約期間も残りわずかだそうですが、ご自分の始末はきちんとつけて頂けるのでしょうね」

　挑戦的な言葉に、ティナーシャは闇色の目を丸くする。だがすぐに彼女は苦笑した。

「オスカーの記憶を消しちゃうことはできますよ」

「ティナーシャ様、それはさすがに──」

　あっさりとした提案にクムが顔色を変える。ノーマンを除く他の人間も似たり寄ったりの動揺を見せた。彼らは王がどれだけ彼女を大事にしているかよく知っているのだ。生まれた時から逃れられぬ責務を負った主君が、唯一彼女に対しては私的な執着を見せている。それを責務に障るからと言って他者が奪うことが許されるのか。

　ティナーシャは困惑の空気に気づいてか肩を竦めた。

「でもオスカーにばれたらすっごく怒られそうだから、慎重にやらないと駄目ですね。あの人怒ると恐こわいし……怒られるのやだ……」

「恐い？　魔女であるあなたがですか？　馬鹿馬鹿しい」

　ノーマンは鼻で笑う。

「ですが己が穢けがらわしい魔女だという自覚はあるようで結構です。くれぐれも分を弁わきまえください」

「言わせておけば……！」

「パミラ、落ち着いて」

　魔女はパミラの肩を軽く叩く。

「いいんですよ。魔女とはやはり、危険で、災厄です。大きすぎる力を個人が所有してますし。この時代に生きる以上、それを忘れないでいてもらえるのはありがたいです。魔女が忌まれるべき存在だというのは、ただの事実ですから」

　自嘲に満ちた言葉に、ノーマンを始めその場の誰もが無言になる。

　ティナーシャが城に来てから既に九ヶ月以上、その間彼女は確かに王の守護を始め、様々なことに力を貸してくれているが、大戦の渦中に立ったりと問題も多い。それに何より彼女自身がファルサスに好意的だとしても、そうではない魔女もいるのだ。

　──つまり、王家に呪いをかけた『沈黙の魔女』のように。

　クムは我知らず嘆息する。ティナーシャと長く一緒にいるせいか、いつの間にかそれを忘れかけていた。他の者も程度の差こそあれ同様だろう。ティナーシャはそんな彼らに月下の花のように微笑すると、パミラを促してその場を後にする。

　そうして彼女たちを見送った一同の中で、ノーマンだけは一人、敵意に満ちた視線を魔女の背中に注いでいた。







「失礼な口を引き裂いてやりたいです！」

「まぁまぁ」

　庭に面した回廊を行くパミラは、今にも怒気が湯気となって噴出しそうだ。そんな彼女に対し、だが当のティナーシャは苦笑しているだけだ。実際、永く生きていればもっとひどい罵ば詈り雑言を浴びたこともある。あれくらいの感想は大人しい方で……当然のものだ。

　ティナーシャは編まれた自分の髪を指で弾はじく。

「あの人の言ってることは間違ってませんよ」

「ご自分で仰おっしゃらないでください！」

　魔女はびくりと身を竦める。外はそろそろ日が沈み始めようかという夕方だ。ティナーシャは空を見上げてぽんと手を叩いた。

「パミラ、散歩に行きましょうか」

「え？」

　その直後、二人はふわりと宙に浮かび上がった。パミラが自分で飛んでいるわけではない。魔女が魔法を行使しているのだ。驚くパミラを連れたまま、ティナーシャははぐんぐんと空に向かって上昇した。たちまち城が小さくなり、城都の景色が目に入る。

　そうして雲にも届きそうな高度まで来て、ようやく二人は止まった。

「ほらほら、景色でも見て落ち着いて」

　ティナーシャは軽く言うと空中に足を組んで座る。

　はるか眼下に広がる城都。何処どこまでも見渡せそうな眺めに、パミラはさすがに足が竦んで仕方ない。いくら魔法で飛べるといっても彼女はこれほど上空まで来たことはない。この高さで息苦しさや肌寒さを感じないのは、ティナーシャが結界を張っているせいだろう。

　パミラは深呼吸して気を落ち着けた。恐怖が薄らぐと同時に怒りも消え去っている。

　西の空を見ると既に地平が薄赤く染まり始めていた。そこから深い青へと続く空の色がたとえようもなく美しい。パミラは主人の横顔を見つめた。

「ティナーシャ様は寛容ですわ」

「そんなことないですよ。ただ自分が何であるか、忘れちゃいけないと思っているだけです」

　魔女はまるで少女のように微笑んだ。透き通って儚はかなげな微笑は、彼女の存在が幻であるかのような錯覚を抱かせる。そんな姿は目を離したら消えてしまいそうで、パミラは不安になった。

「ティナーシャ様、さっきのお話は本気ですか？　陛下の記憶を操作なさるって……」

「それが必要であればやりますよ。あの人、精神魔法は普通に効きますし」

「で、でもそうしたらティナーシャ様は忘れられてしまうんですよ！」

　四百年もの間、妄執の中で孤独に生きてきた魔女。

　そんな彼女にとってこの城での暮らしは、ようやく得られた穏やかなもののはずだ。王が愛情を以てそれを贈った。だから彼の記憶が失われれば、ティナーシャはまた孤独の中に戻らなければならないのではないか。そう訴えるパミラに、けれど魔女は微笑む。

「あの人が忘れても、私が覚えてますから平気ですよ」

　歌うように。囁ささやくように。

　ティナーシャは曇りのない笑顔を見せる。

「普通に幸せになってくれたらいいんです。そうしたら私も嬉しいですから」

「……ティナーシャ様」

　闇色の眼まな差ざしに偽りはない。けれど、忘れられても構わないと契約者の幸福を願う想おもいは、はたして愛情ではないのだろうか。

　パミラは言葉にしたい感情を飲みこんで主人の美しい横顔を見つめる。ティナーシャはそんな彼女に気づくと、ふっと相好を崩した。

「でもきっと、私が余計なことをしなくてもあの人はちゃんと自分の責務を果たしますよ。強い人なんです。自分に自信があって迷いがない。むしろ私の方がずっと──」

　ティナーシャはそこで言葉を切ると目を閉じる。

　──塔の魔女。

　そう彼女を呼ぶ人間もいる。高い塔に一人きり棲む孤高の魔女と。

　実際今までそうしてティナーシャは、契約者たちと別れ自分の住すみ処かに帰っていったのだろう。永い時を渡りながら、人と違う孤独を当然のものとして。

　けれど今は、そうまでして彼女が生き続けてきた理由は残っていない。ただ王の守護者として存在しているだけだ。それもあと三ヶ月で終わる。

　妄執も贖しょく罪ざいも全て終わって、それでも残り続けている魔女。

　玉座に無き女王は、かつての祖国の方角をじっと見つめた。ぽつりと呟きが落ちる。

「……なんで私、まだ生きているんだろう」

「何を仰っているんです！」

　パミラに一喝されて、ティナーシャはびくっと全身を震わせた。完全に無意識だったらしい魔女は、泣き出しそうなパミラにあわてて立ちあがると手を伸ばす。

「ご、ごめんなさい」

「馬鹿を仰らないでください！　お亡くなりになりたいなら、人の中で生きて、人として亡くなってください！　そうでなければ嫌です！」

「そんな無茶な……」

　困り果てている主人を前に、パミラは零れ落ちそうな涙を堪える。

　本来ならばティナーシャは、魔法大国の女王として何不自由ない一生を送るはずだったのだ。なのに何故このように魂をすり減らすような生き方をしてそのまま終わろうとするのか。四百年の労苦の対価に、人並の幸福を願うことさえ許されないのか。

　パミラは嗚お咽えつを飲みこむと主人を見つめる。

「ちゃんと幸せになられてください……私からのお願いです」

　それだけが、パミラが抱く願いだ。

　魔女は息を詰めると細い腕で彼女を抱きしめた。その耳に囁く。

「充分幸せですよ。ありがとう」

　染み入る様な美しい声。それは悲しみを知っている優しさだ。

　魔女の腕の温かさにパミラは涙の滲む目を閉じる。誰よりも主人の幸福を望んでいるのに、まるで子供のように自分が慰められるばかりだ。それは主人に比べてあまりにも自分が無力だからで、だからきっと他の誰であっても女王の孤独には届かないのだろう。

　彼女に手を伸ばせるのは、届くのは──彼女と比肩しうる契約者の男だけだ。




　パミラがようやく涙を飲みこむのを見て、ティナーシャは穏やかに笑った。腕をほどくと遠い彼方かなたを指さす。

「ほら、空が綺麗ですよ」

　太陽はすっかり沈み、地平の間際だけが紅を引いたように赤い。

　空は明るい青に染まっており、それは暗くも明るくもないあるがままの色に見えた。

　見入ってしまう澄んだ色にティナーシャはあることを思いつくと、腰の袋から水晶球を取り出す。彼女は無詠唱で組んだ構成をその中に注いでいった。

「何をなさるんですか？」

「色を写し取ります」

　言う間にもみるみるうちに水晶球の中へ空の景色が写しこまれていく。三十秒もすると、それは日が沈んだばかりの世界を閉じこめた球になった。パミラが感嘆の声を上げる。

　明るい夜空色は、彼の瞳と同じ色だ。

　ティナーシャはそれを目の上にかざした。ぽつりと正直な想いが口をつく。

「……綺麗な色」

　彼に初めて出会った時のことを思い出す。それから今までのことを。

　とても大事にされてきた。

　子供のように。

　ただの女のように。

　守護者を守る契約者など聞いたこともない。それを当然と思ってしまうのは怖かった。

　魔女は水晶を見つめる。

「一年は長かったかなぁ……」

　そんな自分の呟きにどうして胸が痛むのか……その理由は分からなかった。










　仕事を終え自室で着替えをしたオスカーは、露台の窓を叩く音に小さく笑った。返事をすると彼の魔女が入ってくる。

　振り返って彼女を見たオスカーは、ふと彼女の様子がいつもと違うことに気づいた。どこが違うのか明確には言えないが、わずかに揺らいでいるように見える。

「どうかしたのか？」

　その問いに、彼女は不思議そうに首を捻った。

「どうもしませんけど。おみやげですよ。ほら」

　白い小さな手が何かを差し出す。受け取ったそれを、オスカーは手の中で転がして確かめた。

　水晶球に見えるが、中に景色が写りこんでいる。彼の瞳の色と同じ色の空が球の上空に広がっていた。よく確かめようとオスカーは目の上に球をかざす。

「単なる観賞物ですが、今日の空は綺麗だったので」

「お前が作ったのか！」

「そうです」

「相変わらず色々面白いことができるな……ありがとう」

　オスカーは愛いとおしむように水晶を手の中に収めると、寝台脇の小さなテーブルに置いた。そのまま寝台に座る彼の隣に、ティナーシャは浅く腰をかける。彼は魔女の髪を引きながら問うた。

「で、何かあったのか？」

「え、何もないですよ。どうしてですか」

「少し萎しおれて見える」

「元気です」

　にっこり笑う魔女は、言いながらさりげなく自分の後ろに右手を回す。だがその手をオスカーは反射的に摑つかんだ。ティナーシャはぎょっと表情を変える。

「な、なんですか？」

「いや。何か魔法構成を組みかけただろ。何の魔法だ？」

「……貴方、本当人間離れしてますね」

　呆れたようにそう言う彼女は、だが気のせいか安堵したようにも見える。ティナーシャは摑まれたままの手を降参するように上げた。

「なんでもないです。ちょっと精神魔法を試そうかと思っただけですから」

「よく分からんが、何かするならあらかじめ言っておけよ」

　同じ魔女でも彼女の友人のルクレツィアならひどい悪戯いたずらをしてきそうだが、ティナーシャのやることならそれなりの理由があるのだろう。

　鷹揚な契約者の言葉に魔女は苦笑して頷く。闇色の瞳は気のせいかいつもより頼りなく見えた。

　初めて出会った頃は、時折何かを探すように孤独な瞳をさまよわせていた彼女だが、魔法湖の昇華を終えた後は、そこから焦燥が消えた代わりに寄る辺ない不安がよぎるようになった。元々我欲が少ない彼女だ。目的がなくなった今、宙ぶらりんになったような感覚を覚えているのだろう。

　オスカーは白い陶磁の頰に手を触れさせる。彼女に言葉をかけようとして、しかし結局口に出すのをやめた。代わりに顔を寄せる。目を閉じて口付けを受けた魔女は、顔を離すと少し赤面した。

「あんまりこういうことしないでくださいよ……」

「考えておく」

　そんな気などさらさらないのを隠しもせずにオスカーが返すと、ティナーシャは顔を顰しかめる。魔女は細い両腕を上げて伸びをした。

「な、悩む……」

「何を？」

「色々と……人生について」

　その答えは予想の範囲内だ。オスカーは笑いもせずに即答する。

「俺と結婚すればいいと思うぞ」

「しない」

「強情な……」

　ティナーシャは自分の両腕で目を覆う。華きゃ奢しゃな体が、不安定さを帯びてか細く見えた。オスカーはじっとそんな魔女を見つめる。

「俺と結婚して魔女をやめればいい」

「ええ？　どうやってやめるんですか」

「元の通りに年をとればいいさ」

　いつかそう彼女に切り出すつもりでいたのだ。自分と共にこの城で生きて死ぬ気はないかと。

　オスカーは揺るがぬ真摯さで彼女に向き合う。







　一方ティナーシャは腕を下ろすと、闇色の目を丸くして彼を見返した。

「年をとる、ですか……？」

　確かに結婚うんぬんは別として、停滞させている成長を戻すことは彼女も考えたのだ。現在の肉体年齢はおおよそ十九歳。彼の守護が終わったら、この停滞を戻して塔も引き払い、誰にも会わず残りの一生を過ごす。そんな終わりもいいかと思っていた。

　オスカーは手を伸ばして彼女の頰に触れる。

「残り何十年か？　充分だ。それを俺にくれ」

　真顔で言う契約者に、ティナーシャは笑い出しそうになった。強情なのはどっちだと言いたい。

「貴方は本当に女の趣味がおかしいですよ」

「うるさい。俺の大事な女だ。文句つけるな」

　オスカーは眉を顰めるともう一度ティナーシャに口付けた。彼女は目を閉じたまま苦笑する。

「さっき言ったこと忘れるの早すぎです」

「考えておくと言っただけだ。嫌ならちゃんと拒め」

　彼の言葉はそっけない。ティナーシャはゆっくりと目を開けた。長い睫まつ毛げが熱を持って震える。

　考えるより先に、自然と言葉が零れ出た。

「なんていうか、こうして触れられるのに慣れちゃったっていうのもあるんでしょうけど。やっぱり貴方は……特別なんでしょうね」

　それは素直な言葉だったが、口にすると自分でも不思議なほど腑ふに落ちた。

　この頑固な男が自分にとって特別なのだと、とっくに認めている。いつの間にかそうなっていたのだ。誰に聞かれてもおそらく同じことを答えるだろう。

　ティナーシャが伏せていた目を上げて彼を見ると、男は驚いた顔をしていた。

　何故そんな表情をされるのか分からない彼女は、細い指で男の顔に触れる。

「どうかしました？」

「いや……」

　彼はそれ以上答えなかった。オスカーは腕を伸ばすと魔女の体を捕らえる。どこかあどけない顔で見上げてくる彼女の、額に、頰に、唇に口付けを落とした。

　触れた場所から温度を分け合う。

　肌が隔てる魂に接する。

　違う人間であることが悲しくて愛いとしかった。







　抱きしめられたティナーシャは、驚きつつもその温かさに安堵する。迷っている心に沁しみこむように彼の体温が伝わってくる。

　甘やかされている、と思った。

　それに溺れたくないとも。

　優しい温ぬくもりは徐々に体の奥底に沈みこみ、そこで熱を持った。精神を痺しびれさせる熱がゆっくりと湧き上がってくる。

　口付けは、彼女の耳に、首筋に、胸元に触れていく。

　気を抜けば落ちてしまいそうだ。彼女は震える吐息を言葉にした。

「オスカー……駄目ですよ」

「何故」

　男は顔を上げないまま聞き返す。

　触れられた箇所が熱を帯びて全身に広がる。自分で自分の体をちゃんと支えられているのか分からない。ティナーシャはめまいを覚えて男の腕に体重を預けた。彼はその体を寝台に横たえる。自分を見下ろす青い目に触れようと魔女は手を伸ばした。

「何故って……何故？」

「自分で考えろ」

　興味がないような返事だ。だがそれは本当のことだ。

　彼女は自分で考えなければいけない。それは外にはない。彼女自身の内にあるものだ。

　永い時をずっと一人で生きてきた。

　誰かを愛したくなかった。憎みたくもなかった。

　人に踏みこんでしまえば弱くなる気がしたのだ。これ以上生きていけなくなる気がした。

　──考えなければいけない。

　ティナーシャは何かを求めて手を伸ばす。指先が男の髪に触れた。

　──考えなければ……

　しかし形成しようとする思考を彼の触れる指や唇が奪っていく。熱に飲みこまれ落ちていく。

　──まだ駄目だ……

　魔女は弱々しく頭を振った。

　まだ何も言葉になっていない。何も摑めていないのだ。

　気が遠くなる。

　分からないまま、全てを委ねてしまう気がした。







　秘された白い肌は、触れた端から溶け入るような滑らかさを持っていた。

　閉ざされた瞼まぶたに口付けると掠かすれた息が零れる。言葉にならないそれら一つ一つに、彼女の感情が詰まっているようだ。その全てを、彼女自身を大切にしてやりたいと思う。

　狂いそうなほどに追い求める目的がなくとも、人は穏やかな毎日を生きられると知ればいいのだ。自分の傍そばで、人の中で幸福に暮らせばいい。

　彼は体を起こすと魔女を見つめる。定まらぬ闇色の瞳がそれに応えた。

「オスカー……？」

　名を呼んでくる甘い声に精神が痺れる。縋すがるように伸ばされる手。彼はその手をとって白い掌てのひらに口付けた。彼女の隠された躰からだは熱情が灯ともす火そのものように熱い。彼は柔らかなそこに指を這はわせる。曝さらけ出だされた首筋に顔を埋めて──けれどふと部屋の外があわただしくなる気配に気づいた。

　すぐに部屋の扉が乱暴に叩かれる。

「何だ……？」

　不ぶ躾しつけな音に、魔女の目に一瞬で理性が戻るのを見て彼は舌打ちしたくなった。細い腕を摑もうとするが、彼女は猫のように素早く男の下から抜け出すと、ふっと部屋から消えてしまう。

　あまりの間の悪さに、オスカーは罵り言葉を呟きながら扉へ向かった。開けるとそこにはラザルが立っている。

「お前、俺に殺されても文句言えんぞ……」

「な、何がですか……いえ、陛下大変なんですよ！　魔物が城に……火が放たれています！」

「はぁ!?」

　咄とっ嗟さに理解しかねたオスカーは、不機嫌きわまる声をあげた。





※






　反射的に転移して出た先は、城にある彼女の自室だ。

　暗い部屋の中、ティナーシャは愕然と自分の両手を見つめる。

「な、なんか私、おかしかった！」

　いつになく迷っていたのは確かだ。不安だったのも本当で、だからというわけではないが、彼に触れられるのも嫌ではなかった。

　ただ知らないうちに、自分でも分からない何かに溺れていく気がしたのだ。精神も体も、どこかに溶け出していってしまう気がした。

　ティナーシャは熱を持つ顔を押さえて──

「え？」

　違和感は広い海に一滴落とされた血の雫しずくのようだ。

　見ると窓の外、夜空が一部赤く染まっている。それを照らしているのは炎で、赤い空の中に飛び回るいくつもの影が見えた。鳥よりもずっと大きいそれらは、明らかに魔物の類だ。

「……結界が」

　何者かが、密ひそかに城の結界に穴を空けた。

　それが違和感の正体だ。

　意識が一瞬で切り替わる。少女のような不安定さが、魔女の冷徹に取って代わる。

　ティナーシャは美しい顔を顰めると、乱れた胸元を直しながら床を蹴って転移した。
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　本来、ファルサス城に魔物が来襲するなどありえない。

　何故ならここには王の守護者である魔女の結界がある。過去この結界を破って侵入してきたのは七十年前の戦争で猛威を振るった魔獣だけで、だからこそ突然の襲撃に城内は騒然となった。

　城の上空、雲のない夜空には、人ほどの大きさの魔物が翼をはためかせ飛び回っている。

　真っ黒い肌に細身の人間に似た体、蝙蝠こうもりの翼を生やしたその魔物たちは、目視できるだけで五十はいるようだ。それらは急降下しては窓を突き破り、逃げ惑う人間に見境なく鋭い爪を伸ばす。庭の見張りをしていた兵士たちは果敢にもそれらに応戦していたが、既に犠牲者も出始めていた。

　回廊を走る兵士の一人が、闇の中伸びてきた爪に腕を摑まれる。

　次の瞬間彼の腕は、付け根からあっさりと引きちぎられた。血を撒まき散ちらして倒れこむ兵士を見て、近くにいた女官が詰まった悲鳴を上げる。

「ヒ……ッ！」

　だが狂乱し庭へと逃げ出す彼女に、上空から狙いを定めて別の魔物が急降下してきた。

　鈍く光る爪が女官を貫こうとする瞬間、けれど魔物の体は割りこんできた剣の一いっ閃せんで両断される。

　女官の前に立ち剣を振るったアルスは、大声で部下たちに指示を出した。

「三人以上で固まれ！　死角を作るな！　戦えない者は外に出るな！」

　暗かったはずの空は真っ赤に染まっている。

　それは城の裏手が燃えているせいだと、アルスのもとにも報告が入ってきていた。魔物と戦いながら消火をするのは至難の業だが、消火作業には魔法士たちが向かっている。今は目の前の敵を排除することの方が先決だ。

　アルスは指揮を執るために辺りを見回す。

　その時、城門近くで女の悲鳴が上がった。

　見ると、厚布で頭を庇かばいながら女官がうずくまっており、彼女を守って門番が剣を振るっていた。アルスは咄嗟に短剣を抜くと、二人に襲いかかる魔物を狙って投とう擲てきする。
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　保管庫の整理に夜までかかっていたノーマンは、妙に外が騒がしいことに気がついて顔を上げた。怪訝に思いながらランプを手に保管庫の扉を開ける。

　空が赤い。炎によって照らし出される上空に、魔物の影がいくつも舞っている。

「なんだ!?」

　反射的に上げてしまった大声に、近くを飛んでいた二体の魔物がノーマンに気づいた。向きを変え迫ってくる魔物たち。その赤く光る目に、彼は思わず凍りつく。

　──中に入って扉を閉めなければ。

　頭ではそう理解しているが足が動かない。体が自分のものではないようだ。

　硬直したままの彼の目前に白い爪が迫る。

　避けられぬ死を覚悟した一瞬。

　だがその爪は、何の前触れもなく地面に叩きつけられた。

　圧倒的な力で押しつぶされた魔物の体。その背に……ふわりと黒衣の魔女が降り立つ。

　彼女は向かってくるもう一体に向けて白い手を上げた。

「消え失せろ」

　力ある言葉。黒い魔物は音もなく四散する。塵ちりとなって消え去るその体をノーマンは呆然と見つめた。一体何が起きているのか思考がうまく働かない。そんな彼を魔女が振り返る。

「怪け我がは？」

「……あ、いえ……大丈夫です」

「なら中にいなさい。終わるまで出てこないように」

　凜りんとした声は、当然のように人を従える力を持っていた。

　力を秘めた闇色のまなざし。そこにあるものは強い意志と揺るがぬ威だ。彼の主君が持っているものと同じもの。ノーマンはその時初めて、彼女が女王であることを理解した。

　彼は驚きを飲みこむと、自らの意志で頭こうべを垂れる。

「どうぞご武運を……陛下をよろしくお願いいたします」

　魔女は頷いて姿を消す。ノーマンは一人保管庫に戻ると、ただ城の無事を神に祈った。







　結界内に侵入している魔物は感知できるだけで約百体。

　それは魔物の襲撃としては異例なほどの大規模だ。普通の城なら全滅してもおかしくない。

　ただティナーシャにとってはその数の多さよりも、どうやって結界をくぐりぬけてこれほどの魔物を送りこめたかの方が問題だ。

「時間をかけたら逃げられそうですね……」

　城の上空に立つティナーシャは、数多あまたの気配の中から召喚主を探る。

　その彼女に気づいた魔物たちが数匹、奇声を上げながら向かってきた。魔女は軽く目を細めると右手を前に差し伸べる。掌上に眩まばゆい光を放つ光球が生まれ……次の瞬間、弾け飛んだ。

　飛沫しぶきと化した光が向かってくる魔物を次々消し去る。ティナーシャは間髪を入れず叫んだ。

「セン！　カル！　ミラ！　ニル！　クナイ！　来い！」

　女王の命に応えて五人の精霊が空中に出現する。ティナーシャは手短に命令した。

「魔物どもを殺せ。例外はなしだ。行け」

　精霊たちは口々に返事をするとその場から消え去る。魔女は続いて詠唱を開始した。

「我が意志を命めいと認識せよ。地に眠り空を翔かける転換者よ。我は汝なんじの水を支配し召喚す。我が命が現出の概念の全てと理解せよ」

　白い右手に空気中の水分が凝こごっていく。彼女はそこに左手を添えると更に構成をいじった。水分はまたたくまに無数の水滴となる。ティナーシャは霧きり雨さめに似たそれらを、燃え盛る城の裏手の納屋に放った。間を置かず召喚者の気配を追って宙を駆ける。







　消火にあたっていた魔法士のドアンは、時折襲ってくる魔物を魔法で焼きながら、一向に消える気配のない火に焦り始めていた。おそらくは魔法でつけられたものなのだろう。炎は舌のようにその先端をくねらせながら、異様な燃え上がり方をしている。

「まずいな……。このままじゃ城にも燃え移るかも」

　城への襲撃自体既に異常事態なのだ。その上先ほどから嫌な予感がする。この城に対しここまでの攻撃ができる敵が、ティナーシャの存在を知らないはずがない。むしろ敵は、最強の魔女たる彼女のことを計算に入れて攻撃をしかけてきているのではないか。

　だとしたら何処で足を掬すくわれるか分からない。一刻も早く全体を把握した方がいい。

　にもかかわらず今はこの火事一つ収められていないのが現状だ。ドアンは今いる全員で一つの巨大構成を作るべきか逡巡する。

　しかしその時、上空から無数の水滴が降り注いできた。水滴は消火をするとともにそのまま結界を張って炎を封じこめる。薄い膜状の結界内で赤い火がゆらゆらと揺れた。

「これは……ティナーシャ様か。助かった」

　とりあえず魔女の結界があるなら燃え広がる心配はない。

　安堵の息をつくと、ドアンは再び消火のための構成を組み始めた。
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　グランフォート将軍と共に中庭に出たオスカーは、城門に向かって歩きつつ、襲ってくる魔物を端から斬り捨てていた。城内の避難はラザルに指示を出してある。今、彼がすべきは魔物の掃討だ。

　羽虫のように寄ってくる魔物を殺しながらその数が二十体を越えた頃、城門がようやく見えてくる。門前の広場ではアルスたちが奮闘していた。

　アルスはオスカーに気づいて叫ぶ。

「陛下！　ご無事で！」

「何なんだこれは……」

　ぼやきながらオスカーは、空から襲ってくる魔物にアカーシアを突き出す。王の首を刈ろうと急降下してきていた魔物は、避けきれず勢いのまま喉を貫かれた。

　しかし魔物は、絶命しながらもアカーシアを抱えこんだまま地面に転がる。オスカーが煩わしげに王剣を引き抜こうとした時、その隙を見逃さずもう一体が襲いかかった。

「おっと」

　彼は鋭い爪を右に避けると、左手ですれ違う魔物の足を摑む。そのまま一見軽々と、しかし恐るべき膂りょ力りょくを以て地面に魔物を叩きつけた。固い地面の上で呻うめく魔物の首を、オスカーは引き抜いたアカーシアで刎はねる。

　そうしている間に、アルスが駆け寄ってきた。

「陛下」

「平気だ」

　オスカーが空を見上げると、魔物の数は初めと比べ大分少なくなっていた。どうやら上空で何かと戦っているようだ。有翼の魔物はみるみるその数を減じていく。王の隣にいるグランフォートが夜空に浮かぶ小柄な人影を指差す。

「何でしょう、空にいるのは」

「あれは……ティナーシャの精霊だな」

　深紅の髪をした少女が楽しそうに笑いながら魔法を放っている。魔女が使役するトゥルダールの精霊は全員が上位魔族だ。少女の他にも何人かが空にいるのを見て、オスカーは軽く息をついた。

「あいつが精霊まで出してるってことは時間の問題だな。アルス、負傷者を頼む」

「かしこまりました」

　オスカーは向かってくる魔物がいないことを確認してアカーシアを鞘さやに戻す。周囲には魔物の死体がいくつも転がっており、どうやら一通りの攻勢はやんだようだ。駆けてきた魔法士たちが怪我人の救助を始める。

　その間にオスカーは何人かの武官を呼び寄せ、現状の確認と報告を命じた。王命を受けた彼らが散っていくと同時に上空に魔女が現れる。ティナーシャはゆっくりと契約者の傍に下りてきた。

「ティナーシャ、どうだ？」

「消火は完了したようです。召喚者を追ってたんですが見事にまかれました。すみません」

「お前が逃がすなんて相当な手て練だれだな」

「面目ないです……」

　申し訳なさそうに頭を垂れる魔女に、オスカーは苦笑する。

「ともかく事後処理だ。悪いが手伝ってくれ」

「はい」

　魔女は地面に下りると重傷者に向かって駆け出す。いつもと変わらぬその後姿にオスカーはいくらか安堵した。彼女の姿が見えないと無茶をしていないか不安になるのだ。その点、目の届くところに戻ってきたなら後はどうにでもなる。

「それにしてもやけに手際のいい相手だな。引ひっ搔かき回まわすだけ回してさっさと逃げきったか」

　魔物が絡んでいる以上、腕のいい魔法士が敵方にいるのだろうが、目的も手段も分からないままだ。オスカーは転がる魔物の死骸を見回す。

　幸い死者はそう多くないようだ。城門近くで怪我をした兵士が他の兵士たちに抱え上げられる。その傍には厚布で頭を覆った女官が心配そうに付き添った。城内へと退避する彼らが王のすぐ傍を通った時、付き添いの女官が軽くよろめく。オスカーは手を伸ばしてその背を支えた。

　女官の被かぶっていた布が地に落ちる。

　彼女の瞳がオスカーを射抜いた。

　見覚えのある顔──それは、ここにいるはずのない人間のものだ。

「お前……」

　オスカーがその名を呼びかけた時、女を支えた手に軽い痛みが走る。

　思わず手を放した瞬間、それは激痛に変じた。

　女は高らかに歓喜の声を上げて笑う。

　響き渡る異様な笑声に、アルスとティナーシャが振り返った。

「クラーラ!?」

　狂った女の目が、嘲りの笑みを湛たたえて魔女を捉える。

　その隣で崩れ落ちる男を見てティナーシャは叫んだ。

「オスカー！」

　夜を切り裂く魔女の声は悲鳴と同じだ。ティナーシャは草の上を駆け出す。笑い続ける女には目もくれず、倒れたオスカーへと飛びついた。

「なんで……」

　防護結界には何も触らなかった。なのに彼が昏こん倒とうしたということは、精神魔法かそれに類したものか。ティナーシャは意識のない契約者に触れ体内へ魔力を注ぐ。急激に体温が下がっていくのが分かる。脈が弱まり、血の気が失せていく。このまま行けば死に至ることは明らかだ。

　にもかかわらず──彼の体内には魔法の痕跡が見つからない。

「そんなはず……」

　ティナーシャはかぶりを振った。息が苦しい。自分が混乱しているのが分かる。

　うろたえかけた彼女は、だが引ひき攣つるような笑い声を聞いて顔を上げた。

　女官の格好をした女、かつて死を呼ぶ歌を歌い国外追放されたはずのクラーラは、心底嬉しそうに魔女へ囁いた。

「ほら、後を追ったら？」

　女はそう言って、手に持ったものを示す。

　銀色の長い針。半ばから黒く変色したそれを見てティナーシャは絶句する。契約者に視線を戻した彼女は、オスカーの左手が同様に変色していることに気づいた。

「……自然毒」

　魔力の痕跡がないのも当然だ。魔法で作られたのではない、はなから自然に存在する毒。

　扱いや入手の難しさから今はほとんど使われないそれらの毒は──多くが魔法では解毒できない。

　くらり、と目の前が暗くなる。

　だがそう感じた時には既にティナーシャは構成を組んでいた。変色したオスカーの左手を握る。もう片方の手で彼の額に触れて詠唱した。

「我が意志を命と認識せよ。世界を流れ軸である転換者よ。私は汝を拒絶する。留まり続けよ。お前が立ち去ることを許さない。私は拒絶する。拒絶する。拒絶する──」

　魔女の額に汗が浮かぶ。祈るように言葉を繰り返す。編まれる構成がオスカーの体内時間を急激に遅らせていった。

　だがそれでも失われていく彼の生気は戻らない。今のままゆっくりと静止していくだけだ。

「私は拒絶する、拒絶する……」

　人々が駆け寄ってくる。アルスが笑い続けるクラーラを拘束する。

　その気配を感じながら、けれどティナーシャは血を吐く声でいつまでも詠唱を続けていた。
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　襲撃の異様さと規模からすると被害はかなり軽微で済んだ。怪我人は多いが死者は十人足らずで、焼失したのも納屋だけに留まっている。他国の城ではこうはいかなかっただろう。

　しかし本当の被害はそれだけではなかった。

　報告を受けた先代王のケヴィンは慌しく息子の部屋に駆けこんでくる。そこには夜の出来事であったため、わずかな重臣の他には鎮圧にあたっていた武官と魔法士たち数人がいるのみだ。

　部屋の主は寝台に横たわっている。枕元には守護者たる魔女が床に両膝をついて座っていた。男の手をとり、その甲を自分の額にあてながら目を閉じている魔女は、まるで人形のように微動だにしない。そしてそれは寝台の上の男も同じだった。

　ケヴィンは恐る恐る二人の傍に歩み寄ると息子の顔を覗のぞきこむ。血の気がないその体は、本来あるべき生命の鼓動が感じられなかった。

「これは一体……」

　魔女が顔を上げる。闇色の瞳には空虚な光が湛えられていた。

「体の時間をほぼ止めてあります。他に施しようがなかったので……」

「では生きている？」

「生きてはいますが、毒薬が盛られています。時間を動かせば数分で死に至ります」

　あまりのことに愕然とするケヴィンに、アルスが補足した。先だっての事件で国外追放にしたはずの女が何者かの手を借りて城内に侵入していたことと、その女が針を使って結界の隙間を抜け、オスカーに毒を盛ったことを。

「その女は？」

「拘置してあります。しかしもう気が触れていて……」

　ケヴィンは頷くと魔女に向き直った。

「解毒できますか？」

　魔女は泣き出しそうな顔で前王を見返した。彼女のそんな顔を見るのは皆が初めてで、改めて彼らは事態の深刻さを認識する。

「この毒……毒針を取り上げて調べたんですが、アルカキアという有名な自然の猛毒で……解毒薬が存在しないんです。純粋な……人を殺すための、ただの毒です」

　それを聞いてケヴィンは絶句する。

　赤黒い花弁を持つ花、アルカキア。その花弁から抽出されるのが同名の毒だ。

　遥はるか昔の暗黒時代から、しばしば歴史の影で用いられてきた悪名高い猛毒。その毒から生還できた者は──記録で見る限り一人もいない。

　先王は事態を理解すると、魔女に問うた。

「ではずっと眠ったまま？」

「そんなには持ちません。時間を止めてあると言っても完全ではないですし。いずれは毒が回るでしょう」

　美しい魔女は唇を嚙んだ。紅あかい唇に血が滲む。

　ケヴィンは何も言えなかった。ただ息子の白い顔を見る。

「ロザリア……」

　彼の口から、今は亡き妻の名前が零れた。







　ティナーシャは再び目を閉じた。男の手を強く握り締める。

　あれほど近かったこの手が、今はひどく遠い気がする。考えるべきことはたくさんあったはずなのに、上手くまとまらない。思い出せない。

　──だからせめて、進むべき道が欲しかった。

　彼女は顔を上げる。部屋の中央にひずみが生まれた。魔法の転移に伴う歪ゆがみは無音のまま夜の室内に弾け飛ぶ。

　次の瞬間、そこには『閉ざされた森の魔女』が立っていた。不機嫌そうな第一声が部屋に響く。

「センを迎えによこすなんて、悪趣味極まりないわ！」

「すみません」

　謝る友人の声に異様な空気を感じたのか、ルクレツィアは部屋の中を見回した。沈痛な雰囲気が満ちる一同の顔を眺め、最後に友人と寝台に眠る男を視界に入れる。ルクレツィアは二人の傍に歩み寄ると男の顔を覗きこんだ。

「何これ……時間を止めてあるの？」

「ええ」

　ルクレツィアはまじまじと王の顔を眺め、次いでティナーシャが取っている男の左手を見た。彼の手のひらが不気味に爛れているのに気づいて魔女は顔を顰める。

「アルカキア？」

「はい」

　肯定を聞いてルクレツィアの顔がみるみる歪む。彼女は座りこんでいる友人に吐き捨てた。

「これ無理じゃない。時間なんか止めて。何してるの」

　魔法薬にかけては卓越した技術を誇る魔女の言葉。その残酷な結論に、一同の間には衝撃が走った。彼らは逃れられない死の眼前にある王を見つめる。

　しかしティナーシャは、感情のない声でそれに返した。

「無理にしないでください。何とかしますよ」

　頑なな答え。ルクレツィアは苛いら立だたしげに友人を睨む。

「どういう手段があるってのよ」

「血清を作ります」

　その返答に、一瞬ルクレツィアでさえも意表を突かれた。




　──アルカキアに血清は存在しない。

　それは大陸の影の歴史を知る者にとっては周知のことだ。赤黒の花から採れる雫は、手の施しようがない猛毒として何百年もの間恐れられてきた。だからこそそれが用いられる時は「歴史が取り返しのつかない方向に動く」とまで言われてきたのだ。




　閉ざされた森の魔女は眉を顰める。

「は？　即死ものの毒よ？　どうやって作るのよ」

「私の体で作ります。私の体の中は時間の流れが停滞していますし、魔力も多いです。この毒でも丸一日くらいならもつと思います。その間に魔法を使って抗体を作ります」

　王の守護者の言葉に全員が驚く。彼らはそれぞれの表情で魔女たちを見つめた。わずかに見えた希望に縋ろうとする空気が生まれる。

　しかしルクレツィアだけは違った。その美しい貌かおがたちまち怒りの色で染まっていく。彼女は大きく息を吸いこむと、部屋の外まで響く声を上げた。

「馬鹿言うんじゃないわよ！　魔法薬じゃないのよ!?　出来てもあんたが死ぬわよ！　大体激痛で魔法なんて使えるわけない！　痛みを消したら体内の感覚も鈍るし……」

　ルクレツィアの怒声が部屋の空気を圧する。その怒りにティナーシャを除く全員が硬直した。彼らは王の魔女が渡ろうとしている橋の危うさを知って青ざめる。

　しかし、言われた当の本人は何も堪こたえていないようだ。

「だから貴女にも頼んでるんじゃないですか。あと私、痛みには強いんです」

　淡々と答えると、ティナーシャは顔を上げた。深しん淵えんを閉じこめた目には強い光が浮かんでいる。

　ルクレツィアはそれを見て怯ひるんだ。

「嫌よ」

「お願いします……」

「嫌よ！　何よあんた、馬鹿じゃないの。狂ってる！　やめなさいよ、他の男にしなさい！」

「お願いします」

　譲る気のないティナーシャに、ルクレツィアは再び苛立ちを顕あらわにした。ティナーシャの肩をきつく摑む。琥こ珀はく色いろの目が燃えるような怒気を帯びてティナーシャを睨んだ。

　魔女と魔女の視線がぶつかる。

　意志の相克。そこにあるものはただの強すぎる感情だ。

　ルクレツィアは口を開くと、静かに問うた。

「あんたが命を懸ける価値が、この男にあるっていうの？」

「あります」

　迷いのない言葉。

　確信でしかない想い。

　そして青き月の魔女は少し困ったように微笑んだ。







　長い長い溜息はルクレツィアのものだ。

　彼女は顔を上げると周囲の人間をもう一度見回す。中からシルヴィアとパミラを指差した。

「あなたたち手伝って」

　指名された二人はあわてて頷くとルクレツィアの元に駆け寄った。同じ魔法士であるレナートとカーヴが手を上げる。

「俺もお願いします」

「手伝います」

「男は駄目」

　あっさりと却下されて二人は目を丸くした。立ちあがったティナーシャが苦笑する。

「大丈夫です。信じてください」

　王の魔女は寝台を振り返ると、眠ったままの男の頰に触れた。愛しげにその顔を見つめると、額にそっと口付ける。

　顔を上げたティナーシャが隣のテーブルを見ると、彼女の贈った水晶が、今は開かない彼の目と同じ色に輝いていた。







　自室に戻ったティナーシャは服を脱いで全裸になった。

　部屋の中央に椅子を置くとそこに腰かける。その間にルクレツィアが周囲の床に魔法陣を描いていった。シルヴィアとパミラが複雑極まる陣の外側に向かい合って立つ。

「前代未聞の試みだから、どれだけ時間がかかるか分からないわよ。あんたが死ぬ方が早いかも」

「私、体力ないですからね。魔力はありあまってますけど」

　平然と返すティナーシャにパミラが蒼そう白はくな顔になる。それでも制止してこないのはオスカーの命がかかっているからだろう。ティナーシャは深く息をついた。

　──緊張はしている。契約者を助けられるかの分ぶん水すい嶺れいだ。

　ただそれでも気分は不思議と落ち着いていた。かつて彼女の塔に挑んだ人間たちも、みんなこんな気分だったのだろうか。

「願いを叶える試練の塔なんて、傲慢な物言いでしたね……」

　大陸最強の魔女は、全ての不可能を可能にする──そんな風に思っている人間は多いだろう。だが蓋を開けてみれば、一人の男を助けるために自分の命と引き換えにするのがせいぜいだ。

　必死で、惑って、まるで他の人間と変わらない。

　でも、それでいいのだと思う。

　自分はきっと、今になってなお挑戦者なのだ。現実に、運命に挑み続けている。

　ティナーシャは自身の体を見下ろし苦笑した。

「こんなことになるなら、もっと鍛えとけばよかったです」

「多少の肉体の差なんて関係ないわよ。それより正気を失わないようにしなさいね。結界は張ってあるけど、魔力が暴走すると面倒よ」

「肝に銘じます」

　準備が終わるとルクレツィアは、アルカキアの針が入った瓶を手にティナーシャの前に立った。ルクレツィアはティナーシャの白い体を見て眉を寄せると、首筋にある赤い痣あざを指差す。

「これ何よ」

「へ？」

　そう言われても本人には死角で見えない。怪訝に思って首を左右に傾げるだけだ。

　ルクレツィアは呆れた目で友人を見やる。

「まぁいいけどね……」

「はぁ……」

　ティナーシャは短く詠唱した。苦痛の中にあっても動かないように自分の体を椅子に固定する。それが済むと彼女はルクレツィアを見上げた。

「私が死んだら処術はお願いします」

「分かった」

「ついでにあの人から私の記憶を消してください」

「お断りよ。あんたが死んだらあの男には一生背負ってもらうからね」

　冷ややかな言葉にティナーシャは苦笑した。長い睫毛を伏せ、思いを馳はせる。




　何故まだ生きているのだろうと思った。何故死なないのかと。

　でも死に場所を探しているわけではない。死ぬ理由を彼に求めない。

　だから大丈夫だ。

　決して死なない。




　ティナーシャは深く息を吐き出した。

　音がなくなる錯覚。

　意識が研ぎ澄まされていく。

　ラナクと相対した時もそうだった。自分はきっとこういう場に強い。

　もう迷わない。

　迷わぬ自信があった。

「お願いします」

　ティナーシャは微笑んで目を閉じる。

　現実を越えようとする意志。

　運命を拒絶するだけの力。




　そして、二人の魔女の挑戦が始まった。







　手を伸ばしてもすぐには届かない。

　だから距離を半分縮める。

　その次はもう半分。

　ゆっくりと、しかし強く焦がれながら、徐々に近づく。

　決してなくならない距離を、できるだけ無に近づけていく。

　求めても求めても決して交わらない距離を悲しみながら、

　──人はそれを、恋と呼ぶのかもしれない。





※






　目が覚めた時、自室には妙に多くの人間がいて彼を見つめていた。

　オスカーはそれを訝いぶかしく思いながら額を押さえる。体を起こそうとすると左手がわずかに痛んだ。

　だが掌を見てもそこには何の傷も痕もない。ラザルが駆け寄ってきて彼の体を支えた。

「陛下、ご無理をなさらないでください」

「何だ一体。どうしたんだ」

「ご病気で寝込んでいらっしゃったのですよ。皆心配しました」

　そう言われて彼は部屋を見回す。ラザルの言葉を裏づけるように、何人もの人間が彼を心配そうに見ていた。一番入り口近くにいたシルヴィアが、泣きはらしたような真っ赤な目をしているのに気づいてオスカーは眉根を寄せる。

「そんなに酷ひどかったのか？　記憶がないんだが……」

　言いながら彼は全員の顔を確認する。

　──何だか、一番近くにいるべき人間がいないような気がした。

　しかしそれが誰だか分からない。オスカーは顔を手で覆う。

「どうも頭がはっきりしないな」

「お目覚めになったばかりですから」

　直前まで鮮明に見ていたはずの夢を思い出せないようなもどかしさが意識の中に燻くすぶっている。

　オスカーは頭を軽く振ったが、零れた記憶を取り戻すことはできそうにない。ラザルが床に膝をついて彼を覗きこむ。

「何かお召し上がりになりますか？　それとももう少しお休みになりますか」

「と言っても仕事があるからな」

「御お父ちち上うえがなさってます」

「親おや父じが？　それは珍しいな」

　普段奥宮から出てこない父が執務をしているとは、一体自分はどんな病気をしたのだろう。

　オスカーは首を捻ったが、寝込む前の記憶がまったく思い出せない。ただ倦怠感が全身にまとわりついているだけだ。

「じゃあもうちょっと寝るか……悪い」

「そうなさってください。皆も退出しますので……何かあったらお呼びください」

　頭を下げてラザルたちが出て行くと、オスカーは再び横になった。

　だがずっと寝ていたためか寝付けない。それ以上に記憶の欠落が気になって、彼は結局寝台の上に座りこんだ。

「なんだ……？」

　自分が誰かは分かる。ラザルや父のこと、臣下たちのことも。

　長い歴史を持ち、王剣アカーシアを継ぐ国ファルサス。自分はその王太子として生まれ、幼い頃に『沈黙の魔女』によって呪いをかけられた。だがその呪いは『青き月の魔女』の塔を踏破し解呪してもらったのだ。その後は新興国クスクルをめぐる戦争などもあったが、特に大きな問題もなく即位して今に至る。不満はなく目立った懸案事項もない。もちろん生まれながらの責務に見合う息苦しさは常にあるが、それは自分が負って当然のものだ。誰と分かち合うこともできないし、そういう一生を送る覚悟はある。

　それが自分という人間で──ただ何か、大事なものを失ってしまった気がするのだ。

　先程からちりちりとした違和感がよぎっている。オスカーはその正体を探して周囲を見回した。

　見るといつのまにか寝台脇のテーブルに小さな水晶球が置かれている。何に使うものなのか、それは中が不思議に青く染まっていた。オスカーが水晶球を摘まんで覗きこむと、そこには明るい夜空が閉じこめられている。

　澄んだ青色。彼の瞳と同じ色の空だ。

「これは……？」

　こんなものを持っていたか、オスカーは悩みながら寝台を降りる。

　部屋を出ると、見張りの兵士たちがぎょっとした顔で彼を見た。

「陛下、どうかなさいましたか？」

「何でもない。少し城内を歩いてくる。一人で大丈夫だ」

　病み上がりの王の言葉に兵士たちは不安げな目になったが、護衛が要らないと言われてはそれ以上食い下がれない。

　オスカーは彼らを置いて一人城の廊下を歩き出した。

　よく知っているはずの城は、だが妙にがらんとして薄暗い。窓から見える青空が何処か白々しく思えた。オスカーは手の中で水晶球を転がしながら誰もいない廊下を歩いていく。

　だがそうしていても記憶にかかった靄もやは晴れないままだ。すぐそこにありながら届かないもの。

　それに引っかかり続けるオスカーは、廊下の先に現れた人間を見つけて歩調を緩めた。

　書類の束を抱えた文官のノーマンは、主君の姿を見て軽く目を瞠ると、廊下の隅に避けて頭を下げる。オスカーは頷きながら彼の前を通り過ぎようとして……ふと、疑問が口をついた。

「ノーマン、俺が寝込む前のことを知っているか？」

「は？」

　怪訝そうな返答にオスカーは我に返る。どうして古くから城にいる人間とは言え、一文官の彼にそんなことを聞いたのか──何故ラザルたちが噓をついていると思ってしまったのか。

「いや、何でもない。おかしなことを聞いた」

　オスカーはかぶりを振って歩き出す。その背に、ノーマンの落ち着いた声が届いた。

「陛下、お妃様はお決まりになりましたか」

「妃？」

　どうして今そんなことを聞くのか。振り返ったオスカーに、ノーマンは真顔で続ける。

「そろそろお世継ぎのことを考えて頂く頃かと。どなたか条件にふさわしい方をお選びください」

「条件……？」

　ずきずきと頭が痛む。心の欠落が疼うずく。握ったままの水晶が熱を帯びた。

　オスカーは自分のこめかみを押さえる。

　──誰を妃にするのかなど考えていなかった。

　それはずっと彼に呪いがかかっていたからで……ただその呪いが解かれた後も考えなかった。

　決して結婚のことを忘れていたわけではない。それは自分の責務で、義務だ。

　ただそれ以上に、誰を選ぶかなど考えるまでもなかったのだ。




「──ティナーシャ」




　自然と滑り出た名。その名にオスカーは愕然とする。

　何故彼女のことを忘れていたのか。

　代わりのない愛しい女。己の人生でただ一つ、周囲の反対を押しきっても望んだ存在。

『オスカー、無茶しないでくださいよ』

　柔らかい声が聞こえた気がして彼は振り返る。けれどそこには誰の姿もないままだ。

　美しく、情の深い、孤独な魔女。

　彼女が隣にいる時、彼にまとわりつく全ての息苦しさは消える。何処であっても、自分にかかる重みでさえも楽しんでいられる。彼女は当然のようにその力で、精神を以て、彼に自由を贈るのだ。

　オスカーは汗ばむ額から前髪をかきあげた。

「どうしてあいつのことを忘れて……」

「お妃様がお決まりのようでしたら恐悦至極に存じます。ですがあまりご無理をなさらぬように。治療が済んだとはいえ、まだお体が完全ではないのですから」

　ノーマンはそれだけ言うと一礼して去っていく。再び一人になったオスカーは握ったままの水晶球を目の上にかざした。中の明るい夜空はティナーシャが魔法で写し取ったものだ。あの時はまだ彼女はいつものように隣にいた。

「……っ」

　不意に左手が痛んで彼は水晶球を持ち直す。それは覚えのある痛みだ。記憶に被せられていたヴェールが剝がれ落ちていく。

　そうして封じられた記憶を全て手繰り寄せた時──彼は事態の異常さを悟って呆然とした。







　城の廊下を走って魔女の私室の前に駆けつけたオスカーは、その扉に結界が張られていることに気づいた。単なる壁が続いて見えるよう、不可視の魔法が扉にかけられている。

　何故扉を隠すような真似がされているのか、先程から分からないことばかりだ。この城から、彼の中から誰かがティナーシャの痕跡を拭おうとしているとしか思えない。その理由を考えれば悪夢のような想像に行きつきそうで、オスカーは思考を振りきると結界に相対した。

　結界破りに有効なアカーシアは自室に置いてきてしまっている。けれどそれを取りに戻っている時間は惜しかった。彼は精密に組まれた構成を見つめる。その要に手を伸ばした。

　──自分にはこれを解くことができる。

　そんな確信が彼の背を押す。オスカーは自らの指で結界を解こうとした。

　しかし彼の指が構成に触れる直前、結界はふっとかき消えた。壁に扉が出現する。

　オスカーがそれを押して中に入ると、部屋の中では閉ざされた森の魔女が不機嫌そうに腕組みをして彼を睨んでいた。

「こうやって来ないように記憶まで弄いじったのに。一体何やってるのよ。しかも結界に触ろうとするなんて。自重しなさい」

「ティナーシャは？」

　ルクレツィアは聞こえよがしに溜息をついた。顎で部屋の奥を示す。そこにある寝台に、彼の魔女は微動だにせず横たわっていた。

　オスカーは寝台に向かって歩きながら、自分が緊張していることに気づく。

　聞くのが怖い。見るのが怖い。しかし確かめなければいけない。

　彼は枕元に立つと女の顔を覗き込んだ。普段白い彼女の肌は、今は血の気を感じさせないほど青白い。オスカーは恐る恐る手を伸ばし頰に触れる。滑らかな肌はわずかに冷たかった。

「生きているのか？」

「死んでたらこんなところに置いておかないわよ」

　吐き捨てられたルクレツィアの言葉に、彼は崩れ落ちそうなほど安堵する。魔女はなおも不機嫌そうに続けた。

「大体、男ができたら落ち着くかと思って勧めたのに悪化してるじゃない。何で死の淵ふちさまよってるのよ。自分を顧みないにもほどがあるわ。趣味が悪いっての。不愉快よ」

「すまん」

　オスカーはティナーシャから目を離さないまま謝った。

　──自分の甘さは自分が負うべきものだ。

　だからクラーラを助けた。魔女にその死を背負わせたくなかったからだ。

　けれどその甘さは結局回りまわって彼女を巻きこんだ。非は全て自分自身にある。

　オスカーは艶が少し鈍っている黒髪を梳すいた。こうして臥ふしている彼女の隣に立ったのは三度目だ。一度目は魔獣との戦いの後。二度目は魔法湖を巡る戦争の後。いずれの時も眠り続ける彼女に若干の不安を覚えながら目覚めを待ったのだ。

　無敗だの最強だの言いながら、いつも自分を後回しにして危ない橋を渡る彼女だ。まるで己を顧みぬ魔女を、だから彼は自分で守ってやりたかった。

　しかし今回はこの失態だ。具体的に何があったのかは分からないが、彼女が臥せている原因は自分だということは、ルクレツィアの態度からも容易に分かった。

　重い悔恨に顔を顰めながら、オスカーは確かめるように彼女の肌に触れる。細く白い首に指を滑らせ──だがおかしなことに気づいた。

　滑らかな肌が、白い掛布に隠されるすぐ手前から、わずかに茶色く色を変えている。

　オスカーは少し逡巡したが、掛布に手を掛けた。背後から制止の声が飛ぶ。

「やめなさいよ」

「気になる」

「そんなの見られたいと思う女がいるわけないわ。やめなさい」

「でもこれは……俺がつけた傷なんだろう？」

　ルクレツィアは答えなかった。それを了承とみなしてオスカーは掛布を引く。

　布の下の彼女の体は、何も纏わぬ裸だった。オスカーは思わず息をのむ。

　目を引いたのは彼女の肢体ではない。その全身を覆う爛れと水みず脹ぶくれだ。

　艶あでやかな白い肌は見る影も無く変色し、あちこちがざらざらと凝って皮膚が破けていた。

　まるでひどい火傷やけどを負ったような姿だ。無残な躰にオスカーは言葉を失う。ルクレツィアの苦い声が響いた。

「アルカキアを全身に回したのよ。死ななかった方が不思議だわ。正気でいられないくらい激痛だったはずなのにちゃんと最後まで詠唱してたわよ」

「……治るのか？」

「魔力がもうちょっと安定してきたら治癒をかけるわ。今は駄目。体内で血清を凝縮させた反動で魔力がぐちゃぐちゃになってるもの」

　ルクレツィアの説明に安心しながら、オスカーはそっと爛れた胸元に触れる。




　ざらつく感触が痛々しい。

　だがそれが、たとえようも無く愛しかった。

　胸が熱い。

　泣き出したくなるような熱がそこにある。

　口に出したらルクレツィアに殴られるだろう。趣味が悪い。分かっている。

　けれど彼は、それがずっと欲しかった彼女からの執着の証あかしのような気がして、歯は軋ぎしりしたくなる後悔と、目のくらむような充足とを同時に感じていたのだ。








３．分からないこと









「完全には消えなかったわね」

　白い石床が広がる広々とした浴場で、ルクレツィアは立ったままティナーシャの背中を見下ろし嘆息した。

　椅子に座り髪を洗っているティナーシャの腰には、言われた通り子供の手の平ほどの茶色い痣が残っている。ティナーシャの魔力が回復し目覚めた後、二人の魔女はアルカキアが肌に残した爪痕を治癒にかかった。しかし全身の治癒が終わった後も、背中のその部分だけは消えない痣として残ってしまったのだ。

　真白い肌に残された染みに、ルクレツィアは眉を顰める。

「あとで痣が薄くなる魔法液を作ってあげる」

「構いませんよ。見えない位置ですし。ありがとうございます」

「ちゃんと手入れしなさい！　……まぁそれを見る男にはいい薬になるでしょうけどね」

「何でこんなとこ見るんですか。自分でだって見ませんよ」

「…………」

　ルクレツィアは小さく溜息をついた。踵きびすを返かえし深い浴槽の中に下りていく。

　二人がいるのはティナーシャの自室にある浴室ではなくファルサス城にある大浴場だ。陶磁器と白岩石で作られたそこは高い天井まで湯気が満ちており、浴槽は泳げそうなほど広かった。

　本来であれば王族しか使えない浴場に、今は二人の魔女がいるだけだ。

　ルクレツィアは浴槽の中で泡を作って遊びながら、洗い場にいる友人を眺めた。ティナーシャは先程から長い黒髪を梳くしけずっている。その作業に夢中になっている友人に、ルクレツィアは軽く言った。

「あんたと付き合ってると、この年になっても驚きに事欠かないわ」

　青き月の魔女は紅い唇を上げると「ありがとうございます」と笑った。







　ルクレツィアは風呂から上がるとそのまま自分の森に帰ってしまった。

　友人と別れたティナーシャは、自室に転移すると鏡台の前で長い髪を乾かし始める。彼女が帰って来たことに気づいたパミラが、部屋に入ってきてそれを手伝った。

「ティナーシャ様、支度が出来たら陛下がお会いしたいと仰ってますよ」

「分かりました」

　ティナーシャはうとうとと眠りそうになる意識を引き戻した。昏こん睡すいから目を覚ました後、一度オスカーと顔をあわせたのだが、その時はルクレツィアが「絶対安静！」と言ってすぐに彼を追い出してしまったのだ。ちゃんと時間を取るのは目覚めてから初めてかもしれない。

「何をお召しになりますか？　ルクレツィア様から色々服を頂きましたが」

「あの変態の選ぶ服なんて着たら大変ですよ」

　苦笑するパミラにティナーシャは肩を竦める。わざわざルクレツィアが服を贈っていったということは十割方嫌がらせ目的だろう。妙に肌を出す服でも用意したに違いない。

　パミラは主人のために白い絹のドレスを選ぶと、それにあわせて細々仕度をした。主人の長い黒髪は丁寧に梳き、左耳の横にドレスと共とも布ぬのの大きな花飾りを一つつける。少し青白い頰と唇には、血の気を補うように薄く化粧した。魔女は体にまだだるさが残っているのでされるがままだ。




　準備ができるとティナーシャは執務室の前に転移した。扉を叩き、中に入る。

　室内には部屋の主人の他に魔法士長のクムや数人の文官たちがいた。彼らは白いドレスを着た魔女の美しさに息をのむ。王が軽く眉を上げた。

「何だお前、待ってれば俺が行ったのに」

「転移してきたのですぐです。お邪魔でしたか？」

「構わん」

　オスカーは手招きで魔女を呼び寄せた。隣に来た彼女を膝の上に抱き上げる。彼は白い肌が治っていることを確かめながらその額に口付けた。

　壊れ物を扱うように魔女へと触れる王を見て、部屋に居た文官たちは席を外すべきか顔を見合わせる。クムが苦笑しながらそれを促した。二人だけになってしまうと魔女は困り顔になる。

「やっぱり仕事の邪魔してますよ」

「別にいい。それよりちょっと後で脱げ」

「何で」

「ちゃんと治ってるか見たい」

「治ってるよ！」

　ティナーシャは小さな両手で拳を作ると、男のこめかみを締め上げた。しかし彼は痛くないのかしらっとしている。

「減らないからいいだろう」

「気分的に減ります」

　魔女はそっけなく返すと、男の手を逃れて宙に浮かび上がる。

　そのいつも通りすぎる返答にオスカーは不審を覚えた。確認するまでもないと思っていたのだが、やはり確認することにする。

「お前、俺のことをどう思ってるんだ」

　古典的な問いに、魔女は不思議そうな顔をするとあっさり答えた。

「契約者」

　オスカーは机に突っ伏した。

　半分くらいは予想していたが、それでも実際聞くとかなりの疲労感がある。何だか疲れを通り越して笑い出したくなってきた。

　机に伏したまま笑い出した男を、ティナーシャは怪しいものを見る眼めで見下ろす。彼女は浮いている高さを下げて、男の髪を指で梳いた。

「あと、大事」

「そうか」

　更に笑い出すオスカーに魔女は眉を寄せる。毒の後遺症でおかしくでもなっているのだろうか。前から時々思っていたことだが、この男の笑いの基準はよく分からない。

「何なんですか……」

「いや……お前もうちょっと色々考えてみろ。な？」

　はー、可笑おかしい、と言いながら顔を上げた契約者に、魔女は首を捻る。

　言われてみれば何か考えなければいけないことがあった気がする。その時は非常に重要なことに思えたのだが、ばたばたしていたのと三日寝込んだせいで忘れてしまった。いつ何を考えようと思ったのか、彼女は記憶を手繰りながら、仕事に戻る契約者を残して退出する。







　魔女が談話室を訪ねると、そこにはいつもの魔法士たちの他にアルスとメレディナもいた。

　先に談話室に来ていたパミラが、ティナーシャに会いたがっていた二人に声をかけたらしい。皆の歓迎を受けてティナーシャは恐縮しながら椅子につくと、パミラが淹れてくれたお茶に口をつけた。真っ先に上がった話題は問題の毒についてだ。ティナーシャは宙に指で円を描く。

「怪我の功名でアルカキアの血清が出来ましたから……。ルクレツィアに解析を任せてあるので、上手くすれば量産できると思います。それでも死に至るまで数分なので実際の対応は大変ですが」

「でも対抗策があるとないとでは大分違います」

　魔法薬を専門とするカーヴが興奮した目で力説する。アルカキアは入手も困難だが、その対処法がないことが今まで最大の問題だったのだ。血清の存在が明らかになれば、今度こそ完全に歴史の影からも消え失せるかもしれない。

　アルスが思い出したように指を弾く。

「そういえば結局黒幕は誰なんだろう。魔物をあれだけ召喚して、クラーラを城に入れて毒針を渡したわけだろ？　並大抵のことじゃないが複数でやってるんだろうか」

「あの時は確か私の結界を浸しん蝕しょくされたんですよね。気づかないように穴を空けられたというか。魔法士が嚙んでるのは明らかですけど、ちょっと腕が良すぎて恐いですよ。クラーラは何か言ってましたか？」

「全然。会話にならない」

　今回の事件で王を傷つけた実行犯の女は既に気が触れてしまっている。情報も得られない以上、処刑されるのも時間の問題だろう。一度は王によって助けられた命なのに、結局は失われることとなってしまった。そのことを思うとティナーシャは複雑な気分になる。

　ただ結局のところ、それはクラーラが自身の生き方を選んだ結果だ。だからこのことでオスカーがやり方を変えていく必要はないと、彼女は思っている。彼を守れなかったのは守護者である自分の落ち度だ。さすがに針のようなものを弾くまでに結界の精度を上げると、日常生活に障るので不可能だが、それでもあのような場で彼の隣を離れるべきではなかった。そのことを悔いると共に、取り返しのつかないことにならなくてよかったと安堵する。

　事件についての感想をおのおのが述べてしまうと、話は雑談に変わっていった。ティナーシャは先ほどの執務室でのことを思い出し話題に載せる。

「──というわけで、何で笑われるのか意味不明です」

　一通りを話した後、そう締めくくってティナーシャが周りを見回すと、全員が何とも言えない顔をしていた。ドアンなどは主君と同じくテーブルに伏して笑い出してしまうし、パミラは頭痛がするかのように頭を抱えている。カーヴは「笑える陛下がすごいな……」と洩らした。

　アルスは頭を搔きながら尋ねる。

「ティナーシャ嬢、自覚がないのか？」

「何のですか」

「…………」

　──これはつける薬がない。

　ほぼ全員がそう溜息を飲みこんだ時、レナートが口を開いた。

「ティナーシャ様、陛下の仰る通り、もっとちゃんとお考えになってください」

　真面目くさった臣下の忠告に、魔女は戸惑って眉を寄せる。

「と、言われても何を考えるのか思い出せなくて……」

「例えば今回のことにしても、以前の契約者たちなら同じことをなさいましたか？」

　立て続けの質問にティナーシャは首を傾げた。何人かの顔を思い浮かべる。

「うううううん。状況にもよる……と思いますが……」

「陛下は特別なんでしょう？」

「多分……うん、そうです」

　何だか子供みたいな返事になってしまった。

　ティナーシャは気まずげな表情になったが、他の人間たちは、ある者は面白そうに、ある者は心配そうに二人のやりとりを見つめている。

　レナートは結論から一歩手前の問いを投げかけた。

「何故特別なんですか？」

「な、なんでだろう……愛着？」

　全員ががっくりと脱力する。今度こそと思ったのに見事に振り出しに戻ってしまった。これはもう百年くらいかけないと駄目なのかもしれない。

　しかしそれでもレナートは折れなかった。彼は主人に決定的な指摘をする。

「ティナーシャ様は陛下に対し、契約者以上に男性として愛情をお持ちなのではないですか？」

「──は？」

　場に空白が訪れる。

　誰も何も言わない。中心にいる魔女は呆然としている。

　一同が固唾をのんで見守る中、ティナーシャは不意に立ち上がると、隣にいたアルスの首を絞め始めた。

「そうなんですか!?」

「俺に聞かないで欲しい……あと首絞めるのやめてください」

　力がない彼女の手とはいえ、苦しいことには変わりがない。ティナーシャは首にかけた手を放すと、アルスの両肩を摑んで揺さぶった。

「年の差が四百歳以上あるんですが！」

「貴女は年の差を気にしてはいけないと思う……」

　魔女の魔力が洩れて窓まど硝子がらすがピシピシと音を立てる。窓を背にしていたドアンは首を竦めた。

　──あれだけあからさまに口説かれているのに、そして躊躇いもなく彼のために命を懸けられるのに、どうしてこんなに無自覚なのだろう。

　四百年の年月は人から色々なものを奪うらしいと、一同は口に出さぬまま思った。魔法士たちはそれぞれ、嵐に備えてこっそり結界を張る。

　魔女は愕然と呟いた。

「わ、私が？」

　魔力を帯びた風が部屋の中に吹き始める。カーヴは慌てて机の上に広げられていた書類を集めた。ドアンがアルスとメレディナを自身の結界の中に入れる。

　徐々に強くなる風。しかしその発生源は風に気づかないほど困惑している。嵐の渦中にあって魔女は自分の両手を見つめた。

「私、そういう感情って持ち合わせてないと思ってたんですが……」

「そんなことないと思いますよ……」

　恐る恐るシルヴィアが口を挟むと、魔女は頭を抱えながら全員を見回した。

「ちょっと多数決取ってもいいですか？」

「何故そうなるのか分かりませんが、どうぞ……」

「私ってオスカーのこと好きだと思う人ー？」

　かなり暢のん気きにも聞こえる魔女の声。その問いに、全員が顔を見合わせながら小さく手を上げた。

　訳の分からない光景に、魔女はぽかんと自失する。

　そして、叫んだ。

「な、何だそれは！」

　次の瞬間談話室に、バキン、と大きな破砕音が響き渡った。







　ようやく家に戻って一息ついていたルクレツィアは、友人が嵐のような勢いで飛びこんできたことに眉を顰めた。ほわほわと髪を逆立てているティナーシャを、彼女は半眼で見やる。

「何かあったの？」

「いえ、大したことじゃないんですが、夕飯作るんで付き合ってください」

「いいけど……まずお茶淹れてよ。あとその服着替えなさい」

　家事に不向きな白いドレスを指差され、ティナーシャは肩を竦める。

　とは言え、着替えを取りにいく時間の余裕はあっても精神的余裕はない。ティナーシャは友人に服を借りて丈の短い黒ドレスに着替えた。服の好みが違うせいかかなり足が露出しているのだが、動きやすいので気にしないことにする。

　ティナーシャが夕食を作ると、二人はかつてのように向かい合って食卓についた。ルクレツィアはぽつぽつと語られる友人の話を聞いていたが、食事を済ませてしまうと呆れ顔になる。

「あんたさ……それかなり今更の話だと思うんだけど」

「そうなんですか？」

「そう」

　ルクレツィアは溜息をつく代わりにお茶を口に含んだ。

　食卓の向かいではティナーシャが難しい顔をして唸っている。難解な構成を前にしたようなその表情に気が抜けて、ルクレツィアは頰杖をついた。




　──ティナーシャが今の契約者を持ってから、何だかんだ言ってルクレツィアはいつもこの年下の魔女の世話を焼いている気がする。

　そのことがすなわち、彼女が揺らいでいる証拠ではないだろうか。それまでのティナーシャは何事にも平然として、どんな難題でも一人でこなしてきたのだ。

　もっともそれは、彼女が塔に住むまでの百年を除いての話だったが。




　ルクレツィアは思考の迷路に勝手に落ちていきそうな友人を見やった。お茶のカップを置くと、赤く塗った爪を伸ばしてティナーシャの額を指す。

「考えたって分からないものは分からないの。もっと素直になれば？　あんたずっと前からあの男のことが好きでしょ」

「何で！」

「何でって、私に聞かれても。むしろ聞きたい。何で自覚がないの。あーやだやだ精霊術士は。四百年も堅物やってるとこんなになっちゃうのね」

「変態に言われたくない！」

「私をあちこちで変態言ってるのはあんたか！」

　魔女同士の応酬がまるで子供の喧けん嘩かのようだ。

　ティナーシャは頭に血が上っていることを自覚すると深呼吸する。彼女はべたりとテーブルに伏せると、少女の頃のようにルクレツィアを見上げた。

「そうなのかなあ……」

「私はそうだと思うけどね」

「うー」

　ティナーシャは頭を抱える。考えてもまったく分からない。摑めもしない。

　素直になれと言われても、認めれば自分が変質してしまいそうで怖かった。

　彼女は改めて契約者のことを思う。自分を捕らえる力のある瞳が脳裏に浮かんだ。ティナーシャは無意識のうちにぼそりと呟く。

「……もう殺すしかない」

「何でそうなるのよ！　阿あ呆ほかあんたは！」

　ルクレツィアは吹っ飛んだ友人の思考にテーブルを叩いて、ぐったりと脱力した。





※






　一日の執務を終えた後、オスカーはパミラを捕まえてその主人の居場所を聞いた。しかし彼女は歯ぎれ悪く苦笑しながら、「そのうち伺うと思います」と答えただけだ。

　とりあえず魔女は城にはいないらしい。代わりに何故か談話室のテーブルが真っ二つに割れたという報告が入っており、その補償はティナーシャがすることになっていた。

「何やってるんだ、あいつは……」

　大方、何かの弾みでテーブルを割ったのだろうが、城にいないのもそれと関係しているのだろうか。自室に戻ったオスカーは、着替えをしつつ昼の執務室でのやりとりを思い出す。

　まったく彼女は摑つかみ所どころがなくて面白い。見ていて飽きないのはよいことだろう。

　オスカーが思い出し笑いをしながら窓を見ると、外はもう真っ暗だ。病み上がりの彼女が今日中に帰ってくるのか心配になる。

　しかしその心配は無用だった。窓を叩きもせず、部屋の中に直接彼女が転移してきたのだ。

　珍しい唐突さにオスカーが驚く間に、魔女は宙に浮かんだまま彼の両肩を摑んだ。

「オスカー、ちょっといいですか！」

「何だ突然」

「考えてももう本当に全然分からないんで、今みんなに意見を聞いて多数派を採用しようとしてるんですが！」

「何やってるんだ」

　──意味が分からない。摑み所がないのにも程があると思う。

　頭痛がおきそうだったので、オスカーは魔女を床に下ろしてその場に残すと、自分は戻って寝台に腰かけた。疲労感に満ちた息を吐く。

「で？」

「私って貴方のことが好きなんですか!?」

「……お前の壊れっぷりも極まってきたな」







　ティナーシャは本当に困り果てて、寝台に座る契約者を見つめた。

　今日一日、話す人間全員に呆れられている気がする。そんなに分かりきったことなのだろうか。

　──彼が特別だ。

　それは自明のことだ。

　しかしこの感情を何と名付けていいのか自信がない。

　四百年以上も捕まったことがない感情なのだ。

　体の、精神の奥底に、確かに熱がある。

　ぬるま湯のように、炎のように揺らぎながら、それは決して消えることがない。

　その存在を定義できない。

　だから名前が欲しかった。







　オスカーは真剣な目をしている魔女を見て苦笑した。ゆっくりまばたきをすると微笑しなおす。

「そうだ。今頃気づいたのか」

　彼は右手を魔女に向かって差し伸べる。

　魔女は初めて出会った時のように、透き通った美しい目で彼を見ていた。

「おいで」

　優しい呼び声に、彼女はおずおずと踏み出す。

　ティナーシャは一歩一歩確かめるように近づいてくると、彼の腕の中に立った。

　その姿は少女のようにも女のようにも見える。オスカーは彼女を見上げて白い頰に触れた。

「何故泣くんだ」

　闇色の瞳から水晶に似た涙が零れ落ちる。

　長く黒い睫毛を伝って、温かい雫が彼の手を塗らした。







　ティナーシャは、言われて初めて自分が泣いていることに気づいた。

　胸の熱さが、そのまま涙となって彼の手に落ちていく。

　──ようやく辿たどりついた。

　本当に長かったのは、今までかもしれない。

　ティナーシャは男の顔を包みこむように両手を添えた。自分を見つめる青い目をじっと見返す。

　何よりも大切な男の目。囁く声が震えた。

「全然分からない……でも…………貴方に会えてよかったです」

　その先は言葉にならない。

　ただ何と呼ぶのかは、もう知っていた。

　ティナーシャの言葉を自分の体に沁み込ませるように聞いていた彼は、そっと魔女の涙を拭う。

「それは光栄だ」

　まるでただの青年のように、オスカーはそう言って嬉しそうに笑った。





※






　狂いたくないと、彼女は思う。

　強い感情に狂うのはもう充分だ。

　愛情も憎しみも要らない。何にも執着しない。

　ただ遠い世界のことのように全てを眺めていればいい。

　自分だけが異物であるかのように。誰とも交わらず、踏みこまず、ずっと変わらないまま。

　そうして永い時を渡ってきた。




　けれどもう時を越える必要はない。

　ここが彼女の終着点なのだ。





※






　目が覚めた時、既に部屋は充分明るかった。

　日の昇り始めと共に起きる彼にしては珍しいことだ。オスカーが寝台に起き上がって隣を見るとそこでは彼の魔女が安らかな寝息を立てて眠っていた。

　彼は魔女の小さな頭をくりくり撫でながら、彼女の体に毒の痣が残ってしまったことを思い出す。ルクレツィアの「ざまみろ」という表情が目に浮かぶようだ。

　──彼女の痣は自分への戒めだ。

　きっとそれを見る度に傷に埋まってしまった棘のように疼き続ける。そして、そんな痛みも抱えこむことが、彼女と生きていくということなのだろう。

　頭を撫でられていることに気づいたのか、魔女がうっすら目を開けた。覚めきらない両眼をオスカーは見つめる。

「おはよう」

「うん……」

　彼女は唸りながら小さく頭を振った。長い睫毛が再び落ちていこうとする。

　猫のように丸くなろうとする彼女をオスカーはじっと眺めた。

「お前、やっぱり寝起き悪いのか」

　前に砦とりでで彼女と同室になった時も、疲れ果てていたとはいえなかなか起きなかったのだ。今まで契約者の前ではきちんと振舞っていただけで、実は朝に弱い体質なのかもしれない。

　ティナーシャは目を何度かこすった。手をかざして天井を仰ぎ、ついで隣にいる男を確認する。

「おはよう……ございます……？」

　眠気たっぷりの声だ。オスカーはつい声を上げて笑ってしまう。

　男の笑い声に、徐々に覚醒してきた魔女はようやく状況を把握したらしい。彼女は右手で赤くなる顔を覆った。
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「どうした」

　からかうように意地の悪い笑みを浮かべている男を見て、ティナーシャは眉を顰めた。闇色の瞳から眠気が薄らぎ、代わりに理知的な光が戻る。

　彼女は体を覆う掛布を引きながらしなやかに起き上がった。片手で男の頰に触れると、彼の唇に自分のそれを重ねる。

　魔女は顔を離して一つまばたきをすると、魂を蕩とろかすような美しい笑みを浮かべた。

「愛してますよ」

　透き通るそんな囁きに、オスカーは笑い出すと彼女を抱きしめた。





※






「構成が組みにくい……」

　昨日机を真っ二つにした談話室に来たティナーシャは、掌に組んだ構成を見て嘆息した。

　自ら破壊した備品は補塡するとは言え、破壊しないに越したことはない。だから先手を打って談話室にも結界を張っておこうと思ったのだが、予想内と言えば予想内なところに躓つまずいてしまった。

　新しいテーブルにたむろしていたいつもの魔法士たちの一人、一番近くにいたドアンが尋ねる。

「ティナーシャ様、どうかしたんですか？」

「いえ……ちょっと不都合が」

　以前と同じ構成は組めるのだが、必要な魔力量が数倍に跳ね上がっている。これは少し構成の作り自体を見直したほうがいいかもしれない。

　ティナーシャは精霊魔法以外の構成をいくつか掌に組んで確認した。こちらは以前と変わりなく使えるが、どうせ構成を見直すなら一緒にやってしまえばいいだろう。創意工夫も努力も嫌いではない。今まで無数のそれらを重ねてきたのだ。

　ティナーシャは気を取り直して結界構成を組みなおす。

「とりあえずこれで。後から第五系列くらいまでを調整しますか」

「基本構成をお変えになるんですか？」

　精霊術士であるパミラが不思議そうに尋ねると、魔女は頷いた。

「土台から組み替えないと後に響きそうですからね」

「──なるほど。精霊術士じゃなくなるとそうなるのか」

「オスカー!?」

　室内にいなかったはずの王に、ティナーシャは悲鳴じみた声を上げる。

　ラザルを連れてたまたま通りかかったオスカーは、啞然とする周囲の視線を受けて笑い出した。

「気にするな。魔法が使えなくなっても構わないぞ？」

「普通に使えるから！　ちょっと余分に魔力要るだけで！」

「ちゃんと責任取って一生守ってやる」

「私が貴方の守護者ですよ！　っていうかそんなこと人前で言うな、馬鹿！」

　むきになって叫ぶ魔女を、オスカーは笑いながら抱き取る。

　そうして額に口付けられたティナーシャは不服そうに頰を膨らませて──

　ふっと眉根を緩めると、幸せそうに微笑んだ。








４．白紙の子供









　広い寝室は深海の如ごとき静せい謐ひつに包みこまれていた。

　窓から注ぎこむ月光が女の長い黒髪を照らし眩い艶を作っている。絹糸に似た髪はまとめて寝台の端に流され、うつ伏せになっている彼女のうなじと背中の白さが暗い部屋に浮き立っていた。

　ただその肌の白さが艶なまめかしさよりも清冽さを思わせるのは、女の纏う雰囲気のせいなのかもしれない。オスカーは隣にいる彼女の姿をじっと眺める。

　ティナーシャは敷しき布ふの上に両肘をついて上体を起こし、掌上に魔法の構成を作っては崩しを繰り返していた。男はその様を興味津々といった様子で見やる。

「やっぱり魔法を使いにくいみたいだな」

「精霊魔法は構成を組むのに要る魔力がかなり増えました。これは確かに普通の精霊術士は魔法が使えなくなりそうです。ちょうどいいんで構成自体を少しすっきりさせようと思ってます。たまにはこういうことしないと腕が鈍りますからね」

　十ヶ月以上も守護者であった魔女が恋人になってから一週間。「純潔を失えば魔法が使えなくなる」と言われる精霊術士において、最強の魔女たる彼女もその影響を無にはできなかった。

　ただ元々の魔力が桁違いで精霊魔法以外の魔法も駆使する彼女にとっては、この変質もちょっとした技術確認の機会に過ぎないのかもしれない。時間さえあれば構成の調整に精を出している。

　熱心に掌上の構成に集中している女を見て、オスカーは指を伸ばすとその背を撫でた。魔女はくすぐったいのか身をよじって避けようとする。彼は長い黒髪の一房を指に巻いて引いた。

「式はいつにする？」

「何のですか？」

　ティナーシャは顔を傾けて男を見た。闇色の瞳が部屋の何よりも深い黒を帯びている。オスカーは顔を寄せると彼女の左瞼に口付けた。

「結婚の。婚姻の契約を済ませればお前もファルサス王族の権利を持つ」

　彼女の反応はオスカーの予想していたどれでもなかった。すっかり忘れていたことを思い出したような驚きょう愕がくの表情を浮かべる。嫌な予感がしてオスカーは眉を顰めた。

「何だその顔は……」

「い、いえ……」

　ティナーシャは手の上の構成を消してしまうと、寝台の上で頭を抱えた。しばらくそうしていたが、やがて顔を上げると非常に言いにくそうに口を開く。

「結婚はちょっと……」

「何か言ったか？」

「痛い！」

　男にこめかみを締め上げられて魔女は悲鳴を上げた。再び頭を抱える彼女をオスカーは腕の中に閉じこめる。彼は美しい顔を至近から睨んだ。

「何だそれは。喧嘩を売ってるのか？」

「そういうつもりではないんですが……結婚は別の問題です。どなたか別の方を王妃にして子供を生んでもらってください」

「お前が魔女だからか？」

「それもあるんですが、それだけではなくて……まぁ色々」

　歯切れも悪くそう言うとティナーシャは目を閉じた。途端に彼女の感情は読めなくなる。オスカーはそんな彼女の様子を見て抱きしめる腕に力をこめた。

「お前、契約が終わったら俺の記憶を消してやろうとか思ってるんじゃないだろうな」

「……思ってませんよ」

　ふい、と視線を逸そらす魔女は叱られることを避けたがる子供のようだ。心当たりがありそうな様子にオスカーは眉を寄せる。

　彼自身、つい先日ルクレツィアの精神魔法に記憶操作をされたばかりだが、間に合わせでかけられた魔法でさえわずかな違和感しか覚えなかったのだ。魔女が本気で記憶隠蔽をしかけてきたらそれを解くことはできないかもしれない。

　オスカーはそんな不安を表情には出さず釘くぎを刺す。

「いいか、勝手なことはするなよ。記憶を消したりいなくなったりはやめろ。お前が心配するようなことにはしないから独断で動くな」

「オスカー」

「半分でいいんだ。俺に委ねろ」

　どんな状況であっても彼女がいくらかを委ねてくれるのなら、最終的には何とかする自信がある。今までもそうしてきたのだ。

　ティナーシャは恋人を見返すと、拗すねたように嘯うそぶく。

「大丈夫ですよ。そんなことをしたら、貴方烈火のごとく怒りそうですし」

「よく分かってるじゃないか」

　余裕で返しながら、その実オスカーは安堵した。知らぬ間に彼女を失う可能性が消えたことを素直に喜ぶ。だが、安心しながらもここで妥協したくはなかった。

「大体、別の女を王妃に据えろとかお飾りにもほどがある。その女が気の毒だろう」

「王族の結婚なんてそんなものじゃないですか。相手も身分ある家の方なら覚悟はあるでしょう。少なくとも私にはありましたよ」

　暗に政略結婚について示唆する魔女の言葉に、オスカーは嫌な顔になる。

　──結婚に自由が利かない覚悟はもちろんある。

　元々彼は呪いに圧された状況の中で育ったのだ。結婚や恋愛についての希望はまったくと言っていいほど持っていなかった。

　ただ今は違う。

　ファルサスは、オスカーの曾祖父であるレギウスの代から政略結婚をしていない。それはこの国がそういった結びつきを必要としないほど安定した強国になったためで、今も状況は同じだ。

　父である先代王も、相手の親の相当な反対を押しきって何の身分もない女性を王妃にしたと聞いている。必要な政略結婚ならオスカー自身も承諾するが、何故ティナーシャがそれを拒むのか、はっきりしないうちは納得できない。




　──確かに、魔女は歴史上長く忌まれてきた存在だ。

　彼女を王妃にすると発表したら国内には反対感情も生まれるだろう。それに加えて最強の魔女を擁するようになるファルサスに対し、他国の警戒も高まるに違いない。

　ただそれらの問題については、多少の波風が起きても何とかできるはずだ。

　現に城内での彼女の評判は、当初と比べてほとんどが好意的になってきている。彼女の性格や行い、その素姓が皆に知られるようになったためだ。

　加えて対外問題についても、他国に対しこちらから彼女の力を行使する気はないのだ。万が一その力が使われるとしてもあくまで防衛のためになるだろう。

　結論として、時間がかかっても彼女が魔女であることは致命的な障害にならないとオスカーは思っている。むしろトゥルダールの女王候補として育った彼女は、身分のない女性に一から教育を施すより余程王妃として順応すると思えるのだが、一体何が問題なのだろう。




　オスカーは内心首を捻ったが、ティナーシャはそれ以上話す気はないらしく口を覆って小さく欠伸あくびをしている。瞼が重くなってきているのか長い睫毛が何度か揺れた。

「私は貴方の情人で充分なんですけどね」

「俺はお前を日陰に置く気はないぞ」

「どこが日向ひなたでどこが日陰かは本人の意識じゃないですか。欲を出しちゃ駄目ですよ」

　魔女はそう言うと、眠気に堪えきれなくなったのか瞼を閉じた。それでも努力してもう一度目を開けると男を見つめる。闇色の瞳が眠気で溶けつつあるのを見て、オスカーは苦笑した。

「いい。寝ろ」

「……はい」

　寝起きが悪い恋人は、眠りにつく時は唐突で早い。瞼を閉じてまもなく寝息が聞こえ始める。

　オスカーはそれを確かめると自分も目を閉じた。

　──欲を出してはいけない。

　魔女の言葉は彼女自身にも、そして彼にも向けられるものだろう。彼女からの執着が欲しくて、それをようやく手に入れたにもかかわらず、今度は公私共に自分の隣に立って欲しいと思ってしまう。これがきっと欲なのだ。

　ただそのことが分かっていても、オスカーには譲る気がなかった。別の女性を娶めとることは今のところ考えられない。彼女が妻になることをどうしても拒むなら、せめてその理由を聞かなければ納得できなかった。

　彼はそこで考えを打ち切ると、腕の中の恋人を追うように眠りの中に落ちていく。

　お互いが違う夢、違う眠りの中にあろうと構わない。

　目が覚めれば彼女は確かにそばにいるのだから。





※






「ご結婚をお断りになったんですか!?」

　つい悲鳴じみた声を上げてしまい、パミラはあわてて口を押さえた。

　しかし当の主人はそれを叱るわけでもなく苦笑しただけだ。ティナーシャの着替えを手伝っていたパミラは、非礼を詫わびると改めて聞き直す。

「あの、理由を伺ってもよろしいですか」

「単純なことですよ。私が魔女だからです」

　青き月の魔女はそう言うと軽く指を弾く。

　彼女が王の守護者であり恋人であることは、オスカー自身が隠しもしないというか、むしろ大っぴらにしていることだ。彼が前からこの魔女を妻にしたがっていることは城内では周知のことで、しかし当の魔女はずっとそれを意に介していなかったのだ。

　あれだけ彼を大事にしながら自分の気持ちに鈍感な主人に、パミラはやきもきすることも多かったのだが、当の彼女もようやくその自覚を得た。おかげで最近は纏う雰囲気も穏やかで落ち着いたものに変わってきている。そのことにパミラはほっと安堵していたのだ。

　これでようやく主人の婚礼準備ができると思っていたところで肩透かしを食らって、パミラは食い下がらずにいられない。

「魔女だなんて仰いますけど、そんなことどうにだってなりますわ。せっかくご両親からのヴェールがありますのに」

　ティナーシャの自室の隅には、籐製の台から床にかけて長く広がる純白のヴェールが飾られている。劣化防止の魔法がかけられたそれは、四百年以上前にティナーシャの実の両親が彼女に贈ったもので、今までトゥルダールの宝物庫に保管されていた。おそらくは女王になるはずだった彼女の婚礼のためだろう。

　ティナーシャはパミラの言葉にヴェールを一瞥した。少し困ったように微笑む。

「パミラ、魔女ってどうやって生まれるか知ってます？」

　主人の問いに、長い黒髪を梳いていたパミラは手を止めた。

「ティナーシャ様、似たことをレナートにもお聞きになりませんでしたか？　『男性の心身は百年を越えるともたないから』と伺いましたけど」

「それは魔女に男がいない理由ですよ。そうじゃなくて魔女が発生した原因です」

「は、発生？」

　どうして自分たちのことを現象のように言うのか。パミラはしばらく考えたが答えが分からない。

　主人が魔女に成った理由は、「祖国を滅ぼした膨大な魔力を取りこんだため」と知っているが、他の魔女など見当もつかない。困惑の気配を感じ取ったのか、ティナーシャは笑った。

「簡単なことです。魔女は今いる五人、全員後天的に魔女に成ったんですよ。私みたいなのもいますし、契約で魔力を増大させた魔女もいますが、皆、途中から魔女になったんです」

「そうなんですか……」

　パミラは感心した。永い時を生きる魔女の始まりなど想像したこともない。主人の友人のルクレツィアについても詳しいことは何も知らないのだ。

　ティナーシャは両袖の釦ぼたんを留めながら、遠くに思いを馳せるように目を細めた。

「生まれた時から魔女だった人間はいません。そんな力のある子供を身ごもれる母親はいませんからね。──それが結婚しない理由です」

　魔女は小さく笑う。

　しかしパミラはその意味を摑みかねて、更に困惑したのだ。





※






　演習室近くの壁には、今日もあちこちからの依頼書が貼りだされていた。

　宮廷魔法士を対象として用意される任務は、難易度も内容も様々だ。三日に一度はここを確認に来ているティナーシャは、己に仕える魔法士のレナートと並んでそれらを眺める。

　ファルサスに来るまで在野の魔法士だったレナートは、この城に来てから自分の研究に時間を多く費やしている。元々彼は腕の立つ魔法士にもかかわらず、境遇のせいで戦闘訓練ばかりをしてきたのだ。そんな彼にとって、一定の仕事さえこなせば後は時間も設備も好きに使えるファルサスは、新しい世界が拓ひらけたも同然らしい。

　レナートは依頼書の中から魔法薬作成依頼を一枚剝がす。魔女がそれを見て笑った。

「あなたが魔法薬ですか、珍しい」

「できるだけ苦手を作らないようにしています」

　真面目に答える男に微笑んでティナーシャは別の一枚を剝がす。それは貼られたばかりの依頼書だ。普段誰も手をつけられず残っているものしか取らない主人に、レナートは怪訝な顔をした。

「何の依頼ですか？」

　その問いにティナーシャは依頼書を見せる。そこには『蝶ちょう血けっ石せきの在庫が減っているので見かけたら入手しておいてほしい』と書かれていた。

「蝶血石？　初めて聞きました」

「昔はあちこちにあったんですよ。血ち色いろ蝶ちょうっていう蝶がいましてね。と言っても生き物じゃなくて魔力階と人間階の境界が交わり過ぎた時に発生するものなんですが」

「交わり過ぎた？」

　ティナーシャが指を弾くと、空中に深紅の蝶が現れた。優美に大きな羽を広げる蝶は、美しくはあるのだがどこか忌まわしい。レナートが驚く間に魔女が作った蝶はふっと消え失せた。

「基本的にこれが発生するのは、人を大量に犠牲にして禁呪が組まれた時です。魔力と生命力が過度に混濁するからでしょうね。どこからともなく湧き出してきて、時間が経たつと消えます。で、これが消える時には同じ色の小石が残るんですが、この石が触媒に使えるんですよ。魔力と生命力を含んでるので使い道が多いです」

「そんなものがあるんですね……」

「最近は滅多に見ません。正直なくなった方がいいものですよ。出どころが出どころですから。暗黒時代なんかにはたくさんありましたけど、使えばなくなりますし、今は減る一方なはずです」

　ティナーシャは剝がした依頼書を綺麗に畳む。

「蝶血石の代わりに私が備蓄用の触媒を作りますよ。水晶の手配をしておいてください。小さな欠片かけらでいいんで大量に」

「かしこまりました」

「あとは何かあるかなー」

　ティナーシャは背伸びして依頼書を吟味する。大陸最強の魔女であり国王の寵ちょう姫きでもある彼女のあどけない様子に、行き交う女官や魔法士たちが微笑した。

　そんな中、書類を手に文官のノーマンが通りかかる。彼はティナーシャに気づくと眉を寄せた。

「何をやっているのです」

「あ」

　気難しさが滲む声音。レナートが軽く目を細めたのは、パミラから以前の話を聞いたせいだろう。

　しかし彼の主人はあっさりと笑顔を見せた。

「何か依頼をこなそうかと思いまして。手が空いてますし」

「あなたの役目は雑用ではなくお世継ぎを生むことですよ」

「…………」

　予想外な苦言に、魔女は黒い目を丸くする。だがノーマンはそれに構わず淡々と続けた。

「あまり魔法士たちを甘やかさなくてよろしい。彼らにできないことがあるというのなら、あなたが自分でやらずにやり方を教えればいいでしょう」

　それだけを言って文官の男はさっさと立ち去る。呆あっ気けに取とられて何も言えなかったティナーシャはノーマンの姿が見えなくなるとこめかみを搔いた。

「甘やかしてるつもりはなかったんですが……」

　主人の呟きにレナートは苦笑する。

「一理あるとは思います。私たちはそのために城に雇われておりますから。ティナーシャ様はご自分にしかできないことを優先なさった方がいいかと」

「私にしかできないことですか」

　それはたとえば言われたように、寵姫として王の子を産むということだろうか。

　普通の女性であれば当然の役目だが、魔女となると話が違うし、相手が彼ならなおさらだ。ティナーシャ自身、オスカーと出会った当初「魔女の血を王家に入れようなんてどうかしている」と忠告したのだ。

　彼女は腕組みをすると小さく唸った。

「呪いは解いたのに一周回って振り出しに戻った気分……」

「戻っていませんから。ちゃんと進んでいらっしゃいます」

「オスカーって、誰でも好きに選べる人なのになんで私なんですか？」

「今更そこですか……」

　どことなく疲れた声で返され、ティナーシャは口をつぐむ。これ以上私的なことでレナートに迷惑はかけられない。そんな彼女にレナートは廊下の向こうを示した。

「そういうことは陛下に直接お聞きになってください」

　ちょうど話題の国王が廊下を横切っていくのが見える。ティナーシャは彼の姿に軽く飛び上がった。オスカーの方もそれで彼女に気づいたらしい。微笑って恋人を手招く。

　魔女は彼を見たままレナートに囁いた。

「水晶の件、お願いします」

「お任せください」

　それだけ聞くとティナーシャはぱたぱたと廊下を駆け出す。

　そうして王に寄り添って嬉しそうに笑う主人を、レナートは穏やかな目で見送った。





※






　一年の終わりが近づいてきた。

　ファルサスの城都も新年を控えて、あわただしい空気に包まれている。城内もそれは例外ではなく、今年の資料を纏め終わった文官たちは新年の祝祭の準備に追われていた。

「貴方は当日何するんですか？」

　執務室でお茶を淹れながら美しい魔女が王に問う。彼は書類に目を通しながら簡潔に答えた。

「東の神殿に行って簡単な儀式をして、街に戻って城から挨拶」

　東の神殿は城都の外、馬を走らせて三十分程先の草原にあり、辺りには他に何もない。

　アイテア神を始めとしていくつかの神が祀まつられているこの神殿は、戦時には戦勝祈願などに使われるが、ここ数年は新年の儀式の他に使用されていなかった。

　魔女は軽く首を傾げる。

「転移陣を使うんですか？」

「いや、馬だ。民衆への披露も兼ねてるからな」

「うわぁ……」

　ティナーシャは守護を徹底する必要を感じて頭を抱えた。

　魔法でも剣でも正面からの攻撃など怖くない。そういった攻撃なら彼一人でも問題ないくらいだし、守護結界もある。しかし王を弑しいそうとする人間は、もっと周到で陰湿な手を使ってくるのだ。先日、魔物の襲撃に隠れて毒針で暗殺されかかったことを思うと、水も洩らさぬほどの守護を敷かねばならない。

　魔女はしばらく思案していたが、軽く指を鳴らす。

「あらかじめ神殿と道中に構成を張ってもいいですか」

「構わない。というか頼む。手間で悪いな」

「これくらい何でもないですよ」

　彼女は微笑むと、儀式予定が書かれた書類をオスカーから受け取った。すばやくそれに目を通す。写しを取ろうか迷っていたその時、彼女の耳に他の人間には聞こえない呼び声が届いた。

　魔女はその声に答える。

「リトラ、何だ」

　オスカーが顔を上げると同時に、ティナーシャの前には塔の管理を司つかさどる使い魔が現れた。子供の姿をとっているが性別が分からないリトラは、一礼すると主人に向かって感情のない声を発した。

「塔に来訪者が来ました」

「閉めてあるだろう」

「閉めてはありますが、来たのは子供たちです」

「はあ？」

「十歳前の男の子が五人。会話からしてファルサス城都の子供たちのようです」

「え？」

　城都から魔女の塔までは、大人が全力で馬を走らせても半日ほどかかる。間にいくつか小さい村や街があるが、それもファルサス国内のもので、旧トゥルダール領地内に立っている塔からはかなり離れているのだ。土地が平へい坦たんなため東部に行くよりは容易たやすいが決して近い距離ではない。オスカーとティナーシャは顔を見合わせた。

「いかがいたしましょう。この時間ですと、暗くなる前に子供が街に戻ることは困難ですが……」

　魔女は腕組みすると美しい眉を寄せた。

「何しに来てるんだ一体。王が王なら、民も民で無謀だな」

「どさくさに紛れて嫌味を言うな」

　恋人の苦情を聞き流すと、ティナーシャは書類を机に戻した。

「何か重要な用事かもしれないんで、ちょっと見てきます」

「気をつけて行ってこい」

　使い魔が一瞬先に消える。その後を追ってティナーシャは自分の塔に転移した。







　何処の国でもない荒野に建つ青い塔は、登りきると魔女が願いを叶えてくれるという伝説がある。

　しかしその中には魔物や罠わながひしめき、腕試しで挑んだ挑戦者のほとんどが塔から帰ってこないこともまたよく知られていた。おかげでここ百年程は挑戦者自体も滅多に現れない。

　実際は失格になった挑戦者たちは、塔についての記憶を弄られ大陸のあちこちに転移させられている。そのせいで塔についての情報は不明なままなのだが、ごく稀に記憶操作と転送をまぬがれる失格者たちもいた。彼らは腕試しではなく、強い願いを持って塔を訪ねてくる人間たちだ。

　ある者は魔物に攫さらわれた子供の奪回を。

　ある者は病気の肉親の治癒を。

　譲れない願いを前に万策尽きた彼らは、自らの命と引き換えにする覚悟で魔女の塔を訪れる。

　そしてティナーシャは、そういう人間の望みは塔の達成と関係なくできるだけ叶えてやっていた。

　魔女の強大な力をもってしても世界の全てを救うことはできないし、やるべきではないと魔女になった時に決めている。ただそれでも、覚悟を持って頼ってくる人間くらいには手を貸したいと思っているのだ。

　完全なる沈黙と引き換えに、魔女は望みを叶える。

　そしてそれは歴史の裏に隠され、決して表に出ることはない。







「さっさと開けろよ、弱虫」

「だってこれ開かない……」

　四人の少年が野次を飛ばす中、赤髪の少年は塔の外壁に触れて困惑の声を上げた。壁には扉と思おぼしき切れ目はあるのだが、押しても動かないし引こうにも持ち手がない。

　にもかかわらず、背後の四人は「怖おじ気けづいてる」と嘲あざわらってくるのだ。赤髪の少年はいい加減腹が立って振り返った。

「じゃあお前らがやってみろよ」

「何で俺らが」

「用があるのはサイエだろ」

　彼らは嫌な顔をしながら誰一人その場を動こうとしない。弱虫はどっちだとサイエは思う。

　開かないのだからさっさと諦めて帰った方がいいことは分かっている。しかし他の四人はそれをサイエの臆病のせいだと批難するし、折角真夜中から家を抜け出してここまで来たのにもったいないという気持ちもあった。

　サイエはもう一度押してみようと手に力を込める。

　──だがその時背後から、若い女の声が彼を叱りつけた。

「こら！」

「ひっ」

　振り返ると二十歳前後の美しい女が腕組みをして立っている。長い漆黒の髪と白磁の肌、闇色の瞳はファルサスではあまり見られない色合いだ。女は不機嫌そうに五人を睨みつける。

「こんなところまで何しに来たんです？」

　その問いに、思わず女に見惚れていたサイエは我に返った。

「急にどこから現れたんだよ……」

「どこでもいいじゃないですか。魔女に何の用ですか」

「それは──」

　突然現れた女と話し始めたサイエに、啞然としていた他の四人は気を取り直した。負けじと口々に言いつけ始める。

「サイエが、北では雨の代わりに氷が降るとか言うから」

「噓ばっかりだよな。そんなわけないっての」

「だから魔女に聞いてみろよって」

　少年たちの言葉にティナーシャは首を傾げた。

「氷……雹ひょう……じゃなくて、雪？」

　サイエが目を輝かせる。

「そう、それ！　お姉さん知ってる？」

「それは知ってますが」

　内陸部にあり一年中温暖なファルサスには雪は降らない。周りに高い山もないので城都に住んでいる者はそれを見たこともないだろう。一生海を見ない人間さえいるくらいだ。雪の存在が子供に危ぶまれていても無理はない。

　サイエはティナーシャの言葉に喜色を浮かべた。友人たちに向き直ると誇らしげに胸を張る。

「ほら言っただろ！　親父たちだってそういうものがあるらしいって言ってたじゃないか。いい加減信じろよ」

「大人が言うからって本当かどうかは分からないだろ！」

　膠こう着ちゃくしそうな口くち喧げん嘩かにティナーシャは激しい疲労を感じた。改めて深い溜息をつく。

「まさかとは思いますが……そんな理由でここに来たんですか」

「そう」

　声を合わせて答える子供たちにティナーシャは額を押さえる。だが、子供相手ならなおさら注意すべきことはしなければならない。彼女は腰に両手を当て息を吸うと、ぴしゃりと叱りつけた。

「子供だけでこんなところに来て！　魔女に殺されたらどうするんだ！　大体途中で魔物や盗賊に会ったらどうする！　身の程知らずも大概にしなさい！」

　彼女の声に四人はそろって首を竦める。しかしサイエだけは退かなかった。

「危ないのは分かってるよ！　でも譲れない時だってあるだろ！　陛下だってあちこち冒険に行って強くなったんだぞ！」

「結局あの男の影響か！」

　──まったくもって男や少年の冒険心というものは理解できない。

　それにいくらオスカーでも、こんな年齢で剣も持たず魔女の塔に来ることはしないだろう。

　頭を抱えたい気持ちを堪えて、ティナーシャは身を屈かがめるとサイエに目線を合わせた。

「いいですか。陛下も別に冒険に出て強くなったわけじゃないんです。それ以前にずっと努力をしていたから強くなったんですよ。強さに必要なのは無謀さじゃありません。まず判断力です。分かったら今日は送ってあげるから帰りなさい」

　女の説教に、サイエは神妙な顔で黙りこんだ。

　──言われたことが正しいとは分かる。それでも自分は間違っていないと思ったのだ。だから苦労してここまで来た。

　少年は意志の強さを両眼に煌めかせる。ティナーシャはそんな彼に苦笑して、恋人を思い出した。

　いつもティナーシャは自分の恋人に「無謀すぎる」と小言を言うが、実際彼の判断はある意味では正しいのだ。──つまり、臣下たちと比べて彼の方が遥かに上手く困難を切り抜けられるという点において。

　無駄な犠牲を出したくないから自分でやる、という彼の気持ちも分かるが、それだったらせめて守護者には秘密にするなと言いたい。結局彼も冒険が好きなのだろう。

　サイエは彼女の微苦笑を見てしばらく躊躇っていたが、渋々頷いた。元々帰りをどうするかは困っていたのだ。冷静になれば彼女の申し出はありがたかった。

　ティナーシャはにっこり笑ってサイエの頭を撫でる。しかし少年はむっとしてそれを振り払った。

「子供扱いするなよ！」

「私もこの年になってよく撫でられますけどね」

　軽く肩を竦めたティナーシャは、頭を撫でる代わりにサイエの額に口付けた。少年は一瞬啞然としたが、すぐに真っ赤になる。

　しかし彼女はそれを気にせず、残りの四人に馬を連れてくるよう命じた。サイエと彼女のやりとりをぼうっと見ていた子供たちは、あわてて木に繫つないであった馬を引いてくる。

　全員とその馬が揃そろうとティナーシャは無詠唱で転移門を開いた。彼女の指示を受けて、子供たちが恐る恐る門に入っていく。

　最後に残ったサイエはティナーシャを振り返った。その美しい姿をまじまじと眺める。

「ひょっとして……お姉さんが魔女？」

「……さぁ？」

　ティナーシャは軽く目を瞠ると、人の悪い笑顔を浮かべた。





※






　魔女は翌日から神殿とそこまでの道中を視察すると、クムと打ち合わせをしてそれら全てに構成を張り巡らせた。丸一日かかって張られた彼女の構成を見て、他の魔法士たちは絶句する。ドアンなどはカーヴにこっそり耳打ちまでした。

「ティナーシャ様って精霊術士としては弱体化したはずだよな……？」

「常識で考えると損」

　彼女の組んだ構成には大きく二つの効果がある。

　一つはその範囲内では、あらかじめ許可された魔法士たち以外は構成を組むことができないというものだ。もちろん外で構成した魔法も範囲内に持ちこまれた瞬間無意味化される。構成を張るのは大変だが、前もって用意しておく防御魔法としては最上位のものだ。

　そしてもう一つの効果は、構成範囲内の状況全てを術者が知覚するというものだ。監視用の魔法だが、これほど広範囲にわたって張られることはまずありえない。

　感嘆する魔法士たちに魔女は苦笑した。

「知覚構成の方は、どちらかというと張ること自体より当日の方が大変ですね。でも自動で怪しい人間を割り出そうとするとどうしても穴が残りますから……自分で注意するのが一番です」

　当日、構成範囲内の出来事は全て魔女に認識される。人の情報処理能力を遥かに超えたその負荷は尋常なものではない。

　だが魔女は確実さを求めてこの魔法を選んだ。それほど先日の毒針の件はこたえたのだ。

　彼が毒針に刺されたと分かった時、あわてて体内時間を留とどめた時の血の凍るような思いは忘れられない。あのような刺客を送りこませた人間も、分かり次第相応の報いをくれてやるつもりだった。

　構成について魔女から報告を受けたオスカーは、承認した後心配そうに彼女を見やった。

「お前、そんな監視の仕方をして大丈夫か？」

「初めてじゃありませんし大丈夫です。その代わり自分の身の回りは少し手薄になりますが」

「俺の近くにいろ。確実だし一石二鳥だ」

「分かりました」

　ティナーシャは微苦笑すると執務室の壁際に下がり、他の報告をするクムに場所を譲る。

　本当は目立つような場所は避けて上空にでもいようかと思ったのだが、彼の言うことの方が一理ある。元々近距離戦闘なら、オスカーは彼女を圧倒できるのだ。




　報告を終えてクムが退出すると、オスカーは書類を処理し始める。それをしながら彼はふと先日のことを思い出した。

「そういえば塔に来てた子供は何の用だったんだ？」

「あー、あれはですね……」

　ティナーシャは簡単に事のあらましを説明する。仕事をしつつそれを聞いていたオスカーは、聞き終わると眉を顰めた。

「十歳にもなって雪の存在を疑ってるのか。教育制度を改めないと駄目か」

「え、そんな話でした!?」

「問題はそこだろ」

　ファルサスでは、ある一定の年齢までは希望すれば誰もが教育を受けることができる。だがそれでも家の手伝いなどに忙しく、教育を受けていない子供がいるのもまた事実だ。

　いっそ強制にしてやろうか、と考え始めたオスカーに、ティナーシャはあどけなく笑う。

「何でも疑う姿勢はいいじゃないですか。そればっかりじゃ先に進みませんが。──貴方は雪を見たことありますか？」

「タァイーリの遠征の時、遠目に見たな」

　大陸北部にあるタァイーリには高い山も多い。山の頂上付近には一年中雪が積もっている。

　それを聞いて、彼がタァイーリに行く原因を作った魔女は曖昧に微笑した。そそくさとお茶を淹れ始めた彼女の背をオスカーは眺める。

「で、お前は何で結婚したくないんだ？」

　不意打ちの質問に、ティナーシャはカップを取り落としかけた。持ち直すと彼を振り返る。

「なんですか急に……」

「聞きたいから。俺が原因か？」

　魔女は眉根を寄せていたが、やがて大きな溜息をつくと手を広げた。

「前に貴方に魔力があるって言ったこと覚えてますか？」

「そう言えば、詳しいことを聞こうと思って忘れてたな」

　自分にも魔力はあるとは何度か聞いていたが、他のことに追われてそれ以上の話を聞いてこなかったのだ。ティナーシャはオスカーの胸元を指差す。

「貴方の魔力はおそらく子供の頃、かなり強力に封印されたんだと思います。だから普通の魔法士はそのことに気づきませんが……貴方の魔力量って実は凄すごいんですよ。ちゃんと魔法士として訓練していればかなりの術者になったはずです」

「……は？」

　さすがにオスカーは啞然とする。

　確かに以前ティナーシャから「封印されている」とは聞いたが、自分の魔力がどれほどのものかなどと考えたこともなかった。

　彼女にとっては避けたかった話題らしく、ティナーシャは苦い顔で続ける。

「魔力の発現は血筋に寄らないと言われていますが、それは魔力がない親からも魔法士が生まれるという意味で、貴方の子を私が生む場合、まず間違いなくかなり強力な魔法士が生まれます。普通なら魔女ほどの力がある赤子が身ごもられることはありませんし、あったとしても死産してしまうでしょうが、私が生む場合は別です。子供が女だった場合、多分その子は生まれながらに魔女と言っていいでしょうね」

　だから生みたくないのだ、とティナーシャは言外に告げる。

　それはオスカーが考えたこともない可能性だ。

　──生まれる自分の子は魔女になる。

　その事実を突きつけられ、さすがの彼もすぐには何も言えなかった。

　オスカーはティナーシャの闇色の目を見て、次に自分の手の平に視線を落とす。彼は驚きをようやく飲みこむと疑問を口にした。

「男だったらどうなるんだ？」

「やはりかなりの魔力は継ぐとは思いますが、アカーシアがありますからね。あれを持つ限り魔力が集中できませんから構成も組めません。貴方が早くからアカーシアを継いだのも同じ理由があったんじゃないでしょうか」

「親父は俺の魔力のことを知っていたということか」

「実は以前、クムに探りを入れてみたことがあるんですが、彼は貴方の魔力のことを知りませんでした。となると、貴方の母上かその周囲の方が封印を施したんじゃないでしょうか。本当はもっと早くに言うべきだったのかもしれませんが、昔は呪いのせいで伴侶を選んでいられない状況でしたし、そこまで貴方の事情に私が首を突っ込むのも躊躇われたので……」

「そうか……」

　オスカーは、今は亡き母に思いを馳せた。

　彼が五歳の時に病気で亡くなったという母について、オスカーはほとんど記憶がない。

　五歳ともなればもっと記憶が残っていていいはずなのだが、不思議とよく思い出せないのだ。ましてや彼女が魔法士だったかどうかなど知らない。これは一度父に聞いた方がいいかもしれない。

　オスカーは自分と過去のことについて嘆息すると、それはそれとして魔女に向き直った。愛しい恋人の姿を見つめる。

「生まれながら強大な力を持つことは不幸だと思うか？」

「いいことだとは思えません。それに王族になるんですよ」

「俺にだって力があるんだろう？　それにお前も元は女王になるための女だ」

　彼は手招きした。それに応えて歩み寄ったティナーシャは浮かない顔で彼の膝に座る。オスカーはその体を後ろから軽く抱きしめた。

「最初から力の存在を否定するな。お前の力にどれだけの人間が助けられてると思ってるんだ」

「人を殺したことも山ほどあります」

　魔女は目を伏せた。小さな頭がうなだれるのを、オスカーは優しく撫でる。

「俺だってある。戦うことを選んだからな。──ティナーシャ、力は使いようだ。お前にしか生めない子供なら、お前には育てられる力があるということだろう。力のことも命のことも、一つずつ教えて考えさせればいい。最初から可能性を奪うな。子供に生まれる機会をくれてやってくれ」

　ティナーシャは何も答えなかった。

　飲みこみきれない思いを抱えて、彼女は目を閉じた。





※






　新年を直前に控えた夜、ファルサス城都には高揚混じりのざわめきが満ちていた。

　城の中は儀式のための準備で騒がしく、女官や文官があちこちで走り回っている。

　ファルサスの慣習をよく知らないティナーシャなどは、儀式は年明け早朝に行われると思いこんでいたが、実際は真夜中に行われ神殿で年越しをする形だ。

　将軍の正装をし、城門の内側で警備の最終確認にあたっていたアルスは、祝いの空気に混じって漂ってくる酒の香りに目を細めた。

「飲みたいなぁ……」

「仕事中」

　後ろから背中を殴られて振り返ると、伸び始めた髪を軽くまとめた幼おさな馴な染じみが立っている。大陸では女性は髪を伸ばすことが一般的とされているが、メレディナは今まで仕事上、肩につかないほどに切り揃えていたのだ。

　だが今はその髪も肩より少し下まで伸びている。彼女は濃い紅色を基調とした武官の正装に、自身の長剣を佩はいていた。

「天気が崩れそうね」

「城に戻るまで持てばいいけどな」

　二人が見上げた夜空はどんよりと暗い。時折雲の切れ間から細い月光が差しこむくらいだ。

　雨になれば祝いの空気にも水が差されるし、警備も大変になる。できればぎりぎり降らぬまま終わってほしいとアルスは願った。

　出発まであと半時余り。準備は万端だ。




　一方魔法士たちは、あらかじめ神殿に詰めている者と城から出発する者に分かれていた。その他に道中にも兵士と魔法士が警護のため配され、それらの者は既に城を出ている。

　クムとドアンは正装に身を包み、出立する一行が集まる広間にいた。彼らは出発を前に魔女の張った構成に触れて道中の様子を探る。ティナーシャが構成に干渉できる許可を与えているのは二人を始め信用できる十人足らずの魔法士のみだ。それでも術者本人であるティナーシャとは大分知覚の精度が変わってくるので、真の監視者は実質魔女一人になる。

　二人の魔法士は監視構成を手繰ると顔を見合わせた。

「今のところ不審なものはないようだな」

「神殿にも変わりはないようです」

　彼らはほっと息をつく。先月城を襲撃した魔物の召喚主もまだ捕まっていないのだ。用心をしてしすぎるということはない。

　その時奥の扉が開いて若き国王が入ってくる。

　彼は歩きながら自分の装備を確認すると、クムに目を留めた。

「どうだ？」

「問題ございません」

「そうか」

　──ファルサス王の正装は、昔から戦うことを意識した格好だ。

　金属鎧よろいと沈んだ赤色の外衣を纏い、アカーシアを佩いた王。その姿は勇壮さと威厳に溢あふれ、端整な容姿と相まって実に絵になった。肩の上では小さなドラゴンが置物のように鎮座しており、非現実感を醸し出している。

　オスカーは部屋の中を見回すと首を捻った。

「ティナーシャは？」

「ご一緒かと思っておりましたが」

「いや、会ってないぞ」

　誰かに呼びに行かせようかオスカーが迷った時、ちょうど魔女が入ってきた。気配を感じて振り返った三人はその姿を見て啞然とする。

　彼女は魔法士の正装を着ていた。

　だが、それはファルサスのものではなくトゥルダールの儀礼用の正装だ。

　トゥルダールの王族が纏う深い青と白の長ちょう衣い。それにはそこかしこに複雑な紋様が刺し繍しゅうされており裾は円形に広がっていた。長い黒髪は一部を残して結い上げられ、水晶を列つらねた額飾りと耳飾りが淡く輝いている。

　透き通るような神秘を具現化した魔女に、オスカーは驚きを隠せなかった。

「どうしたんだそれは」

「シルヴィアとパミラに捕まりました」

　化粧もされているところを見るとかなり徹底的にやられたらしい。トゥルダールの宝物庫に保管されていた魔法着や正装を、二人の女は嬉き々きとしてティナーシャのために持ち帰っていたのだ。

　最近では魔女も着せ替えされることに慣れてきたのか、多少の渋面で受け流している。彼女の纏う衣裳は手甲に嵌はめられた水晶をはじめ、ほとんどが魔法具で出来ているようだった。

　ティナーシャは顔を上げてオスカーの全身を一瞥する。

「元が綺麗だからそういう格好も似合いますね」

　さらりと言われて彼は苦笑した。

「お前に綺麗と言われると変な感じだ。というか男への誉ほめ言葉じゃないぞ」

「そうですか？　率直に誉めてるつもりですが」

　ティナーシャは首を傾げながらクムの隣に立つ。オスカーは彼らを見回して一息ついた。

「じゃあ行くか」

　王の命令に、居並ぶ全員が礼をする。

　広間の扉を開くと、彼らは城門に向かって歩き出した。







　先導の兵士たちが街の東へと伸びる大通りを開けていく。民衆は道の脇に避けながら、王の姿を一目見ようと集まっていた。

　アルスが率いる武官たちに続き、魔法士たちと王の一行が姿を現す。途端、真夜中の城都は激しい熱狂に沸いた。ファルサス王家は代々破天荒な人間が多いせいか民からの人気が篤あついのだ。

　大人たちの隙間からその行列を覗いていたサイエは、王のすぐ後ろ、自分の馬に横座りになっている女に気づき息をのんだ。手綱を取っていないにもかかわらず、きちんと進んでいく馬の上で彼女は目を閉じている。

　服装が異なるため、不思議な迫力と畏れ多さを感じさせる美貌の主はしかし、確かに塔で会った女だ。サイエはてっきり彼女が魔女だと思いこんでいたが、思い返せば彼女は王のことを知っているような口ぶりだった。ならば魔女ではなく宮廷魔法士だったのかもしれない。

　一行が通り過ぎてしまうと、道は再び群集で埋めつくされる。

　王が次に戻ってくるのは年が変わる一時間後のことだ。サイエは今見た女のことを友達に話そうと、その場を離れ駆け出した。







　神殿へは何事もなく到着した。一同はいくらか胸を撫で下ろす。

　草原の只ただ中なかにある古い建物、白い石材で建てられた広い神殿は、普段人目に触れないファルサスのもう一つの顔だ。暗黒時代初期から続く長い歴史が眠る静謐さがそこにはある。

　神殿と言っても建物に装飾は多くない。中には広い真四角の空間が一つあるだけだ。

　その奥には七つの石柱が立っており、それら柱の表面には文字がぎっしりと刻まれていた。この石柱がそれぞれファルサスの信仰する七神に対応しているのだ。

　儀式が始まり神官たちが祝福と祈りを捧ささげる中、オスカーは祭壇を前にアカーシアを抜いて立っていた。付き従ってきた者たちは後ろでじっとその様子を見守る。入り口近くではティナーシャが目を閉じたまま構成に意識を繫げていた。

　やがて神官の祝詞が終わると、オスカーが神に捧げる口上を述べ始めた。それを聞きながらアルスが時間を確認する。

　──予定通り、もうすぐ年が明けるところだ。

　赤い葡ぶ萄どう酒しゅの入った杯が、巫み女こたちの手で控えていた者たちに配られ始める。王もまた口上を終えると、用意されていた酒瓶を手に取った。それを彼は祭壇上で三つの杯に分ける。

　オスカーは瓶を置くと、最初の杯を手にとってその中身を地に振ふり撒まいた。二杯目は空に向けて撒まく。そして彼は最後の杯を手に取ると、それを飲み干した。

　臣下たちが王に続いて杯に口をつける。新年を祝う声がわっと上がる。




　ティナーシャはわずかに目を開くとその光景を眺めた。

　彼女はファルサスの人間ではないので葡萄酒に口はつけない。もともと酒にそう強い方ではないのだ。構成に繫がっている最中に口にしたくなかった。

　──だがそんな理由は実際、建前に過ぎない。

　彼女は、この輪の中に入ることにやはりまだ抵抗があるのだ。契約を越えて馴染んでしまっていいのかという不安と恐れが消えない。こんな焦燥を彼の母親も感じていたのか……ふとそんな疑問が浮かんで、詮ない想像に魔女は苦笑した。

　様々な人間の運命を乗せて、時は進んでいく。

　第二十一代国王の下、ファルサス暦五百二十七年が始まろうとしていた。







「ご苦労だった。残り半分よろしく頼む」

　オスカーが護衛の人間たちにねぎらいの言葉をかけると、彼らはそれぞれの面持ちで頷いた。

　神殿を後にした一行は、暗い草原を魔法の明かりを灯しながらゆっくり戻っていく。いつの間にか空気が湿ってきており、今にも雨が降り出しそうだ。

　オスカーは振り返るとすぐ後ろにいる魔女を確認した。彼女は相変わらず流れこみ続ける知覚を確認するために目を閉じたままだ。声をかけようか迷ったオスカーは、ふとその時何かを感じた。

　彼が無言でアカーシアを抜くと同時に魔女の詠唱が聞こえる。

「定義する──我は召喚と支配を命ず。雷よ、現出し我が命に従え！」

　他の人間がぎょっと目を見開く。

　次の瞬間、地面から天空に向けて巨大な白い雷光が走った。空気をつんざく音が耳の奥にまで響き、辺りが眩く照らされる。

　それが消え去った時、世界には再び闇と静寂が戻ってきた。

　クムが青ざめてオスカーに問う。

「いかがなさいました!?」

「誰かに見られていた」

　王はアカーシアを鞘に戻しながら不愉快そうに答える。それを聞いて一行にどよめきが広がった。

　オスカーが魔女を振り返ると、彼女は閉じていた闇色の目を開いて苦笑した。

「逃げられました。もういません」

　そう言うと彼女は白い指を鳴らした。







　突然東の空で雷光の柱が立ったのを見て、城都にいた人間たちは波のようにざわめいた。

　街のあちこちから王の無事を心配する声が上がる。城に残っていた者たちも動転する中、魔法を通じて王の無事を知らせる報告が入った。ひとまず城内には安堵が広がる。

　一方その頃、街を抜け出して神殿に向かっていたサイエたち五人は、巨大な雷光に足が竦んでいた。このまま進んで確かめるべきか、街に戻るべきか逡巡する。

「どうするんだよ、サイエ」

「お前が行こうって言ったんだぞ」

「うるさいな。陛下に何かあったら大変だろ」

　少年たちが言い争いを始めてまもなく、視界の先に王の一行が現れた。

　サイエたちはほっと安心したが、同時にあわてて隠れるところを探す。子供たちだけで街を離れて王を見に行ったと知られたらどんな罰を受けるか分からない。彼らは近くの茂みに何とか腹ばいになって、前を通る一行をやりすごそうと息を潜めた。

　しかし一行がちょうど茂みの前に差しかかった時、美しい女の声が草むらにかけられる。

「サイエ、出てきなさい」

　名前を呼ばれた少年は思わず飛び上がりそうになった。彼は何とかそれを堪えたが、他の四人につつかれて仕方なく立ち上がる。そんな彼を王の一行は馬足を止めて見つめていた。中心近くにいる女が眉を顰めて彼を見る。

「私の説教を理解してなかったんですか？　こんなところまで来て」

「……ごめんなさい」

　サイエは素直に頭を下げた。ここで言い訳をしても仕方ないと思ったのだ。

　ティナーシャは彼を手招きで呼び寄せる。魔女のすぐ傍まで来た少年をオスカーは面白そうに眺めた。サイエは緊張に固くなりながらオスカーに深々と頭を下げる。

「陛下、失礼しました。つい気になって」

「構わんが、気をつけろよ」

　ティナーシャは手を伸ばすと、サイエを自分の馬に上げた。茂みに釘を刺すことも忘れない。

「他の四人も出てきなさい。雨が降りそうだから一緒に帰りましょう」

　ばつが悪そうに出てきた四人を臣下たちがそれぞれ引き取る。一行は再び進み出した。

　ティナーシャの隣に座ったサイエは小声で尋ねた。

「お姉さん、どうして分かったの？」

「警戒してますからね。誰か近づけば分かります」

　女の言葉にサイエはがっくり首を垂れた。そもそもこんなところまで来たのは彼女が本当に塔にいた女か知りたかったからなのだが、目的は達したのに失敗した気分でいっぱいだ。

　少年は溜息をつく。ふと冷たいものが頰を掠めた気がして、彼は暗い夜空を見上げた。その感覚を裏付けるようにすぐに雨がぽつぽつ降ってくる。アルスが先頭で空を仰いだ。

「間に合いませんでしたか。陛下、雨あま避よけを……」

「平気だ」

　もう街が見えてきている。そう長くはかからないだろう。

　むしろ魔女の体を冷やさないか気にしてオスカーが振り返ると、彼女は隣の少年と何か小声で話していた。視線に気づいたのか闇色の目が彼を見返す。悪戯っぽい光がその中にきらめいた。

　ティナーシャは唇を上げて微笑みながら、両手を広げる。

「変質を望む。形相は変わらず、落ちていくのみ。凍える吐息を転換の手とせよ」

　白い両手の中に構成が生まれた。

　それは彼女の腕の中から飛び立つとゆっくり広がりながら上昇していく。

　構成が上空に消えてまもなく、雨がやんだ。

　怪訝に思った一行が顔を上げると、暗い空から無数の白いものが舞うように降ってくる。

　まるで羽のような雪に全員が啞然とする中、サイエだけが喜色を浮かべて友人たちに叫んだ。

「ほら見ろ！　言っただろ！」

　そんな彼らの様子をティナーシャはくすくす笑いながら眺める。子供たちだけではなく、他の人間もぽかんと口を開けて空を見ていた。

　オスカーは手の平に落ちた雪片が溶け去るのを見て、魔女を振り返る。

「どうやったんだ？」

「水分だけ上空から冷やしました。私の周囲限定ですが、払えば雨より濡ぬれませんよ」

「こういうものなのか……」

　彼は魔女の言うとおり膝に落ちた雪を払う。地面に落ちた雪はあっという間に草の合間に消え去った。見上げると闇の中を揺らめく白片が幻のように美しい。

「お前といると、世界が広がるな」

　オスカーの言葉に、ティナーシャは目を閉じて微笑んだ。







　一行は街に着くと子供たちを下ろした。民は王の帰還と、初めて見る雪にかつてない熱狂を見せている。サイエは名残惜しそうに女に向かって手を振り、彼女は笑いながらそれに応えた。

　結局、草原で感じた不審な視線の他には何も起こらないまま、オスカーたちは無事入城した。

　オスカーはあわただしく城内を移動すると、露台から民衆に姿を見せて口上を述べる。

　巨大な構成を維持し把握していたティナーシャは、さすがに疲れて部屋の奥で長椅子に寝そべっている。睡魔に襲われながら、それでも彼女は露台に結界を三重に維持していた。

　王は挨拶を終えて露台から下がると、心配そうに彼女を見下ろす。

「大丈夫か？」

「平気です。ちょっと神経を張ってただけです」

　護衛についていたアルスやクムが、全て終わったことにほっと息をつく。オスカーは笑いながら彼らを振り返った。

「ご苦労だった。アルスは飲みに行っていいぞ」

「……恐縮です」

　肩の荷を下ろしたアルスは一礼すると部屋を退出する。おそらくメレディナでも誘って街の騒ぎに参加するつもりなのだろう。クムはティナーシャに構成の後処理について確認を取ると退出した。警護についていた他の兵士たちもいつもの持ち場に戻っていく。

　オスカーは最後にぐったりしている魔女を抱き上げた。彼女はうっすら目を開けて彼を見る。

「自分で歩けますよ……」

「まぁ甘えとけ」

　ティナーシャは困った顔をしたが、小さく頷くと男の胸にもたれかかった。彼はそのまま部屋を出て廊下を歩き出す。心地よい振動に魔女は浅い息を吐いた。

　──以前はとても、このように抱き上げられて歩かれることに耐えられなかった。

　だが今はもう平気だ。それが四百年前の清算を終えたためか、あるいは彼女を抱き上げている男のためかは分からない。

　ティナーシャは眠りそうになる意識を引き戻しながら男に囁く。

「この間の話ですが……」

「どの話だ」

「結婚の」

「ああ。何だ？」

「やっぱりあと少しだけ考えさせてください。契約が終わるまで……」

「分かった」

　あっさりと返ってきた返答にティナーシャはほっとした。

　本来なら二人の契約は年が明けてまもなく終了になるはずだが、彼女がファルサスを離れクスクルに身を寄せていた一ヶ月半のことは、二人とも暗黙のうちに契約期間から除外して考えている。

　結果として実際の契約終了まではあと二ヶ月弱というところだ。これだけの時間があれば、今後の身の振り方と向き合うこともできるだろう。

　オスカーは腕の中の魔女を見下ろした。

　正装をしたままの彼女は、捕らえどころのない非現実的な雰囲気を漂わせている。そのまま腕の中から搔き消えてしまいそうな空想がよぎって、彼は苦笑した。

「親父にちょっと聞いたんだがな」

　ティナーシャはびくりと体を震わせる。闇色の目が彼を見つめた。

「自分も我わが儘ままを言って結婚したから、魔力うんぬんで俺にそのつけを回す気はないとさ。問題ないから好きにしろと言われた」

「そうですか……」

「まぁ俺は生んでもらってよかったぞ。今ここにいられるしな」

　男の言葉に魔女は少し淋さみしそうに微笑んだ。目を伏せると「同感です」と呟く。

　四百年の時を隔てて生まれた本来出会うはずのない二人は、些さ細さいな時の積み重ねに感謝しながらこれからの時を重ねていく。それがほんの束つかの間まのことになるのか、それとも緩やかに続いていくのか、今はまだ見当もつかない。

　目の前に現れるまで、幸福も悲劇もその顔を見せないままだ。





※






　暗い部屋には煌こう々こうと月光が差しこんでいた。

　窓から見える空には雲一つない。広い部屋に楽しそうな女の声が響く。

「あの娘はどうだったの？」

「相変わらずのご様子でした。ただ……少し構成が変わったようです。魔法も弱くなったかもしれません。私の気のせいかもしれませんが……」

　答える男の声に女は目を見開いた。

「男に落ちたのかしら？　死にかけたばかりなのに甘いわね。精霊魔法で取り繕っていた化けの皮が剝がれたのなら面白いのだけれど」

　女は両手の指を組んだ。目を伏せて考えこむ。角度によって青にも見える緑の瞳に残酷な悦よろこびが浮かんだ。

「いいわ。隙があるようなら殺してしまおう。この遊びが一段落ついたらね」

「ご随意に」

　主人の言葉に男は頭を深く垂れる。

　彼らの言葉を聞く人間は誰もいない。

　それは大陸で古くから忌まれし……魔女の言葉だ。








５．爪を切る夜









「ティナーシャ？」

　翌朝、いつもより少し遅く目が覚めたオスカーは、隣に恋人がいないことに気づき、ぼんやりとした頭を振った。

　だがすぐに、新年の儀式で疲労していた彼女を自室に置いてきたことを思い出す。今頃はまだ深い眠りについているだろう。あの様子では今日は当分起きてこないかもしれない。オスカーは微笑すると支度をするため起き上がった。

　彼の守護者である魔女は、恋人になってからも相変わらず無自覚なところがあるらしく、かつてその命をそうしていたように無防備に愛情を傾けてくる。

　そのためオスカーは、ようやく手に入った愛しい女に気を抜けば溺れそうになるのを、自制して今まで通りに保つよう意識していた。とは言え以前から恋人同士に見えると言われるくらいだったので、それくらいがちょうどいいのかもしれない。

「母親か……」

　無意識に零れ落ちた呟きは二重の意味を伴う。

　すなわち母親になることをためらう魔女と、おそらくためらいながらも彼を生んだ母親のことを。

　父ははっきりと言わなかったが、その様子から母はかなりの魔法士であったことが分かった。当時相手方の親に結婚を反対されたというのもそれが理由なのかもしれない。魔法士殺しの剣を継ぐ王家に、魔法士の娘を嫁がせたいと思う親はいないだろう。

　王家についても、今まで魔法士の王を持たなかった国は大陸でも少数派だ。作為的に生まれないようにできないのだから当然だが、タァイーリのように魔法を忌避する国ではないにもかかわらずファルサス王家に魔法士が現れなかったのは、おそらく王剣アカーシアが影響しているのだろう。

　この剣を持てば魔力があっても魔法は使えないのだ。オスカーも呪いを受けなければ、そしてティナーシャに出会わなければ、非魔法士である王の一人として歴史の中に埋もれていったのかもしれない。

　オスカーは父の溜息混じりの言葉を思い出す。

『封印は生まれてすぐロザリアが……母さんが施したよ。どうせ不要だからと言ってね』

　その話を聞いてオスカーは「もっと早く言え」と思ったものだが、母を溺愛していた父は、その意志をできるだけ尊重したかったのかもしれない。彼女が亡くなったのは三十歳の時。若くして亡くなった王妃の面影はまだ、父の中に強く残っている。

　自分はほとんど母の姿を覚えていないオスカーは苦笑しかけて……けれど不意に頭痛を覚えた。右手をこめかみに当てる。







　月が照らす

　白い爪

　夜

　飛び散った血の赤さ

　横たわる、それは




　表象にも、文章にもならない形象が、瞬間脳裏に溢れる。

　そしてそれらはすぐ消え去った。

　オスカーは不審に思って頭を振ったが、散った断片を取り戻すことはついにできなかった。





※






「うー、寝過ごした……すみません」

　ティナーシャは午後のお茶の時間になってようやく執務室に姿を現した。

　ばつの悪い顔で戸口に立っている魔女を、オスカーは笑いながら手招きで呼び寄せる。魔女は男の膝に座ると彼を見上げた。

「お茶はいいんですか？」

「後でいい」

　オスカーは魔女の髪を梳きながらその額に口付ける。ティナーシャは少し目を細めたが、手を伸ばすと机の上に広げられた書類を取った。

「年の初めから大変ですね」

「初めだから色々あるのさ」

「手伝いますよ」

　魔女は言いながら書類をぱらぱらとめくると、それほど重要ではないものをいくつか選んで抜き取った。そのまま男の膝から飛び下りると、それらをまとめるため長椅子に移る。

　まもなくラザルがやってきて祝祭の後処理について報告を始めた。ティナーシャは自分が選んだ書類をいったん置くとお茶の準備を始める。普段と何ら変わりない平穏な光景だ。

　ラザルは書類に署名をもらうと、次の懸案を読み上げた。

「ガンドナの建国記念祝典の詳細が来ております」

「行きたくないな」

「無理です」

　言ってみただけなのだが即却下された。オスカーは口の中で苦虫を嚙み潰す。

　ファルサスに国王の誕生記念式典があるように、東の大国ガンドナにも年一回、諸国の人間を招いて開かれる祝典があるのだ。それぞれの国からは王族の誰か一人が出ればいいため、普通は王子や王女などが出るのだが、ファルサスは今のところオスカーしかいない。先王は既に隠居している以上彼が行く他ないだろう。

　お茶を淹れたカップをオスカーに出しながら、ティナーシャは首を傾げた。

「どれくらいかかるんですか？」

「向こうでは一泊だな。こちらの式典と大体同じだ。ミネダート砦に転移してそこから馬になるからそれが結構かかるか」

「直接ガンドナ王宮付近に転移したら怒られますか？」

「前もって言っておけば構わないと思うが……できるのか？」

「余裕」

　魔女はそう言うと手の中で盆をくるくると回す。

「長距離転移って座標取得が問題なだけですから、それさえ何とかなれば結構できちゃうものなんですよ」

「座標が分かるのか？」

「昔行ったことあります」

「なら頼むか。大分楽になる」

　ティナーシャは柔らかく微笑むと、まとめ終わった書類を彼に返した。彼女の簡単な説明を聞くと、オスカーはそれらの書類に署名をしてしまう。

　転移で行くのならガンドナには二週間後の当日に出ればいいだろう。そこまで考えてオスカーはふと顔を上げた。

「そういえばここに魔物を投入してきたやつは、直接転移で入れてきたのか？」

「さすがにそんなことは許しませんよ……。あれは結界を浸蝕して、空けた穴から魔物を入れたんです。結界をそーっと溶かすような感じですね。正直言って私の結界にそんなことをしてくる人間がいるとは思いませんでしたよ。すぐに気づかなかった私が悪いんですけど」

「あの時お前、ぼうっとしてたからな」

「半分は貴方のせいですよ！」

　真っ赤になりながら魔女が投げてくる盆をオスカーは受け止める。

　例の一件以降、ティナーシャは城の結界を更に調整したらしい。だがそれも完璧な対策ではないことは二人とも分かっている。一つの対策をすれば敵は別のやり方を考えてくる。しょせんこういうものはいたちごっこなのだ。敵が特定できない以上、火の粉はその都度払うしかない。

「まぁ東の国と言えばヤルダも不穏で気になるし、仕方ないから行くか」

「当たり前ですよ、陛下……」

　ラザルが苦い顔になる。十一年前の戦争でファルサスに敗北した隣国ヤルダは、ガンドナとも国境を面している。おそらく祝典にも誰かしら来るはずだ。

　オスカーは残りの書類を処理しながら呟いた。

「ティナーシャがいるから護衛はそんなに要らないな。ああ、パミラかシルヴィアを連れて行くか。お前も支度を手伝う人間が必要だろう？」

　急に話を振られて魔女は目を丸くした。驚きと、嫌な予感の入り混じった顔になる。

「何で私の支度がいるんですか。自分でやりますよ」

「正装するんだから要るだろう」

「やっぱりか！　出ないよ！　私は護衛で行くんですよ！」

　ティナーシャは数ヶ月前にファルサスの式典に出た記憶を思い出す。あの時はいい見世物と嫉妬の標的になってしまって後悔したのだ。ましてや今は魔女だと面が割れている相手も多い。とてもではないがどの面下げて出ればいいのか分からない。

　オスカーもそれを思い出したのか頰杖をついた。

「まぁそうだな……仕方ないか」

　だが、彼の反応にティナーシャがほっとしかけたのもつかの間、ラザルが口を開いた。

「でもティナーシャ様って陛下の婚約者ってことになってますよね」

「あ」

「そういえば」

　一瞬の空白の後、魔女は頭を抱えた。

「そんな設定忘れてた……」

「俺も忘れてたぞ」

　かつて四大国が関わった戦後処理の際、ティナーシャを引き取るためにオスカーが用いた方便が「婚約者だから」というものだったが、二人ともがすっかりそれを忘れていた。

　もっとも各国の王族や宰相たちの中にはその話を噓であると見抜いている者も多いだろうし、小国の中には側室でいいからファルサスに娘を差し出したいと考える国もある。魔女にとってはともかく、オスカーにとっては特に何の効果も生まない方便だ。

　ティナーシャは小さな頭を抱える。

「うわぁ、どうしよう」

　突き刺さる無数の冷たい視線が今から予感できる。目に見えて萎れてしまった魔女を見て、オスカーは溜息をついた。

「別に出なくても構わないだろう。所在だけ明らかにしといてくれ」

「す、すみません……」

　ティナーシャは素直に頭を下げた。

　自分の負うべきことだということは分かっているが、立ち位置に迷っている今の状態ではどうすべきか明確な答えが出せない。

　彼を愛している──そのことさえ分かれば全てが安定するような気がしていたのだが、それだけで解決してしまうには二人は難しい立場にいるのだ。

　ティナーシャは自分の弱さと、選ぶべき岐路を思って唇を嚙んだ。
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　当日はオスカーとティナーシャの他に、アルスと五人の兵士が同行することになった。

　元より城内での警備はガンドナが行うことになっている。あまり人数を連れて行っても向こうの警備体制を疑うようでよくは思われないだろう。

　魔女の開いた転移門の先はガンドナ城都のすぐ外だった。そこから八人は馬で移動する。徒歩でも行けそうな距離だが、さすがにそれをしては不審がられてしまう。

　城に着いた一行は歓待を受けると、ひとまずそれぞれが与えられた部屋に移動した。予定では祝典は夕方から夜にかけて開かれ、その後一泊して帰ることになっている。

　儀礼用の正装に着替えながら、オスカーは部屋に結界を張っている魔女に話しかけた。

「お前、ガンドナに昔来たことがあるって何の用事だったんだ？」

「魔族の討伐を頼まれたことがあるんです」

「なるほど」

　ティナーシャは結界を張り終えると恋人に向き直った。ふわりと宙に浮かび上がると彼の髪を整える。オスカーはその体を抱き取った。

「何か不審を感じたら私の名前を呼んでください。すぐ分かるようになってますから」

「分かった。お前は？」

「会場には入ります。貴方が見えるところにいますよ」

　魔女は見る者の心を奪う優美な微笑を浮かべると、そっと男に口付けた。







　式典の会場となったのは城内の大広間だ。

　三百人は入れそうな広間は巨大な円筒状になっており、数階分の吹き抜けの上に硝子の天井が広がっている。外周である壁際には回廊が天井近くまで螺ら旋せん状に伸びており、回廊の一番上はかなりの高さから広間を見下ろすことができた。

　装飾の少ない黒ドレスに着替えたティナーシャは、高い回廊から広間を見下ろす。

　辺りには時折ガンドナの警備兵が通る以外には誰もいない。下の広間では先程までガンドナ国王が挨拶していたが、今は思い思いに散った人々がそれぞれの話をしている。姫君たちの色鮮やかなドレスは咲き誇る花々のようだ。

　魔女の恋人であるファルサス王も様々なドレスに囲まれているのが見える。近くには護衛であるアルスの姿もあり、今のところ他に怪しいものはない。魔女は警戒を保ったまま階下を見つめる。

　──どうして彼が自分を選んだのか。

　レナートに尋ねた通りその理由を不思議には思っているが、改めてオスカーに問う気はない。それは彼の決めたことで、自分はその範囲内で彼に不利益をもたらさなければいいとティナーシャは思っている。結局自分は、彼の擁する魔女だ。情人になったとしてもそれは変わらない。

　加えてティナーシャには──嫉妬心が存在しない。

　人を羨んでやまない感情は、四百年を生きるうちにすっかり摩耗してしまった。だから女性に囲まれる恋人を見ても、自分が逃げていることで申し訳ないとは思うのだが嫉妬心は湧かない。おそらく彼があの中の一人を自分の代わりに恋人にするとしても、悲しいとは思うだろうが憎む気持ちは生まれないだろう。それでいいとティナーシャは思っている。

　嫉妬が万が一憎しみに育った場合、彼女の持つ力は大きすぎる。怒り狂って全てを壊してしまうくらいなら、一人で悲しんだ方がずっとましだ。

　ティナーシャは手すりに寄りかかって階下を眺める。その横に、不意に酒しゅ盃はいが差し出された。

　若い男の柔らかい声が続く。

「どうです？　一杯」

「飲まん。知っているだろう」

　魔女はそっけなく言って振り返った。

　そこには二十五歳前後の銀髪黒くろ眼めの細身の男が立っている。

　──男は、異様なほどに美しい容姿をしていた。

　秀麗な顔立ちは、黙って微笑んでいれば次々女性の心を虜とりこにしていくだろう。高貴さの滲む立ち姿は、どこかの王族の落らく胤いんと言われれば納得してしまうほどだ。

　しかしそんな彼は、魔女の視線を受けて性格の悪さを顔に滲ませた。

「久しぶりだな。佳いい女に成長したじゃねーか。男ができたせいか？」

「逆逆。成長したのは怪我したからだ」

「それだけ力があるのに怪我するなんて、人間は脆もろいな」

「これくらいで丁度いいんだ」

　男はにやにや笑うと手の中の酒盃を消した。彼はティナーシャと並んで階下を見下ろす。その視線の先にいるのはオスカーだ。

「ってことはやっぱりあの毛色の変わった人間がお前の男か」

「そう。毛色が変わってるとか言うな」

「あれで女だったら欲しいんだが、もったいない」

「気持ち悪いこと言うな……」

　ティナーシャは頭痛がしそうになって頭を押さえた。

　この旧知の男は人の嫌がることが大好きなのだ。彼の目に留まった人間はほとんどが数奇な運命を送ることになる。ティナーシャは恋人の性別が男であったことに心底感謝した。

　ティナーシャは隣の男を白眼で見上げる。

「で、こんなところで何してるんだ。また悪さか？」

「今はこの国の公爵やってる。気に入った女もいるぞ」

「それは気の毒な……」

　会ったこともない女性にティナーシャは心から同情した。しかしその感想が心外だったらしく、男は眉を顰める。

「大事に育ててるぞ」

「そ、そうか……ほどほどにな」

　あまり詳しく聞きたくない。どうせろくなことをしていないに違いないのだ。

　男は嫌な顔をしていたが、諦めたのか溜息をついた。魔女は再び階下を見下ろす。

　その時ふと視線の先の恋人が一瞬彼女を見上げた気がした。しかし彼は周囲の女性に何事かを話しかけられ、すぐに視線を戻してしまう。

　ティナーシャは柔らかい微笑を浮かべてその姿を見つめた。隣の男がそれを面白そうに見やる。

「ずいぶん腑ふ抜ぬけたな。目的がなくなって気が抜けたか？　今なら殺せそうだな」

「試してみるか？」

　ティナーシャは男を見返しながら体をゆっくり起こす。唇だけで笑う魔女の目は好戦的な光を放っていた。たおやかな肢体に魔力が凝るのを見て男は笑う。

「何だ、そういう表情もできるんじゃねーか。まぁやめとく。騒ぎを起こすとうるさい奴やつが……」

「トラヴィス！」

　言い終わらない内に名前を叫ばれて男は首を竦めた。

　二人が振り返った先には、十五、六歳の美しい少女が立っている。薄緑のドレスを着た彼女は、男より少し灰色に近い銀髪だ。

　少女はつかつかと男に歩み寄るとその腹を殴った。

「また女の人を引っかけて！　ろくなことにしないんだから学習してよ！　外交問題になったらどうするの！」

　殴られたトラヴィスは痛くもなさそうに笑いながら彼女の手を摑んでいる。ティナーシャは啞然として少女を見つめた。
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　少女は摑まれた手を振り払い、ティナーシャに向き直ると礼をする。

「彼が失礼致しました。オーレリア・カナウ・ナイシャ・フォルシアと申します」

「あ、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナ・トゥルダールです」

　馬鹿丁寧な少女の物腰につい本名を名乗ってしまった。

　礼を返しながらティナーシャは、少女の名がガンドナ王家の姻戚である貴族の家名を持っていることに気づく。男を見ると、彼は「俺が後見をやってる」と付け加えた。

　おそらくこの少女が彼の言う「気に入った女」なのだろう。面倒くさがりの彼が貴族の中で後見人をやっているところなど初めて見た。

　オーレリアと名乗った少女は、ティナーシャの挨拶を聞くと改めてトラヴィスを睨む。

「ファルサス国王の婚約者の方じゃないの。何してるのよ！」

「昔からの知り合いなんだよ」

「そんな見え見えの噓を……」

「あ、本当です」

　オーレリアの勢いに呆気に取られていたティナーシャは、軽く手を挙げて口を挟んだ。

「そうなんですか？」

　聞き返す少女の瞳に、疑いと不安と、ささやかな嫉妬が揺らぐ。

　それを魔女が微笑ましく思うと同時に、トラヴィスは少女の肩を軽く叩いた。

「安心しろ。こんな女まったく好みじゃない」

「失礼なこと言わないのよ！」

　真っ赤になるオーレリアに、ティナーシャは声を上げて笑い出した。




　オーレリアは落ち着きを取り戻すと、ティナーシャに問うた。

「どうしてこんなところにいらっしゃるのですか？　下に行かれればよろしいのに」

「私は護衛ですから」

　率直な疑問にティナーシャは破顔した。ティナーシャがオスカーの婚約者と知っているのなら、魔女であることも知っているだろうに、まったくそのことを気にしていない少女が面白い。

　トラヴィスがそれを聞いて片眉を上げた。

「何、お前婚約してるの？」

「対外的には」

「面白いな。あの男とお前の子が生まれたら楽しそうだ」

「楽しくないから結婚を迷ってる」

　そっけなく返したティナーシャは、少女が顔を曇らせたことに気づいた。同じくそれに気づいたらしいトラヴィスが片腕で少女の体を抱き寄せる。

　オーレリアは少し躊躇っていたようだが、顔を上げると真っ直ぐティナーシャを見つめた。

「子供がお嫌いなんですか？」

「いえ、そういうわけじゃないんですが……」

「こいつは魔女だからな、どうせ子供がそうなるのが怖いんだろ」

　あっさりと言い当てられたのは長い付き合いだということもあるが、それ以上にトラヴィスが魔力の在り方をよく知っているからだろう。ティナーシャは苦笑しながら頷いた。

　オーレリアはしかし不思議そうに首を傾げる。

「それだけですか？」

「それだけです」

　少女の薄い青色の目がティナーシャを注視した。横では男が目を閉じたまま笑っている。

　オーレリアはしばらく躊ちゅう躇ちょを見せたが、遠慮がちに、しかし意志の強さを滲ませて口を開いた。

「私には魔女の方々の大変さなどは分かりかねますが、もしそれだけが理由ならどうぞ躊躇わないであげてください。生まれれば辛つらいことも楽しいこともあるでしょうが、それを心配してお生みにならないより、生まれてからそれを分かち合われることを、お子様は望んでいると思います」

　真摯な忠言は、言葉を飾らない分強く響いた。

　魔女は目を丸くする。咄嗟に何も返せない。

　その様子に己の発言を恥じたのか、オーレリアはぱっと頭を下げた。

「出すぎたことを申し上げました。失礼しました」

　そう言って彼女はトラヴィスの腕の中から抜け出すと階下に駆け去る。少女の後姿を見送ったティナーシャは嘆息した。

「……なかなか傑物だ」

「あいつは自分自身が望まれない異能を持って生まれた子だからな」

「そうなのか!?　悪いことを言ってしまった……」

　そういう事情なら、確かに魔女の躊躇は胸に来るものがあっただろう。知らぬうちに無神経な発言をしていたことにティナーシャはうなだれた。トラヴィスが人の悪い笑みでそれを見やる。

「あれくらいで傷つくような玉じゃない。それより、四百歳以上も年下の小娘に説教された気分はどうだ？」

「身に沁みる」

　魔女は片手で顔を覆って溜息をついた。

　まったく自分は迷ってばかりいるのだ。弱くて嫌になる。

　せめてもう少し胸を張らねばならないだろう。迷いなく彼女を選んでくれた男のためにも。
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　式典の終わりが告げられた時、オスカーは何種類もの香水の移り香に吐き気を堪こらえていた。

　アルスだけを連れて広間を出ようとする彼を、あわてて何人かの令嬢たちが追う。オスカーは気配でそれを察しながら、廊下に一歩出るなり口を開いた。

「ティナーシャ」

　広い夜の廊下。まだ人の姿が少ないそこに、ふっと黒衣の女が現れる。

　下ろされたままの長い黒髪。闇色の瞳は夜そのものだ。

　静謐を思わせる美貌の女は、艶やかな睫毛をゆらりと上げて男を見た。

「お傍に」

　澄んで響く声は、人ならざるものの持つ神秘だ。

　背後で息をのむ令嬢たちを無視して、オスカーは魔女に歩み寄るとその髪に口付ける。

「終わった。部屋に帰るぞ」

「お疲れ様です」

「髪洗ってくれ。代わりに猫も洗ってやるから」

「私、猫で濡れるの嫌だって言いましたよね？　洗ってあげますから猫は放っておいてください」

　言いながら廊下を去っていく二人は、親密であることが明らかに分かる距離だ。その様子とティナーシャの美貌に、令嬢たちは臆したらしく足を止める。アルスはそこまでを計算して魔女を呼んだのだろう主君に苦笑した。もっとも、オスカーが疲れきっているのは事実なので、単に彼女の顔が見たかっただけかもしれない。

　オスカーは彼女を連れて部屋に戻ると、ようやく息をつく。

「本当疲れたぞ……」

「お察しします」

　ティナーシャは彼の上着を受け取って染みついた香水の匂いに苦笑した。普段彼が外交の場を嫌がるのはこういう理由もあるのだろう。それでも彼が必要以上の愚痴を言わないのは、それが自分の責務だと分かっているからだ。オスカーが先に浴室に向かうと、魔女はドレスから丈の短い浴着に着替えて髪を上げる。

　元々オスカーは、身の回りのことを女官にさせたがらない人間だったが、ティナーシャが恋人になってからは彼女に細々と手をかけられることを好んでいる。

　魔女が浴室に入ると、彼は浴槽に浸つかってぼんやりと湯気に覆われた天井を眺めていた。普段人前では見せないそんな男の姿に、ティナーシャは微苦笑する。

「相当大変だったみたいですね」

「要らない会話が多くてな……執務室で仕事してる方がずっと楽だ」

　魔女は浴槽際に膝をつくと、彼の髪を洗い始めた。魔法を使ってお湯の流れを調整しつつ、白い指で丁寧に茶色の髪を梳いていく。気持ちよさそうに目を閉じる彼は大きな犬のようで、ティナーシャはくすくすと笑った。

「何が面白いんだ？」

「秘密です。それより、何か変わったことありました？」

　王の守護者として、将来の不穏があるなら知っておきたい。そんな魔女の問いに、オスカーは端的に答える。

「ヤルダの王女だが、来てなかった」

「欠席ですか？」

「それが、ガンドナが問い合わせたところ確かに出立はしたらしいんだ。でも着いていない」

「大問題じゃないですか……」

　ファルサスからみて東の隣国にあたるヤルダは、現在国内が荒れている。

　流れてくる話を整理したところ、どうやら宮廷内部で分裂が起きているようだ。そのうち一部は戦争の準備もしているようで、近々内乱がおきるのではないかという噂うわさもある。ヤルダに国境を接している他の国々もその話を知っているらしく、皆が今回の王女の出席を重要視していた。

　──だが彼女は来なかった。あるいは来られなかったのか。

　オスカーは濡れた前髪を搔き上げる。

「ガンドナは、国境に着く前に行方が途絶えたようだと言ってる。何があったのやら」

「ヤルダの王族ってその方だけなんですか？」

「いや、兄がいたはずだ。父王はもうかなりの年だった気がする」

「なるほど……」

　ヤルダは十一年前ファルサスに挑んで敗北した際に、王女をオスカーの婚約者にと申し出ている。ということは二人の年齢は釣り合うくらいだろうから、王女は遅くに生まれた子なのかもしれない。その彼女が行方不明であることを、兄はどう考えているのだろう。

「こじれそうなら使い魔を出して偵察しますよ」

「そうだな……。もう少し様子を見て長引きそうだったら頼む」

「仰せのままに」

　ティナーシャは恋人の髪から水を切るとその額に口付ける。そうして浴室を出ようと立ち上がりかけた彼女は、だがオスカーに手を摑まれて転びそうになった。咄嗟に片手を浴槽の縁につく。

「ちょ、なんですか……危ない」

「俺も聞きたいことがある」

「え……」

　嫌な予感を覚えると同時にティナーシャの体は浴槽内に引き入れられる。服を着たまま彼の膝に載せられた魔女は強こわ張ばった笑顔を見せた。

「な、なんですか？」

「お前、式典中に男と話してただろ。あれ人間か？」

「うわ……見てたんですか？」

　一度オスカーと目が合ったと思ったのは気のせいではなかったらしい。恋人である青年はもっともらしく頷いた。

「見てた。あの男、ここの公爵らしいけど気配がおかしいぞ」

「あー……それを見抜ける人間はほとんどいないと思いますよ。あの男は最上位魔族の一人です。俗な言い方をすると魔王」

　正直に答えると、さすがのオスカーも啞然としたようだ。ティナーシャは気まずげにこめかみを搔く。

「魔族って色んな種類がいますけど、私が使役してる精霊とかあの人とかの上位魔族は、違う位階の存在なんです。力も普通の魔物とは桁違いですし、基本的に人間には興味を持ちません。そのはずなんですけど……」

「最上位？」

「ええ。最上位って彼らの位階にも十二人しかいませんし、本来ならまず人間階には現出してきません。ただあの男だけは例外で……人間が面白くてしょうがないみたいなんですよ。もう何百年もこの位階で暮らしていて、目についた人間に干渉しては周囲まで引っ搔き回してます。王宮に潜り込んで血族争いに手を貸したり、戦争を起こさせたり……ろくなことをしません」

「知り合いなのか」

「昼間言ったガンドナの魔族討伐って、あの男が相手だったんですよ」

　ティナーシャは体の向きを変えると男の胸に寄りかかる。

「その時は追い出すのに成功しましたが、結構深手を負いましたね。私は友人だと思ってますが、意見はまず合いませんし、何回か殺し合いもしてるので向こうもそう思ってるかは分かりません」

「……とんでもない話だな」

　脱力感の滲む相槌にティナーシャは笑い出した。普段大抵のことに動じない契約者も、さすがに最上位魔族の話を聞いてはげっそりしてしまうのだろう。

　無邪気な笑い声を上げる魔女にオスカーは眉根を寄せる。彼女を抱く腕に力がこめられた。

「仲は良さそうに見えたがな」

　ティナーシャは一瞬虚を突かれて目を丸くしたが、すぐに鈴を振るような声を上げる。

「あの男は魔女には興味ありませんよ。それより貴方の方に興味があるようなので、近づかないでくださいね！」

「何だそれは……お前の話を聞いてると頭痛がしてくるぞ」

　オスカーの手が彼女の顎を摑んで振り向かせる。

　彼は自分を写す闇色の両眼を見つめると、顔を寄せ、溜息を注ぎこむように深く口付けた。
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　式典が終わった真夜中、ガンドナ城の大広間では、宰相と文官たちが後片付けをしながら愚痴混じりの話に花を咲かせていた。他国の者がいないこともあって、自然と矛先は火種を抱えた国へと向かう。文官の一人が吹き抜けの天井を仰いで言った。

「ヤルダも王女が行方不明などと言って、来させたくなかっただけじゃないか？」

「大方腹を探られるのが嫌だったんだろうよ」

「王女が来れば人質にもできたんだが」

「さすがにそれはまずいだろう」

　宰相であるネルチは、部下たちのやり取りを聞きながら舌打ちする。

　戦争の準備もしているらしいヤルダだ。もし彼らが戦端をガンドナに向かって開くつもりであるなら、身の程を思い知らせてやらねばならない。大国の一つであるガンドナは、ヤルダとは国の規模からして違うのだ。

　だが本当に戦ともなれば、ガンドナにも被害は出る。それを最小限に防ぐためにも、できれば内外ともに地盤を固めておきたかったのだが、今回の式典での主君の立ち回りはネルチにとっていささか不満を残すものになっていた。

　もともと王は戦争に向いている性格ではない。王の子たちもネルチからすると甘やかされて育ち力不足を否めない人間ばかりだ。彼らに次ぐ王位継承者のオーレリアは芯が強く決断力もあるが、親に捨てられて育ったためか性格は少々扱いづらい。おまけに背後にはトラヴィスという食えない男もついている。大国も一皮向けば前途は多難なのだ。

「せめてファルサスを味方につけられればな……」

　同じくヤルダに接しているファルサスと婚姻を結べれば、状況は好転するはずだ。

　ただファルサスには……魔女がいる。

　ネルチも一目見たが、ぞっとするような美しさだった。あんな女がいてはガンドナの王女など色いろ褪あせて見えるだろう。そもそもファルサスの若き王はあの魔女を得るために他の大国を相手に交渉した過去があるのだ。そう簡単に譲るはずがない。

　ネルチはままならない状況に苛立ちながら、周りの文官に向かって呟く。

「まったく魔女は忌々しいな。ろくでもない」

「──ずいぶん失礼な言い草ですね」

　氷のような女の声。

　突如広間に響いたそれにネルチは硬直する。

　彼は目だけで辺りを見回したが、どこにも女の姿はない。空耳かと思いたかったが、他の者たちも顔色を変えている。

　本能的な恐怖を覚え、ネルチの足が震えた。

「誰だ！」

　姿は見えない。ただ女が笑う気配だけがする。

　そしてその主は歌うように囁いた。

「誰でもない」

　次の瞬間、広間の窓硝子が全て凄すさまじい音を立てて砕け散った。
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　オスカーの部屋から一部屋隔てた控えの間で眠りについていたアルスは、遠くで何かが割れる音を聞いて目を覚ました。反射的に剣を取り起き上がる。

　彼はまず奥の部屋への扉に異常がないことを確認した。次いで廊下側の扉をそっと開ける。

　そこにいた二人の兵士は怪訝そうに将軍を見返した。

「どうかなさいましたか？」

「いや、何かおかしな音がしなかったか？」

「特には気づきませんでしたが……」

　気のせいだろうか。アルスが首を捻りながら戻ろうとしたその時、廊下の向こうで女の悲鳴といくつかの怒声が聞こえてきた。

「何だ!?」

　アルスは剣を抜いて廊下に飛び出る。暗闇の支配する通路の向こうに目を凝らした。




　何も見えない。

　しかし何かが近づいてくる気配がする。




　彼は息を整えると剣を構える。

　人が走ってくる足音が聞こえた。そしてそれを搔き消す風に似た音も。

　そうして待っていたアルスが見たものは──廊下を飛んでくる有翼の魔族の姿だ。

　魔族は三体。いずれも先だってファルサス城を襲撃したものと同じだ。

　その内の一体は爪でガンドナ兵を引ひき摺ずっており、兵士は気を失っているのか既に事切れているのか全く動かない。更に後ろからはガンドナの警備兵たちが魔族を追ってくるのが見えた。

　アルスは息を吐きながら、先頭の魔族に向かって床を蹴る。

　体を引き裂こうと伸ばされる鋭い爪。

　彼はそれを紙一重で避けると、相手の胴を全身の力で両断した。続いて自分を打ち据えようとする二体目の翼を避ける。そのまま三体目の元へ走りこみ、兵士を摑んでいる足を切り落とした。耳障りな悲鳴が廊下にこだまする。

　アルスは後ろに跳ぶと、窓際に羽ばたく二体目に向き直った。

　月光が白々と異形の姿を照らし出す。

　忌まわしさを感じる光景にアルスが剣を構え直した時、二体目の背後、広がる窓の外に、新手の群れが見えた。

「は？　噓だろ」

　近づいてくる魔族の数はゆうに十体を越えている。他の魔族と戦っていたガンドナ兵たちも、それを見て絶句した。

　窓際に浮いている二体目が、嘲笑あざわらうように金切り声を上げる。

　それに呼ばれて向かってきた新手は、窓硝子を破ろうと鋭い爪を煌めかせた。

　──だがその時、奥の部屋から無形の衝撃波が巻き起こる。

　竜巻さながら扉を破った衝撃波は、そのまま窓を砕いて外にいた魔物を飲みこんだ。硝子の破片と木片が夜空に飛び散る。突然のことに避け損ねた魔族たちは一瞬でその数を半減させた。

　一方、人間たちは息をのんで衝撃波が来た方向を見つめる。

　壊れた扉の奥からは不機嫌そうな青年が現れた。寝着を下だけ穿はき、アカーシアを抜いたファルサス国王は、アルスと生き残っている魔族を見てこれ以上ないくらい嫌そうな顔になる。

「何だ。異常発生中か？」

「お騒がせして申し訳ありません」

　アルスが頭を下げた隙に、一体の魔族がオスカーに向かって急降下した。

　だが彼はそれをアカーシアの一閃で斬り捨てる。仲間の死に他の魔族たちは憎悪に満ちた鳴き声を上げた。一斉にオスカーへ襲いかかろうとする。

　しかしそんな彼らを、再度の衝撃波が弾き飛ばした。

　一瞬で肉片だけが撒き散らされた廊下に、ガンドナの兵士たちは啞然とする。

　暗い廊下に澄んだ女の声が響いた。

「──オスカー、平気ですか？」

「お前、そんな格好で出てくるな！」

　王の魔女は、華奢な肢体に白い布を巻きつけただけの姿で現れると、肩にかかる乱れた髪をかきあげた。アルスを始めファルサスの兵士は慌てて顔を背ける。

　一方ガンドナの兵士たちは無礼も忘れ、突然現れた艶かしい魔女の姿に見入っていた。

　彼女はそれを意に介さず、斬り捨てられた魔族の死体に歩み寄る。

「これ……」

　彼女が指を伸ばしてその軀からだに触れようとした時、別の女の、くすっと笑う妖しい気配が洩れた。

　ティナーシャの表情が歪む。

「死にに来たか」

　魔女は素早く構成を組む。

　それが転移だと気づいたオスカーが手を伸ばしたが、一瞬遅く彼女はその場から消え去ってしまった。恋人の腕を摑み損ねたオスカーは、伸ばした手を握り締めると美しい魔女を罵る。

「あの馬鹿が！」

　舌打ちしてオスカーが窓の外を見ると、大広間の方向は真夜中にもかかわらず皓こう々こうと明るい。そこから聞こえてくる人の声が騒がしく夜を賑にぎわしていた。







　夜空を駆ける魔女は、魔族の召喚主を追いながら先日の一件を思い出していた。

　ファルサスを襲撃されたあの夜もこうやって犯人を追った。だが結局は、城から離されすぎて心配になった一瞬の隙に逃げられたのだ。

　──今夜は長く逃がす気はない。

「縛せよ、円環よ」

　ティナーシャは前を行く女目がけて素早く構成を放った。

　銀糸の網が逃走者を囲い込むように空に広がる。突如目の前を塞がれた女は、止まることもできず魔力で出来た網にぶつかった。たちまち網は女の全身に絡みつき締め上げる。

　ティナーシャは相手の前方に転移すると、その顔をまじまじと見据えた。

　緑の髪を持つ若い女は初めて見る顔だ。ティナーシャは空中で腕組みをして彼女に問う。

「目的は何だ？」

　女は赤い唇を笑みの形に刻む。

「我が主の命により……」

　それ以上は答える気がないらしい。挑戦的な態度にティナーシャは傲岸な声で問うた。

「主とは誰だ」

「誰でもありません」

「ならばここで死んで行け」

　魔女は右手を前に差し伸べた。そこに力を集める。

　複雑な構成ではない。単純に敵を消し去るための力が現出する。

　しかし女はそれを見ても薄く笑ったままだ。ティナーシャは無言で力を女に向かい打ち出した。防げる者もほとんどいないであろう必殺の一撃が宙を貫く。

　だが圧倒的な攻撃が女を飲みこもうとした瞬間──そこに転移門が開かれた。

　女が開いたのではない、誰かが向こう側から開いたのだ。

　同時に女の背後から剣を佩いた男が風のように飛びこんでくる。男は女を抱き取ると、そのまま転移門に滑りこんだ。

　門は一瞬で閉じられる。ティナーシャは事態の理不尽さに叫んだ。

「何それ!?」

　標的を失った力はそのまま夜空を貫いて行く。ティナーシャが慌ててそれを留めようとした時、けれど力は何かにぶつかり四散した。

　そこには一人の男が浮いている。

「お前、喧嘩売ってるの？」

　魔女の力を防ぎきったトラヴィスは不愉快そうに顔を顰めた。

　知己のその言葉にティナーシャは気が抜けて……当然の疑問を口にする。

「何でこんなところにいるんだ？」

「転移門に飛びこんだ男の方を追ってきたんだよ。あいつ、オーレリアを殺そうとしやがった。舐なめてるにもほどがある」

　殺意に溢れる男に魔女は裸の肩を竦めた。自分より怒り狂っている存在が隣にいると、人は冷静になれるらしい。ティナーシャはほどけかけた髪のリボンを引いた。

「彼女は大丈夫なのか？」

「結界張ってきたし配下もつけてる。それより何その格好」

　言われてティナーシャは自分の格好を見下ろした。みるみるうちに顔が青ざめる。

「お、怒られる……」

　慄おののく魔女を意地の悪い目で見返したトラヴィスは、少し気が晴れたのか小さく笑った。







　ティナーシャは部屋に戻ると、延々と続くオスカーの説教を聞きながら服を着た。制止されるのを振り切って追ったあげく取り逃しては何も言えない。水飲み鳥のように恋人の苦言に頷く。

　オスカーは考えられる限りの批判の言葉を全て口に出してしまうと、服を着終わった魔女の頭をぽんと叩いた。

「ガンドナは宰相が殺されたらしい。他にも被害が出てるようだ。で、お前が帰ってきたら聞きたいことがあるから来て欲しいそうだぞ」

「うわぁ、嫌な予感」

「まったくだ」

　何を聞かれるかは大体想像がつく。

　うなだれた彼女とオスカー、そしてアルスが案内を受けて大広間に着いた時、既にそこに死体はなかった。ただ飛び散った硝子の破片と夥おびただしい血の痕はそのままで、襲撃の凄惨さを表している。

　彼らを呼び出したガンドナ王は蒼白な顔色で広間の中央に立っていた。王はオスカーを見ると軽く手を広げる。

「真夜中にお呼びたてして申し訳ない」

「非常事態ですから。この度は大変なことになりまして。これに用とのことですがどのようなお話でしょう」

　オスカーの隣で魔女は礼をした。その美しい姿をガンドナ王は畏怖と嫌悪の目で見つめる。

「生き残った文官の話では、犯人の女はネルチの……殺された宰相の、魔女への批難に反応して魔物を召喚したそうです。そこで問いたいのですが、貴女はその時何処にいましたか？」

「私は王の部屋におりました」

　ティナーシャは闇色の目で真っ直ぐガンドナ王を見返す。オスカーが後を引き取って続けた。

「犯人の女は後にこちらにも魔物を差し向けています。召喚主の気配を感じましたし、それ以前に、ティナーシャが私の部屋にいたことはそちらの兵士も確認したことと思いますが」

「確かに報告は受けております。しかし魔女殿ともなれば配下の者もおられましょう。疑いを逸らすために自分のところにも来させただけだとは言えませんか？　現に我が国の者は二十名余りが犠牲になりましたが、そちらには怪我人さえいない」

　アルスは王の言い草に、元の人数が違うだろう、と文句を言いたくなったがそれを堪えた。

　オスカーとティナーシャが沈黙しているため、ガンドナ王は更に続ける。

「大体襲撃後、どこに消えていたのです。配下に事の首尾を報告させていたのではないですか？」

「わたくしは召喚主を追っていました。力及ばず取り逃してしまいましたが……」

「それを見ていた者はいないのでしょう？」

「──私が見ていましたよ」

　突然現れた新しい声の主に、一同が振り返った。

　集まった視線の先にはトラヴィスとオーレリアが立っている。

　トラヴィスは強張った少女の肩を抱きながら、ガンドナ王に向き直った。

「おそらく同時刻かと思いますが、オーレリアの屋や敷しきに刺客が侵入しました。私はその男を追って同様に女を追っていた彼女と会いましたよ。刺客の二人は仲間だったようで、共に逃げました」

「……それは」

　ガンドナ王はトラヴィスの言葉に渋面になる。




　──元々ガンドナ王は、トラヴィスとオーレリアが苦手だった。

　オーレリアは彼の姉の孫であるが、妙に勘がいいというか、過去や人の心を見透かしているとしか思えないところが多々ある。幼い頃からそうだった彼女を皆が不気味に思っており、彼女の両親などはほとんど家に帰らない生活をしていた。

　だがある日、親の二人ともが事故で亡くなってしまうと、代わりにトラヴィスが彼女の後見人として現れたのだ。

　トラヴィスはトラヴィスで実に謎が多い。子供などいないと思われていた先代公爵の死に際に現れ、その実子であるという証明を得ると、あっというまに地位を受け継いでしまった。

　その後まもなく彼は美しい容姿と淀よどみない弁舌で国内の女性の支持を集めたが、底知れない微笑に警戒心を抱く者も少なくない。

　トラヴィスとオーレリアは二人とも頭が切れる。おそらくはガンドナ王自身やその二人の子供たちより。このまま行けばこの国が彼らのものになるのも時間の問題かもしれない。──王はそんな危惧に悩まされていたのだ。

　王は渋面で一同を見回したが、結局オスカーとティナーシャに向かって頭を下げると「疑って申し訳ない」と引き下がった。







「助けてやったんだから礼言えよ」

「……ありがとう」

　一同は場所を変え、城近くにあるオーレリアの屋敷でお茶を飲んでいた。オスカーの部屋付近は魔物との戦いの影響で窓や扉が破壊され、使える状況ではなくなってしまったのだ。

　ガンドナ王からすると、自分が代わりの部屋を指示しなくてはならなかったのだが、ティナーシャを疑った気まずさでまごついている間に、オーレリアが「よろしければ私の屋敷にお越しください」と申し出た。結局この夜は全員にすっきりしない気分を与えながら、事実上の解散を迎えたのだ。

　アルスは警備のため兵士と共に屋敷の外を見回っており、部屋でお茶を飲んでいるのは四人だけだ。オスカーは最上位魔族だというトラヴィスを興味深そうに見つめていたが、その視線を外すと魔女の頭を叩いた。

「お前は疑われやすいんだから外でいなくなるな。どうせ行くならきっちり仕留めてこい」

「自信あったんですけどね……でもおかげで犯人の目星はつきました」

「何だ、見知った顔だったのか？」

「女の方は知りません。あれは半妖かな？　純粋な魔法士じゃなさそうです。でもトラヴィスが追ってた男の方は知ってますよ」

　ティナーシャは顔を上げてトラヴィスを見た。彼は嫌そうな顔をして魔女を見返す。

　二人はしばらく口に出したくなさそうに沈黙していたが、オーレリアがトラヴィスの背を叩いた。

「何よ！　知ってるならはっきり言いなさいよ！」

「言いたくないな」

「同感。同じ人間を思い浮かべてるか一緒に言いますか……」

　魔族の王と魔女の二人は、顔を見あわせると息を軽く吸った。

　そして同じ名を口に出す。

「レオノーラ」

　二人はお互いの予想が揃っていたことを確認して、激しく脱力した。







　トラヴィスは「子供はもう寝ろ」と言いながらオーレリアを追い払った。少女は不満そうに口を尖とがらせながらもそれに従う。トラヴィスが戸口から戻ってくると、オスカーは魔女に尋ねた。

「で、レオノーラって誰なんだ？」

「『呼ばれぬ魔女』です……」

「……魔女か！」

「男の方はウナイと言ってレオノーラの片腕の剣士ですし、彼女が黒幕だと思えば貴方とオーレリアが狙われた訳も分かります」

「何でだ。覚えがないぞ」

　眉を顰めるオスカーにトラヴィスが頰杖をついて答えた。

「レオノーラはこいつのことが嫌いだからな」

「絶対お前の方が憎まれてるだろ！　ひどい捨て方したらしいじゃないか！」

「俺はあんな女のことは忘れた」

　白々とトラヴィスは受け流す。そのやり取りを聞いて、オスカーはようやく事態が飲みこめてきた。要するにここにいる二人は呼ばれぬ魔女の私怨を買っているのだ。そのせいでそれぞれの相手が狙われたのだろう。

　もしかしたらトラヴィスが魔女に興味がないと言われるのは、レオノーラとの過去のことが原因なのかもしれない。

「とにかく俺はもう顔も見たくないから、お前が殺してこいよ」

　魔族の王である男は、大したことでもないように魔女に言う。ティナーシャは眉を寄せた。

「殺したいのは山々だが、どこにいるか分からん」

「ヤルダにいる。王子に取り入ってるらしい」

　その情報に、オスカーとその魔女は顔を見合わせた。





※






　翌日ファルサスに戻ってきたオスカーは、執務室にアルスとクムを呼ぶと、三人目の魔女について話をした。全てを聞き終わったクムが深い溜息をつく。

「何でまた魔女が……」

「その魔女が先日の襲撃の黒幕なんですか？」

　アルスの質問に、オスカーの隣に立つ魔女は首肯する。

「まず間違いないですね。アルカキアを使ったのも、いかにもやりそうなことです」

「ヤルダの王子が契約者ということでしょうか」

「いえ、契約という概念があるのは私と、『水の魔女』だけです。レオノーラは……ほとんど知られていないことなんですが、国に寄生する魔女なんですよ」

　オスカーがそれを聞いて眉を跳ね上げた。彼は横に立っている魔女を膝の上に抱き取ると、その顔を覗きこむ。

「どういうことだ。魔女は国や戦争に干渉しないものじゃないのか」

「表向きはそうなんですが、レオノーラは別です。彼女は権威が欲しいわけではなくて、国を影から育てたり滅ぼしたりするのが好きなんですよ。自分はほとんど魔法を使わず、寵姫などとして宮廷に入りこんで人を操ります。魔法薬もあまり使いませんし……代わりに自然毒を使った暗殺などはお手の物ですね」

　三人の男は絶句した。まさかそんな魔女がいるとは思ってもみなかったのだ。

　魔女といえば強大な魔法を使って正面から災厄を起こすという印象ばかりで、まさか魔法を使わず国を蝕むしばむ魔女がいるなど想像もしなかった。

　ティナーシャは男の膝の上で両手を広げる。

「彼女は……何と言うか人を惹ひきつける不思議な魅力がありましてね。魔女の中では珍しく多くの配下と共に行動していますし、王族や貴族を篭絡するのも容易いみたいなんですよ」

「人の心を魔法で操るのか？」

「いえ、そういうのはルクレツィアの特技です。レオノーラは魔法を使うんじゃなくて、天性の魅力みたいですね。彼女が突出しているのは召喚と人間の体の操作……治癒や変質になります。最上位魔族を召喚できたのは多分歴史上彼女だけだと思いますよ」

「ひょっとしてそれがあの男か」

「ご名答。色々あったみたいですけど、興味がないので聞いたことないです」

　苦笑する魔女に、オスカーが問う。

「一応の確認だが、あの男は信用できるのか？　情報自体が罠じゃないだろうな」

「それは大丈夫だと思います……私を騙だます理由がないですし。見たところトラヴィスはオーレリアを大事にしてるみたいですからね。あの鬼畜がどういう天変地異かって気もしますが、そんな時にわざわざ私を敵には回さないでしょう」

　主君の問いを引き取って、クムが口を開いた。

「では逆に、呼ばれぬ魔女が彼を欺いているという可能性はありませんか？」

「多分それもないです。トラヴィスは人間以上に権謀術数に長たけてますから。レオノーラもそうなんですけど、多分彼の方が上手です。だから代わりに魔族を送ったり嫌がらせしてるんでしょう」

「お前はそういうの苦手そうだしな」

「やろうと思えばできますよ！　契約で宰相を務めたことも何度かありますし！」

「本当お前の前歴は面白いな……」

　彼女の高い執務能力は女王候補として育てられたせいかと思っていたが、それだけではなかったらしい。情報の確実性が保証されると、クムは更に疑問を口にする。

「呼ばれぬ魔女が召喚に長けていることは分かりましたが、ティナーシャ様も精霊を使役なさっていますよね。召喚の腕にそんなに差があるものなのですか？」

「精霊は私が召喚したわけじゃなくて継承しただけですからね。一からあれだけの魔族を召喚するのは私には無理かもしれません。ファルサスの襲撃も、レオノーラが結界浸蝕と魔族召喚の構成を組んだんでしょう。ただ本人はここまで来ずに配下を動かしていたようです。彼女自身が来ていたらもっときつかったでしょうね……」

　ティナーシャの言葉に、クムとアルスはぞっと顔色を失なくす。

　あの夜は、オスカーも倒れて死の淵をさまよったのだ。そんな時に別の魔女が現れたのなら、城が落とされてもおかしくなかった。

　改めて魔女の危険性を認識する彼らに、ティナーシャは軽く指を鳴らす。

「レオノーラはここ二百年くらい歴史の表舞台には出てきてませんが、暗黒時代には散々自分の手を汚してきましたからね。多分五人の中で一番人を殺してますよ。城をまるまる一つ琥珀の中に封じてしまったなんて話もあります」

「琥珀城のことか？　あれって実話だったのか」

　オスカーは子供の頃読んだ絵本を思い出す。

　人の立ち入らぬ深い森にある城。その城は巨大な琥珀に覆われていて、中では死人が己の死に気づかず暮らしているのだという。

　ティナーシャは苦い顔で頷いた。

「実話ですよ。私が生まれる前の話ですけどね。『呼ばれぬ魔女は、城一つを自分の宝石にして持ち去った』──まあ、持ち去れるような大きさじゃないですから、実際はどこかで砕いてしまったんでしょう。どこにも現存してませんし」

「絵に描いたような魔女だな。面白い」

　おそらく世の人間が想像する「魔女」の姿にもっとも近いのがレオノーラだ。

　どことなく緊張感のない契約者に、ティナーシャは呆れ顔になった。

「もうちょっと用心してくださいよ。レオノーラは過去、アカーシアの剣士と戦って勝ったこともあるそうですよ」

「は？　そんな話初耳だぞ。記録にない」

「そうでしょうね。王が戦ったわけじゃなくて、アカーシアを借りた直系王族が彼女を討伐しようとしたらしいですから。でもその時は、一対一で戦ってレオノーラがその王族を上回りました。アカーシアがファルサスに戻されたのは、ルクレツィアが介入したかららしいですよ」

「どうしてお前たちは、そうとんでもない話にぽんぽん出てくるんだ……」

「貴方の何十倍も生きてるからじゃないですかね」

　あっさり言いきるティナーシャは、ただの少女のように恋人の膝で座りなおす。オスカーは彼女の編まれた髪を手に取った。

「で、お前はだから俺も勝てないと思ってるのか？」

「まさか。貴方より強い剣士はいません」

　それは彼を鍛えた己への自負であり、何よりも彼自身への信頼だ。

　ティナーシャは自分の細い膝を抱く。

「でも、当時のレオノーラはまだ配下と行動してませんでした。それに比べて今は一対一になるのもちょっと難しそうです。多分、私の方が彼女を相手にするのは向いてますよ」

　ティナーシャがあっさり言うと部屋には重い沈黙が訪れる。

　相手の力の強大さは分かったがどう出るべきか、考えるオスカーを膝の上の魔女が見上げる。

「じゃ、私ちょっと行って殺してきますね」

「却下」

「ばれないようにやります」

「お前の単独行動は基本的に禁止だと思え」

　信用がまったくないことを突きつけられ、ティナーシャはうなだれた。

　だが過去のことを思えば無理もないかもしれない。アルスが書類を見ながら口を挟む。

「おそらくヤルダが今回一番の被害者なんですよね。内部分裂しているということは、呼ばれぬ魔女は地固めの最中なのかもしれません。それを終えてからファルサスに来るか、ガンドナに来るか……だとしたら、今のうちに王子の反対勢力に接触しては如何いかがでしょう」

「なるほど」

　王は腕組みをしようとして膝の上の恋人の存在に気づき、代わりに彼女の頭に顎を乗せた。目を閉じて考えを纏める。

「行方不明になった王女が何か知っているかもしれんな」

　彼は三人に二、三指示を出す。

　アルスとクムはそれを受けて部屋を出て行った。







　オスカーは魔女と二人きりになると、彼女の首筋を撫でながら気になっていたことを尋ねた。

「で、何でお前は、呼ばれぬ魔女に恨まれてるんだ？」

「何ででしょう……戦ったことは一度しかないんですけど。寄生虫とか罵ったのが不味まずかったんでしょうか」

「お前、時々凄いこと言うな……」

「向こうも色々言ってましたよ。お互い様なはずなんですけど」

　ティナーシャは白々としているが、美しい顔に浮かんでいるのは冷笑だ。前回の件とあわせて相当怒っているのだろう。オスカーは、魔女の目を浮かべる恋人に顔を顰める。

「勝手なことをするなよ。もう精霊術士じゃないんだぞ」

「まだ精霊魔法使えますから！　構成も全部整理したから！」

　ティナーシャはばたばたと細い足で暴れたが、男の真面目な顔を見てすぐに大人しくなった。オスカーは彼女の髪を丁寧に撫でつける。

「元々お前が戦わなくなっても構わないと思って力を削そいだんだ。俺に回してくればいい」

「……平気ですよ。私も精霊魔法だけが理由で最強と呼ばれたわけではありません。任せてくれれば手っ取り早くなんとかしますよ」

　ティナーシャは気まずそうに、だがきっぱりと言う。

　そこに滲むのは彼女自身の矜きょう持じだ。きっと彼女は、彼を愛したせいで弱くなったなどと言う気は微み塵じんもないのだろう。

　そんな魔女に、だがオスカーは釘を刺す。

「駄目だ。一人で動くな。俺はお前を待つのが好きじゃない。それに向こうには配下もいるんだろう？　何かあったらどうする」

　その言葉に、魔女は顔を上げて背後の男を見返した。

　ティナーシャは彼の顔を包み込むように両手で頰に触れる。そのまま宙に浮き上がると、くるりと逆さになった。闇色の瞳が、深淵そのものの深さを湛えて彼を見つめる。

　ティナーシャは微笑する。美しいその微笑みは、研ぎ澄まされた刃の美しさだ。




「──私は、貴方を殺そうとした人間を決して許さない」




　殺意を結晶化したような声に、オスカーは戦慄した。

　彼女は嫉妬心を持たない。

　それは愛した人間を殺さないための無意識の防御だ。愛情が深ければ深いほど、彼女の殺意は研がれていく。彼はその底知れなさを思う。

　──いつか彼女の刃が自分を殺すかもしれない。

　ふっとそんな幻想が脳裏をよぎる。

　しかしそれでもオスカーは一度取った魔女の手を離す気はなかったのだ。








６．砂のお城









　砂嵐が遮る視界は、ほとんど先が見えない。

　ただひたすらに白い砂が吹きすさんでいるだけの光景を、馬上の男は顔を覆う布の間から見やった。隣に馬を並べている同行者に話しかける。

「これは途方もないな……いつもこんな？」

　問いかけられた男は、大げさな身振りで肩をすくめた。

「そんなわけないと思うが……。明らかに異常だ」

「参ったな。カドス砦に着けると思うか？」

「着けなかったら行き倒れ決定」

　深刻な内容にもかかわらず、男二人の会話にはどこか適当さが漂っている。そこに少女の声が割りこんできた。

「砂嵐くらい避けてあげるわよ」

　その言葉と同時に、彼らを中心にふっと砂嵐がやむ。視界が晴れるとそこは、白砂が広がる広大な砂漠だ。少女の声が二人の背中を押す。

「ほら、さっさと進む！」

「人使いが荒い……」

　急せきたてる少女に、魔法士のドアンは肩を落として手綱を取りなおした。将軍であるガジェンが苦笑してそれに続く。







　彼ら二人が、ヤルダ国内に旅人として入ったのは五日前のことだ。

　ミネダート砦から出立した二人はヤルダに入国し、そのまま国境線をガンドナ方面に向かって移動した。その道中でいくつか大きい街に寄りながら、ヤルダの国内状況と行方不明になった王女の行方を聞きこんだのだ。

　彼らが得た情報と、複数方面から行った調査を付き合わせると、どうやらヤルダ王は現在寝たきりで、宰相のジシスが政務を行っているらしい。しかし王子サヴァスと彼を支持する者たちがジシスに反対して、内部は完全に分裂しているとの噂だ。

　一方、行方不明になった王女ネフェリィはどちらにも属さず両者を仲裁しようとしていたという。

「軍を編成しつつあるのは王子と宰相の両方共とはな。内戦でもするつもりかな」

　しみじみとしたガジェンとは異なり、ドアンは辛辣な笑みを浮かべた。

「内戦だけなら勝手にしてもらって構わないんだが。うちにちょっかいかけてくるんじゃしょうがない。今回はティナーシャ様がお怒りだしな」

「敵の魔女を殺して何とかなるんだろうか」

「ならなかったら正面から戦うだけだ」

　ヤルダは十一年前の敗戦で領土の半分を失っている。その半分は現在、ミネダート砦より東のファルサス領地だ。今度もし戦争になったらヤルダは国ごと滅ぶかもしれない。ガジェンはぼんやりと隣国の行く末に思いを馳せる。

　馬を操る男二人の後ろには、十歳くらいの赤髪の少女が馬に乗っている。

　年齢の割にはきつめの美貌に冷めた表情。深紅の瞳を持つ彼女は、実は人間ではない。ファルサス国王の寵姫である魔女の精霊だ。

　今回の出立に当たり、まずはヤルダに動向を悟られないよう二人だけが偵察に出たのだが、彼らの安全を確保するため精霊の一人が付けられたのだ。ミラという名の精霊は「面倒くさい」と不平を漏らしながらも、今のところ彼らに力を貸してくれている。

　三人はそうして砂嵐を結界で避けながら、ヤルダ西部にあるカドス砦に向かった。行方不明になった王女に付いていた魔法士が、その方角に向かったという目撃証言を得たうえでのことだ。

　地図を見た限りは、砂嵐さえ妨害しなければそろそろ砦に着く頃である。熱砂の中を進む馬を労いたわりながらドアンが顔を上げた時、彼は視界の先遠くに、石造りの巨大な建物がうっすらと浮かび上がっているのを見み出いだした。

「着いたか……」

　ドアンは呟いて振り返る。

　見るとガジェンは苦笑して、ミラはつまらなそうに彼の顔を見返していた。




　砦が間近に見えてくると、ガジェンは自分の剣を確認して心配そうな顔になった。

「普通に訪ねて大丈夫かな。不審じゃないか？」

「遭難した旅人だと言えばいいさ。実際遭難しそうになったし。それに何かあったらティナーシャ様が転移門で回収してくれることになってる」

「女王のお手を煩わせないのよ。その時は潔く死になさい」

「…………」

　この少女は本当に自分たちの安全のためにつけられているのだろうか。ガジェンは疑わしく思ったが、あえて深く考えないことにした。

　三人は門に馬を寄せる。砦にもかかわらず見張りの姿はない。ガジェンは中に聞こえるよう声を張り上げた。

「どなたかいらっしゃるか！」

　声は高い壁に跳ね返って消えたが、中には届いたのだろう。しばらくして門の向こうであわただしい足音がした。ドアンとガジェンは緊張して門が開かれていくのを見つめる。

　そこから現れた兵士は、彼らを見て驚愕の声を上げた。

「どうやってここに来たんだ！」

「え？」

　警戒や敵意ではない、純粋な驚きの声に二人の男は顔を見合わせた。




　三人は簡単な身体検査の後、中に通された。

　ガジェンは剣を佩いていたが、旅人の護身用ということで問題なしとみなされる。

　ただミラは人間に触られたことで大層機嫌が悪くなり、前を行く二人の男は火の粉が自分に及ばないようにと祈っていた。

　彼らが通された部屋には、ヤルダの将軍だというイオセフと、魔法士のゲート、そして武官のネオナが待っていた。

　イオセフは三十代半ばの精力的な男で、浅黒い肌にいくつか古い傷跡が残っているのが見える。

　魔法士のゲートは王女の護衛ではなかったかと言われる人物で、鋭い目をした青年だった。

　最後に武官のネオナは、ヤルダでは珍しいことに若い女性で、長い金髪を編みこんで上に纏めている。笑っていれば可か愛わいらしい顔立ちなのだろうが、今の彼女は厳しい目で三人を見つめていた。

　イオセフは人の良いい笑顔で三人に椅子を勧める。彼らが着席すると口を開いた。

「いや、君たちは運がいい。実は一週間程前から急に砂嵐が起こってね。我々も出られないし、困っていたんだ」

　将軍の言葉に、ガジェンが代表して問う。

「こういう嵐は時々起こるのですか？」

「まさか。信じてもらえないかもしれないけどね。この辺りは一週間前まで普通の荒野だったんだよ。それが一週間で砂漠になってしまった」

　ガジェンとドアンはぽかんと口を開けた。

　彼らはどちらも二十代であり、十一年前の戦争には参加していない。ヤルダ国内のことは書面と簡単な地図でしか知らなかったので、ここがもともと荒野だとは思ってもみなかったのだ。

　イオセフは自嘲気味に笑う。

「そういうわけで、ここに来て助かったと思ったかもしれないが、今の砦は閉じこめられてるも等しい状況なんだ」

　それを聞いてドアンが手を挙げた。

「魔法士の方は転移できないんですか？」

　問われて魔法士のゲートは鼻を鳴らす。

「この荒野……今は砂漠か。ここには結界が張られていて直接転移ができなくなっている。しかもこれは我々が張ったものではない。誰かが我々を閉じ込めるために張ったのさ」

「は……」

　ドアンは頭を抱えたくなるのを何とか堪えた。

　砂漠に入った時に妙な感じを覚えたのだが、まさかそんな結界が張られているとは思わなかった。後ろを見るとミラが他人ひと事ごとの顔で足を組んでいる。どうせこの精霊は分かっていても言わなかったのだろう。正体は魔族だけあって主人以外はどうでもいいのだ。

　──しかし任務である以上、お手上げとも言っていられない。

　ドアンは頭を切り替えた。状況を見極めるために慎重に探りを入れ始める。

「誰かが作為的にここを封じこめたってことですか？」

「そうだろうな」

　ゲートの声音は忌々しげだ。ドアンは更に進めて問う。

「実は俺たちガンドナから来たんですが……ヤルダの王女様が行方不明って本当ですか？」

「……っ」

　ヤルダの三人が一斉に顔色を変えた。

　──王女ネフェリィの失踪については、ヤルダ国内では公表されていない。

　国民に対しては今も王女は城にいることになっている。真実を知っているのはガンドナとそこから情報を得た者たちだけだ。

　三人は厳しい顔を見合わせていたが、イオセフが不意に溜息をついた。

「さあ……。どうなのだろうな。王女殿下は城にはいらっしゃらないという噂も聞いたよ。最近どうも城はおかしくてね。私にも何がなにやらよく分からん。……ああ、こんなこと君たちに言えることじゃなかったね。すまない」

　──思ったよりも遥かに手て強ごわい相手だ。

　ドアンは神妙な顔を作りながら頷いた。

　ゲートがここにいる以上、彼らは王女の行方を知っているはずなのだ。だがイオセフは多少の真実と親しさを以てそれを隠そうとしている。

　ドアンは横にいるガジェンを一瞥した。彼はドアンに向かって頷く。

　二人の目的は調査だけではない。可能であるなら交渉の先端を開くことこそが本命で、その権限はドアンに与えられていた。

　彼は姿勢を正す。その目でまっすぐイオセフを、次にゲートを射抜いた。

「貴方がたをここに閉じこめたのは誰なのかお分かりですか？」

　彼らは答えない。ただ渋面で黙り込んでいる。

　だがそれは知らないわけではない。知っていて口に出したくないのだ。

　ミラが馬鹿にしたように彼らを見やる。ドアンはすっと立ち上がると、三人の前に踏み出した。できるだけ落ち着いた声で告げる。

「もし誰なのか分かっていらっしゃるのならば、そしてその人物を打倒なさりたいのならば、手を貸してもいいと、我らが王は仰っています」

　最後の言葉にイオセフが顔を上げた。驚きの目がドアンを見つめる。

「君たちは一体……」

「私たちはファルサス国王、オスカー・ラエス・インクレアートゥス・ロズ・ファルサスの使いとして参りました。──今が貴国の転機とお思いなら、どうぞご決断ください」

　その言葉に、今まで俯うつむいていたネオナが、はっとその愛らしい顔を上げた。





※






　イオセフとゲートが語った内容は、以下のようなものだ。

　王女ネフェリィは宮廷内部の分裂の影に、兄サヴァスの情人である不思議な女の介入を感じたのだという。元々王が病に伏せ宰相のジシスが実権を握った時、それにサヴァスは反発した。だが彼には宰相に正面から対抗できるほどの覇気も力もなかったのだ。

　──しかしそんな時、一人の美しい女が現れ、サヴァスに助言をし始めた。

　彼女の助言は的確で、次々にサヴァスに味方をする者が増え、ついにはジシスと争えるまでになった。そこまではネフェリィも心配しながら兄を応援していたのだが、ある時サヴァスが、「国を取り戻したら次は領地だ。ファルサスに取られた土地を取り返す」と言い出したのを聞いて愕然とした。兄のその変わり様はまるで別人のようだったのだ。

　ただでさえ内部分裂の真っ最中で国はガタガタだ。この上せっかくまとめた国でファルサスに挑んだりしたら、国そのものがなくなりかねない。

　ネフェリィは兄を必死で制止した。だがサヴァスは一顧だにしないどころか、むしろ彼女を幽閉しようとした。いつのまにか妹に優しかった兄はどこにもいなくなっていた。

　追いつめられたネフェリィは、ガンドナの祝典に出席すると言って逃げるように城を出た。一旦国を出て、姻戚がいる別の国に助けを求めるべきだと思ったのだ。

　だが国境にさしかかる直前で、彼女に追っ手がかかった。

　待ち伏せを知ったネフェリィ一行は、進路を変えカドス砦に逃げこみ──そうしてそこで閉じこめられたのだという。




「城にいる妖女は、事有るごとにサヴァス殿下に野心を吹きこんでいるそうです。『国を取り戻せ、土地を取り戻せ、世界に手を伸ばせ』と。ジシス陣営では暗殺された者も出てきているらしく、ジシスが軍を挙げるのも時間の問題になっております。このままではお恥ずかしいことですが内戦は避けられません」

　イオセフの声音は苦しみを搾り出すようだ。他国のことではあるがガジェンとドアンは沈痛な顔になる。

　国を育てたり滅ぼしたりするのが趣味だという魔女は、まさに今その遊びの真っ最中なのだろう。サヴァスが勝っても負けても彼女の楽しみに変わりはない。歴史の表に出てこないだけで、過去こうして興亡をいじられた国は他にもあったに違いない。

「それで今、王女殿下は？」

「それが……砦に向かう際の混乱で護衛たちとはぐれてしまいまして。今も行方が分からないままなのです。私どももこの砂嵐で捜索が進まず……」

「え……」

　ファルサスに仕える二人は愕然とした。

　王女は結局本当に行方不明なのだ。これではこの砦を味方につけても、ヤルダの内部紛争に割りこめるかは怪しくなってくる。ファルサスとしては他国の問題である以上、ヤルダの王族の誰かを引きこんでおかねば動けないのだ。

　どうすべきかドアンは逡巡した。王女を探すべきか、それとも砦を見捨てて別の糸口を探した方がいいだろうか。他国のことには冷徹な彼は、どの方法が最適かしばし考える。

　その時、ずっと黙っていたネオナが口を開いた。

「王女殿下がいらっしゃらないにもかかわらず、この砦が閉じこめられているということは、追っ手はまだここに殿下がいらっしゃると思っているはずです」

「それを利用しろと？」

「砂嵐が消えれば殿下を探しますし、それまでは具合が悪くて臥ふせっていらっしゃることにすればよろしいかと。むしろ殿下を表に出す方が狙われる危険が増しますし」

「……なるほど」

　王女の行方不明を逆手に取ろうとは、なかなか辛辣な女性だ。ドアンは感心し、悪くない提案に頷く。

「ではそれで行きましょう」

　ネオナはドアンの言葉にほっとした表情を見せた。







　事情を聞き、砦側の協力体制を取りつけるとドアンは改めて息をついた。

「さて、報告に帰るとしても転移封じはどうするかな」

「また砂漠道中か……」

　ガジェンが軽く肩を落とす。それを馬鹿にするように少女の声がかけられた。

「私が嫌。面倒」

「そんなこと言っても」

「直接帰ればいいじゃない。ティナーシャ様、聞いてました？」

「聞いていましたよ」

　聞き慣れた美しい女の声が部屋に響いた。ドアンとガジェンは驚きに顔を上げる。それは誰の声かを知らないヤルダの三人も同様だった。

　次の瞬間、ミラの隣に歪みが生まれる。

　何もない空間に、黒髪の美しい女が現れた。彼女は髪を搔き上げながら正面の三人に会釈する。

「ミラと知覚を共有させて頂きました。盗み聞きのような真似をしてすみません」

「貴女は……」

「私のことは置いておいて。王にも話は伝わってます。あと一時間ほどで仕事の区切りがつくのでその時改めて話を詰めましょう。──ドアン、ガジェンは一度帰りますか。お疲れ様でした」

　てきぱきと指示を出す女に、ヤルダの三人は呆気に取られた。

　魔女の介入にドアンとガジェンの二人はほっと胸を撫で下ろす。ミラが宙に浮きながら嬉しそうに主人の首に巻きついた。

「ティナーシャ様、お役に立った？」

「助かった。ありがとうミラ」

「いつでも呼んでね！　ニルより役に立つから！」

「はいはい」

　苦笑する魔女に、ミラはぶんぶん手を振ると姿を消した。ドアンが疲れた声で呟く。

「俺らへと全然態度が違うし……」

　それを聞いたティナーシャは、声を上げて笑い出した。







　一時間後、約束通りオスカーは魔女と二人の臣下を伴って砦に転移してきた。

　先ほどの三人、イオセフ、ゲート、ネオナが代表で彼らを迎える。

　オスカーはイオセフの挨拶を聞くと簡潔に言った。

「まず言っておきたいのは、今回ファルサスが介入したことをこちらから公にするつもりはない。そちらもそのつもりでいてくれ」

「かしこまりました」

「あと王女が行方不明らしいが、彼女を保護できるかどうかは悪いが保証できない。こちらがやるのは王子に甘言を吹きこんでいるという女の排除のみだ」

「充分です」

　イオセフは即答して頭を下げた。

　──まさかファルサスの助力を得られるとは思ってもみなかった。

　たとえそれがごく限られた範囲での協力でも、この状況を打破する一石となるなら歓迎だ。

　ただ気になることは一つだけある。

　どうして今助けてくれるのか。内戦を傍観して、それが終わった後にヤルダを滅ぼすことも彼にはできるはずだ。

　イオセフが遠まわしにそう問うと、ファルサス王は秀麗な顔に不敵な笑みを浮かべて返した。

「先に手を出したのは向こうだからな。それに……相手が魔女ならば俺が出るのは当然だろう」

　王の隣では黒髪の美女が目を閉じて微笑んでいる。

　その言葉にイオセフを始めとする三人は、ようやく彼らを追いつめている人間が世界に五人しかいない魔女の一人であることを知った。

　ネオナが愕然と呟く。

「な、なんで魔女が……」

「さあ？　『呼ばれぬ魔女』はその名の通り、呼んでもないのに現れますからね。原因を考えても無意味ですよ。ただの不運です」

　あっさり返したのは王の連れてきた美女だ。絶句する彼らをよそにファルサス国王が口を開く。

「さて、じゃあどうレオノーラを誘い出すか……」

　オスカーは顎に指をかけ、部屋の中を見渡した。

　左から、ネオナ、ゲート、イオセフ、そしてアルス、クム、ティナーシャが思い思いの表情で立っている。全員の顔を見回して、ふとオスカーはあることに気づいた。

「レオノーラは何でネフェリィ王女を殺さないんだ？」

　魔女の力をもってすれば、砦ごと破壊する方が砂嵐を維持するより簡単に思える。なのに何故わざわざ面倒なことをするのか。

　その質問に答えたのはゲートだ。

「ネフェリィ様は城を出るにあたって、陛下より王家の指輪を譲り受けていらっしゃいます。それが王権継承を行う神殿の鍵にもなっているのです」

「つまりその指輪がないとサヴァスは即位できないのか」

「然さ様ようで」

　オスカーは首を捻った。そういう事情で王女を封じこめているのなら、彼女が行方不明になっている現状はレオノーラにとっても不都合だろう。それを知られて予測不能な展開になるよりは、王女が無事であるということにしておいた方がいい。

「じゃあ王女の身柄にこちらが介入するように見せればいいか。向こうも宰相と睨みあってる以上、簡単に軍は動かせまい。自分で来るだろう」

「あ、私がその辺りは駄目押ししておきます。レオノーラは短気なんで楽勝です」

　ティナーシャは自分のことを棚に上げて軽く言った。オスカーは魔女の頭を軽く叩く。

「準備にどれくらいかかる？」

「砂嵐を解くと介入がばれますから、その前に一帯に召喚禁止構成を張って……もろもろで丸二日くらいですね。三日目に砂嵐を解いてレオノーラを来させます。せっかくレオノーラに人の入りこまない領域を作ってもらいましたからね。ここで死んでもらいましょう」

　平然と言い放つ魔女は美しく、そして残酷だ。

　大陸に五人しかいない魔女。自分と同じその一人を屠ほふろうというのに微塵の躊躇もない。余裕さえうかがえる笑みに、他の者たちは気け圧おされて無言になる。オスカーだけがあっさりと頷いた。

「分かった。また城を襲撃されるのはごめんだからな。準備はどうする？」

「私が何人か借りて作業します。二日目の夜に貴方を迎えに行きますよ。それまでいつも通り仕事しててください」

　魔女の言葉に頷きかけて、オスカーは眉を寄せると恋人の耳を摘んだ。

「お前、その間に独断専行するなよ？」

「何の話ですか？」

　ティナーシャは目を逸らした。オスカーは耳を引っ張る力を強める。

「黙って何かしたら逆さ吊りにしてやるからな」

「…………」

　魔女は嫌そうにぎゅっと目を閉じると、男に見えない角度で舌を出した。

　その表情にアルスとクムは頭痛を覚えたのである。







　オスカーが帰ってしまうと、ティナーシャは四人の精霊を呼び出して砂漠に構成を引きに出て行った。アルスは砦の構造を確認しにイオセフに案内を受けている。城壁の上ではクムが精霊を介してティナーシャとやり取りをしていた。

　どんどん進んでいく準備に、ネオナは砦の回廊からぼうっと外を眺める。視線の先には、自分たちを閉じこめる絶望でしかなかった砂嵐が広がっていた。

　──まるで嵐のようだ、と彼女は思う。

　外がではない。突如やってきたファルサスの人間たちがだ。

　その中でも特に、自信に満みち溢あふれたファルサス国王の姿が彼女の心を強く惹いていた。

　昔から話には聞いていたのだ。秀麗な容姿に随一の剣の腕を持つ王子であると。彼を高く評価する声は国境を越えて届いていた。

　だが彼の魅力はそんな外的なものではない。今なら分かる。あの強い魂の輝き。人を捕らえ従わせる王の眼。迷いのない視線に自分を委ねたくなる。

　会うことはないと思っていた。でも会ってしまったのだ。魔女に捕らわれたというサヴァス王子も、こんな思いを味わったのだろうか。

　ほんの一目会っただけ、会話をしたわけでもないのに馬鹿馬鹿しいと分かっている。

　それでもネオナは気づくと彼の記憶を追いかけて、砂嵐を見つめている自分に気づくのだ。





※






「レオノーラ……何処だい？」

「ここよ」

　気だるい女の声が響く。

　外はまだ日が高い。にもかかわらず部屋の窓には布が引かれ、中は薄暗かった。

　名前を呼ばれた女は寝台から体を起こす。蜂蜜色の髪がゆるやかな曲線を描いてその背に広がった。昼なお昏くらい森のような緑の瞳。高い鼻び梁りょうとその下の薔ば薇ら色いろの唇は、慈愛に満ちた聖女のようだ。

　大輪の花を思わせる華やかな女は長い髪を払う。薄く開けられた扉から男が中を覗きこんだ。

「寝ていたの？　ごめんね」

「構わないわ。どうしたの？」

　女はにっこりと微笑んだ。その笑顔に安心して青年は部屋に入ると、彼女のいる寝台に腰掛ける。

「ジシスが手持ちの将軍たちを集めているようだ。いよいよ軍をおこす気かもしれない」

「そう……でも大丈夫よ。貴方が正統な王位継承者なのだから。反逆罪で裁けばいいわ」

「けど王じゃない。ネフェリィがいなければ……」

「大丈夫。すぐにいい方に向かうわ。信じていて、サヴァス」

　魔女は白い手を男の頰にそえた。その微笑は男を虜とりこにする笑みだ。

　男は夢の中にいるかのように茫ぼう洋ようと頷くと、彼女からいくつか指示を受ける。そうして所持する軍をいつでも動かせるよう部屋を出て行った。

　彼の姿が扉の向こうに消えると、レオノーラは失笑する。

「弱い人……」

　王太子にもかかわらず、彼は一人で何も決められない。レオノーラがいなければとっくにこの国はジシスのものになっていただろう。

　だがそれでいいのだ。強い男や傲慢な男はもう懲り懲りだ。翻弄されるのは好きではない。彼女にとって自分こそが翻弄する人間で、全ての人間は遊びのための可愛い駒にすぎないのだ。

　レオノーラは寝台から立ち上がると小さく欠伸をする。その耳に配下の声が届いた。

「レオノーラ様、トラヴィス様に差し向けた魔族は全て殺されました」

「そう。そっちはもういい」

「ファルサスですが、青き月の魔女は城を空けているようです」

「ふぅん？」

　珍しいこともあるものだ。自分たちに敵がいることは分かっているだろうに、契約者を置いていなくなるとは何かあったのだろうか。

　レオノーラは、ティナーシャがあんな男を選んだことが信じられなかった。

　自分と同列、時には上位に男を置くなど彼女には耐え難いことだ。ましてやアカーシアの剣士だ。自分を殺すかもしれない人間の傍にいるとは滑稽の極みではないか。

　とは言え、ティナーシャは所詮王族あがりの小娘だ。一人で生きていくのが辛くなったのだろう。レオノーラはかつての痩せ細った少女を思い出し鼻で笑う。

　──小生意気な女だ。自分とは違う魔女。違う光で人を惹く。

　少しはその光も曇ればいいと思う。憎いわけではない。ただ気に入らないだけだ。

　そしてティナーシャが死ねば、あるいは彼女が最愛の恋人を失えばどんなにか面白いだろう。

　想像するだけで胸が沸き立つ。新しい遊びだ。

　レオノーラは艶やかに笑いながら、配下に向かって二、三指示を出した。





※






　オスカーは城に戻ると、できるだけ先の仕事まで処理を終わらせた。

　ファルサスの介入を伏せる以上、連れて行く人間は厳選しなければならない。今回はティナーシャも精霊を全員出すつもりでいるらしいが、相手も魔女だ。暗黒時代に何千もの人間を屠ってきた相手となれば、こちらも相応の準備が必要になるだろう。

　王の魔女はこの一件に契約者を関わらせたくなかったようだが、元の発端がどこであれ、狙われて死の淵をさまよったのはオスカー自身だ。ファルサス襲撃では犠牲者も出ていることだし、今後同じことをさせないためにも、彼が手を出してレオノーラを叩くつもりだった。

「それにしても、あいつは本当苛烈だな……」

　同じ彼に関わってきた魔女でも、ティナーシャは呪いをかけてきた『沈黙の魔女』には干渉しようとしなかったのだ。にもかかわらずレオノーラには殺意以外を見せない。オスカーに直接被害が出たからなのだろうが、それでも容赦ない対応だ。ただティナーシャの口ぶりを見るだに、単純に相手が嫌いなのかもしれない。

　そんなことを考えながら護衛の兵士と共に自室に向かっていたオスカーは、視界の先、廊下の窓に美しい黒髪の女が腰かけているのに気づく。左右の兵士が彼女に向かって頭を下げた。

「ティナーシャ、どうしたんだ」

「会いたくなって……駄目ですか？」

「構わんが、向こうは大丈夫なのか？」

「向こう？　平気です」

　女はにっこり笑うと窓の縁から飛び降りた。オスカーの隣に駆け寄ってくる。彼はその頭を撫でると、左右の兵士に下がるように命じた。

　部屋に入ると、彼女は両手を伸ばしてオスカーに抱きついてくる。彼は苦笑すると、その体を抱き上げた。広い寝台に下ろすと、甘えるような目で見上げてくる彼女の横に腰を下ろす。

　オスカーは女の目を見たまま、その細い手首を摑んだ。同時にカシャンという小さな金属の音が鳴る。彼女は手首に触れた何かを確認しようと首を捻ったが、オスカーがその顎を摑んだ。

　王は低い声で言う。

「あいつへの仕置き用に置いてあるんだが、役に立ったな」

「……オスカー？」

「気安く呼ぶな。誰だか知らんが、俺が自分の女を間違えると思ったか？」

「……っ」

　その言葉に女は失敗を悟って戦慄した。男の目が冷ややかに彼女を睨む。

　女は逃れる為の構成を組もうとして魔力が集中できないことに気づいた。顔を固定された彼女は見ることができないが、その手首に嵌められているのはアカーシアと同質の封ふう飾しょく具ぐだ。これを身に着ければティナーシャでさえも構成を組むことはできない。

　オスカーは視線だけで射殺せそうな迫力を持って、捕らえた女を見下ろした。

「とりあえず、不愉快だからその擬態を解いて貰もらおうか」

　女は緊張に唾を飲みこんだ。断れば即首を絞められそうな空気だ。彼女は意識を集中し、魔力ではない力を動かす。それに伴って黒髪は鮮やかな緑の髪へ、闇色の瞳はやはり同じ緑へと変わっていった。普通の人間にはいない鮮やかな色を見て、オスカーは眉を顰める。

「お前が魔族を召喚していた女か。半妖かもしれないと言っていたな」

　女は唇だけで笑う。オスカーは冷笑を見せると、顎を摑んでいた手を女の細い首にかけた。

「名乗れ」

「……アデライーヤと申します」

「目的は何だ」

「我が主の命により」

「レオノーラか。趣味が悪いな」

　アデライーヤはせめてもの矜持で黙って微笑んで見せた。全身が死の予感に冷えきっている。封飾のせいばかりではない。実際に間近で相対するとこの男の強さが分かるのだ。主からは「可能ならば体内毒で殺せ」と言われているが、ティナーシャの防護結界がなかったとしてもこの距離では勝てる気がしない。

　オスカーはしばらく青ざめた女の顔を見下ろしていたが、やがて軽く笑った。

「お前はレオノーラに大切にされているか？」

　その言葉の意味を悟って、アデライーヤは喘あえぐように口を動かした。

「わ、私のことなど塵ちり芥あくたも同様です」

「そうか？　まぁどちらでもいい」

　無造作にそう言うと、オスカーは女の首を絞める手に力を加えた。頚けい動どう脈みゃくを的確に押さえる。アデライーヤは目を見開いた。

　数秒後、意識を失った女の体を引き摺りながら、オスカーは魔法士を呼ぶために廊下に出た。







　ティナーシャは夜中までかかって構成を途中まで張ると、ひとまず作業を中断してその日は砦に泊まった。いくら最強の魔女と呼ばれているとは言え、自分の力を過信する気はない。下準備は入念にしておくつもりだ。相手が同じ魔女であるならそれでも足りないくらいだろう。おまけにレオノーラは五人の魔女の中でルクレツィアに次いで古い生まれだ。純粋に魔法士として場数が違う。

「まあ、それでも私が勝ちますけどね」

　平然と嘯いてティナーシャは砦の回廊から朝日に照らされた砂漠を眺める。

　召喚禁止領域の形成は、レオノーラを相手にするなら必須だ。

　これが崩れ去れば全てが瓦解する。無尽蔵に召喚される魔族に消耗戦を強いられるだけだ。

　だからこの砂漠の存在は好都合で……それでも何か引っかかるのだ。

「何だろう……よく分からないな」

　この土地が元は荒野であったことは知っている。旧トゥルダール領と同じく、昔から草木の生えない土地だったらしい。それはこの地にわずかな魔力が停滞していることと関係があるのだろう。今はない魔法湖ほどではないが、大陸にはそういう力場がいくつかある。レオノーラがまたたく間にこの地を砂で埋め尽くしたのも、この魔力を流用したのではないかと思っているくらいだ。

　──だがそれを踏まえてもどこかざわつく感覚を覚える。

「また神の傍にいるとかじゃないでしょうね……」

　そうだとしたら面倒この上ないが、さすがにあんな存在がいくつもはいないだろう。

　時間に余裕があるならもっとちゃんと違和感の正体を探りたいが、今はレオノーラに気づかれないことが先決だ。

　ティナーシャはひとまずの違和感を飲みこむと、回廊を蹴って空に飛びだす。

　そうして午前中いっぱいかかってようやく作業を終えた彼女は、午後から砦に来たアルスとメレディナを呼んだ。既に砦とファルサス城を繫ぐ転移陣は昨晩のうちに用意済みだ。ただそれを使える者は安全上ファルサスの人間に限定されていた。

　ティナーシャは、塔から持ちこんだ魔法の剣を二十振りほど机に並べると二人に示す。

「好きな剣を持っていってください。アカーシアほどではないですが、どれも名剣です」

　メレディナが口をぽかんと開けて魔女を見た。

「え、もらってよろしいんですか？」

「もちろん」

「魔法の剣……ですよね」

「おそらく魔族が相手になりますから。魔物殺しに優れたものを選んできました」

　アルスが恐る恐る一番上にあった一振りを手に取る。柄に竜の装飾がほどこされているその剣は抜いてみるとうっすらと刃が青い。

「凄い」

　彼は目を輝かせながら何本かを順に手に取ると、自分とメレディナにちょうどいい剣を選んだ。渡された剣を抱えこんだ二人は、感動を隠しきれない目を魔女に向ける。

「ありがとうございます！」

「こんな戦いに巻きこんだのは私にも原因がありますから……お礼は言わないでください」

　ティナーシャは自嘲気味に笑いながら残りの剣を消した。彼女はまとめあげていた黒髪をほどくと時間を確認する。

「じゃ、ちょっと私は城に戻りますね」

「もう陛下を呼びに行かれるのですか？」

「いえ、まずは先手の許可を取りに……」

　ティナーシャは悪戯っぽく笑うと、その場から転移した。







　魔女はまず執務室に転移したが、そこには誰もいなかった。彼女は首を傾げながら廊下に出る。右を見るとちょうどラザルがやってくるところだ。ティナーシャは軽く手を上げた。

「あの、オスカー知りませんか？」

「第三講義室にいらっしゃいます。昨晩敵の魔法士を捕まえまして」

「うわぁ、何だそれ」

　魔女は予想外の展開に啞然としたが、礼を言って講義室に転移した。

　普段魔法士たちが講義を受けているその部屋にいたのは、オスカーの他に、魔法士のカーヴとレナートだ。そして彼らの視線の先には緑色の髪をした女が椅子に拘束されていた。

　見覚えのある顔にティナーシャが目を丸くしていると、オスカーが魔女を振り返る。

「お、ちょうどいいところに来たな」

「どうしたんですか一体」

「のこのこ来たから捕まえた」

　見ると女の手首には封飾セクタが嵌められている。ティナーシャは嫌な思い出が蘇よみがえり、少しだけ女に同情した。だがそれはそれ、これはこれだ。

「ちょうどいいのはこちらもです。ついてますね。捕まえに行く手間が省けました」

「そうか？　扱いに困ってたんだが。何も話さないし井戸にでも放りこもうかと」

「井戸が使えなくなるじゃないですか」

　嫌な顔で返しながらティナーシャは女の前に立った。身を屈めてその顔を覗きこむ。女は魔女を見て不敵な笑みを浮かべた。虚勢なのだろうがその度胸にティナーシャは感心する。

「名前は？」

「アデライーヤというそうだ」

「いい名前ですね。──ではアデライーヤ、ヤルダ城内の構造と今の状況を詳しく教えてもらおう」

　女王然としたティナーシャの言葉に、アデライーヤは皮肉げに笑った。

「何も話さないと、今お聞きになったのでは？」

「話してもらう」

　ティナーシャは右手を上にかざした。そこに透明な液体を湛えた小瓶が現れる。魔女はその小瓶を手に取ると、軽く振って中身を確認した。

「よし」

　魔女がアデライーヤを一瞥すると、その白い腕に裂傷が走った。みるみるうちに赤い血が滲にじみ始める。ティナーシャは小瓶を開けると、その雫をアデライーヤの傷の上に垂らしながら小さく詠唱した。雫は傷口から体内へと急速に入りこむ。それを確認するとティナーシャは傷を閉じた。

　アデライーヤは緊張に表情を引きつらせながらも、傲然と顔を上げる。

「私に魔法薬は効きません」

「私もそうだが、例外がある。閉ざされた森の魔女、ルクレツィアが作った自白剤だ」

　その言葉にアデライーヤは蒼白になった。魔法薬において右に出るものがいない魔女の名前を彼女もまた知っているのだ。

　オスカーはまだ半分以上中身が残っている小瓶を見る。

「何でそんなもの持ってるんだ？」

「浮気されたら使いなさいってもらったんですよ」

「……しないぞ」

「そんなのルクレツィアに言ってくださいよ」

　苦い顔で黙りこんだ王の後ろで、レナートが笑いを堪えている。

　カーヴはルクレツィアお手製の魔法薬に興味があるらしく「いいなぁ」と呟いた。




　ティナーシャはそれから三十分ほどかけて、アデライーヤから一通りヤルダについての情報を引き出した。彼女は腕組みをしながら心中で軽く方針を決めると、オスカーを見上げる。

「今からちょっとヤルダに行ってきます」

「空耳か？」

「痛い痛い！」

　こめかみを締め上げられて魔女は暴れた。オスカーは手を離すと、冷たい目で彼女を見やる。

「俺の言ったことが分かっていないのか？」

「分かってます。でもヤルダは内戦直前なんです。レオノーラを殺してもすぐに止まるとは限りませんし、もしかしたらその前に始まってしまうかもしれません。それを少しだけ遅らせてきます」

「そこまでお前がやる必要はない。余計な手出しだ」

「やらせてください。大丈夫です。それに、レオノーラの配下を事前に減らしたいですし」

「そんなことをしたら相手にばれるだろう」

「跡形もなく一人ずつ消しちゃえばいいんですよ。それくらいの力量差はあります。向こうだってこっちの城に侵入してきてますし、完全にお互い様です」

「お前な……」

「レオノーラには会いませんよ。すこしかき回してくるだけです」

　軽い沈黙が立ちこめる。

　オスカーは不思議な既視感を覚えて、それが魔獣討伐の時のことだと思い出した。あの時も不安に思いながら、結局は彼女を送り出したのだ。

　今は王となった男は、内心の嘆息を飲みこむ。

「……すぐ戻ってくるんだろうな」

「二時間ほどで戻りますし、そうしたら貴方を迎えに来ます。駄目ですか？」

　闇色の瞳が彼を見上げる。オスカーはしばらくその双眸を見つめていたが、溜息をつくと彼女の頭を撫でた。

「行ってこい」

　魔女はそれを聞いて柔らかく微笑んだ。男への信頼を漂わせるその表情は、彼が彼女を信頼していることと表裏だ。

　ティナーシャは長距離転移の構成を組みながら、オスカーの後ろにいる臣下へ言った。

「レナートも来てください。やることが多いんで」

「かしこまりました」

　転移構成と共に二人の魔法士が姿を消すと、王はアデライーヤを振り返る。

　薬を盛られたままの彼女は、濁った緑の目を床に向けて動かない。彼は少し首を捻ったが女に向かって問いかけた。

「レオノーラは何故ティナーシャを嫌っている？」

　それを聞いたのは単なる好奇心だ。アデライーヤは一瞬の沈黙の後、力なく呟く。

「グウィードの裏切りのため」

　その言葉を、オスカーは口の中で反芻した。





※






「今晩にでも王の身柄を確保する」

　ジシスの言葉に、彼の陣営についている三人の将軍は頷いた。

　内戦は続けば続くほど国が疲弊する。決着は一日も早くつけねばならないのだ。王の権威は権威として尊重するが、それは象徴としてあればいい。

　幸か不幸か、サヴァスには国を動かすだけの能力がない。加えてレオノーラのような怪しい女にたぶらかされているようでは先も見える。今の彼が王位を継ぐことは何としても避けねばならない。

　今のところ王位継承に必要なネフェリィは行方不明だ。ジシスはまず王を確保し、サヴァスを無力化してから彼女をゆっくり探そうと考えていた。実権を握れるのなら、象徴としての王位などネフェリィに渡しても構わないのだ。

　ジシスは将軍たちを見回す。

「サヴァス殿下の私兵が動くかもしれないが、それは処理しろ」

「かしこまりました」

「──いや、ちょっと待って欲しいな」

　突然かけられた男の声はその場の誰のものでもなかった。一瞬の間をおいて全員が立ち上がる。

　見るといつのまにか部屋の入り口には一人の男が立っていた。格好からして魔法士であるらしい青年は、怯むことなくその場に佇たたずんでいる。

　国を覆すための極秘の集まりに、知らない男が侵入するなどあってはならない。

　同席していた三人の将軍たちは顔を見合わせ──直後、剣を抜くと男に向かって駆け出した。男は軽く詠唱しながら構成を組み立てる。

　振りかざされた剣が男を斬り捨てようとしたその時、彼らの眼前に転移門が開く。

　それは大きく揺らぐと、三人の将軍を飲みこんだ。

　ジシスは、味方が突然消失したことに動転の声を上げる。

「な、なんだお前！　何をした！」

「適当に遠くに放り出しただけだ。俺の女王がそれをお望みでね」

　レナートは手を前にかざす。それに応じて転移門は形を変えると、ゆらりと先端を伸ばし逃げようとするジシスを飲みこんだ。







　灰色の石の回廊。

　どこまでも続くようなそれは、どこの城でも変わらない眺めだ。

　女官の格好をしたマリアは、王に飲ませる水差しを手に代わり映えのしないそこを歩いていく。

　彼女が主人であるレオノーラに付き従ってこの国に来たのは、約半年前のことだ。

　かつてはセザルの宮廷魔法士であったマリアは平坦な生活に飽いて城を辞し、あちこちを放浪していた。──そんなある日、レオノーラに出会ったのだ。

　この大陸で五人しかいない魔女。人の形をした災厄とも言われる彼女は、強く、美しく、誇り高く……そして何にもおもねることがなかった。

　残酷で繊細な在り方。そんな彼女にマリアはまたたく間に惹かれた。彼女ならば全てを覆してくれる気がしたのだ。だから「どうか自分を連れて行って欲しい」と懇願した。

　そしてレオノーラは、彼女に期待通りの生をくれた。

　国が滅びていく様を目の当たりにするなど初めてだ。マリアは、少しずつ精彩を欠いていく城内に微笑を浮かべる。この城が炎と血で糊こ塗とされる未来を想像して──

　けれどその時、回廊の先にふっと黒い影が現れた。

「え……？」

　見間違いかとまばたきをした瞬間、それは彼女の目前に近づく。

　──闇を切り取ったような目。

　概念そのもののような美しい女が、至近からマリアを見つめている。一体どこから現れたのか、その長い黒髪も黒衣の魔法着も全てが非現実的だ。

　全てを魅了し焼き尽くすような主人とは違う、何もかもを飲みこみ無限落下させる闇色の目。

　黒い女は笑いもせずマリアに手を差し伸べる。

「言い残すことはあるか？」

　それが己への死亡宣告だとマリアは気づかなかった。

　気づいたのは目の前の女が敵だということだけだ。

　彼女は反射的に攻撃構成を組む。構成を放とうと右手を上げかけ──

「あ」

　その右手は既に、肘から先が失われていた。

　黒く焼き切られた断面。燃える刃を一閃した女は、マリアへと告げる。

「言葉がないのなら、お前は何も残らない」

　その声を聞くと同時にマリアの視界は暗転する。この世から血の一滴も残さず消え去る。

　そしてあっさり人一人を排したティナーシャは、引き取った水差しを一瞥すると、再びその場から転移した。







　城内の変化に気づいた者は多くなかった。

　あるいは気づいても、それを「予想できた変化」と誤認したのかもしれない。ヤルダの宮廷は一触即発の状況で、だからついにその時がついに来たのだと思った人間はいただろう。

　それを異常事態だと気づいたのは中枢近くにいる人間だけで、王太子であるサヴァスもそのうちの一人だ。彼は苛立ちもあらわに城の廊下を歩いていく。

「何なんだ一体……皆どこに行ったんだ」

　先ほどからジシスに対抗するため指示を出そうと、味方の将軍や魔法士を呼び出しているのだが、待てども誰一人現れない。諦めて自分から出向いてみればどの人間も見当たらないのだ。

　まったくこの微妙な時期に何をしているというのか。結局レオノーラ以外は誰も信用できないし、役に立たないのだ。

　サヴァスは味方である魔法士長の研究室に辿りつくと、乱暴にその扉を開いた。中にいた人間が振り返る。

「どうぞ」

　サヴァスはその人物を見て啞然とした。

　部屋の主ではない。恐ろしいほど美しい女がそこには立っている。

　長い黒髪の女は微笑むとサヴァスの背後を指差した。

「扉を閉めてください」

「あ、ああ……」

　サヴァスはあわてて扉を閉める。彼は内心気圧されながら女に向き直った。

「お前は誰だ」

「妹姫に頼まれて来ました」

「な……、ネフェリィがどこにいるのか知っているのか!?」

「存じておりますよ。でも殿下には申し上げられません」

「僕はあいつの兄だ！」

「少し前まではそうだったのでしょうね」

　辛辣な言葉にサヴァスは顔を赤くした。言い訳を口にしようとして、だがなけなしの矜持からそれを飲みこむ。

　女は机に腰掛けると足を組んだ。服の裾から見える足が怖いくらい白い。

　闇色の瞳が斜めに彼を見上げる。

「貴方が欲しいものは王位ですか？　それとももっと大きな権威？」

「王位だ！　当然の権利だ！　ジシスさえ余計なことをしなければ……」

「貴方の方がよりよい国を作れたと？」

「決まっている！　僕は王族だぞ」

「そのための努力はなさいましたか？」

　彼女は冷ややかな目でサヴァスを見つめた。何も知らない女の言葉に、彼の頭は熱くなる。

　しかしサヴァスが何かを言うより先に、女の鋭い声が続いた。

「国は王の権威を示すための道具ではありません。王も国も、人を守るための、人が作った機関です。そのことを理解していない人間に国を動かす資格はありません」

「分かっている！」

「それならばいいんですが」

　漆黒の眼が心を見透かすように彼を注視した。居心地の悪さにサヴァスは身をよじりたくなる。




　──不思議な力のある目だ。怖い女だ。




　サヴァスは彼女を見たくなかった。見れば何かが曝け出される気がするのだ。

　だが女はそれを許さない。冷ややかに自分と向き合えと圧力をかけてくる。

「もう少し周りをよくご覧になったらどうです？　貴方が殺そうとしているのも、殺させようとしているのも貴方の民です。貴方が彼らを守らなくて誰が守るのです。貴方の女は彼らを駒としてしか見ていませんよ」

「レオノーラは悪くない！」

「悪いとは言っていません。ただ貴方とは立場が違うと言っているのです。彼女は手段を選びませんよ？　自分の決めるべきこと、なすべきことを人に委ねて誰を殺すおつもりですか？」

　皮肉と言うには直ちょく截せつ的てきな問いにサヴァスは言葉を失う。

　自分で何も決めてこなかったことも、王位を巡る戦いが始まろうとしていることも事実なのだ。そしてそこから始まる悲劇が、自分の弱さに起因していることも。

「賢しいぞ……お前に何が分かる」

「貴方のことは何も？　ですが、国を負わねばならぬ人間は貴方一人ではありません」

　さらりとした女の言葉は、まるで彼女自身が国を負う人間のようにも、あるいはその責を負う人間を身近に見ているようにも聞こえる。

　彼は口惜くやしさに拳を握り締めた。感情が読めない女の目を見つめる。見入ればその深淵にのまれてしまうようだ。夜の部屋に置かれた姿見を覗くようでめまいがする。

　サヴァスは腰の剣に手をかけた。

「……消えろ、女。斬り捨てられたいか」

「それはちょっと困りますね。貴方を殺すとさすがに怒られてしまいますし」

「は？」

　すぐには飲みこめずサヴァスは聞き返す。女はじっと彼を見返した。

　怒りも脅しも何も届かない相手。それはまるで唐突な審判のようだ。

　女の纏う空気が彼の虚勢を剝いでいく。見ぬふりをしていた逡巡が顔を覗かせる。

　──後悔がないわけではない。己の無力に無知なわけでもない。

　ただそれでも自分は王族なのだ。愚かであろうともその事実は変わらない。

　けれど持って生まれたその権利は……国の内部に多くの屍しかばねを生んで当然のものか。

　長い沈黙と躊躇。

　女は凍りついてしまった彼を急かしもしない。導きもしない。ただ目を逸らさずに彼と向き合っているだけだ。全てを知っていて、全てに拘泥せぬ目。女がそうであるのも当然だ。彼女はこの国の王族ではない。レオノーラと同じく当事者ではないのだから。

　だから……決めなければいけないのは彼自身だけだ。

　サヴァスは不意に肩を落とす。力ない呟きが零れた。

「だとしても……もう止まれない」

　ジシスとの決裂は決定的で、しかも軍が動こうとしている。たとえサヴァスがその手を上げなくても向こうは攻撃をしかけてくるだろう。

　しかし女はそれを聞いて苦笑した。

「何も起こっていないのに引き返せないことなんてありませんよ。必要なのは少し誇りを折ることです。貴方にそれができますか？」

　女は机を下りると、サヴァスのすぐ前まで歩いてきた。白い手を伸ばして彼の頰に触れる。

　温かい、柔らかい手だ。

　その温度が沁みこんで彼は泣きたくなってしまう。今は亡き母の面影が甦よみがえった。

「……間に合うのか？」

「貴方がそれをお望みなら。時間をさしあげましょう」

　女は微笑む。それは優しい声だった。





※






　落ちかけた日が渦巻く砂嵐を煌めかせている。

　ティナーシャは精霊を伴って構成の最終確認をすると、その全体に迷彩をかけて感知できないよう覆った。普通の魔法士ならまず構成も見えないが、相手が魔女なら微妙なところだ。

　それでもやらないよりは大分ましだろう。ティナーシャは術の出来に頷くと、ゆっくりと空を飛んで回廊に降りる。

　そこには既に彼女の契約者が待っていた。隣にはゲートとネオナも立っている。

　オスカーは魔女の頭にぽんと手を置いた。

「どうだ？」

「まずまずです。あんまり強い構成を張りすぎるとこの場所を避けられてしまうかもしれませんから。不満を挙げればきりがないですけど、この辺りが妥協点ですね」

「そうか」

　魔女は小さく欠伸をした。気を張っている時は眠気が来ないが、ふとした瞬間とてつもなく眠くなる。華奢な体で強大な力を揮ふるっていることの反動なのかもしれない。

　オスカーは彼女の頭をぐりぐりと撫でた。

「ヤルダはどうだった？」

「内紛の主要人物はほとんど国境近くのあちこちに飛ばしてきました。魔法士は魔力を封じてありますし、すぐには戻って来られないでしょう。軍も動けないよう井戸に下剤を盛ってきました」

「お前も手段を選ばないな……」

　なかなかえげつないことをする。しかし魔女はしらっとそれを受け流した。

「サヴァス王子とは少し話してきました。彼も現状に後悔はあったようなので時間は稼げそうです。あと王には魔法薬が盛られ続けていたようなので治療してきました。完治にはまだかかりますが、起き上がれるようにはなりましたよ」

「陛下が!?」

　隣で聞いていたゲートが驚きの声を上げた。ネオナが青い顔をして口を押さえる。

「薬を盛られていたのか？　気づかなかった」

「最初に盛ったのは時期的にジシスかもしれませんが、今はレオノーラの配下がやっていました。かなり微弱なものを使ってますが、徐々に体力を奪い取ります」

　魔女の冷静な説明を聞いて、ネオナが声を荒げた。

「そうと分かったなら、なぜ陛下を連れ出してくれなかったのです！　治療されたと魔女に知られたらかえって危険なのではないですか!?」

　摑みかかろうとしかねないネオナの勢いに、しかしティナーシャは眉一つ動かさない。

「サヴァス王子に自分で面倒を見るように言ってきましたよ。そもそもこの非常時に王が城を逃げ出したなんて分かったら後に響きます。王自身もそのことはよく弁えていらっしゃいましたよ。一日くらいは耐えられるでしょう」

　厳しいティナーシャの返答にネオナは言葉を詰まらせた。確かに魔女に寄生され、王だけが城を逃げ出したとなれば、城を明け渡したも同然だ。

　オスカーは反論できないネオナを見下ろすと、冷たくも聞こえる声で言った。

「ヤルダの内紛を遅らせてきたのはこいつのお節介だ。そこまで面倒を見る気はないと最初に釘を刺したはずだが」

「……申し訳ありません」

　ネオナは赤面して頭を下げると、逃げるように立ち去った。ゲートがその後を追う。回廊に二人きりになると、オスカーは小さく溜息をついた。

「やれやれ。だから余計なことはするなと言ったんだ」

「これくらいは魔女の後始末の内です」

　ティナーシャは宙に浮かび上がると男の首に両腕を回してなつく。オスカーは猫のように甘えてくる魔女に相好を崩した。

　こうしているとただの無邪気な女に見えるが、決して誰にでも無条件に優しい人間ではない。むしろ王族などには厳しいくらいだ。それはおそらく彼女の出自のためだろう。

　オスカーはその時ふと、アデライーヤから聞いた話を思い出した。

「グウィードって人名か地名か？」

「うわ、懐かしい。どうしたんですか？」

　目を丸くしたティナーシャに、オスカーは聞いたことを簡単に説明してやった。

　ティナーシャはそれを聞くと石畳に下りる。表情を消し、影の差す目を伏せた。

「レオノーラが気にしていたとは思いませんでした」

「一度戦ったっていう時のことか？」

「いえ、それはもっと後です。……グウィードっていうのはタァイーリの王だった人なんですよ」

　オスカーは驚きに眉を上げた。

　タァイーリは魔法士を嫌う国家なのだ。その王であった人間が、魔女と一体どういう関係だったのだろう。興味が湧いたが、聞いていいことなのか分からない。

　沈黙するオスカーに、ティナーシャは微苦笑して首を横に振った。

「大した話じゃないです。少なくとも私にとってはですが」

　二人は並んで歩き出す。すれ違うヤルダの兵士たちが彼らを振り返る中、ティナーシャはぽつぽつと話し始めた。

「私が魔女に成ったばかりの頃の話です。──当時グウィードとレオノーラは恋人関係にあったみたいです。といっても甘い関係じゃなくて、お互いがお互いを操って利用しようとしていたように見えました。レオノーラは魔法を嫌うタァイーリを弄りたがってましたし、グウィードは魔女を支配することで魔法士を屈服させたという実感が欲しかったみたいです」

「阿呆だな」

　オスカーの率直な感想に、彼女は困ったような笑顔を向けた。

「で、そこに私が現れて……タァイーリで歌い手をしていたんですが、レオノーラがそれに気づいて、グウィードに私のことを教えたらしいんですよ」

「それでお前に乗り換えたとかか」

「うー。そう言っちゃうと身も蓋もないんですが、事実としてはそうですね。グウィードは、私がトゥルダールの女王候補だったと聞いて、私を側室にしようとしたんです。当時トゥルダールは滅びたばかりでその原因が諸国で取り沙汰されていまして。彼は私を側室にすることで、タァイーリがトゥルダールを滅ぼしたという印象を諸国に与えようとしたんですよ」

「何だそれは。ふざけるにも程があるぞ」

　オスカーの声に苛立ちがこもる。くだらない小細工をして国の威信を上げたとしても、それはしょせん張りぼてで何の意味もない。偽りで固めた誇りで何をしたいのか、まったく理解できない。

　魔女は美しい顔に皮肉げな笑みを浮かべる。

「当時私の外見って十三歳だったんですけどね。迷惑な話です。もちろん私はそのままタァイーリを出ました。グウィードは……後に不審な死をとげたそうです」

「それが原因でお前を恨んでるのか。完全なる八つ当たりだな」

「それだけじゃないんでしょうけどね……。基本的に合わないんですよ。きっと私が気に入らないんじゃないですか」

「気に入らないだけで魔物を向かわせるのか？」

「それが魔女ですよ。忘れたんですか？」

　ティナーシャはふわりと浮かぶと彼の頰に口付ける。

　その闇色の目にはどこか自嘲的な光が浮かんでいた。
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　夢を見る。

　遠い遠い日の夢だ。自分がまだ、何も持たない子供だった頃のこと。

『こっちにきて、姉さま！』

　美しく整えられた庭の真ん中で、双子の妹が大きく手を振って笑う。

　それはいつもの遊びの始まりで、胸が痛くなるほど平穏な日々の記憶だ。

『本当に二人はそっくりね。仲がいい姉妹で嬉しいわ』

『二人は父さんの宝物だよ、お姫様』

　彼女はとある地方領主の娘だった。優しい父母と妹と、森の中の城で幸福に暮らしていた。

　その暮らしが一変したのは、城に押し入った何者かに密かな襲撃を受けてからだ。

　雪の降り積もる、音のない夜だった。

　襲撃者は無言のまま城に押し入り、両親は眠ったまま殺された。そして彼女は一人、瀕ひん死しの状態で夜の森に放り出された。

『たすけて、エルー……』

　妹の姿はそこにはなかった。彼女は生まれて初めて一人になった。

　血が止まらなくて、ただひたすらに寒くて、いつしか雪の中に倒れていた。

　どうしてこんな目にあうのか理由が分からなかった。だから理不尽とも思えなかった。

　彼女は、その時一度死ぬはずだったのだ。

　だがそうなる前に半妖の老婆に拾われた。

　森の奥の小屋で、老婆のもとで下働きとして使われながら、魔法を学んだ日々。

　人が、人として扱われない時代だった。突然訪れた変化の中で、生きるために精いっぱいだった。

　だからあの頃彼女は、思ってもみなかったのだ。

　あの雪の夜味わった以上の憎悪と苦痛が──やがて自分に訪れるのだということを。







「──……さま」

　レオノーラは暗い部屋の中、自分の呟きで目を覚ました。

　視線だけで辺りを見回した彼女は、そこがヤルダ城にある自分の部屋であると思い出す。レオノーラはゆらりと体を起こすと、まだ眠気の濃い頭を押さえた。

「夢……？」

　何か夢を見ていた気がするのだが、それがなんだか分からない。

　どうもここ数年、眠っている時間が長くなってきている。

　遊んでいても面白いと思えることが少なくなってきたせいかもしれない。つまらないことをするくらいなら、夢の中にいたほうが余程ましだ。

　だから彼女は国の中に入りこむと、種だけを撒き、螺子ねじだけを巻いて眠る。その後に何が育ち始め誰が踊り出すかを傍で見守ることはしない。鑑賞に堪えるのは全てが終わり始めてからだ。

　魔女である彼女に時間はいくらでもある。些さ事じを気にしない精神的余裕もある。

　ただ……時々ふっと思うのだ。「そろそろ世界に飽いたのかもしれない」と。

　この世界はいつまでも代わり映えがしない。

　空白期から暗黒時代、そして魔女の時代と、呼び名は変われど起こることは同じだ。人が愚かに生きて、死んでいくだけ。目の覚めるようなことなど少しも起こらない。

　だがそれでも、長く生き過ぎたなどとは思いたくなかった。

　生きたいから生きてきたのだ。そこに後悔はない。そして戻りたいとも思わない。

　レオノーラは寝台から立ち上がると、薄白い長衣を引きずりながら廊下に出た。

「サヴァス？」

　軍の用意はどうなったのか。彼が自分に何も言いに来ないとは珍しい。状況はどうなっているのだろう。彼女は配下の名前を呼ぶ。

「マリア？　いないの？」

　いつもならすぐに現れるはずの配下はしかし、今日はその姿を見せない。レオノーラは怪訝に思って鈍る頭を振る。どうも寝てばかりいるせいかすっきりしない。記憶も曖昧に前後しており、最後に配下の女を見たのがいつなのか分からなかった。

「ラケス？　ミズハ？　アデライーヤ？」

　名を呼ぶ声は廊下に溶け消えるだけだ。彼女は溜息をつくと諦めて部屋に戻る。

　そうして窓の外を一瞥したレオノーラは、夜空に青白い月を見て、反射的に顔を顰めた。

　──月の名で呼ばれるもう一人の魔女。

　魔女の中でも一番若く、一番気に入らない女だ。

　初めて見た時は単なる子供だった。滅びし魔法大国の最後の女王だという彼女は、闇色の両眼に人への憎悪を煌めかせながら人の中に佇んでいた。その姿を見て、まるで愚かだと思ったのだ。

　──魔女がそんな目をするものではない。

　せっかく魔女に成ったのだ。人への憎しみなど忘れ、楽しめばいい。憎しみに支配されても何もいいことなどない。レオノーラはそう身をもって知っていた。

　だからタァイーリの王だったグウィードにティナーシャを見せたのも、ほんの気紛れだ。そして彼が自分を捨てたのも、腹は立ったがそれだけだった。

　それでもレオノーラの中で何かが息づいた時をあえて選ぶなら、それはグウィードがやせ細って孤独な少女を見て、「あの眼が気に入った」と言った時かもしれない。

　その言葉は、後からじんわりと効いてきた。

　あの眼。

　憎悪と復ふく讐しゅうに満ちた深淵。

　レオノーラが身み悶もだえしながらようやく捨て去った感情と同じもの。

　まだ幼い魔女はそれを持ち、しかしレオノーラと違ったのは、その中にありながらも清冽だった。

　──ティナーシャはその存在で人を惹く。

　自分とは違う。どす黒い感情に捕らわれて醜く歪んでいた自分とは。

　人を魅了するために憎しみを捨て笑顔を纏う自分とは違い、彼女はむしろ憎悪の輝きによって人を虜にするのだ。

「……嫌な女」

　気に入らない女だ。それはティナーシャが憎しみを眼から消した今でも変わらない。

　レオノーラはまとわりつく倦怠感に引かれるようにして寝台に腰かける。

「ウナイ、おいで」

　その名はもっとも古くから彼女に仕え、もっとも信用できる片腕と言っていい男のものだ。

　呼び声に応えて一人の男が彼女の前に現れる。

　浅黒い肌を持つ長身の彼は、わずかに反り返った長剣を佩いていた。元は茶色であった髪と瞳は、彼女が力を与えた際に深い赤に変わった。

　レオノーラはウナイの顔を見てほっと微笑する。男は彼女の前に跪ひざまずいた。

「お呼びでしょうか、レオノーラ様」

「変わりはない？」

「私はご命令によりガンドナにおりますれば。変わりはございません」

「ああ、そうね……」

　そんなことまですっかり忘れていた。何だか自分がどこかに置き去りになっている気がする。形を持たない不安が体の中に沈殿しているようだ。

　ウナイは部屋の水差しから水を汲くむと、顔色の悪い主人に差し出す。

「お疲れなのですか？　少し横になられるとよろしいですよ」

「起きたばかりなのだけど……」

　レオノーラは困ったように微笑んだ。それでもウナイの言葉に甘えて水を飲むと横になる。体が妙に重く、寝台に沈みこんでいくようだ。

「ウナイ、眠るまで傍にいて頂戴」

「かしこまりました」

　レオノーラはその答えに安堵して眼を閉じる。

　──この夜だけはもう少し眠ろう。そうして目が覚めたなら、もっと楽しいことをするのだ。

　魔女は優美な唇に微笑みを湛えたまま、眠りの中に落ちていった。
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　レオノーラが眠りに着いた頃、カドス砦もまた夜の帳とばりの中にあった。

　会議室ではファルサス国王とその側近たち、そしてヤルダの将軍と魔法士たちが最終確認をしている。場を取り仕切るオスカーが、傍らの恋人を振り返った。

「ティナーシャ、相手はどれくらいと見積もる？」

「ん、大したことないと思いますよ。今日ヤルダにいた配下は大体片付けちゃいましたから。片腕のウナイも本当は何とかしときたかったんですけどね」

　魔女はお茶を一口含んだ。窓の外の砂嵐を視界に入れる。

「魔法士には砂漠一帯に敷いた構成の維持をお願いしたいです。レオノーラの相手をしていると私にその余裕がありませんから。紋様を使って魔法陣を書くと今から向こうにばれちゃいますからね……手落ちですみません」

　彼女の言葉に、部屋の魔法士全員が頭を下げて了承の意を示す。

　オスカーが砦の見取り図を手に取った。

「武官と兵士は砦の防御だな。ティナーシャ、向こうの魔族は精霊で何とかできるのか？」

「するって言ってるんで任せますよ」

「レオノーラは召喚の腕に特化してるんだろう？」

「してますけど、砦周辺には召喚禁止構成がありますし……それに今回はちょっと協力者がいますからね。上位魔族で彼女の召喚に応じる者は、契約済の者以外いないはずです。圧力かかってます」

　若干歯切れの悪い、けれど悪戯っぽい魔女の言葉を聞いて、オスカーはその理由に思い当たった。

　おそらくトラヴィスが嚙んでいるのだ。彼が魔族に圧力をかけているのだろう。レオノーラは戦いの前から、余計な存在まで敵に回してしまっているらしい。

　ティナーシャは髪の一房に結ばれたリボンを弾いた。

「それでも全部の魔族が殺せるかは蓋を開けてみないと分かりませんから。将軍たちにはお手数をおかけします」

「全力を尽くします」

　魔女は彼らに頷いて、だが少しだけそこで少しだけ眉根を寄せた。闇色の目が全員を見回す。

「呼ばれぬ魔女……レオノーラは、実はその行状からして一番討伐を試みられてる魔女なんです。にもかかわらず彼女は未いまだに健在で、新たな国を蝕んでいる。搦からめ手ての得意な、油断ならない相手です。くれぐれも気をつけてください。」

　最強の魔女をしての忠告に、全員は気を引き締める。

　ティナーシャはそんな彼らに表情を和らげると付け足した。

「明日の朝には砂嵐を消します。向こうが気づいて準備に時間がかかったとしても……おそらく明日中には来るんじゃないでしょうか。来なかった場合は、私が動きます」

「来ることを祈る」

　オスカーが平然と締めくくる。

　歴史上でもほとんど記録がない魔女との戦いを前に、それぞれの表情に緊張が滲んだ。

　だがファルサスの面々がそれでも何とかなると思っているのは、彼らの王と、その寵姫の魔女がついているからだ。彼らは二人の力の程をよく知っている。現時点で大陸最強と言っても過言ではないはずだ。

　そうして彼らは、明日の夜には全て終わっていることを信じて、各々の部屋に戻った。







　ティナーシャは部屋に戻ると、その場から砦周辺に待機する精霊全てに確認をとった。

　彼女がヤルダ城に侵入したことが露見した場合に備えて、精霊が先んじて布陣しているのだが、今のところレオノーラが予定より早く来襲する気配はない。

　全員から問題ないとの返事を聞いて、ティナーシャは窓辺を離れる。寝台ではオスカーがアカーシアを布で磨いていた。彼女はその横に座る。

　オスカーはアカーシアに視線を落としたまま隣の女に尋ねた。

「一度戦ったことがあるんだろう？　その時はどうだったんだ？」

「勝ちましたよ。勝ちましたけど……痛み分けと言ってもいいかもしれませんね。私の相方が重傷を負いましたから」

「何だ相方って」

「その時は二対二で戦ったんですよ。向こうにはウナイがいて……私には、私に剣を教えた男がついたんです。二人は剣の腕はほぼ互角だったんですが、ウナイは人外でしたから」

「人外？」

「レオノーラが魔族を吸収させたみたいなんですよ。だから身体能力がちょっとおかしいですね」

　オスカーはアカーシアを燭しょく台だいの火にかざした。刃の輝きを確認すると鞘に収める。

「俺はそいつの相手をすればいいのか？」

「そうなりますね」

　今回の対魔女戦を統括するのはティナーシャだ。オスカーは軽く頷いた。

「安心しろ。余裕で勝ってやる」

「よろしくお願いします」

　恋人の言葉に魔女は声を上げて笑う。その目にあるのは最強と呼ばれ、戦争に特化した魔女としての自信だ。オスカーはそんな彼女を一瞥すると、磨き終わったアカーシアを寝台の下に置く。彼は魔女を腕の中に抱き取ると、繊細な顎を捕らえその頰に口付けた。

　ティナーシャは目を閉じて口付けを受けていたが、触れられる箇所が徐々に首筋から下へ下りていくのに気づくと、赤面しながら男の体を押しのけた。

「駄目です」

「何で」

「時と場合をわきまえてください」

「分かった」

　男の返事にティナーシャはほっとする。次の瞬間、寝台に押し倒されて目を丸くした。

「分かってないよ！」

「お前のそれを聞くのも久しぶりな気がする」

「人の話を聞けよ！」

　首から胸元にかけて唇がゆっくりと触れていく。白い足を男の大きな手が優しく撫で上げた。背筋が熱く震える感覚を堪えながら、ティナーシャは手を伸ばして彼の耳を摘む。

「今来たらどうするんですか」

「そうしたらやめる。けど今やめて明日死んだら心残りだな」

「ふ、不吉なことを……」

　まったくこの男は、負けるなど思ってもいないくせに人が悪い冗談を言うのだ。

　オスカーは顔を上げて微笑すると、魔女の耳に囁いた。

「分かったら夜よ伽とぎしろ」

「……明日どさくさで貴方を吹っ飛ばしたくなってきましたよ……」

　まったく緊張感がない。抵抗するのも馬鹿馬鹿しくなってくる。

　ティナーシャは脱力しながら、けれど何故か笑い出したい衝動に駆られた。

　そしうて彼女は恋人の首に両腕を回すと、その体を確かめるように抱きしめた。







　翌朝オスカーに起こされたティナーシャは、寝ぼけ眼のまま回廊に立った。

　不安そうなヤルダ陣と、最近ようやく彼女の寝起きが悪いことを知って苦笑しているファルサス陣の前で、魔女は砂嵐に向かって手をかざす。

「定義の変質を命ず。意味の消失を命ず。檻おりはその内も世界なれば境界は逆転する──我が命が全てと受け入れろ」

　魔女の手から、魔力を帯びた構成が蜘く蛛もの巣すのように一帯に広がる。

　みるみるうちに伸びていくその構成は、彼女の手を離れ砂嵐に吸いこまれた。そして構成が消え去ってまもなく、砂嵐もまたふっと勢いを止める。

　少しずつ視界が晴れていく。

　白い砂漠が日の光を反射して輝いた。イオセフとネオナが広大な砂原に息をのむ。

　ティナーシャは両手で口を覆うと欠伸をした。

「これでよし……と。レオノーラが来るまで早くて一時間ですかね。もう起きてれば、の話ですが」

「寝てると気づかないのか？」

「さぁ……」

　眠気溢れるいい加減な返事に、オスカーは彼女のこめかみを締め上げた。魔女の目に涙が滲む。

「い、痛い……目が覚める……」

「先にしっかり覚醒してこい。パミラ、頼む」

「かしこまりました」

　パミラは、目をこすっている主人を引きずるようにして砦の中に戻っていった。それを不安げな目で見送ったヤルダ陣に、オスカーは軽く手を振る。

「あれは大丈夫だ。一時間とは限らんから全員が真面目にここで待っていることもないだろう。適当に交代してくれ」

　オスカーはそう言うと自分も中に戻る。クムとアルスが残った人員を簡単に振り分け始めた。

　ネオナは砦の中に消えるファルサス国王の背中を見送って、自分がその姿を追いたがっていることに気づく。だがすぐにかぶりを振って己の感情を打ち消した。

　そんな場合ではないのだ。国の存亡がこの戦いにかかっているといってもいい。彼女は気を引き締めると、改めて覚悟を決める。

　そうしてネオナは拳を軽く握ると、あと一時間を過ごすために砦の中に戻っていった。
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　頭の中に何かが割れる音が響いた。レオノーラは反射的に顔を上げる。

　今まで眠っていたにもかかわらず、眠気は微塵も残っていなかった。鋭い声で配下の名を呼ぶ。

「マリア！　アデライーヤ！　シンク！」

　誰も現れない。彼女は記憶を手繰り寄せる。

　確かアデライーヤには、ファルサスへ向かうように命じたのではなかったか。

「まさか……」

　配下の者たちの気配が感じ取れない。サヴァスも来ない。

　そうして、王女を閉じこめていた砂嵐が解かれた。

　誰が何をしているのかなど考えるまでもない。そんなことができる人間、魔女に歯向かってくる人間など他にいない。

　──あの女が動いていたのだ。

　怒りが彼女の世界を染め上げていく。部屋の窓硝子が次々激しい音を立てて砕け散った。宙に飛び散る破片を、更に魔女の声が打ち砕く。

「ウナイ！」

「ここに」

　男が現れ彼女の前に跪く。レオノーラはそれを傲然と見下ろした。

「あの女を殺しに行く。準備をするわ。手伝いなさい」

「かしこまりました」

　レオノーラは目を細めると、血のような赤い唇に笑みを浮かべた。

　砂嵐が解かれたのなら、彼女はあの砦にいるのだろう。あそこがレオノーラの領域であると知らずに飛びこんできたのだ。愚かなことこの上ない。

　今は先手を取られたかもしれない。でもこれは予定通りだ。

　起きたなら楽しいことをすると、最初から決めていたのだから。
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　魔女が来るであろう時間まで、あと一時間。

　砦内に戻ったネオナは訓練場でしばらく剣を振ってみたが、どうにも落ち着かないままだ。彼女は少し迷ったが、高ぶった気をなだめるため風呂で汗を流すことにした。

　砂嵐に閉じこめられていた間は水が持つか心配されていたので、砦の大浴場は閉鎖され、体は布で拭くのみになっていたが、ファルサスの人間が来た時、美しい魔法士の女がついでのように魔法で水を取り寄せてしまった。どうやら転移禁止の魔法など彼女にとってはまったく関係ないらしい。その力のほどは恩恵を受ける身にとってはありがたいが、空恐ろしいことには変わりない。

　服を脱いで浴場に入ったネオナは、湯気で曇る中に黒髪の女の背を見出し、ぎょっとした。

　女は浴槽の縁に腰掛けて足を湯に浸しているようだ。その隣では魔法士の女が服を着たまま主人の黒髪を梳っている。従者の方はすぐネオナに気づいて顔を上げ会釈をしたが、主人は背を向けていて気づかないのか微動だにしない。

　ネオナは会釈を返すと、二人から少し離れた浴槽の縁に膝をついた。お湯を汲くみ出だしながら横目で黒髪の女を見る。

　柔らかそうな白い肌は、同性でも見惚れてしまうような蠱こ惑わく的な輝きを帯びている。はっきりとは名乗らなかったが、彼女もまた魔女なのだろうとはネオナにも分かった。

　そうでなければレオノーラの魔法をああも簡単に打ち消せるはずがない。何よりファルサス国王が魔女を傍に置いて溺愛しているという話をネオナも知っていたのだ。

　彼女の白い躰のところどころに赤い痕が沈んでいるのを見つけて、ネオナの胸は痛んだ。この美しい魔女が彼の情人なのだと、分かっているつもりだったが目の当たりにすると辛い。

　思わず唇を嚙みかけて、ネオナはいつの間にか、魔女がじっと自分を見返していることに気づいた。盗み見ていたことに気づかれたのかもしれない。羞恥に血が上る。

　しかし魔女は彼女に対し、怪訝そうに首を傾げただけだった。

　主人に後ろからパミラが何事か囁く。それを聞いたティナーシャは片手で顔を覆うと苦笑した。

「失礼しました……」

　そう言うと同時に体の痕が全て消える。魔女の技にネオナは息をのんだ。

　これくらいのことなら詠唱も要らないのだ。強大すぎる力。人にして人ではない存在。

　闇色の瞳に、城で会ったレオノーラの緑の瞳が重なって見える。彼女たちの帯びる魅力は、紛れもなく傾国のものだ。

　──自分にはこんな力はない。あんな目はできない。

　そう思うと無性に悲しく、苦しかった。押し殺しきれない感情が漏れ出す。

「……あなたは何故あの方のお傍にいらっしゃるのです。サヴァス王子と同様、あの方も操るおつもりですか？」

　そう言ってしまってからネオナは己の失言に気づいた。

　さっと血の気が引く。感情がぐちゃぐちゃになって、言うべきではないことを口にしてしまった。

　凍りつくネオナに、しかし魔女は少しも気にしていないのか軽く笑う。

「操るなんて。私の言うことなんて聞きませんよ。むしろ私が御されているくらいです」

　ティナーシャは言いながら右手を浴槽に浸した。そのままゆっくりと手を上げていく。細い指から零れ落ちるはずのお湯は、まるで見えない手に支えられているように宙に留まると、小さな水の塔となった。

　しかし魔女は繊細な造形を一瞥しただけで無造作に崩してしまう。そしてそれと同じくらい軽く彼女はネオナに尋ねた。

「貴女はあの人が欲しいんですか？　ネフェリィ王女」

「……っ」

　心臓が止まるかと思った。

　聞かれた内容と、それ以上に呼ばれた名に。

　ネオナは喘ぐように聞き返す。

「ど、どうして……」

「分かりやすいじゃないですか。砂嵐を止めるのを遅らせても反対もしない。普通何が何でも先に止めて王女を探したいって言いませんか？　あと、王位継承に必要な指輪を王女が持っているというのも噓ですね。鍵となるのは貴女の体内に埋めこまれた魔法の紋様でしょう？　見れば分かりますよ」

　魔女は微笑みながらそう言う。

　ネオナはそれに何も返せなかった。全て魔女の見抜いた通りなのだ。




　ネフェリィは小さく息をつくと姿勢を正した。魔女の眼を真っ直ぐ見返す。そこには王女として生まれ育った者の確かな威厳があった。

「あの方にこのことは……？」

「言ってませんけどあの人勘がいいですから。気づいてるかもしれませんね」

「そうですか……」

　湯気に溶け入る王女の声を聞きながら、ティナーシャは手で湯を掬うと顔を拭った。後ろに控えるパミラに囁く。

「目が覚めてきた。どうも人に起こされると駄目なんですよね……一人で寝ればよかった」

「そうしたら私が起こしに参りましたよ」

「うー」

　ティナーシャは顔にかかる黒髪を搔き上げる。横を見ると、ネフェリィが同じように浴槽の縁に座って自分の両手を見つめていた。愛らしい王女の横顔を彼女は眺める。




　魔女の干渉がなければ、あるいはネフェリィがファルサスの王妃になっていたかもしれない。

　沈黙の魔女がオスカーに呪いをかけなければ。

　ティナーシャという守護者が現れなければ。

　レオノーラがヤルダに目をつけなければ。

　──可能性を言い出したらきりがない。

　人の運命はいつも数奇だ。そしてそれを翻弄する魔女は、いわば歴史からはじき出されたひずみのようなものだ。少しもただの人間のようにいられない。ただささやかな感情で、気まぐれで、多くの運命を変えてしまう。ティナーシャ自身、それが嫌で何にも触れないでいたのだ。

「憐れな子供、か……」

　かつてレオノーラにそう嘲られたことがある。人が嫌いで嫌いで仕方がなかった時代、突如現れた呼ばれぬ魔女は、人目を避けて生きるティナーシャを揶や揄ゆして笑った。

　そしてそれは、本当のことだ。

　あの頃自分はただの子供だった。人が恐くて、触れるのも触れられるのも嫌で、常に憎悪に焼かれていた。そんな感情をなんとか飲みこんだ後も、塔を建てて人から遠ざかった。

　だから想像もしなかったのだ。こんな自分を人として求めてくれる人間が現れることなど。

「……度し難い」

　だがもう迷うのは終わりだ。

　ティナーシャはオーレリアの目を思い出す。

　強い意志の煌めく両眼。それは脆ぜい弱じゃくな体に精神という火を灯す人間そのものだ。

　熱くなる胸を自覚して、彼女は息を深く吸う。

　もう大丈夫だ。

　ちゃんと立てる。

　向かい合うことができる。

　ティナーシャは肺の中の空気をゆっくりと吐ききった。







　何か言うべきか、そうでないのか計りかねていたネフェリィは、魔女が突然立ち上がったことに気づき顔を上げた。

　柔らかな微笑を浮かべていた魔女の貌が、いつの間にか冷ややかで鋭いものに変わっている。温かな浴場にもかかわらず、その表情を見たネフェリィの背筋は凍りついた。

　パミラの手元に脱衣籠が現れる。魔女は用意された服を濡れたままの体に羽織った。パミラがそのあちこちを縛り留めていく。ティナーシャはどうでもいいことのように呟いた。

「一時間ぴったりか。かなり怒ってるかな」

　魔女はパミラが手を離して頷いたのを見るとネフェリィを振り返った。花のように鮮やかに笑う。

「じゃ、行ってきます」

　そう軽く手を振って、魔女は姿を消した。

　取り残された王女は、小さな疎外感と大きな不安を抱え、ただ彼女がいたはずの場所を呆然と見つめていた。
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「遅い。しかも髪くらい乾かせ」

「すみません」

　回廊に立って空を眺めていたオスカーは、隣に転移してきた魔女を見て呆れ顔になった。

　彼女が濡れているのは髪どころではない。魔法着の切れ込みから見えている足にも水滴がついている。今まさに水から上がってきたような有あり様さまだ。

　ティナーシャはしかし、大して意に介した様子もなく自分の髪を手で梳いていく。それと同時にみるみるうちに黒髪が艶を変え乾いていった。体からも同様に水気が飛んでいく。

　東の空では先程から爆発が続けざまに起こっている。よく目を凝らすと、黒い無数の点が嵐の前触れのように砦に向かってきていた。レオノーラの召喚した魔族を、精霊が迎え撃っているのだ。魔女は耳に手を当てると、この場にいない精霊に指示をした。

「サイハ、ニル、イツ、東に回って助けてやれ」

　魔女は精霊たちの了承を聞くと手を下ろした。オスカーは周囲に控える臣下たちを見渡す。

「基本的には昨日言った通りだ。馬鹿馬鹿しいから死ぬな。自分の命を優先しろ。──アルス、俺はティナーシャと行くからよろしく頼む」

「かしこまりました」

　魔女が東の空を見上げて笑った。

「来た」

　ティナーシャが優美に右手をかざすと、そこに一振りの剣が現れる。

　隣でオスカーが肩の上のドラゴンの名を呼んだ。ドラゴンはすぐに主人の声に応えて本来の大きさへと戻る。回廊のすぐ外で彼を待つナークに、オスカーは手すりを越えて飛び乗った。

　若き王は振り返ると、己の守護者に手を差し伸べる。

「ティナーシャ、この戦いに勝ったら……」

「何ですか？」

「結婚するか」

「……いいですよ。お受けしましょう」

　魔女は艶やかに笑うと男の手を取った。聞いた当の男は目を丸くしている。

　ティナーシャは男の手を借りると、体重を持たないような身軽さでドラゴンの背に飛び移った。その頭をオスカーが軽く叩く。

「本気か？」

「もちろん」

　回廊ではファルサスの面々が驚きと喜びの入り混じった顔で二人を見ている。オスカーは美しい恋人に微苦笑を漏らした。

「それは負けられなくなったな」

「負けるつもりがあったんですか？」

　さらりと返すティナーシャは楽しげだ。

　彼女は長い睫毛を伏せて目を閉じた。深く息を吸う音が聞こえる。

　そうして次にその眼が開かれた時、闇色の深淵には戦いを前にした者の、好戦的な光が輝いていた。長い黒髪が風になびく。魔女は嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「さぁ、戦争の時間ですよ」

「行くか」

　主人の声にドラゴンが上昇する。そのままゆっくりと旋回して東に消える赤い竜を、砦に残る一同は緊張を持って見送った。




　風を切って飛ぶナークは敵の気配を察知しているのだろう。東に向かって飛ぶにつれ、徐々に空を舞う魔物群の姿がはっきりと見えてくる。それを迎え撃つ精霊たちの魔法が、晴れた空に大きな炎を撒き散らした。ティナーシャは戦況を概観して眉を寄せる。

「数が多すぎるみたいですね。レオノーラを倒す方が早そうです」

「俺の結界消していいぞ。弾くにも力を食うだろう」

「うーん……。じゃあ、お言葉に甘えて……」

　ティナーシャは指を振って軽く血を出すと、それを男の耳の裏に塗る。

「魔法は余波がいくかもしれないので防がせてください。危ないと思ったらすぐ拭き取ってくださいね」

「大丈夫だ」

　魔女は微笑んで頷くと、自分の髪の一房を縛っていたリボンを引き抜く。そして二本あるそれらのうち一本をオスカーの左腕に結んだ。もう片方を器用に自分の左腕に結わえる。

「なんだこれは？」

「どんな状況になるか分かりませんから。何かあったらそれを引いてください。そうするともう片方にも引かれた感触が伝わります」

「感触が伝わる？　それだけか？」

「それだけです。でもそれで充分でしょう？」

　じっと見つめてくる闇色の目。そこにあるものは無二の信頼だ。自分たちなら大丈夫だと確信しているまなざし。オスカーは無む垢くにも見える魔女に微笑する。

「分かった。充分だ」

　彼の返答にティナーシャは微笑む。

　そうして前を向きなおした時──彼女はもう四百年を生きた魔女だった。

　ティナーシャは剣の刃を地面と平行に構えると、刃の中程に左手を添えた。

　ナークに気づいた魔物の一団が向かってくる。魔女の澄んだ声が響いた。

「定義する。我は召喚と支配を命ず。──光よ、現出し我が命に従え！」

　世界を焼くほどの白光。

　空を走るそれは一瞬で広がると魔物の群れを飲みこんだ。

　そのまま宙を貫いていく光はしかし、不意に幻のようにかき消える。

　光の消えた場所には二人の男女が浮いていた。

「久しぶりね、小娘」

　呼ばれぬ魔女は、そう言って笑った。







　レオノーラは天性の魅力を持つ魔女だ。

　それは容姿以外を含んでの評価だが、容姿自体も人の心を惹いてやまない力を持っている。

　ゆるやかな曲線を描く蜂蜜色の髪に緑の眼。傾国である美貌は品を兼ね添えたものだ。その目は血を好む妖艶さを持ちながら、けれどどこか全てに倦うんでいるようないびつさを感じさせる。

　レオノーラの隣には浅黒い肌に赤い髪の男が剣を抜いて立っていた。

　呼ばれぬ魔女は嫣然と微笑む。

「会いにきてあげたわ。これで満足かしら？」

　ティナーシャはその言葉に笑っただけで答えなかった。軽くドラゴンの背を蹴って空に飛び出す。そのまま右手の剣を横に薙ないだ。

「──この糸は肯定を待たない」

　極限まで洗練された短い詠唱。

　力の言葉と共に剣から数百本の赤い糸が出現し、レオノーラとウナイに向かって走る。

　レオノーラがそれらを魔法で打ち落とそうと手をかざした時、だが糸は投げかけられた蜘蛛の巣の如く広がると彼女の視界を埋め尽くした。一本一本が針のような鋭さを持って、全方向から二人に襲いかかる。

　レオノーラは舌打ちした。

「弾けろ！」

　苛烈な意志によって一面の赤い糸が消え去る。

　視界を取り戻したレオノーラは、しかしティナーシャがいないことに気づいて瞠どう目もくした。

　次の瞬間、ウナイに真上からの凄まじい衝撃波が直撃する。男は抵抗する間もなく、高い砂飛沫を上げて遥か下の砂漠に叩きつけられた。

「な……っ」

　レオノーラはあわてて彼の無事を確認しようとしたが、その視線を急降下していくドラゴンが遮った。彼女は邪魔なドラゴンに向けて手をかざし──しかし何かを感じて数歩後ろに転移する。

　同時に今までいた空間を、ティナーシャの細い剣が通り過ぎていった。

　空を切った剣を振ると、ティナーシャは愛想良く微笑む。

「ウナイのことは心配ないぞ。私の男がもてなす」

「純潔を失った精霊術士がこざかしい……」

「おかげで構成を整理したからな。実戦は有あり難がたい」

　青き月の魔女はレオノーラに向かって左手を上げると、圧縮した力を打ち出した。







　砂漠に叩きつけられたウナイは全身のバネを使って跳ね起きた。レオノーラによって身体強化された彼は、これくらいの衝撃では傷一つつかないのだ。

　彼は全身の砂を払いかけて──反射的に剣を頭上にかざす。

　そこに上からの強烈な一撃が打ちこまれた。

　常人なら骨まで響いたであろう激しい一撃。それを耐えきると、ウナイは相手に向かい剣を押し返す。ドラゴンから飛び下りてきた相手は、その勢いを利用して後方に飛とび退のいた。

　足で砂をこすりながら体勢を整えた王剣の主は、不敵な笑みを浮かべてウナイを見返している。上空では彼のドラゴンが旋回していた。

　ウナイはオスカーの全身を眺めると、殺意に唇を歪める。

「目障りな剣だ。使い手ごと葬ってやろう」

「それは困るな。あいつが怒り狂う」

　軽口で返しながらオスカーは足元を確かめた。

　砂のせいか若干滑る。だが気をつければ問題ない範囲だろう。

　彼はアカーシアを構えると、息を強く吐きながらウナイに向かって踏み込んだ。







「火力が落ちたんじゃない？　愚かね」

　挑発するレオノーラにティナーシャは笑う。

「私がどう生きるかは私の自由だ」

　言いながらティナーシャは剣を媒介に無詠唱で構成を組む。同時に左手には詠唱つきの構成を組んだ。火花を帯びた剣をレオノーラへ一閃する。

　白い火を撒き散らして放たれたものは雷だ。ティナーシャはその軌跡を追ってレオノーラの眼前に転移した。間を置かず左手の構成を振りかざす。

　だが、呼ばれぬ魔女は左手を上げるとそこに雷撃を吸収した。続けて魔力を集中させた右手でティナーシャの第二撃を受ける。

　拮きっ抗こうし、静止したように思えたのは一瞬。

　無二の魔力のぶつかり合いに、大爆発が起こる。

　二人の魔女はその力に乗って再び空中で距離を取った。ティナーシャは剣を消すと両手で構成を組み始める。

「在り方を定義する。無は零なり。有は一なり。記号としての言葉は転換を命ず」

　ティナーシャの前に複雑に絡み合った銀の紋様が現れる。それは魔女の魔力を吸収して見る間に輝きを増した。

　紋様は緩やかに広がりながら球体となり、更に形を変え巨大な牙を持つ顎門あぎととなる。

「──行け」

　ティナーシャが命じると、顎門はレオノーラに向かい宙を滑った。

　レオノーラは空中を右に跳ぶ。そうして距離を取りながら、向かってくる顎門に光球を立て続けに放った。だが顎門はそれら全てを食らいながらレオノーラを追尾し、肉薄する。大きく開かれた顎門を見て、彼女の顔に焦りが浮かんだ。

「この……！」

　鋭い牙が彼女の体を捉えようとしたその時、けれどレオノーラは顎門に自ら手を触れる。

　指先から叩きこまれる魔力。構成内に魔力を注ぎ込まれた顎門は、一瞬で内部から破砕された。

　魔法の消滅を見届けて安心しかけたレオノーラは、けれど激痛に苦痛の声を上げる。

「……ッ、」

　見ると白い脹脛ふくらはぎにいつの間にか短剣が刺さっている。レオノーラは呪じゅ詛その言葉を吐いて剣を引き抜いた。見る間にその傷が塞がる。

　短剣を投擲したティナーシャは、その様子を見て軽く眉を顰めた。

「分かっていましたが、これは厄介ですね……」

　レオノーラは治癒にかけては右に出るものがいない魔女なのだ。牽けん制せい程度の攻撃では当たっても即座に癒いやされてしまう。これが今までレオノーラが誰にも殺されなかった理由の一つだ。

「もっと致命的な一撃が必要ですか……」

　ティナーシャはどう動くべきか考えを巡らせながら、新しい構成を組んで宙を駆けた。





※






　砦の回廊からメレディナは東の空を仰いだ。

　先ほどから凄まじい爆音と共に、遥か遠くで赤や白の光が炸さく裂れつしている。巨大な魔法のぶつかり合いに、周囲の魔法士たちも息をのんで同じ方角を見つめていた。

　アルスがそんな幼馴染の肩を叩く。

「来たぞ」

　主戦場である東ではなく、南の方角から魔物の一群が飛んでくるのが見える。おそらく精霊の隙をついたのだろう敵の来襲に回廊には緊張が走った。

　アルスは鞘から剣を抜く。大振りな両刃の剣は濡れたような輝きを帯びていた。彼は軽く振ってその重さを確かめながら、東南の角へ走る。

　彼がそこに到達するのと、最初の魔物が見張りの兵士に襲いかかるのはほぼ同時だった。

　アルスは兵士の目前に駆けこみながら斜めに剣を斬り払う。鋭い切っ先が触れるか触れないかのところで、魔物の体に真空で切ったかのような深い裂傷が走った。そのまま剣が振り切られた時、両断された魔物の体が砂漠へと落ちていく。

「いい切れ味だ。さすが」

　メレディナが隣に走ってくる。

　アルスは彼女を確認しながら、次の魔物に向かって剣を構えた。







　視界の隅でアルスたちが戦い始めるのを、ドアンは緊張を持って一瞥した。

　魔法士たちはほとんどがティナーシャの組んだ構成の維持に回っている。砂漠での新規魔族の召喚を禁止する構成は、今回の戦闘における彼らの命綱だ。精霊の迎撃を抜けて到達した敵に、間近で新手を召喚されては一気に砦が落ちる可能性もある。だからこそ彼らは、慎重に一心に魔力を構成に注ぎ続けていた。

　幸い魔物たちはアルスらが足止めしており、魔法士たちのところまでは到達していない。このままなら何とか持つだろうかとドアンが思った時、けれど彼らの眼前に見知らぬ男が転移してきた。

　男の長い髪は薄い紫で、瞳も同じ色だ。人間ではありえないその色彩と整った容姿は上位魔族によく見られる特徴だ。ドアンは事態を悟って戦慄する。

　──ティナーシャの精霊ではない。ということはレオノーラが使役する魔族だ。

　思わぬ敵の出現に、彼は構成を維持したまま別の構成を組もうとする。

　しかしその直後、魔族の眼がドアンを捉えた。

　とてもではないが防御も攻撃も間に合わない。彼が死を覚悟したその時、けれどゲートの隣にいたネオナが剣を抜いて魔族に斬りかかった。

「この……っ！」

　だが魔族は彼女を一瞥するとその刃を素手で弾く。ネオナは押されて後ろに転倒した。

「ネフェリィ様！」

　ゲートの叫び声に驚愕しながらも、ドアンはネオナの作った時間に感謝した。できあがった魔法を魔族に向かって放つ。同じことをしていたらしい数人の魔法が魔族に集中した。

　宮廷魔法士たちによる高圧力の攻撃。

　人間なら塵も残さず消し飛んだであろう魔法を──しかし魔族は指一本動かさず防ぎきる。

　ドアンは己の魔法が搔き消える様を、呆然と見やった。

「おいおい……」

　絶望の吐息が魔法士たちから洩れる。魔族は彼らを見回すと、残忍な笑みを浮かべた。

「誰でもいいから一人、生かしたまま連れて来いと命じられている」

　全員が息をのむ。彼らはすぐにその目的を理解した。オスカーか、ティナーシャに対しての人質に使うつもりなのだろう。

　魔族は近くにいたパミラに向かって手を伸ばす。彼女の顔が緊張と固い意志で歪んだ。

　その表情を見てドアンは叫ぶ。

「死ぬな！」

　パミラはびくりと体を震わせるとドアンを見た。

　彼女は今まさに主人のために舌を嚙もうとしていたのだ。ドアンは鋭い視線でそれを留める。

　──彼の主君は「馬鹿馬鹿しいから死ぬな」と言ったのだ。その命を破るわけにはいかない。

　だがそれでも、今この状況に何の打開策も見出せなかった。

「なんだ、もうおしまいか？」

　面白そうに彼らを見ていた魔族が、再びパミラに手を伸ばす。

　その手が彼女に触れようとした時──少女の軽い声が響いた。

「何つまんないことやってるの？　馬鹿？」

　魔族の背後、空中から女の手が現れる。

　白くしなやかな手。だがその五本の爪は鉤かぎのように長く湾曲して光っていた。

　首を刈り取ろうと振り下ろされた爪を、魔族はかろうじて避ける。彼が振り返ると同時に爪の主が全身を現出させた。妖しい笑いを浮かべた赤い髪の少女が現れる。

　紫の髪の魔族は驚いたように眼を瞠った。

「ミラ・フィエルアか。千年ぶりか？」

「お前のことなど知らないわ。雑魚が」

　魔女の精霊は歌うように傲然と言い放つと、獲物を切り裂くための鉤爪を鳴らした。





※






　白い砂を鳴らして打ち込まれた剣を受けると、オスカーはそれを押し返しながら後ろに跳んだ。

　先ほどから何回か隙をついて斬りつけているのだが、人外の反射神経を持つウナイは深手になる前に下がってしまうし、その傷もまたたく間に塞がってしまう。剣の腕では自分の方が勝っているという実感はあったがこれではきりがない。時間が経てば疲労がたまる分、人である自分の方が不利になってくるだろう。オスカーはアカーシアを手元で返す。

　空を見上げている余裕はなかったが、先ほどから爆発音や閃せん光こうが地上にまで届いている。魔女たちはまだ戦っているのだろう。

「あいつよりは先に片付けたいんだが……さてどうするかな」

　オスカーはアカーシアの切っ先をウナイに向ける。

　赤い髪を持つ魔女の片腕は、砂を軽く蹴りながら斬りこんできた。ウナイの湾曲した剣を一合、二合と受けながら、オスカーは空隙を窺うかがう。

　五合目を弾いた時、オスカーはウナイが引いた手を追って、素早くアカーシアを走らせた。相手の右腕の中ほどに斬りこみ、ウナイが飛び退こうとするより早く振りきる。

　白砂に鮮血が走った。

　その上にウナイの右腕が落ちる。

　続けざまに首を刎ねようとするアカーシアの刃を、片腕を失った男は左手で摑んだ。

　その間に右腕が斬り落とされたところから再生していく。オスカーは切り口から生えてくる右手を見てさすがに啞然とした。

「人外とはよく言ったものだ」

「弱者の戯言たわごとか？」

　オスカーは敵の左手を斬るようにして一息にアカーシアを引き抜く。一歩下がると、砂の上に落ちていたウナイの腕と剣を遠くに蹴った。

　ウナイは届かぬところにある自分の剣を見、次に空の右手に眼を落とす。彼がすっと目を細めると、再生された右手が大きな鎌状に変形していく。ウナイは武器となった右手を挙げてみせた。

「何もかも無駄な足搔あがきだ。しょせん人は人に過ぎない」

「無駄かどうかは結果を見てからだな」

　オスカーはアカーシアを構え直すと皮肉げな笑みを浮かべた。







　構成を次々と繰り出しながら、ティナーシャは溜息をかろうじて堪えていた。

　先ほどからレオノーラには二人の上位魔族がついている。双子のように同じ容姿を持つ女の魔族は、長い薄白の髪をなびかせて宙を舞いティナーシャを追撃していた。

「まったく面倒この上ないですね……」

　間断なく降り注ぐ攻撃を防ぎながらティナーシャは反撃の機会を窺う。彼女の精霊は他の魔族の足止めや砦の防御に回っており援護は頼めない。時間が過ぎれば動ける精霊も出るかもしれないが、それを待ってはいられなかった。

　ティナーシャは降り注ぐ無数の光矢を避ける。またたく光の雨越しに、レオノーラが強大な構成を構築しているのが見えた。

　鮮やかな緑の眼がティナーシャを捕らえる。人を酔わせる微笑がそこに浮かんだ。

「逃げ回るだけ？　四百年前から何も変わらないのね」

　その言葉と共に構成が打ち出される。

　膨大な魔力を込めた魔法の一撃。

　それは赤黒い巨大な渦となってティナーシャに肉薄した。

　ティナーシャは軽く眉を上げながら後ろに飛ぶ。弓を引き絞るように右手を引いた。

　そして、目に見えぬ矢を放つ。

「──貫け」

　極限まで鋭く研ぎ澄ませた矢。それは渦の中央を射抜き──そのまま突き抜けた。

　矢は真っ直ぐにレオノーラの腹に突き刺さり、爆はぜる。

　魔女の血肉が宙に舞いレオノーラの顔が苦痛と怒りに歪んだ。一方赤黒い渦は、ティナーシャの軌道歪わい曲きょくによって遥か上空へと立ち上っていく。

「やってくれるわね、小娘……」

　レオノーラは吐き捨てた。腹の傷がみるみる塞がっていく。

「これくらいは当然でしょう？　私たちは魔女ですよ」

「そんなことは知っているわ。お前よりもずっと」

　呼ばれぬ魔女は血の混ざった唾を吐き出すと、眼下の砂漠に向けて手をかざした。

「だから見せてあげるわ。ぬるま湯で生きてきたお前に、本当の魔女というものを」

　レオノーラの緑の目が一段沈む。美しい貌から嘲りが消えた。表情のない声が詠唱する。

「うつろいゆくもの、あらざるものよ、流転し留まれ。形象を壊せ。其そは有限の果てなり」

　魔女はそうして、愛しげに囁く。




「──現出しなさい、私の不変の石」




　その言葉と同時に、微かな地響きが聞こえてくる。

　それは地上の砂漠……正確に言えばその下の荒野から伝ってくる振動だ。

　レオノーラの見つめる先、砂漠の一点が突き上げられるように盛り上がっていく。砂が全てを飲みこむように渦を巻き始め、その上で戦っていたオスカーが後ろに下がろうとするのが見えた。一方ウナイはその場に立ったままだ。

　ティナーシャは顔色を変えて契約者を呼ぶ。

「オスカー！　転移を──」

　彼を撤退させようと組んだ転移構成。だがそれをレオノーラの放った魔法が打ち砕いた。

「っ……！　鬱陶しい！」

　ティナーシャは続く追撃の魔法に防壁を張る。渦巻く砂の中に男の姿を探し──




　その時、無数の深紅の蝶が前触れなく彼女の視界を埋め尽くした。




「血色蝶!?」

　位階の混濁によって発生する蝶。それが生まれるのは大規模禁呪の構成時だ。

　何が起きているのか分からないティナーシャの足元で、砂の下からついに「それ」が姿を現す。




　地響きを上げて、白砂をかき分け、出現したもの。

　日の光を受けて金色に輝くそれは、類を見ない巨大さの琥珀だ。

　そしてあろうことかその中に──城が一つ、封じられている。




　荒野の下に眠っていたもの、レオノーラにまつわる逸話の一つであるそれを、ティナーシャは呆然と口にした。

「……琥珀城」

「綺麗でしょう？　昔、私が作ったのよ」

　伝説に聞く琥珀城は、暗黒時代に実在した城だ。

　戦火から逃れた貴族や趣味人たちが暮らしていた隠いん遁とん場。だがある日そこを訪れたレオノーラは、中にいる人間ごと城を巨大な琥珀に封じてしまった。

　それを彼女はこの荒野に埋めていたのだ。

　何百年かぶりに外気に触れた琥珀城は、無数の血色蝶を生み出し続けている。城に閉じこめられ死んでいった人間の多さを物語るそれに、ティナーシャは口元を押さえかけた。

　だがすぐに彼女は事態を悟って息をのむ。

「オスカーが……」

　砂漠で戦っていたはずの彼の姿は見えない。だがよく見ると、琥珀城の側面に小さな亀裂が入っている。おそらく城と砂の間に押し潰されそうになったオスカーが、アカーシアで琥珀を斬りこんで中に入ったのだ。普通の城ではこうはいかないが、琥珀城はレオノーラの魔法によって作られている。だからこそ無茶もできたのだろう。

　安堵しかけたティナーシャは、けれど巨大な魔力の気配に顔を上げた。

　レオノーラを見ると、その手にはさっきの攻撃を凌りょう駕がする魔力が凝っている。ティナーシャは周囲からいつの間にか消えている血色蝶に気づいて、緊張に口元を上げた。

「これが貴女の切り札ですか」

「品のない言い方ね。ここは私の領域なのよ」

　無数の蝶血石を触媒として現出する力。レオノーラは眩い白光を打ち出す。

　何もかもを破壊する強大な魔法。レオノーラが全力で組んだ渾こん身しんの一撃が空気を焼いて広がった。

　──これはとても受けていられない。

　そう思って避けようとしたティナーシャはしかし、背後に気づいてその場に留まる。彼女の後方には砦があるのだ。ここで避ければ、砦は多くの人間もろとも灰かい燼じんに帰してしまう。

　向かってくる光の向こうで、レオノーラが会心の笑みを浮かべるのが見えた。

　ティナーシャは両手を前にかざすと詠唱する。

「意味を消失せよ！　我が思し惟いは世界を変質す！　消失せよ！　──消失せよ！」

　ティナーシャの目前に防御壁が出現する。彼女はそこに動かせるだけの魔力を注ぎこんだ。白光が目も眩くらむほどに空を染め上げる。

　次の瞬間レオノーラの放った光は、防御壁ごとティナーシャを飲みこんだ。







　空を震わせる巨大魔法の一撃。

　それは琥珀に覆われた城内にも振動として伝わった。金色に光る廊下を歩いていたオスカーは、眉を上げて辺りを見回す。

「あいつが何かしたのか……？」

　呟けど答えは出ない。そして、彼が屠るべき異形の姿も見えない。

　城が地中から現れた時、ウナイは外殻である琥珀の中に吸いこまれたのだ。オスカーは砂の中に飲まれそうになりながら、消えた敵を追ってその中に入った。

　だが城の内部は静まりかえったままだ。オスカーはアカーシアを手に無人の廊下を歩いていく。

「琥珀城か……いざ中に入ってみると、普通の城だな」

　地中から現れた琥珀の巨大さには驚いたが、内側はただの古い城だ。

　時折崩れかけた人の骨が転がっていたり、赤い蝶が飛んでいたりするが、他に変わったところは見られない。窓がある場所からは中にまで琥珀が染みていたが、それも通れないほどではなかった。

　オスカーは長い廊下を通り抜け、城の中心部にある大広間に出る。

　そこは先日訪れたガンドナの広間と似て、天井が高い吹き抜けになっていた。

　金色の光が降り注ぐ広間は、御伽噺に出てくる魔法の城のようだ。壁や天井のあちこちが光を反射して輝き、溜息を禁じ得ない壮麗さを放っている。

　けれどこの城は──時に置き去りにされた場所だ。

　空虚な広間を見回し、オスカーは王剣を持ち直した。広間の中央に立つウナイに首を傾げる。

「好きに体を変形できるみたいだが、琥珀に溶けるのも特技か？」

「この城も私も、レオノーラ様の作りしものだ」

「見上げた忠臣だな。人でなくなってもあの女に従うか」

「あの方は、死にかけていた私を救ってくださった。その際に私はこの体を得たのだ」

　ウナイは鎌の形をした右手を見つめる。その目に浮かぶものは、長い時を生きる者特有の郷愁だ。理解を求めないそれに、オスカーは端整な顔を顰める。

　だがすぐに彼はウナイに向き直った。

「悪いが、そろそろ外に戻らないと俺の猫が怒り出しそうだ」

「焦る必要はない。時間はいくらでもある。この城の中で変わらぬまま在ればいい」

「あの女の収集品の一つとしてか？　断る」

　オスカーは言いながらアカーシアを構える。

　子供の宝石箱のように煌めく空間は、死の気配に満ちていた。





※






　琥珀で覆われた城の最上階は、ただ静かだ。

　暗黒時代に戦火から逃げ出した人間たちが集った場所。だがそこはレオノーラが琥珀で封じこめた際に本当の安寧に包まれた。この城は死の恐怖からも自由になったのだ。そして変わらぬまま永遠に在り続ける。綺麗なまま彼女の手で保たれるのだ。

　金色に輝く玉座の間を、レオノーラは配下の魔族二人を連れて歩いていく。

　ティナーシャを消し飛ばしたことに勝利の高揚を覚えたのは、ほんの一瞬だ。

　今はただ心の中に無感動だけが押し寄せている。いつからかずっとそうだ。退屈で仕方がない。世界は倦んでいて、全てが煩わしくなる。

　レオノーラは石の玉座に辿りつくと、気だるげに腰を下ろした。

「……憐れな娘」

　勝利の呟きは乾いたものだ。レオノーラは紅い唇に笑みを浮かべる。

　──あの攻撃を正面から受けきれる者などいない。人などに愛着を持つからこうなるのだ。

　楽しい遊びだった。

　今まで多くの国と人の終わりに関わってきたが、中でも今回の遊びが一番だ。ティナーシャは強く、美しく、愚かで幼い最高の相手だった。──そして遊びは勝つからこそ楽しい。

　だが……遊びが楽しければ楽しいほど後に残るものは、ただの虚脱感だ。

　狂熱が過ぎ去った後にやってくるもの。底のない海の中に沈んでいくかのような空虚。

　それは彼女が自分の生まれ育った城を焼いた、あの日と同じだ。

「……姉さま」

　目を閉じる。遠い、遠い日の過去が蘇る。







　雪の日の襲撃で両親を失った後、エルーは従兄に保護された。

　いなくなった姉もまた殺されたのだと聞いた彼女は、孤独を抱えながらけれど前を向いて生きようとしたのだ。従兄が勧めるように彼に嫁いで、領地を継いで平穏な暮らしをするはずだった。

　その生活が全て偽りだったと知ったのは、いつの瞬間だろう。

　従兄が密かにとある老婆の家へ兵を出したと知った時か。

　それともそこで暮らしていた姉のレオノーラが、血にまみれて城に飛びこんできた時か。

　両親を殺したのは他でもない従兄だったのだと、だからこそ双子の姉妹の一人を殺し、一人を花嫁とするつもりだったのだと知った時か。

　血で汚れた花嫁衣裳。その前に倒れ伏している自分の片割れ。

『姉さま！　姉さま、しっかりして！　置いていかないで！』

　十年ぶりの邂かい逅こうを果たした双子は、その瞬間にまた一人になった。

　だから必死に手を伸ばしたのだ。──死にゆく彼女の魔力も魂も記憶も、生まれる前と同じく自分と一つになるように。

　そしてエルーは、レオノーラになった。

　それともレオノーラが、エルーになったのだろうか。







　レオノーラは白い指で顔を押さえる。

　自分が双子のどちらであったのか問うことは、とうの昔にやめた。

　二人を一つにした時、そして復讐のために召喚した最上位魔族に体を作り変えられた時……自分は精神が粉々になるほどの苦痛の中をさまよったのだ。

　そうして彼女は──魔女に成った。

　だから自由になった今は憎悪に縛られることもない。ただ楽しいことだけをすればいい。

　レオノーラは空虚な目で広間を眺める。ぽつりと、ひとりでに言葉が滑り出た。

「……死んでもよかったのに」

　精神に耐えがたい疲労がのしかかる。鈍重な眠気が急激に襲ってくる。

　レオノーラは重くなる瞼を押さえて──けれどその時、階下から振動が伝わってきた。

　ウナイがまだ戦っているのだろう。レオノーラは眉を寄せて立ちあがる。

「身の程を弁えない羽虫が……。千々に引き裂いてあげるわ」

　左右に控える魔族が頭を下げる。

　いくらアカーシアの剣士と言えど、この城の中では彼女が絶対的支配者だ。レオノーラは男の居場所を探ろうと意識を集中する。

　──その時、彼女の左右にいた二人の魔族が、何の前触れもなく吹き飛んだ。

　血の一滴もなく、黒い塵が散っていく。

　レオノーラは驚愕を以て顔を上げた。

　天井に開けられた穴。そこから黒髪の魔女が降りてくる。

　右半身が赤く焼け爛れたティナーシャは、しかし何の苦痛も感じていないように涼やかに言った。

「誰を殺すと言った？」

「……お前」

　唇だけで微笑んだティナーシャの闇色の眼には、見る者を灼やき尽くす憎悪と殺意が揺れている。

　かつても見たことがある感情の炎。しかしその時よりも遥かに研ぎ澄まされた殺意に、レオノーラは気圧された。

　ティナーシャは誘うが如く手を差し伸べる。

「魔女に成ったことを後悔させてやろう」

　その声は人を殺す毒のように甘かった。







　ティナーシャは全身を支配する感情に、恍こう惚こつと目を細める。

　視線の先にいる敵。それは彼女の目に卑小な存在としてしか映らなかった。

　殺したい。

　殺せる。

　そのための力だ。

　体の中に力が凝っていく。世界中が彼女の殺意に同調する。琥珀に閉ざされた城の広間がぎしぎしと軋んだ。この砂漠ごと消し去れるほどの力が彼女の掌中に集まってくる。

　単純な構成にその魔力を注ぎ現出させようとしたティナーシャは、しかしふと左腕のリボンが引かれたことに気づいた。床に落ちていくリボンを見て、彼女は手を止める。

「……オスカー」

　小さな水滴が波となる。冷静さが、潮が満ちるように戻ってきた。彼女は構成を消すと力を戻す。

　──こんなことをしてはいけない。皆が死んでしまう。

　憎しみで人を滅ぼすことがないように、長い間人に関わらないでいたのではないか。

　今、こんな力を揮うということは、彼を選んだ自分の選択を過ちにしてしまうということだ。

　そして自分を選んでくれた彼をも愚王にさせてしまう──そんなことはできなかった。

　構成を消したティナーシャを、レオノーラは不審そうに見つめる。

「どうしたの？」

　その問いに、ティナーシャはそっけなく答えた。

「お前を憎むのはやめた」

「……何故？　あんなに力があるのに。あんなにも……」

　美しいのに、という言葉をレオノーラは飲みこんだ。それを口に出すことは彼女の矜持が許さなかった。彼女は敵である黒髪の魔女を見つめる。

　レオノーラの問いにティナーシャは答えない。

　闇色の深淵にもう憎しみはなく、そして楽しみもなかった。

　代わりに夜の湖のように静かな光が湛えられている。

　人を動かす精神の灯火。ティナーシャは瞳を瞼で覆うと深呼吸した。

　そうしてゆっくりと目を開けると微笑む。

「もっと余裕で勝とう。おいで。遊んであげる」

　レオノーラは軽く目を見開いた。緑色の双眸に憎悪が燃え上がる。

　その感情の炎を、ティナーシャは苦笑を以て見つめていた。










　琥珀城に入ってまもなく、城の外、上空で激しい衝撃が起きたのをオスカーは感じ取った。守護結界が連動して震える。同じものを察知したらしいウナイが、唇の片端を上げて笑った。

「青き月の魔女も後がないようだな。後はお前だけだ」

「そうか？」

　オスカーは聞き返しながら踏みこんだ。ウナイの鎌がアカーシアを受ける。

　──何と言われても元より心配などしていない。ティナーシャが死んでいないことは分かっている。体に馴染む守護の気配がそのままなのだ。

　だがそれでも自分の心身に無頓着な彼女だ。怪我を負っている可能性はあるし、怒りに目を眩ませられても困る。膠着状態になる前に一度彼女の状態を確認しておきたい。

「さて、どうするか……」

　オスカーは口中で呟きながら剣を振るう。鋭く煌くアカーシアの刃が、ウナイの鎌を切り落とした。だがすぐにそれは元の通り再生していく。

「まるで蛸たこかイカを相手にしているような気分だな」

　人外なのは体のつくりだけで魔法を使ってこないのは助かるが、これだったら強力な魔法士を相手にする方が遥かにましに思えてくる。──そこまで考えて、オスカーは不意に顔を上げた。

　吹き抜けの更に先、城の上方に収束していく魔力を感じる。

　それは先程の大爆発の比ではない。解き放たれれば全てを消し去るほどの強大なものだ。

「あいつ……」

　それが誰の魔力かは考えるまでもない。最強と呼ばれる彼の魔女だ。

　この城を破壊して有り余るほどの力。だがそれが過ぎ去った後に残るのは、自分と彼女だけだ。

　オスカーは斬りかかってくるウナイを避けて飛び下がる。それをしながら左腕に結わえられたリボンを引いた。返す一閃で人外の鎌を弾く。

　──今のできっと伝わるだろう。

　それだけで充分だ。それだけの戦いを自分たちは重ねてきた。

　知らぬうちに笑みを浮かべるオスカーに、ウナイは顔を顰める。

「どうした。気でも触れたか」

「いや？　俺は知ってるからな」

「何をだ？」

　吹き抜けの天井が砕け散る。石と琥珀の破片が舞い落ちてくる中、黒い影が飛び降りてきた。

　それは体重がないものの身軽さでオスカーの隣に降り立つ。

　どれほどの傷を負っても美しい黒衣の魔女。古き国の玉座に無き女王。

　オスカーは愛しい恋人の頭をぽんと叩くと笑った。

「これは、誰にも負けない」







　城の最上階から降りてきた青き月の魔女は、長い黒髪を軽く払った。

　その眼前に、呼ばれぬ魔女もまた降りてくる。レオノーラは憎悪のたぎる目で二人を睨んだ。

「お前たち、よくも……」

「ティナーシャ、なんかめちゃくちゃ怒ってるぞ。あとお前のその怪我はなんだ」

「後で治します、すみません」

　右半身にひどい火傷を負った彼女は、だが痛みを消しているのかけろりとした反応だ。

　むしろ一見怪我のないレオノーラの方が怒りで自壊しそうである。オスカーは二人の魔女をざっと検分するとティナーシャに言った。

「結局仕切り直しか。向こうに怪我がないところを見ると治癒能力を突破できなかったか」

「お察しの通りですすみません。あとこの城が完全に計算外でした」

「いや、俺も似たようなものだから構わない」

　当然のように言う王にティナーシャは柔らかく微笑む。そんな二人を見て、レオノーラは侮蔑を顕にした。

「魔女ともあろうものがただの女みたいだわ。ずいぶん堕おちたものね」

「その辺りは見解の相違ですね。私はこの人がいるからまともでいられますし」

「まとも？　魔女が今更何を言っているの？　馬鹿馬鹿しい」

「──その割にはお前も、ただの女のように怒っているが」

　水を差すオスカーの言葉に、レオノーラは一瞬の間をおいて顔を歪めた。冷ややかに囁く。

「黙りなさい。あなたみたいな男が私は一番嫌いなの」

「元よりこちらも交渉するつもりはないな」

　オスカーはアカーシアを手に一歩前に出る。それを見たウナイが、主人を庇うようにその前に立った。ティナーシャが契約者だけに聞こえるように囁く。

「レオノーラはほとんどの攻撃が当たってもすぐに治ります。この城があると魔力が増しますし、持久戦は不利です」

　忠言の前部分はあらかじめ分かっていたことだ。王の魔女は吐息混じりに続ける。

「必要なのは致命的な一撃です。だから──」

　そこから先をオスカーは表情を変えぬまま聞いた。

　戦端を開くようにウナイが前に進み出る。レオノーラの艶やかな声が言った。

「そろそろ終わらせてあげるわ。全部。私のこの手で」

　その言葉を皮切りに、最後の衝突が始まった。







　レオノーラは構成を組む。

　この城は、彼女の作った魔力庫に等しい。時の流れからも断絶され眠り続けてきた宝石。数多の人間が朽ちていったここは、その魂をも留め続けてきた。

　だから──現出によって解放された今、蝶血石がそこかしこに溢れている。

　どんな構成を組もうとも魔力に不自由することはない。ティナーシャが最強と呼ばれる所以ゆえんの一つはその膨大な魔力量だが、琥珀城においてはその優位も存在しないのだ。

　だからレオノーラは強力な攻撃構成を組んで──けれど次の瞬間、驚愕した。自分と同じことをするだろうと思ったティナーシャが剣を手に斬りこんできたのだ。

　前に立つウナイに対し、まったく憶するところのない動きでティナーシャは剣を振るう。

　細い剣身を受けたウナイは軽く鎌を薙いだ。小柄なティナーシャは跳ね飛ばされ、だがすかさずそこにアカーシアが打ちこまれる。

　レオノーラは湧き起こる怒りに叫んだ。

「どこを見ているの、小娘！」

「ちゃんと見てます」

　完成した構成が打ち砕かれる。短距離転移によってレオノーラの前に現れたティナーシャは、細身の剣を振り上げる。

「だからもう貴女も、死んでいいんですよ」







　──憐れな子供だと思った。

　一夜にして滅びた魔法大国の生き残り。女王候補であった少女が膨大な魔力を得て生きながらえたと聞けば、何があったかは見当がついた。

　自分と同じだ。人に裏切られて魔女になった。だから復讐に捕らわれている。ひどく憐れだ。

　もっと自由になればいいのだ。好きに生きればいい。いつまでもいつまでも自由に。自分たちにはそれだけの力がある。

　だがティナーシャはそれをしなかった。ひどく頑なに、不自由に生きていた。

　そうでありながら──彼女は美しかった。

　だから嫌いだったのだ。ひたすらに目障りだった。







「……ッ！　小娘が！」

　右耳を掠めていく刃。

　激痛はけれど慣れきったものだ。意識するまでもなく怪我は治っていく。

　レオノーラは追撃を避けて後ろに転移した。ウナイと王剣の剣士が戦っているのが見える。







　永い時を生きてきた。

　ウナイを拾ったのは四百年近くを生きた頃だ。投獄されて瀕死だった青年を何故助けたのか振り返れば、それはきっと彼が自分に似ていたからだろう。

　復讐の炎を抱えていた男。踏みにじられた者の最後に残された感情。それを持つ彼にレオノーラは力を与え、復讐を叶えた。

　そうして自由になった後も、彼は黙ってレオノーラについてきたのだ。

　そこからどれだけの年月が経っただろう。きっと彼に出会うまでの倍以上だ。







　間断ないティナーシャの攻撃。

　それはレオノーラに何ら痛手を与えなかったが、その代わり少しずつ彼女は広間の端へ押しやられていった。自分が主導権を握れぬ苛立ちが、レオノーラの視界を赤く染める。

「愚かしいわね……無駄なことばかり」

「無駄なんてありませんよ」

　ティナーシャの剣先がレオノーラの眼前に迫る。だがレオノーラはそれを直前で砕ききった。

　刃の破片が金色の光を反射して輝く。その隙間を切り裂いて、もう一振りの短剣がレオノーラの喉元を狙った。間近に迫る刃先に構成が灯る。
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　強烈な貫通攻撃──そうと理解した瞬間、レオノーラは後ろに飛んだ。背が広間の壁に触れる。

　次の瞬間、ティナーシャの放った構成は、レオノーラごと背後の壁を破砕した。







　──死にたいと、思っているわけではない。

　ただふっと、「死んでもいい」と思う瞬間があるだけだ。ひどく疲れて世界の不変に嫌気が差す。

　それでも死にたくないと思っていたのは、己の道筋を無にしたくなかったからだろう。

　あの雪の夜味わった恐怖も、姉を失った衝撃も、人ならざる者に蹂じゅう躙りんされた絶望も、何一つ否定したくなかった。全てを憎悪した自分も、その憎悪を捨てた自分も、負けて死ねば無価値になる気がしたのだ。

　だから今も、死ぬつもりはない。

　自分は勝ってまた緩慢に生き続ける。この吐き気がする世界で自由に、楽しんで生きていく。

　己の生き方を後悔したことはない。間違っていたとも思わない。

　だから──







　砕かれた壁の向こうにレオノーラは弾き飛ばされる。

　痛みを意識した時には既に、折れた四肢も破けた内臓も治り始めていた。

　だがそれでも思考はかっと熱くなる。苦痛が忘れかけていたはずの憎悪を蘇らせる。

　砕かれた琥珀が煌めいて舞う中、ティナーシャが後ろに大きく下がるのが見えた。レオノーラは彼女を追って前へ飛ぶ。

「怖気づいたか、小娘！」

「まさか」

　その時、ティナーシャの指が天井を指差した。残っていた城の上部が砕け散る。

　頭上に広がる青い空。日の光が差しこんでくる。

　澄んだ破砕音と共に、無数の琥珀片が輝きながら広間に降り注いだ。

　光が、破片が、視界を埋め尽くす。

　眩い琥珀の幕の中にティナーシャは滑りこむ。今のうちに構成を組もうというのだろう。

　だがどれほど魔法を編もうとこの城では無意味だ。

　レオノーラは攻撃構成を右手に現出させると、舞い散る琥珀の向こうめがけて手を突き出した。

「死ね！」

　狩る者の愉悦に満ちた叫び。

　しかしその魔法は打ち出されることはなかった。

　レオノーラは不思議な衝撃を覚え自分の胸元を見下ろす。

　──そこにはアカーシアが深々と刺さっていた。

「何故？」

　小さな呟きと共に、レオノーラは崩れ落ちる。

　何が起きたのか、倒れこみながら彼女は広間に視線をさまよわせた。

　魔力が集まらない。傷が治らない。胸に突き立ったままのアカーシアが全てを終わらせていく。

　レオノーラは広間の中央、ティナーシャの足元に倒れ伏している男を見つけ、その名を呼んだ。

「ウ、ナイ」

　体が寒い。まるであの雪の夜に戻ったようだ。一人きり、死の縁で凍えていた日のように。

　否、時は決して戻りはしない。自分はあの日からずっと歩き続けてきたのだ。

　歩き続けて生き続けて……少し、疲れてしまった。

　この世界はどれほど時が経てども醜くて、誰にも優しくはないのだから。

「ウナイ……少しだけ、眠るわ……」

　レオノーラは目を閉じる。

　体を浸していく血の中で、誰かを探して手を伸ばす。

「ねむるまで……そばにいて」

　せめて夢のない眠りの中に落ちていけるように。

「……ねえさま」

　既に失われた誰かを思って、レオノーラは最後の息を吐いた。







「上手くいったか」

　絶命した魔女の体から、オスカーはアカーシアを引き抜く。ティナーシャはウナイの死体を検分していたが、その言葉に顔を上げた。

「この広間くらいなら貴方の間合いですからね。逃がさなければ私たちの勝ちです」

　城を破砕したティナーシャは、降り注ぐ琥珀の欠片を目くらましに使いながらオスカーと入れ替わったのだ。そのためにあえて事前にレオノーラを広間の中央から押し出した。

　レオノーラは押しこまれる苛立ちと怪我の痛みで頭に血が上り、反撃しようと誘いこまれたところで魔法士殺しの王剣に致命的な一撃を食らった。

　戦う相手を替えさせられたことに気づかなかった二人は、こうして敗北を喫したのだ。

　オスカーはティナーシャの怪我に改めて顔を顰める。

「早く治せ。見ている方が痛い」

「う、ちょっと待ってください」

　ティナーシャは小さく詠唱をしながら両手を広げる。

　それと共に残る琥珀の城はみるみる崩れ始めた。

　頭上に見える空が広がっていく。砂となって消えていく城は、子供の遊びの終わりを示すようだ。ティナーシャは一帯に引いてあった召喚禁止の巨大構成を引き取ると、その内容を少し書き換えた。

「還かえれ」

　迷彩をかけられていた構成が砂漠の上に浮かび上がる。それはゆっくりと白い光を放ち始めると、上空に向かって吸いこまれるように収束した。

　そして同時にレオノーラに召喚されていた魔族たちもまた、跡形もなく消え去ったのだ。





※






　回廊で魔族たちを相手にしていたアルスは、不意に戦っていた魔族が消失したことにぎょっとした。あわてて辺りを見回すが敵は一体も残っていない。後ろでは魔法士たちが取り上げられた構成に呆然としていた。

　その近くで、敵の上位魔族を斬り捨てていたミラがくすくすと笑う。背後で戦っていたセンが肩を竦めた。

「やれやれ、やっとか」

　アルスは自分の剣を見下ろす。

「勝った……のか？」

　隣でメレディナが首を捻った。

「……みたい」

　いち早く我に返ったクムが魔法士たちに指示を出すと、彼らは怪我人を治癒するために散開していく。慌しく走り回る人間たちの中で、ネフェリィはただ東の空を見つめた。

　──これで終わったのだろうか。

　何の実感もない。自分は何もできなかったのだ。

　遠くにドラゴンの影が現れる。その姿を見て彼女は安堵すると同時に淋しさが込み上げてきた。

　終わったのではない。

　これからなのだ。

　混乱した王宮に戻り、父と兄を支えられるのは自分しかいないのだから。







　砦に戻った二人は歓声を以て迎えられた。

　死人が出ていなかったことにほっと胸を撫で下ろすティナーシャへ、ミラが飛びつく。

「ティナーシャ様、誉めて誉めて」

「ありがとう。ミラは強い子だな」

　頭を撫でる主人の言葉にミラは嬉しそうに目を細めた。その襟首を摑んで引き剝がしたセンと共に、少女は一礼をして消える。

　オスカーが背後からティナーシャの頭に手を置いた。

「俺が後処理するから着替えてこい。眠かったら寝てていいぞ」

「はい」

　彼女の怪我は治っているが、焼けただれた服はそのままで上からオスカーの上着を羽織っている状態だ。ティナーシャは涙ぐんでいるパミラを労ねぎらうと、共に砦の中に消えた。

　オスカーはそれを見送ると、自分を見つめているネフェリィに向き直る。

「では、ネフェリィ王女、今回の件について簡単に取り決めを詰めておくか」

　王の言葉はごく自然なものだった。

　──やはり見抜かれていたのだ。ネフェリィは苦笑すると、頭を下げて身分を偽っていた無礼と今回の礼を述べた。そうして彼女はオスカーと並んで歩き出す。

　砂嵐の消えた空、穏やかな空気はずいぶん懐かしくも思える。

　ふっと気が緩んだネフェリィは、ずっと気になっていた疑問を口にした。

「十一年前……どうしてファルサスは私たちの縁談を断られたのですか？」

　オスカーは一瞬驚いたようだったが、すぐに苦笑した。

「俺には強い魔力があるみたいでな。普通の女じゃ子は生めないらしい。平和のために嫁いできた女性を身ごもらせて殺すわけにはいかないからな」

　ネフェリィはその言葉に、少し目を丸くしながらも微笑んだ。

　それが噓でも本当でもどちらでもいい。答えを聞けて不思議なほどすっきりとした。

　彼と自分の人生は共に歩むことはない。ここでわずかに触れ、そしてまたそれぞれの道に分かれていくだけだ。ネフェリィにはそのことが分かっていた。

　彼女は王女の顔に戻ると、これからのことを思って口元を引き締めた。





※






　軽く風呂で血と汗を流して部屋に戻り、魔法士の略装に着替えていたティナーシャは、馴染みの気配に小さく笑った。すぐに男の声が部屋に響く。

「ずいぶん苦戦してたじゃねーか。腕なまったか？」

「色々と新しい構成を試していたから仕方ない。それに、お前とやりあった時の方が遥かにきつかったぞ」

「当たり前だ」

　嘲笑と共に、部屋に銀髪の男が現れた。パミラが警戒するのをティナーシャは手で押し留める。

　魔族の王たるトラヴィスは、腕組みをしてにやにや笑いを浮かべていた。ティナーシャは濡れた髪を乾かしながら彼を見やる。

「それより約束は守ってくれるだろうな？」

「分かってる。お前の血が受け継がれる限りファルサスには手を出さない」

「本当は私の血に限らず、ずっと手をださないでいて欲しいんだがな……」

「そこまでは御免だな。厚かましい」

「まぁそうだな。この条件で充分だ」

　乾いた髪を確かめながらティナーシャは微笑んだ。




　彼女がレオノーラの討伐を引き受けたのは報復の意味ももちろんあるが、それ以上にトラヴィスの出したこの条件が破格だったからだ。生きた災厄である彼の干渉を防ぐ確約など、そう簡単に取りつけられるものではない。ましてやそれが自分の死後も続くとなればなおさらだ。

　ティナーシャ以外は知らない取引だが、知られない方がいいこともあるだろう。




　トラヴィスは髪を纏める魔女に問うた。

「お前はこれからどうするんだ？」

「あの男と生きて死ぬさ。子供を生むには体の時間を戻さないといけないからな」

「そうか」

　自分で聞いたくせに興味なさそうにトラヴィスは手を振った。

　彼が立ち去ろうとしていることに気づいて、ティナーシャは声をかける。

「オーレリアによろしく。礼を言っておいてくれ」

「分かった」

　何の構成の気配も感じさせず、男の姿が搔き消える。

　魔女は男のいた場所に背を向けると、パミラに向かって笑った。

「これで一段落ですね」

　あまりのことに驚愕していたパミラは、主人の悪戯っぽい笑顔を見て嘆息した。呆れられている空気を感じつつも、ティナーシャは窓の外に視線を送る。

　──魔女が一人減った。

　そのこと自体には何の感慨もない。「魔女」とは強すぎる力を得た女たちを人々から浮き立たせるための記号に過ぎない。何の権威も意味もなく、ただ空虚なだけだ。

　レオノーラが何を望んで生き、何を捨てたのか、ティナーシャは知るつもりはなかった。

　だからその記憶だけ留めておく。自分が知るほんの瑣さ末まつな断片だけを。

　それを感傷と呼ぶのだと、彼女は知っていた。








７．一幕が終わる前に









　七十年ぶりの達成者だった。

　しかもほとんど独力で登ってきたのだと言う。

　興味が湧かないはずがなかった。ゆっくりと精神を磨耗させていく年月において、彼ら達成者に会うことはいい気晴らしになったのだ。

　扉を開ける音がした。足音はしない。かなり腕の立つ人物なのだろう。

　ティナーシャはカップにお茶を注ぎながらよく通る声で呼びかけた。

「ようこそ」

　そして彼女は、彼に出会った。





※






「ほ、本当に気が変わってしまった……」

　ティナーシャは鏡の中に座る自分を見ながら愕然と呟いた。

　彼の守護者として過ごした一年が、長かったようにもあっという間の出来事にも思える。

　鏡の中のパミラが感無量といった表情で微笑んだ。

「お綺麗ですよ。こんなお美しい花嫁はいらっしゃいませんわ」

「まさか結婚するとは夢にも思いませんでした」

「誰しもそう言うものですよ」

　二人の他人事な会話をよそに、真剣な顔でヴェールをつけていたシルヴィアが、ふっと息をついて体を起こした。

「できました！　もう動かれても平気ですよ！」

「ありがとうございます」

　ティナーシャは言われて恐る恐る立ち上がった。ドレスの裾もヴェールも支度部屋の半分に広がるほど長い。純白のレースを纏った魔女は目だけが深淵のように深い闇色だった。

　ティナーシャは二、三歩歩くと嘆息する。

「転移した方が早そうですね……」

「歩いてください！」

「ううう。ドレスが重たい」

　ちょうどその時扉が叩かれる。文官がティナーシャを呼びに来たのだ。

　ヴェールの裾を整えていたパミラが扉を開ける。外にいた者たちが花嫁を見て息をのむ中、ティナーシャは苦笑すると無造作に歩き出した。







　城内にある大聖堂には既に国内外の招待客が集まっていた。

　オスカーは控えの部屋で手袋を嵌めながら、隣に立つ父を見やる。

「とても面倒くさい。もっと簡略でいいのに」

「歴史に残るよ。二度とないから精々お披露目しなさい」

　父の「二度とない」とは、オスカーの結婚式がという意味か、それとも魔女の婚姻を指しているのか。よく分からないまま彼は渋々頷いた。即位式を簡略化したので、その代わりと思えば諦めもつくかもしれない。

　一方魔女である花嫁は、一旦城都の外に出てから民衆にお披露目をしつつ城に来ることになっている。おそらくは政略結婚で他国から花嫁を迎えていた時代の名残だろう。彼はそれを安全性の面で反対したが、彼の花嫁は「貴方を守護するより楽」と言いきった。今頃は馬車の準備がされているはずである。

　とは言えオスカーも肝心の彼女には、お互いが忙しいのとしきたりとやらでもう一週間以上会っていない。簡略化しろと苦情も言いたくなる。

　彼は腰に佩いた王剣を鏡越しに確認した。

「ほら、時間みたいだ」

　オスカーは頷くと扉に向かって歩き出す。その背に父の声がかかった。

「ロザリアも喜んでるよ」

　彼は母親の名に目を閉じて笑う。

　今、彼を生かすために、どれだけの人々が手を貸してくれたのだろう。

　──ただひたすら途方もない。

　そのことを素直に感謝して、彼は扉をくぐった。







　城都の大通りは集まった人々のざわめきで満ちていた。

　王の花嫁がもうすぐ通りに現れるのだ。だがそれは彼らにとって必ずしも手放しに喜べるものではない。人々は顔を見合わせ憂いた口調で囁く。

「例の魔女なんだろう？」

「でもあの昔話は事実と違うって言われたじゃないか」

「そうなんだけどな……」

　今回の式にあたり、オスカーは相手が魔女であることに加え、ファルサスの人々に膾かい炙しゃしている昔話の訂正を発表したのだ。ティナーシャ本人は「昔話くらいいいじゃないですか」と放置しておくことを勧めたのだが、彼は「王妃になる人間の不名誉な話など、事実でないならなおさら広めておくべきではない」と押しきった。

　だが城からの発表があってもなお、それがすぐにティナーシャの歓迎に繫がるわけではない。たとえ昔話が歪められたものでも、彼女が魔女であることには変わりがないのだ。

　ティナーシャがかつてファルサスの戦線に立ち王に力を貸したことや、その絶大な力がファルサスに以後属することを評価し、この婚姻を喜ぶ者たちもいたが、それ以上に戸惑う者たちの方がほとんどだった。

「ロザリア様は美人だったなぁ」

「今度の花嫁は魔女だろ？　どんなだと思う？」

「やっぱり黒い服着てしわしわな……」

「結婚式に黒い服はないだろ」

　無責任な会話が通りに広がる。

　その時、花嫁を乗せた馬車が通りに現れた。

　屋根を持たない馬車には、代わりに強固な結界が何重にも張られている。好奇心を以て馬車を見た人々は、想像と全く異なる花嫁の姿に絶句した。

　純白のヴェールが引き立てる貌は清冽なもので、彼女自身が芸術品と言っていいほど美しい。

　長い睫毛の揺れる大きな瞳は吸いこまれそうな漆黒だ。高く通った白い鼻梁の下で、花びらのような紅い唇がわずかに笑みを刻んでいた。

　民衆は声を上げるのも忘れ、ただ彼女に見入る。その中には、彼女が新年の儀式の際に王の傍にいた魔法士と同一人物だと気づいた者も多かった。

　従者として馬車に乗り合わせているパミラは、向かいに座る主人に囁く。

「ティナーシャ様、もっとちゃんと笑ってください」

「ちゃんと笑うって単純なようで難しい指令ですね……」

　魔女であると公表した彼女が従来通り外から城に入れば、民衆から偏見の視線を浴びることになるだろうということも、オスカーがこのお披露目に反対した理由だ。だがティナーシャはその意見を退け、馬車での入城を選んだ。

　どの道、いずれは受け止めなければいけない問題なのだ。ならば逃げるのではなく、それを越えて彼の前に立とうと思った。

　困ったような微笑を浮かべかけたティナーシャの目に、ふと見知った人間が映る。民衆の壁の中から手を振っていた少年は、彼女が自分に気づいたことを察すると喜色満面に声を上げた。

「お姉さん！　じゃなかったティナーシャ様！」

「サイエ！　元気でした？」

　駆け寄ってこようとする少年を兵士が留めたが、ティナーシャはそれを避けさせた。

　馬車があわせて足を緩める。サイエを車上に上げようと手を伸ばしかけたティナーシャを、さすがにパミラが制止した。少年は馬車に併走して小走りになりながらティナーシャを見上げる。

「ティナーシャ様がやっぱり魔女だったんだ」

「そうですよ。塔にはほとんど帰りませんから行っちゃ駄目です。危ないです。何かあったら城に来てください」

「俺、大きくなったら兵士になるよ。強くなってティナーシャ様を守る！」

「期待してます」

　強い意志と未来への期待を輝かせる少年に、ティナーシャは破顔した。本人は意識していないのだろう、見る者を魅了する大輪の花のような笑顔に、サイエは少し顔を赤らめる。

　その時、一拍の間を置いて周囲からわっと歓声があがった。ティナーシャは驚いて顔を上げる。

「え、なんですか、私何かしました？」

　困惑に辺りを見回す主人と、口々に祝福の声を上げ始める民衆を見て、パミラはくすくすと笑い出した。

「だからちゃんと笑ってくださいって申し上げたじゃないですか。貴女の笑顔には破壊力があるんですよ」

　ティナーシャは軽く目を瞠る。

　そうして魔女は、パミラとサイエを順に見ると、改めて可笑しそうに笑った。







　波のように広がっていく歓声に押されながらティナーシャはファルサスの城に入城した。馬車を降り、外に作られた回廊を大聖堂に向かって歩いていく。

　大聖堂の扉が見えた時、その前には一人の女が立っていた。

　彼女に気づいてティナーシャは足を止める。王の婚礼ということで厳重警備が敷かれている日だ。にもかかわらずその女は平服で、来賓にも城の人間にも見えない。

　前を歩いていた兵士たちが厳しい誰すい何かの声を上げた。

「何者だ！　そこで何をしている！」

　剣を抜きかけた兵士たちを、しかしティナーシャは制止した。

「すみません、ちょっと二人で話をさせてください」

「しかし……」

「平気です」

　ティナーシャは軽く言うと女に向かって歩き出した。

　三十代半ばに見える女はどこか冷ややかな表情をしている。少し険があるが美しい容姿で、腰まである濃い茶色の髪を一つに束ねていた。

　ティナーシャは彼女の前に立つと苦笑する。

「ラヴィニア、お久しぶりです。……彼を見に？」

「別に」

　ラヴィニアと呼ばれた女はそっけなく答えた。ティナーシャはわずかな緊張を持って問う。

「では殺しに？」

「それでもない。ただ物好きな女の顔を見に来ただけだな」

「それだけでいいんですか？」

　王の花嫁は首を傾いだ。闇色の眼に憂いが宿る。

　だがラヴィニアは相手に生まれたその感情を一顧だにしなかった。

「お前を引き寄せるだけの運があったんだろう。私はこれ以上どうする気もないさ。好きにすればいい」

　話は終わりだと言わんばかりにラヴィニアは横に避けた。無言の態度で大聖堂の扉の方を示す。

　ティナーシャは古い知己に何かを言いかけて、しかし結局その言葉を飲みこんだ。

　小さくかぶりを振って扉の前に立つ。少し離れたところで控えていた兵士たちが、扉を開けるために駆け寄ってきた。

　彼女は息をゆっくりと吸いこむ。

　大きな扉が開いていく。

　多くの人間が、花嫁の方を振り返った。ざわめきが広がる。

　しかし彼女はそれら視線も、潮しお騒さいに似た響きも、世界の外にあるかのように遠く感じられた。

　顔を上げて真っ直ぐ前を見つめる。

　その先には彼女のただ一人が待っているのだ。







　花嫁の人間離れした清冽な美貌に、聖堂内にはいくつもの溜息が零れた。

　彼女はその中をゆっくりと歩いてくる。迷いのない女の貌に見惚れながら、オスカーは「鮮烈だな」と小さく呟いた。

　ティナーシャは一段高いところに立つ彼の眼前まで来ると、両膝をついて頭を垂れる。オスカーは手を伸ばして彼女の頭にかかるヴェールを取り去ると、代わりに小さな王冠を載せた。

　次いでアカーシアを抜くと、切っ先を彼女の額に触れさせる。

　静かな、しかしよく通る声で口上を述べた。




「新たなる契約を締結す。──我が名はオスカー・ラエス・インクレアートゥス・ロズ・ファルサス。汝、ティナーシャ・アス・メイヤー・ウル・アエテルナ・トゥルダールを我が妃としてファルサスに迎え、伴侶としての権限を与えることをここに宣言する」




　王の言葉に呼応して、アカーシアから契約を帯びた力が魔女に注がれる。魔力とは異なる未いまだ解明されないその力は、記録にも残らない昔からファルサス王家に伝わっているものだ。

　ティナーシャはその力が自分に染み渡ると同時に口を開いた。

「受諾致しました。私の名と血にかけて、私に帰属する全てと共に貴方に嫁ぐことを誓います」

　その誓いは単なる婚姻の誓いだけではない。魔女として、トゥルダールの女王として彼女が持っていた全てが、以後ファルサスに受け継がれることをも意味していた。

　そしてその中にはトゥルダールの精霊も含まれている。

　彼女はあらかじめ精霊たちに、自分の死と共に契約を終了させる旨を提案した。

　だが精霊の全員は「面白そうだから」と彼女の血を継いでいくファルサス王家に契約を書き換えることを望んだのだ。もともと力で王を選んでいたトゥルダールに伝わる精霊だ。ファルサスに移ればいつの日か、彼らを使役できる王が現れなくなるかもしれない。

　だがそれはまた、遠い先の別の物語だ。




　オスカーは手を差し伸べると彼の花嫁を立たせた。彼女だけに聞こえる声でそっと囁く。

「四代遅れで国が手に入ったな」

　人の悪い冗談にティナーシャは唇の片端を上げる。男の、日が沈んだばかりの夜空の色の瞳を見上げた。悪戯っぽい目で小さく笑う。

「国はいりません。貴方をください」

　オスカーはその答えに嬉しそうに目を細めると、身を屈め彼の花嫁に口付けた。




[image: ]




　誓いと愛情を込めた約束。

　顔を離すと、彼女は美しい笑顔で謳うたう。




「王よ、私は貴方の魔女」




　悠久の孤独を贖あがなう恋を。

　果てなき時に揺るがぬ想いを。




「そして貴方は私の王。魔女が貴方に、永遠に変わらぬ愛情を捧げましょう」




　大輪の花のように、純真な少女のように青き月の魔女は微笑む。

　そしてこの日を境に、畏怖で大陸を震え上がらせてきた魔女の時代は、その幕を閉じることになったのだ。








８．背中合わせの記憶









　暗い部屋に一人立っている。

　幼い彼の目に見えるものは多くない。背後の扉から差しこんでくる明かりが、床の上をわずかに照らしている。

　そこに広がっているものは、赤い血だ。誰かの白い手が血ち溜だまりの中に落ちている。

　彼はそれを見ながら、けれど何一つ理解できない。何もできないまま立ち尽くしている。

　どこか遠くから、女の声が聞こえてくる。

「お前はもう子を生なすことはできない。ファルサス王家はここで絶えるのだ」

　淡々とした魔女の宣告。

　どこか物悲しげなそれを聞きながら、彼はようやく振り返る。

　──強く……強くならなければならない。

　魔女を越えられるほどに、国を負って立つ人間として。

　そのためには許される甘えなどない。己を鍛え、学び、一刻も早く必要な力を身につけなければ。

　それが、生まれながらに彼が負った重みだ。

　彼は自分の手を見る。

　まだ何も持っていない手。だがこれから先、あらゆる過酷さを耐えて未来を摑むべき手だ。

　立ち止まる時間はない。無駄にしていいことなど何もない。

　だから彼は自分の責務を果たすために、血溜まりに背を向け歩き出した。







　目が覚めた時、一瞬自分がどこにいるのか分からなかった。

　オスカーは寝台の上に起き上がると隣を見る。

　そこで寝ているのは妃である魔女だ。ティナーシャは安らかな寝息を立てて彼に擦りつくようにして眠っている。猫のように安心しきった姿に、彼は微笑して妻の頭を撫でた。

「……ずいぶん懐かしい夢を見たな」

　子供の頃は何度も見ていた夢。

　まだ呪いの存在が重くのしかかっていた当時の断片は、今となってはひどく昔のことにも思える。

　あの頃は「いつか魔女をも殺せるようにならなければ」と思っていて、だが結果として彼の運命は違う方に転がった。最強の魔女を守護者とし、彼女による解呪を受け、彼女自身を妻にした。

　思えばティナーシャと出会ってからは、あれほど最終目標に思っていた沈黙の魔女のことも、ほとんど思い出さなくなっていたのだ。それはきっと、物心ついてから初めて、自由を感じていたからだろう。

　だから、そんな彼女とこれからの一生を共に過ごせるのは、まぎれもない幸福だ。

　オスカーは艶やかな黒髪を一房手に取ると口付ける。

「ティナーシャ、起きられるか？」

　一応声をかけてみるが、彼女はまったく微塵も起きる気配はない。時刻もまだ空が白み始めたくらいだ。ここで無理に起こしても、執務室で猫が寝るだけだろう。

　彼は妻の白い肩に掛布をかけると、小さな頭をもう一度撫でて支度をするために立ちあがった。







　王であるオスカーが仕事を始めるのは日が昇ってまもなくの時刻だが、妃であるティナーシャが動き出すのは早くても昼前だ。

　そろそろあちこちの家で昼食の準備が始まろうかという時間、ファルサス城都にある小さな家の周りには、ちょっとした人だかりができていた。石造りの窓枠から中を覗きこもうとする彼らの目的はただ一人、半年前に王に嫁いだ美しい魔女だ。この家の病人を診るために彼女が城から訪ねてきたという話は、またたく間に近所中に広まっていた。

　騒がしい外の空気に、小さなテーブルで魔法薬の瓶を並べていたティナーシャは苦笑する。

「すみません、突然来てしまって」

「と、とんでもございません」

　母親は恐縮して頭を下げる。その隣ではまだ四歳にもならない男の子がきょとんとした顔で見知らぬ来客を見上げていた。ティナーシャは彼に向かって、薄紅色の液体の入った瓶を示す。

「これを夜寝る前に一口。なくなるまで毎日飲んでください」

「おくすり？　おいしい？」

「甘くしてあります。おいしいですよ」

　微笑んでそう保証したティナーシャは玄関の方を振り返った。窓の外に集まった人々と目が合うと彼女は花のように微笑む。途端に外がわっと沸いた。興味と憧憬の入り混じった視線は、先ほどから増える一方だ。ティナーシャは反応に困ってこめかみをかく。

「あとは城からもう一瓶持ってきてもらうのを待っているんですが……」

　城に来た依頼のうちの一つ「子供が原因不明の足の痛みに襲われている」という話を見た時、ティナーシャはいくつか原因を推測して魔法薬を持ってきたのだが、実際の症状を見るだにもう一種類追加した方がよさそうだ。先程、伝令を城に向かわせたのだが、精霊に頼んだ方が早かったかもしれない。だが、城の備蓄を人ではない精霊が持ち出すのはやはり避けた方がいいだろう。

　ティナーシャは出されたお茶に口をつける。あまり時間がかかるなら出直してこようかと思いかけた時、玄関の扉が叩かれ兵士の格好をした青年が入ってきた。

　彼は目を丸くする王妃に一礼すると、持ってきた瓶をテーブルの上に置く。

「こちらでよろしいでしょうか」

「合ってますけど……」

　そこで言葉を切ると、彼女はおもむろに青年の頰をつねる。

「なんで勝手に城を抜け出してるんですか、オスカー。怒りますよ」

「お前が外に出てるって聞いたから。遊びに来た」

　そう言って兵士の格好をした王は笑いだすと、魔女の頰に口付けた。







「どうしてこういうことするんですか！　自分が何者か自覚はないんですか？」

「あるから一応着替えてきてるだろ。結構気づかれないぞ」

　城都の大通りを行きながらそう言う夫に、隣のティナーシャは冷たい視線を向ける。

「何言っちゃってるんですか。気づいてる人結構いますよ。単に気づかないふりをしててくれてるだけです」

「それ、お前と一緒にいると目立つからじゃないか？」

「関係ないですー。ほら、もう帰りますよ」

　ティナーシャは夫の手をくいくいと引っ張る。本来なら転移で帰りたいが、オスカーが「せっかく外に出たのだから歩いて帰りたい」と言い張ったのだ。護衛もつけず通りを行く二人を、周囲は笑いを堪えて見送る。これくらいのことはファルサス城都ではよくあることなのだ。そしてだからこそ彼らは、王夫妻が仲睦むつまじいことも知っている。

　オスカーは通りに並ぶ店を指差した。

「ついでだからお前の服でも買うか」

「間に合ってます」

「俺が着せ替えをしたい。楽しい」

「そんなの知りませんよ、もう！　三着だけですからね！」

　頰を膨らませながらもティナーシャは手を引かれていく。そんな彼女を隣に置いて、オスカーは店先にかけられた服を選び始めた。色鮮やかな軽装から異国の楽師が着るような服まで、多様な服を真剣に選んでいる王を、魔女は呆れ顔で見やる。

「どっちかというと貴方の方を着替えさせたいんですが。その服、どこから持ち出したんですか」

「洗濯室。たくさん洗われてたから一着借りてきた」

「今後貴方が入れないように洗濯室に結界張っときます」

　容赦ない妃の言葉に、オスカーは一瞬何か言いたげな顔になったが、分が悪いと思ったのか無言を保った。代わりに純白の衣裳を一着取り出す。

「これいいな。珍しい作りだが似合いそうだ」

　全面に白糸での刺繍が施された衣裳は、時代がかった意匠だがその分丁寧な仕事だ。裾の長い衣裳を受け取ったティナーシャは目を瞠る。

「これ、花嫁衣裳ですよ。東の方の山間部では婚礼の時にこういう衣裳を着たんです。百年くらい前に専用の布を織る職人が途絶えて最近は見なくなっちゃいましたけど」

「なんだ、そうなのか。ならちょうどいいから結婚するか」

「してるよ!?」

「定期的に結婚しなおしていくというのはどうだろう。もっと色々花嫁衣裳を着せてみたい」

「何ですか、それ……」

　脱力しかける妃にオスカーは笑い出す。彼女はそんな夫に呆れ顔になったが、すぐにつられて微笑むと背伸びをした。花嫁衣裳を抱いたまま彼に耳打ちする。

「もう充分幸せですから、どうぞこのままで」

　囁かれる愛情の言葉に、オスカーは相好を崩す。

　そんな平穏な日々が彼らの辿りついた日常だ。





※






　その日の空は高く、白かった。

　執務室の窓から景色を眺め、オスカーは息をつく。最後の書類に署名して彼はペンを置いた。幸い今日はもうこれで、処理しなければならないものは終わりだ。

　彼は部屋でお茶を入れているラザルに問う。

「ティナーシャは？」

「今日は塔に行かれましたよ。魔法具の整理をされているそうです」

「塔か……」

　それは随分懐かしく思える響きだ。婚礼の式から半年、魔女であった彼の妻は日々をほとんどファルサスで過ごし、塔に帰ったことは数えるほどしかない。

　穏やかで幸福な日常を思い起こし、オスカーは自然と微笑を浮かべた。時計を見ると時刻はまだ夕方にならないほどだ。

「じゃあ俺も塔に行ってくる。何かあったら精霊に連絡くれ」

「かしこまりました」

　オスカーは自室に戻ると寝ていたドラゴンを肩に乗せ、隅に描かれた転移陣の上に乗った。

　かつて魔女の部屋に書かれていた転移陣は塔の一階に出るようになっていたが、結婚後に書かれたこれは直接最上階に出るためのものだ。

　周囲の景色が変わり、オスカーは辺りを見回す。

　魔女の部屋は、初めて来た時より若干物が減っていたが、それでも充分雑然としていた。魔法具の山の只中に妻の姿を見出して、彼は声をかける。

「大丈夫か？」

「うう……きりがないです」

　顔を上げたティナーシャは、長い髪を後ろで一つにまとめていた。国内外から「もっとも美しい王妃」と囁かれる彼女は、自分の塔とあっていつものように魔法着姿だ。オスカーは彼女の周りに広げられた魔法具を見回す。

「多すぎるぞ。ちょっと減らせ」

「これでも大分破壊したりしたんですが……」

　魔法の品々は、微妙な安定を保って壁際に堆うずたかく積まれている。ここにあるものは、どれも正体が知れなかったり強力すぎてファルサスの宝物庫に持ち込めなかったものなのだ。

　整理中の魔法具に埋もれていたティナーシャは、簡単には抜け出せないと思ってか、短距離転移でオスカーの隣に戻った。その頭を彼はわしわしと撫でる。

「今日はもう休みだから手伝ってやる」

「すみません……ちょっとお茶淹れますね」

「ああ」

「っと、貴方はこれ使ってください」

　彼女が差し出してきたものは一見ただの革手袋だ。

「アカーシアほどじゃないんですが、魔力を絶縁する手袋です。素手で触らない方がいい魔法具もありますから」

「分かった。助かる」

「助けられてるのは私の方ですよ」

　ティナーシャはふわりと浮き上がると夫の頰に口付ける。

　そうして彼女がお茶を淹れるため厨ちゅう房ぼうに消えると、オスカーは手袋を嵌めながら魔法具の山に向き直った。肩の上でナークが小さく欠伸をする。

　彼は手近にあるものから種類別に魔法具をより分けていった。本は本、置物は置物に寄せて置く。整理用に用意された籠には装飾具の小箱を入れた。

　そうして選別作業を続けていたオスカーは、ふと積まれた山の最下部に小さな薄い木の箱があることに気づいた。簡素なそれが目を引いたのは表面に子供の黒い指跡がついていたためだ。

　オスカーが箱を引き抜くと山が少し沈む。彼はそれをまじまじと眺めた。

「血か、これ」

　黒い跡は、よく見ると古い血の固まったもののようだ。蓋をそっと開けてみると、中には銀で作られたと思しき年代ものの首飾りが入っている。黒ずみぼろぼろになったその首飾りにもまた血がこびりついていた。

　呪いでもかかっていそうな装飾部を裏返すと古いトゥルダールの文字で何か彫ってある。

　オスカーが顔を近づけてよく見ると、そこには「アイティへ」と書かれていた。

「っ……」

　それは彼の妻の幼名だ。

　彼女がその名前で呼ばれていたのは、魔女になるまでのほんの十三年間だけだ。

　──その後、彼女は魔女に成った。

　今は彼の傍で幸せそうに微笑む彼女は、想像を絶する苦しみを経てここに至ったのだ。その過去を思うと胸が痛む。彼女が自分の手の届かないところで辛つらい思いをしたということが、ただひたすらにやりきれなかった。

　オスカーは深い溜息と共に、箱の蓋を閉じて籠に入れる。次のものを手に取ろうとした時、魔法具の山の上から小さな白い石箱が落ちてきた。オスカーが最下部の箱を引き抜いたことで安定が崩れたのだろう。

「おっと。しまったな……」

　床に落ちた箱の中からは青い球が転がり出てくる。何かの鉱石で作られたらしい球は掌に乗るくらいの大きさで、表面に複雑な紋様が彫られていた。オスカーはその球に不思議な既視感を覚えて拾い上げる。

「……どこかで見た気が」

　塔ではない。多分……ファルサスの城内でだ。

　彼は目を凝らして紋様を見つめる。

　不意に頭が刺すように痛んだ。




　血の

　紅さが

　白い爪　が




　オスカーは顔を顰めて頭痛を堪える。妻の顔が脳裏に浮かんだ。

「……っ、何だ……？」

　魔法具に囲まれ過ぎて、何かの魔力に当てられたのかもしれない。

　とりあえず球を箱に戻そうとしたその時、オスカーは青い球に彫られた紋様がうっすらと白光を帯び始めていることに気づいた。淡い光はみるみる強くなり、やがて球自体が光り始める。

　──これはまずい。手を離さなければ。

　オスカーはそう強く意識したが体が動かせない。肩の上でナークが鋭く鳴いた。

　その声か光に気づいたのか、ティナーシャが戻ってくる。

「オスカー!?」

　魔女は事態に気づくと、悲鳴を上げながら白い手を伸ばした。その手に魔力が集まる。

　しかし彼女が魔法を放つより一瞬早く、オスカーは溢れる白い光に飲みこまれていた。





※






　光が消え去った時、手の中には球がなかった。

　オスカーはそのことを不思議に思いながらも顔を上げ──呆然とする。

　そこは塔の部屋ではなかった。

　彼の知るどこでもない。森に囲まれた広い草原の中にオスカーは一人膝をついていた。

「どこだここは……」

　オスカーは驚愕しながらも立ち上がると、肩の上のナークと腰に佩いたアカーシアを確認した。ナークは触れてきた主人の手に頭をこすりつける。

　──あの魔法球は強制転移の効果でも持っていたのだろうか。

　その可能性を考えたオスカーは、しかしもっと重大なことに気がついた。

　体に馴染む守護結界の気配がない。

　彼の妻がかけた構成は、普段彼の体内に在って意識すれば微弱にその魔力が感じ取れたが、今はそれがどんなに集中しても感じ取れなかった。

「ティナーシャ？」

　最愛の女の名を呼ぶ。

　答える者は誰もいない。彼は一人だった。







「よし落ち着こう。現在地確認だ。ナーク頼む」

　オスカーは気持ちを切り替えるとドラゴンに命じた。草原に飛び降りたナークはみるみる大きくなる。彼がナークの背に乗ると、ドラゴンはゆっくりと上昇し始めた。地上が遠ざかる。

　見晴らしのよい上空に到達し、周囲を見回したオスカーは、眼下の風景に見覚えがあることに気づいた。だがあまりのことに信じられない。彼はナークに命じて東に飛び始める。

　しばらくすると見えてきた山や森の景色は、少し変わってはいるが紛れもないファルサスのものだ。彼は振り返って小さくなった草原を見つめる。

「塔が……ない……」

　夢を見ているのかもしれない。

　だが彼がいた草原は紛れもなくティナーシャの塔があったはずの荒野で──そしてそこに、今は塔がないということだけが確かだった。オスカーはこめかみを押さえしばし考えこむ。

「ナーク、ちょっと街の近くに下ろしてくれ」

　主人の命を受け、ナークは遠くに見える村の方角に進路を取った。やがて村から少し離れた森に下りると、ドラゴンは姿を戻し男の肩に乗る。

　オスカーは小さなドラゴンの背を撫でてねぎらいながら、緊張を抱いて村へと歩き出した。

「で、ここはどこの村なんだ……」

　地形を見るだにここは確かにファルサス領だが、こんな場所に村などなかったはずだ。

　だが今それは現に見えている。

　オスカーは村に入ると、通りで野菜を売っていた女性に話しかけた。

「すまない、ちょっといいか？」

「あれ、旅の人かい？　珍しい」

　人懐こい笑顔の女性は訛なまりのある言葉で答える。オスカーは何を聞こうか迷って、まず一つ目の質問を口にした。

「ここは何という名前の村なんだ？」

「ヤバトっていうんだよ。樵きこりと畑が盛んさ」

　知った名前にすぐには返事ができない。オスカーが知る限りヤバトという名の集落はもっと東にあり──村ではなく街だったはずだ。

　頭が痛い。だが聞かなければ。

　オスカーは決定的な疑問を問うた。

「今の暦は何年か分かるか？」

「何だい。よその国の人かい？　ファルサスの暦だと今は百八年だよ」

　目の前が暗くなるような錯覚に彼は一歩よろめいた。

　──つまり、自分は四百十八年も前の過去に立っているのだ。

　にわかには信じられないその事実に、オスカーはただ呆然とその場に立ち尽くしていた。





※






　彼女の一日はおおよそ全てが勉強に費やされる。

　以前までは一日に五時間は教師がやってきて、魔法をはじめ様々なことを教えてきたのだが、昨年から優秀すぎる彼女にものを教えられる人間は誰もいなくなっていた。

　そのため彼女は、己の時間の大半を書物からの自主勉強に当てている。もっと幼い頃は外に出て遠くに遊びに連れて行ってもらうこともあったが、今の彼女が自由にできることは、自分のことでさえほとんどない。この自室とそれがある離宮、そして二十人足らずの大人たちだけが、彼女の知る世界の全てだ。

　彼女は魔法書の写しを取っていた手を止める。

　時計を見るともう寝る時間だ。いつの間にか部屋はすっかり暗くなっており、机の上のランプと窓から注ぐ月光だけが淡い光を揺らめかせていた。

　彼女は机に向かい続けて固くなった体をほぐすと、広げた本を片付けはじめる。それをしながらふと窓の外を見やった。

　部屋の窓には硝子の代わりに結界が張られている。

　夜空には白い月が浮かんでおり、雲は一つもない。彼女は目を細めてそれを見、ついで窓に背を向けた。本をしまって寝台に向かおうと思ったのだ。

　だが直後、外から差し込む月光が不意に翳かげったことに気づき、彼女は首だけで後ろを見た。

　──違和感を覚える。

　普通の人間なら感じもしないだろうささやかな齟そ齬ごが、けれど確かに彼女の意識をつついていた。

　もしかしたら離宮の結界内に誰かが侵入したのかもしれない。

　彼女は足音を殺し窓に向かうと、身を乗り出して外を見回した。

　だが夜の庭には何も変わったところはない。気のせいだろうか……と思いかけて、それでも彼女は念のため誰かに知らせることにした。扉に向かって歩き出し──けれどその耳に、石を踏む軽い音が聞こえる。

「……っ」

　彼女は反射的に魔法の構成を組みながら振り返った。

　視線の先、さっきまで何もなかったはずの窓辺に誰かが立っている。

　逆光になってよく見えないその人物へ、彼女は瞬時に槍やり状の魔法を放った。

　触れれば一瞬で相手を昏倒させる構成。だがその魔法は侵入者を貫く前に、相手の持つ剣に当たって四散する。

「え……？」

　彼女はありえない事態に驚愕した。防御構成を組み始めながら声を荒げる。

「誰!?」

　厳しい誰何に、侵入者は肩を竦める。

「当たりか、ついてるな」

　軽い声。それは若い男のものだ。

　彼は部屋の中に飛び降りると、魔法を放とうとする少女に肉薄し口を塞ぐ。持っていた剣の平ひらを彼女の腹に押し当てた。

「傷つけるつもりはない。騒がないでくれ。お前に用があってきたんだ、ティナーシャ」

　少女は驚きに目を見開いた。普段呼ばれぬ名を見知らぬ男が呼んだことに不審を覚える。

　彼女は男の腕を振り払おうと構成を組みかけたが、何故か魔力が全く集中できない。こんなことは初めてだ。彼女は愕然として男を見上げる。

　──秀麗な顔立ちをした男だ。

　日が沈んだばかりの空の色と同じ瞳には困ったような感情が見える。彼女が知っているどの大人とも違う、戦うために鍛えられた体とその力に、少女は背筋が冷える思いで頷いた。

　口を押さえていた手が離される。

「あなた、誰？」

　かすかに震える少女の声に、男は苦笑しながら答えた。

「お前の夫になる男だ」







　束縛を解かれ、オスカーと名乗る男の話を聞いたティナーシャは心から呆れ顔になった。

「頭、大丈夫？」

「夢なら早く覚めて欲しいぞ」

　男は堂々とした様子で嘯く。美しい少女は理解しがたい言い分に眉を寄せた。

　生まれた時からこの城で育てられてきたティナーシャは、物心ついた頃から容姿の類まれさを称賛されるようになったが、それは幼さの色濃く残る未完成な美しさだ。

　長い黒髪を頭の上で一つに縛ったティナーシャは、勢いをつけて広い寝台に腰かける。

　壁際の長椅子に座る男は、隣で眠る小さなドラゴンを撫でた。

「魔法には過去に戻る法則は存在しないの。不可能です」

「と、俺もお前に聞いたことがあるな。だから夢か。早く起こしてくれ」

「何で私が！」

　四百年後から来たという男は、足を組んでまじまじと彼女を見つめている。その視線に居心地の悪さを感じてティナーシャは身じろぎした。

「大体人間の寿命は七十年！　私の夫になるなんて計算おかしいでしょう！　貴方、実は四百歳過ぎ？　この時代にもう一人いるの？」

　その質問にオスカーは笑っただけで答えない。彼は「自分たちは夫婦になる」と言ったが、その経緯については教えてくれないのだ。つじつまのあわない話にティナーシャはこめかみを押さえた。オスカーは困り顔で微苦笑する。

「とにかくお前が頼りなんだ。元の時代に戻りたい」

「時間なんて越えられないってば……。魔法の眠りにでもつけば四百年持つかもしれないけど、男の体は不安定でそういうのに向いてないから保証できないです」

「他の手段はないのか」

「ない」

　そっけなく答えた少女は、だが男の眼に深刻な憂いが浮かぶのを見て、ちくりと罪悪感を覚えた。

　何を考えているのか分からない相手だが、わざわざ自分のところに来てくれた人間だ。無む碍げにしてしまうのは落ち着かない。それくらいティナーシャは人と接する経験が足りていないのだ。

　彼女は寝台から立ち上がると男の前に立つ。

「困るの？」

「困る」

「そっか……」

　ティナーシャはしばらく逡巡したが、意を決すると男の隣に座った。

「じゃあ……何か手がないか調べてみます。それまでここにいるといいですよ。ここは普段あまり人が来ないし、不可視の魔法かけちゃえば気づく人はいないと思います」

「本当か」

　男はほっと息をつくと、少女の頭をぽんと撫でた。温かな感触にティナーシャは目を瞠る。

「時間かかるかもしれないけど、いい？」

「ああ。悪い」

　男の笑顔を見てティナーシャは安堵した。

　明らかに怪しい話だということは分かる。それでも彼をがっかりさせたくないと思ってしまったのだ。今まで彼女はこの離宮で限られた人間たちとだけ顔を合わせて生きてきた。代わり映えのしない勉学だけの生活は、孤独と言えるものなのだろうが、それに不満を持つことさえ彼女は知らなかった。

　──だから意識しないうちに、人との繫がりに飢えていたのかもしれない。

　ティナーシャは突然現れたこの男に妙に惹かれるものを覚えて、彼をじっと見つめた。

　そんな少女にオスカーは苦笑する。

「ありがたいけどあんまり知らない人間に無防備でいるなよ」

「それ、あなたが言うんですか？」

　おかしな男だ。だが害意は感じられない。緊張が解けるとそれまでの反動で眠気が襲ってきた。口を手で覆って小さく欠伸をする彼女を見て、オスカーは立ち上がる。

「もう今日は寝ればいい。俺は適当に空いてる部屋を使うから」

「え。ここでいいのに」

　彼女の暮らす離宮は確かに空き部屋もあるが、ほとんどが使われていない部屋でろくに家具もない。人が住める部屋は彼女の部屋だけだ。オスカーはしかし、それを聞いて呆れ顔になった。

「お前……言った端から無防備な……」

「だって他の部屋だと誰かに見つかった時にごまかせないです」

　不可視の魔法をかけることはできるが、強力なそれにはいくつか制限がある。だったら同じ部屋にいてくれる方がずっと楽だし安全だ。それに……万が一彼が別の目的を持って離宮に忍びこんだのだとしたら、余計に目の届くところにいて欲しい。

　ティナーシャは広い寝台を振り返る。

「別に私、そんなに大きくないから邪魔じゃないでしょ？　それとも子供が好きな人？」

「風評被害はやめろ。今何歳なんだ？」

「十三」

　その年齢を聞いて、オスカーがわずかに硬直したのにティナーシャは気づいた。彼女は怪訝そうに男の顔を見返す。

「何？」

「いや……何でもない。なら俺はここにいるからそろそろ寝ろ。寝起き悪いだろう」

「何で知ってるの……」

「寝ろ寝ろ」

　男はくしゃくしゃと彼女の頭を撫でると、寝台に向けて背を押した。

　もう少し説教されるかと思ったが、あっさり提案を受け入れたのは彼女がほんの少女だと確認したからだろうか。頭を小突かれて、口を尖らせながらもティナーシャは寝台に横になる。

　オスカーはその隣に座ると、彼女の頭をそっと撫でた。

　優しい手だ。彼女の知らない温もり。

　伝わってくる愛情に、ティナーシャの体から力が抜けていく。

　──未来で彼と結婚するという話は本当なのだろうか。

　そんな疑問が浮かんでは消える。ただ彼が彼女を傷つけるつもりがないのは本当のようだ。

　女王候補である自分を殺す気なら、もっと早くできたはずだ。けれど彼はそうしなかった。ならば彼の言葉には幾いく許ばくかの真実があるのだろう。困っているのもきっと本当だ。

「おやすみ、ティナーシャ」

「……おやすみなさい」

　そんな挨拶を誰かと交わすのは初めてだ。

　耳慣れない自分の名。囁かれる声をティナーシャは心地よく思う。

　そうして少女は不思議な充足の中、目を閉じた。





※






　翌朝オスカーに起こされたティナーシャは、寝ぼけ眼で厨房に行くと、男と自分二人分の朝食を作った。無人の広い食堂で、テーブルに皿を並べていく少女を見ながらオスカーは首を傾げる。

「女王候補ってのはこんなことまでやるのか？」

「最近情勢が荒れてて……暗殺される可能性があるから、身の回りのことは大抵自分でやるようになったの。けど、もともと教師以外にほとんど会ったことないですよ」

「すごい生活だな」

　オスカーは出されたお茶に口をつけながら嘆息した。

　彼自身、勉強と修行に明け暮れる多忙な少年時代を送ったが、このように孤独な思いをしたことはない。いつも誰かしらは傍にいて声をかけ続けてくれたのだ。

　それに比べて、同じ次期王である彼女の周囲は無音だ。オスカーは向かいに座る少女を見つめた。

「淋しくないのか？」

「え？　ちょっとは淋しいけど、でもそういうものでしょ？」

　不思議そうに聞き返す少女に、オスカーは返答を詰まらせた。




　かつてと同じ質問、同じ答え。

　それは違う、と言いたかった。

　だが、彼が本当に彼女に出会うまではあと四百年かかるのだ。




　顔を曇らせた男に、ティナーシャはあわてて手を振って見せた。

「平気だよ。今は一人でも一人じゃないし。この国があるんだから。民を守って立つためには勉強しないとね。将来困りたくないから頑張ってます」

　にっこりと笑う彼女に胸が痛む。

　オスカーは、昨晩からずっと考えていたことを確かめるために口を開いた。

「お前、次の誕生日まであとどれくらいだ？」

「次？　半年くらいあるけど……」

　その答えにオスカーは朝食を食べながら思案する。

　彼女が魔女になったのは十三の時だ。つまりこれから半年の間に決定的な悲劇が起こる。

「これが夢でなかったら……だがな」

　小さく呟いた言葉は少女には聞こえなかったようだ。男の中に不思議な高揚と不安が湧き上がる。




　──もし、彼女を悲劇から救うことができたらどうなるのだろう。

　彼女は魔女にはならない。そしておそらく……自分とも出会わない。

　でももし自分がこの時代に残ったとしたら──




　そこまで考えてオスカーは苦笑した。

　無理な考えだ。彼にも守るべき民がいる。そして四百年後の彼女もいるのだ。今頃さぞかし心配されているだろう。戻ったら説教の嵐かもしれない。

　苦笑する男に、行儀よく朝食を食べていたティナーシャが問う。

「……で、どうして過去に飛んだの？　何があった？」

「ああ……」

　自分の考えに沈みこんでいたオスカーは顔を上げた。塔での出来事を振り返る。

「魔法具の整理をしていたんだ。で、こんな球があってな……青くて表面に紋様が彫ってある。それが急に光りだして、気づいたらこの時代だった」

「そんな魔法具知らないです」

「俺はどこかで見たことあるんだ」

「じゃあ、思い出してよ」

「努力はしてる」

　オスカーは目を閉じた。確かに見た記憶があるのだ。でもどうしても思い出せない。

　思い出せないまま二人は手分けして片付けをすると、部屋に戻った。







　ティナーシャは壁一面の本棚から古くて大きな本を何冊も出してくると、机の上に並べた。

　さっそく椅子に座ると巻末の索引をめくりだす。その作業に没頭しかけた少女は、ふと思い出したように窓辺に立つ男に問いかけた。

「貴方のその剣何？」

「これか。これは魔法が効かない剣だ」

　端的な説明をしてやると、ティナーシャは眉を顰めた。

「そんな剣世界で一振りしかない。ファルサスのアカーシアよ」

「だからそれ」

「えぇ……貴方、ファルサス王族なの？」

「そう」

「…………」

　少女は形容しがたい表情で二、三度頭を振ると本に戻った。今の話でより一層信しん憑ぴょう性せいが失われたかもしれない。だがここを偽っても何かあった時、余計に疑われるだけだ。

　オスカーは王剣の柄を一瞥する。その時、不意に過去の記憶が脳裏をよぎった。

「……あ」

「なにー？」

「思い出した。ファルサスの宝物庫で見たんだ。赤かったが……」

　確か城に入りこんで魔獣を呼んだ少女が、宝物庫から持ち去ろうとしていたのが同じ魔法球だったのだ。色は違うが大きさと紋様からして間違いない。

　そう納得しかけて、けれどオスカーはふと頭が痛んだ。

　──まだ何か忘れている……。

　その記憶を探ろうとした時、少女の声がかけられた。

「じゃあファルサスに行ってみる？」

「……いや、確か母の形見らしいんだ。まだこの時代にはファルサスにない」

「お母さん亡くなってるの？」

「子供の頃にな」

「そっか……」

　少女は自分の不躾さを悔いているのか目に見えて萎れた。オスカーは彼女の隣に立つと小さな頭を軽く叩く。

「気にするな。覚えてない」

「うん……ごめんなさい」

　素直な言葉が可愛らしい。オスカーは思わず微笑した。

　だがそれはそれとして、調査の糸口が摑めたことは重要だ。彼は色の違う二つの球を思い出す。

「そうだな、ファルサスにはないんだった。色も違うし……塔のあれはどこから来たんだ……」

　少女が不思議そうに首を傾げる。その顔にもっと大人の、彼の妻の貌が重なって見えた。オスカーは記憶の中の塔内部を振り返る。

　──あの箱は魔法具の山の上に置いてあった。ということは比較的持ち込まれた時期が新しいということだ。そして彼女が塔に多くの魔法具を移動させたのは──

「……トゥルダールの宝物庫か？」

　彼を見上げていた少女が目を瞠る。だがすぐにその表情は険しいものに変わった。

「無理。王の許可がないと入れない。それに、そんなには貴方を信用できないです」

「そうだな、悪い」

　それは仕方ないことだ。今ここで宝物庫に入れろと言っても、盗みが目的で噓をついているとしか思われない。もっと彼女の信用を得なければトゥルダールの内部には踏みこめないのだ。

　オスカーは幼い少女の頭を撫でた。

「前も手なずけるまで大分かかったんだがな……」

「何の話？」

「何でもない」

　彼が微笑むと、ティナーシャは不審げな顔ながらも本に戻った。

　そして彼女がそれらの本全てを見てしまうのに、それから三時間を要した。







「な、なかった……」

「すまない」

　少女は活字を見すぎたせいで目が痛むのだろう。目元を押さえながら立ち上がると寝台に転がった。オスカーはその隣に座る。ティナーシャはしばらく腕で目を覆っていたが、息を吐くとその手をどかした。男の胸元を指差す。

「ねぇ、それ何？」

「何って何だ」

「貴方の体内にすごく複雑な呪いと祝福が絡みあってる。相殺しあってほとんど効果を持っていないみたいだけど……」

「ああ、これか。見えるのか」

「うん」

　オスカーは自分の胸元を見たが、彼にはまったく何も感じ取れない。

　絡み合う二つのうち、片方は彼の人生を決定付けた魔女によるもので、もう片方は彼の妻がかけたものだ。確かに彼女は「正確には解呪したのではない」と言っていた。

　彼は苦笑して自分の胸を叩く。

「子供の頃に強すぎる祝福をかけられてな。相殺するために呪いをかけてもらったんだ」

「すごい。どちらも見たことないくらいの技術です。あとで血もらっていい？　ちょっと解析してみたいです」

「構わんが、面白いのか？」

「研究好きだし。何でもやっとかないとね」

　頷いたオスカーは、ふとあることを思いついて手を打った。ティナーシャが目を丸くする。

「何？」

「剣はやったことあるか？」

「ないです」

「じゃあ、稽古つけてやる。外出ろ」

「えええええ」

　ティナーシャは驚きの声を上げながら体を起こした。

「私、体動かしたことない……散歩くらい……」

「典型的な魔法士だな。けど、王族がそれじゃまずいぞ。棒立ちの魔法士なんていい獲物だ」

「そ、そうなんですか？」

　初めて聞く話らしく、うろたえる少女にオスカーは軽く笑う。

「将来絶対役に立つ。やっとけ」

　本来ならティナーシャが剣の扱いを身につけるのは魔女になってからだ。

　だがそれが早くて困ることは絶対にない。

　ティナーシャはじっと彼を見上げる。そして渋々頷いた。

「分かった。どうすればいい？」

「練習用の剣が必要だな。手に入るか？」

「大丈夫。お願いすれば大体のものは持ってきてもらえるから」

　少女はさらりと頷くが、それは彼女が次期王候補でありながら放置されていることの裏返しだろう。孤独に暮らしている少女に外の人間は関わってこない。物だけが与えられる。それは彼女の歪な生活を象徴しているようで、オスカーは苦い顔になった。

　ティナーシャは彼のそんな表情に気づいて、あわてて手を振る。

「大丈夫。こっちの方が気楽です。それに貴方にとっては好都合でしょう？」

「俺のことは置いといてだ。ともかく、俺はお前に構うからな」

「……うん、ありがとう」

　そう言うと少女は、嬉しそうにはにかんだ。




　ティナーシャに呼び出された離宮付きの女官は、怪訝に思いながらも言われた通り練習用の剣を二振り持って来た。昨日からこの少女は男物の服を欲しがったりどうにも不審なのだが、ここでは彼女のすることには干渉しないという不文律がある。

　少女はお礼を言ってそれを受け取ると、彼女にしては珍しいことに、妙に楽しそうに廊下を駆けて行った。





※






「オスカー、そう言えば私、前に面白い話を聞いたんですよ」

　そんな話を魔女が彼にしたのは、結婚後の寝室でだ。

　霧雨の降る夜だった。窓の外は暗く、潮騒に似た音が聞こえてきていた。

　寝台で膝を抱える王妃は、息をのむほどに美しかった。

　彼女の美貌の類稀さは皆が認めるところだが、妃となった後はそれ以上に匂い立つような艶が増したと思う。だがそれは夫であるオスカーの感想で、他の人間は不敬なことを口にできないので、彼だけにそう見えるのかもしれない。

　彼女の隣でうつ伏せになっているオスカーは、白い裸身にかかる髪の一房を指で引く。

「面白い話？　どんな話だ」

「ミネダート砦の近くの村に伝わる話です」

　そう言って彼女が教えてくれたのは、以前襲撃によって失われてしまった村に伝わる、二百年ほど前の話だ。

「騎馬民族の略奪……これ、多分イトのことですね。そこから村の女性を守った剣士は、実は彼女の息子だったんですって」

「息子？　何歳だったんだ？」

「あーいえ、すみません、前提情報が足りませんでした。現れた剣士はその女性と同じくらいの年齢だったんです。つまりその剣士は未来から時間を遡って、イトに攫われるはずだった過去の母を助けた、という話なんですよ。彼は、彼女とイトの間に生まれた子なんです」

「……ほう」

　それは確かに面白い話だ。興味を見せる彼に、だがティナーシャは笑って付け加えた。

「と言っても、魔法に過去に戻る法則が存在しないっていうのは以前話しましたよね。だから多分作り話です。でも面白いなあって思ったんですよ。ちょっと物悲しい話ですし」

「どうして物悲しいんだ？」

　聞く限りでは不思議な武勇伝にも思えるのだ。

　そんな夫の感想に、魔女は黒曜石のような目を細めて微笑った。

「だって攫われるはずだった母親を助けたなら、未来の彼は生まれなくなってしまうでしょう？　でも彼は──それを承知で彼女を救ったんですよ」





※






　オスカーがトゥルダールの離宮に現れてから二週間。

　それはあっという間で、お互いにとって不思議な生活だった。

　少女は男からの頼まれものを調べ、研究もし、剣を学ぶ。

　オスカーは彼女にとって剣の師であったが、それ以外の分野においてもいい教師だった。大陸の歴史や地理、政務や法学など、王族として国を治めるにあたって彼は充分過ぎる知識を持っていた。強力な魔法士であることが第一のトゥルダール王族より、よほど実際の執務に精通している彼は、ティナーシャにとっては魔法士以上に魔法使いのようだ。

「オスカーって、ファルサスで何してたんですか？　王剣を持ってるってことは直系王族だよね」

「さあ、なんだろうな」

　ぽん、と頭に手を置かれるのはいつものことだ。

　そうして彼は少女を慈しむ目で見守りながら、ふとした時に考え事をしているようだった。

　教師と教え子ではなく、家族でもなく、恋人同士でもない。

　ただ確かに温かい関係に、少女は愛着を感じ始めていた。







「このドラゴン懐こい」

　庭で稽古を受けている最中、頭に乗ってきたナークを撫でながらティナーシャは笑った。向かいで男が剣を下ろすと苦笑する。

「人には慣れてないぞ。お前のことが分かるんだろう。元々お前からもらったドラゴンだからな」

「そうなの？」

「ああ」

　ティナーシャは首を傾けた。

　──どうにもこの男と未来の自分が結婚していたという話は信じられない。

　何と言っても四百年の時代差があるのだ。結婚の話もおそらく自分をからかうための噓だろう。

　それでも彼が自分の知らない自分の話をすると少し気になってしまう。ティナーシャは逡巡したが、オスカーを見上げるとそっと聞いた。

「ね、未来の私ってどんななの？」

「いい女。二人といないな」

「何それ……」

　ティナーシャは横を向いた。何だか照れくさいものがあったのだ。

　彼女は何かを期待しかけて、しかしそれが何であるか自覚する前に打ち消す。ティナーシャは緩みそうな表情を抑えて、頰を膨らませた。

「結婚するなんて噓のくせに」

「まぁ噓臭いだろうな。でも」

　オスカーは歩み寄ると、少女の腰の左側をつついた。

「ここに黒子ほくろがあることとか知ってる」

　つつかれた場所に目を落としたティナーシャは啞然とし、ついで真っ赤になった。

「いつ見たの!?」

「いつと言われても……結婚してるんだからしょうがないだろう」

「わ、訳分からない……」

「あまり深く考えるな」

　軽く笑うオスカーの言葉に、思考の迷宮に入りかけたティナーシャは頭を軽く振った。

　その時、誰かの足音が近づいてくる。少女は短く詠唱すると男にかけた不可視の術を強化した。

　まもなく現れたのは離宮付きの女官の一人だ。女はティナーシャの稽古着を見て一瞬鼻白んだようだったが、すぐに表面上は礼儀正しく一礼した。

「アイティ様、こんなところにおいででしたか」

「どうかしました？」

「ラナク様がもうすぐおいでとのことです。お部屋にお戻りになってください」

「ラナクが!?　すぐ行きます」

　弾む声を上げる少女にオスカーは顔を顰めた。女官がさっさと立ち去ってしまうと、彼は苦い顔で問う。

「ラナクが来るのか？」

「彼のこと知ってるの？　最近は忙しいみたいだけど、よく会いに来てくれる」

　無邪気に喜ぶティナーシャに対し男の顔は険しい。彼は少女へ釘を刺した。

「気をつけろよ。何かあったら呼べ」

「何かって何」

　オスカーは答えなかった。端整な顔から表情を消した男は、ナークを引き取ると庭に置かれた大きな石に座ってしまう。

　ティナーシャは首を傾げながらも、支度をする為にあわてて部屋に戻った。




　自室に戻った彼女は手を拭いて着替えをし、髪を梳く。

　そうして何とか体裁を整えてしまうのと、ラナクがやってきたのはほぼ同時だった。

　長い白色の髪を後ろで纏めたラナクは、少女と見み紛まがうような線の細い青年だ。彼はティナーシャを見ると薄く微笑んだ。

「久しぶり。アイティ。元気だった？」

「うん。ラナクも」

　──久しぶりで何を言っていいのか分からない。

　ティナーシャは緊張半分、照れ半分で、ただにこにこと彼を見つめた。ラナクはそんな彼女に布を張った平たい箱を差し出す。

「はい、あげるよ」

「何？」

　少女が箱を受け取って開けると、中には美しい銀細工の首飾りが入っていた。職人が技を凝らしたのであろう美麗な細工に、ティナーシャは思わず見惚れる。

「君のために作らせたんだよ」

「ありがとう……」

　少女は気をつけながら首飾りを手に取った。装飾部を裏返すと彼女の名前が彫ってある。ティナーシャは顔を綻ばせながら自分でそれをつけた。

　ラナクは首をわずかに傾けて少女を見やる。

「似合うよ」

「嬉しいです」

　ティナーシャははにかみつつ、ラナクの目を真っ直ぐ見つめた。

　──そうだった。自分には彼がいるのだ。それなのに別の男と結婚するはずがない。

　オスカーの言うことは、きっと世間知らずの彼女に向けた冗談なのだろう。だからと言って怒る気もないが、あからさまな噓をあやうく信じかけてしまうところだった。

　ティナーシャは深く息を吐いて内心の惑いを追い出す。それでも一抹の淋しさが胸の中に沈殿するのを彼女はあえて無視した。




　安心しきった、子猫のような目でラナクを見る少女に、ラナクは歩み寄った。

　彼は白い頰に触れ、額に口付ける。ティナーシャはくすぐったそうに微笑みながら目を閉じた。

　ラナクは頰に触れた手を、少女の、首飾りをかけた白い首に滑らす。

　折れそうな細い首に触れたラナクの目は──何の感情もない冷ややかなものだ。

　だがティナーシャは目を閉じていてそれに気づかない。




「……アイティ」

「何？」

　少女が目を開いて彼を見返すと、ラナクは苦笑した。

「何でもないよ」

「そう？」

「来たばかりだけど、今日はもう行かないといけないんだ」

「うん……」

　ティナーシャは少しだけ肩を落とした。情勢が不安になってきてからというもの、彼は昔のように彼女と遊んでくれることはなくなった。

　だがそれも仕方ない。勉強だけに時間を費やしていられる自分とは違って、王が臥している今、現王の子であるラナクには色々やることがあるのだろう。そんな彼に、いつまでも幼い「妹」としてわがままは言えない。やがては彼の妃にならなければならないのだ。

　部屋を出ていこうとするラナクをティナーシャは見送る。

　しかし彼が扉に手をかけた時、ティナーシャはあることを思い出した。

「あ……！　ラナク、待って」

「何？」

「あの……宝物庫に入りたいんだけど……」

　おずおずと切り出された少女の唐突な頼みに、ラナクは体ごと振り返った。不思議そうに彼女を見返す。

「また、どうして？」

「今、魔法具の勉強をしてて……それで調べてる魔法具が宝物庫にあるかもしれないの。探してみたいんだけど……」

「分かった。父上に頼んでみるよ」

「ありがとう！」

　これでオスカーの記憶が正しいか確かめられる。ティナーシャはほっとして笑顔になった。

　ラナクはそんな彼女に苦笑すると部屋を出ていく。

「……よかった」

　会えたのは短い時間だったが、いいことばかりだ。

　ティナーシャは姿見の中の自分を覗きこむ。銀の首飾りは幼い自分がするには不釣り合いだが、それでも嬉しいものは嬉しい。少しだけ背伸びしている気分だ。

　──オスカーの知る未来の自分は、この首飾りが似合う大人になっているのだろうか。

　今より背の伸びた自分が彼の隣に並んでいるところを想像しようとして、ティナーシャはだがあわててその考えを打ち消した。

「違う違う……私はトゥルダールの人間なんだし」

　彼が持っているのが本当にアカーシアなら、相手はファルサス王族だ。トゥルダールに一生を捧げる人間が他国に嫁ぐことなどありえない。

　それとも──これから先トゥルダールに何か起きた時、彼と政略結婚をするような未来があるのだろうか。

　可能性にもならないいくつかの想像をティナーシャは巡らす。だがそれも「四百年後」という彼の話を思い出した時、不可解さに打ち消された。少女は紅潮した頰を膨らます。

「もう……考えない考えない」

「──何を考えないんだ？」

　突然の声にティナーシャは飛び上がった。

　振り返るといつの間にか戸口にオスカーが立っている。

「び、びっくりした……足音しなかった……」

「あ、悪い。いつもお前に苦情を言われてたんだが──」

　オスカーはそこで不意に言葉を切る。明るい夜空色の目が、何かに気づいたように彼女を凝視した。ティナーシャは視線の強さに後ずさりかけて──だが彼の見ているものに気づく。

「この首飾り……？　ラナクにもらったんです」

　それを聞いて彼は明らかに顔色を変えた。初めて見る険しい顔になる。

「外せ」

「え？　な、なんで？」

　突然の命令にティナーシャは目を丸くした。何故急にそんなことを言われるのだろう。

　だが男は厳しい顔をしてなおも言う。

「いいから外しとけ。もうつけるな」

「もうつけるなって……ラナクがくれたんですよ」

「あの男を信用するな」

「は……？」

　言われた意味が分からない。ティナーシャは彼の言葉を反芻する。




　──喜んでもらえると思ったのだ。

　これで宝物庫に入ることができる。やっと彼の役に立てると思った。

　だからラナクに無理なお願いもして……けれど返ってきたのは予想外な反応だ。




「……ラナクのこと、貴方は何も知らないでしょ……」

　人の持つもっとも古い記憶とは、いつのことか。

　ティナーシャにとって少なくともそれは、彼女に手を差し伸べているラナクの笑顔だ。

　困ったように、だが嬉しそうに、彼女を抱きしめようとする子供の手。

　その手だけが今までずっと、一人きりの彼女を支え続けていた。

　何も知らない彼女を、前へと導いてきたのだ。

「彼は、私のただ一人の家族なの」

　視界が怒りで赤く染まっていくようだ。唇をわななかせて少女は立ち尽くした。

　今まで怒ったことなどほとんど記憶にない。息が苦しい。倒れそうだ。

　少女は軽いめまいを感じて両拳を握る。

　だがそれで分かってもらえるだろうと思ったのに、返ってきたのは非情な言葉だ。

「駄目だ。あいつはお前を傷つける」

「な……」

　初めて見るオスカーの冷ややかな目。断言された言葉は、受け入れがたいものだ。

「貴方に、何が分かるの？」

　乾いた声は、自分のものではないようだった。

　喉の奥が熱い。足が震える。熱はすぐに激情へと変わった。

「私のこと何も知らないくせに……勝手なこと言わないでよ！」

　叫んだ言葉は、口にしたティナーシャ自身をも驚かせたが、既に彼女にも止めることができなかった。留め続けた濁流が決壊していくように、少女は黒髪を搔かき毟むしって叫ぶ。

「ラナクだけが私の傍にいてくれたの！　彼だけが私を見てくれたのよ！　他には誰もいない！　彼がいなきゃ──私は本当に一人なのに！」

　子供のように癇かん癪しゃくを起こすのは何年ぶりだろう。

　何が言いたいのか自分でもよく分からない。泣きたくないと思うのに涙が溢れてくる。

　止まることもできず、わめきちらして暴れて──けれど不意に彼女は抱きしめられた。

　きつく自分を抱く男の胸を、ティナーシャは力任せに殴る。

「離してよ！　馬鹿！」

　だがオスカーはどんなに殴られても腕を緩めなかった。びくともしない彼の体を殴りつけながら、ティナーシャはひたすらに自分と世界を罵る。

「ひ、一人が平気なわけないのに！　でも、誰かがやらなきゃいけないからって！　だからずっと我慢してた！　大人になれば平気になるんだろうって──」

　誰もいない離宮は、とても広かった。

　振り返って無人の廊下を見つめる度に拠より所どころがない気分だった。だが自分がそんな弱音を吐いてはいけない。恵まれた人間なのだ。王族がそんなことに悩んでいたら民が救われない。

　分かっているのだ。一人が嫌だなどと口にしてはいけないと。

「馬鹿みたい……！　私だって、何でも平気なわけじゃない！　お父さんにも、お母さんにも会いたかった！　一日だけでいいから普通の子になりたかった！　ほ、本当はずっと──」

　家族と囲む食卓に憧れていた。父親に手を引かれ、母親の隣で眠れる子供が羨ましかった。

　ささやかな温もりでよかったのだ。少しだけそれに触れられれば、きっとまた一人で生きられた。

「……っ、ぁ……」

　膨らんだ感情が言葉を詰まらせる。

　大き過ぎて吐き出せないそれの代わりに漏れ出したものは、ただの嗚咽だ。

　ティナーシャは声を上げて泣き続ける。

　何が悲しいのか、それとも辛いのか分からない。

　それでも零れ落ちる熱い涙だけが彼女の頰と、彼女を抱く男の胸をとめどなく濡らしていった。

　オスカーの手が彼女の頭をそっと撫でる。

「大丈夫だ、ティナーシャ。お前は一人じゃなくなる。保証する。必ずお前は俺のところに辿り着く。幸せになれる」

　ティナーシャは答えなかった。涙も止まらない。

　だが、その言葉が今だけはまるで本当のような気がして、彼女は眠りに落ちるかのように小さく頷くと熱を持つ瞼を閉じた。







　泣き疲れて眠ってしまった少女を寝台に横たえると、オスカーはその隣に座り溜息をついた。

　まったくやりきれない。もどかしいだけだ。いずれ彼女の孤独を埋められるといっても、それは十年や二十年ではない。四百年も先の話なのだ。その途方もなさを思ってオスカーはうつむく。

　それに彼にはずっと気になっていることがあるのだ。

　つまり、これが現実だというなら──「今」は「いつ」にあたるのだろう。

　元の時代では皆が心配して彼の帰りを待っているのだろうか。

　だがティナーシャが少女時代に自分と出会うなど、本来の過去とは既に異なってきている。「今」が時を重ねた時、この自分の生まれる世界に辿り着くのか、それとも分岐してよく似た別の世界に行き着くのか、それは重要な問題なのだと思う。

「……ティナーシャ」

　口をついた名は、隣で眠る少女ではなく彼の妻のものだ。

　王妃となった彼女が話してくれた寝物語の一つ、ミネダート砦近くの村に伝わる昔話に、確か似た話があったのだ。あの時ティナーシャは「ありえない話だ」と笑ったが、ありえないことは既に起きている。ならばあの話は──

　オスカーはわずかに青ざめながら、隣に眠る少女の顔を見つめる。

「淋しくないはずがない……か」

　それは当たり前のことだ。オスカー自身、初めて彼の魔女を知った時そう思ったのだから。

　口を開けば溜息が零れそうで、彼は無言を保つ。

　窓の外の月は、まだ白く輝いていた。







　朝に弱いティナーシャは、少女であっても性質は変わらない。

　翌日目を覚ましたティナーシャは、しばらく寝台でぼうっと座りこんでいた。腫れの残る目が、壁際の長椅子に座るオスカーを振り返る。

　さて、どうしようかと彼が反応を迷っているうちに、ティナーシャはぽつりと呟いた。

「……ごめんなさい」

　気まずそうに、それ以上に不安そうに彼を見るまなざしは、妻のものと同じだ。懐かしさにオスカーは思わず頰を緩める。

「いい。俺の言い方が悪かったんだ。お前が頑張ってるのはよく知ってる」

　年齢以上にティナーシャは努力をしている。それは彼女の持つ力の強大さに釣り合うものだろうが、彼女自身はまだ十三の少女だ。オスカーは立ち上がると寝台に歩み寄った。少女の頰に残った涙の痕を拭う。

「せっかくだからどこか遊びにでも行くか？　外に連れてってやる」

　数日前から考えてはいたのだ。離宮を出たことがないティナーシャが転移座標を知らなくても、ナークがいれば外に行って戻ってくることもできる。街に出れば気晴らしにもなるだろうし……両親に会わせてやることもできるかもしれない。

　ティナーシャはそれを聞いて一瞬大きな目を瞠った。闇色の瞳に期待未満の感情が溢れる。

　だが彼女はすぐに、その目を閉じると微笑んだ。

「ありがとう……ございます。でもいいの。いなくなったってばれたら大変だし」

「俺もしょっちゅうばれてしょっちゅう怒られてたぞ」

　本当のことを言うと、少女は冗談と思ったのか声を上げて笑う。彼女は寝台の上をずりずりと移動すると、オスカーの隣に足を下ろした。

「今が充分楽しいからいいんです」

「そうか？」

「貴方の話が聞けるし、貴方が話を聞いてくれるから。これってすごい幸運でしょ？」

　少女の笑顔には曇りがない。オスカーは注意してじっと彼女の目を見たが、強がりではなく本当にそう思っているようだ。

「そこまで過大評価されるとくすぐったいな」

「だって普通ないもの。自称旦那様が会いにくるなんて」

「自称……」

　改めて言われると痛いものがあるが、事実は事実だ。ティナーシャは彼の珍しいげっそりした顔を見て声を上げて笑った。今まで溜ためこみ続けたものを吐き出して少しは楽になったのかもしれない。彼女は細い両膝を抱える。

「それより、未来の話を聞かせてください。本当なら私の方が貴方より年上でしょう？」

「どうしてそう思うんだ？」

　彼女には未来に結婚するとは言ったが、彼女が魔女になったこと自体は伏せている。だから自分たちの歳としの差なども分からないはずだ。

　しかし彼の反応に、ティナーシャはふっと微笑んだ。

「だってオスカー、『あの魔法球はお母さんの形見だから、この時代にはまだファルサスにない』って言ってたでしょう？　それってつまり、まだ今は貴方が生まれていないってことでしょ」

「……ああ、なるほど」

「ほら、私の方が年上でしょう？」

　悪戯っぽく笑うティナーシャに、オスカーは苦笑した。

「あんまり年上って感じはしなかったが、まあそうだな」

「でも、四百年後ってことはトゥルダールの人間はすごく長寿になるんですか？　ここから先、魔法技術に革新とか起きる？」

「それは内緒」

「むー、残念。けど先のこと知りすぎてもよくないですもんね」

　そう納得したらしい少女は、けれどすぐに少女らしい好奇心を両眼に煌めかせる。

「どこで出会ったの？　最初に出会った時どう思った？」

「お前な……」

　まるで噂うわさ話ばなしに興ずるルクレツィアのようだ。だが少女にとっては他でもない自分の未来のことで、気になって仕方ないのだろう。オスカーは微苦笑すると魔女の塔でのことを思い出す。

「俺はかけられた呪いを解いてもらうためにお前に頼みに行ったんだ。でも想像していた姿と違って、お前はとても綺麗だった。ひどく美しいだけの……ただの少女に見えた」

　懐かしい記憶。今この時代にはない塔には、貴重な思い出ばかりがある。

　彼の話を興味津々で聞くティナーシャは、新しい宝物を見つけた子猫のようだ。大きな黒い瞳がじっとオスカーを見つめてくる。

「それで？　すぐに結婚したの？」

「……あまり手の内を明かしたくないんだ。散々求婚を断られたからな」

「何それ。変なの」

　くすくすと笑うティナーシャにとってはまるで現実味のない話だろう。

　──だからこれを口にするのは、きっと賭けだ。

「ファルサスの暦で五百二十七年」

「え？　何それ。どうしたんですか？」

「それが俺たちの結婚した年だ。約四百年後」

　先過ぎると思われるだろう。それでも何かの時に、彼女を支える欠片になればいい。

　だからオスカーは、まだ魔女ではない彼の妻を見つめる。

「そこで俺は待ってる。必ず幸せにする」

　願いを以て誓う言葉に、少女は大きく目を瞠る。

　もう一度泣き出すように潤んだ目は……けれど今度は、嬉しそうに微笑んだ。





※






　宝物庫に入る許可をラナクが持って来たのは、それから一週間後のことだった。

　とは言え、好きに入って自由に見てもいいと言われたわけではない。条件はラナクを付き添いにつけることで、ティナーシャはまず彼の同行のもとに自分が問題の魔法具を探しに行くことにした。

　ティナーシャは、ラナクのことをよく思っていないらしいオスカーに内心びくびくしながら話をしたが、オスカーは「よろしく頼む。気をつけろよ」と言っただけだ。




　初めて入る宝物庫の中は、魔法の光で満たされていた。

「すごい……」

　ラナクに手を引かれ階段を下りたティナーシャは、魔法具の溢れる宝物庫に感嘆の声を上げる。少年の方は見慣れた景色なのだろう。彼女の反応に軽く微笑しただけだった。

「父上に頼んだんだけど持ち出しは駄目なんだって。ごめんね」

「ううん、充分です。ありがとう」

　ラナクに笑顔でお礼を言うと、ティナーシャは問題の球を捜すため、あちこちに手をつけていった。オスカー曰いわく、球は白い小さな石の箱に入っていたらしい。彼女は箱が置いてありそうな場所を片端から探していく。

「手伝おうか？　何を探してるの？」

「あ、ありがとう。でも大丈夫です。あるかどうか分からないし……」

「そう？　なら、何かあったら言って」

　苦笑したラナクは壁に寄りかかって本を読み出す。その間にもティナーシャはてきぱきと捜索範囲を広げていった。

　そうして一時間も経った頃、彼女は奥の棚に手を伸ばす。

　手前に置かれた彫像や別の箱をかきわけていたティナーシャは、ふとその後ろに隠すようにして何かが置かれていることに気づいた。背伸びをしながらそっとそれを引き出してみる。

　手に取ったそれは、小さな白い石の箱だ。

　大きく跳ねる自分の鼓動を感じながら、ティナーシャはそっと箱を開けてみる。

　──中には紋様の彫られた、手の平に乗るくらいの青い球が入っていた。

「……本当にあった……」

　呆然と呟いた彼女は、我に返ると箱を分かりやすいように棚の前側に移す。

　そしてラナクが本に集中していることを確認しながら、小さく詠唱を始めた。







「オスカー！」

　ティナーシャは彼の名を叫びながら部屋に飛びこむ。

　そのまま激突してきそうな彼女を、窓辺にいたオスカーは両腕を伸ばして受け止めた。興奮で跳ねだしそうな少女の頭を、彼は落ち着かせるようにぽんと押さえる。

「どうだった？」

「本当にありましたよ！」

「そうか」

　オスカーはそれを聞いてほっと息をついた。強制転移系の魔法具なら、それをもう一度使えば戻れる可能性が高い。最初に自動で飛ばされてしまったのならなおさらだ。本来は往復用の魔法具が、時代が動き過ぎたことで使用者の手元からはぐれてしまったのだろう。

「で、どうすればいいんだ」

「持ち出しはできなかったんで、宝物庫に細工をしてきました。今日の日付が変わる頃、宝物庫の侵入禁止の魔法が一時間だけ解けるようにしてあります。ので……」

「俺が行けばいいのか。分かった。地図書いてくれ」

「一人で大丈夫？」

「お前が行ったら見つかった時に問題になるだろ。平気だ」

　ティナーシャは不安を覚えながらも宝物庫までの地図とどこに箱を置いたかの図を描いた。それを彼に手渡す。オスカーは地図に目を通すと服にしまった。

　ティナーシャは心細さを覚えてじっと彼を見上げる。オスカーはその視線に気づくと困ったように微苦笑した。

「そんな顔するな」

「そんな顔ってどんな顔？」

「さぁな」

　ティナーシャは頰を膨らませる。だがオスカーはそんな少女を優しく抱きしめた。耳元に嘆息が落ちる。

「これでやっとお前に会える……」

　愛しみの溢れる彼の言葉に、ティナーシャは胸が痛くなった。

　彼の言う女とは今の自分ではないのだ。彼は今夜ここを去る。それを思うと少なくない寂しさがこみあげてきた。

「本当に私は貴方と結婚するんですか？」

「本当。四百年後を楽しみに待っとけ」

　胡う散さん臭くさいその言葉に少女は笑い出しながらも、何故か否定したくないものを感じて、男の体にそっと体重を預けた。







　オスカーは日が変わる少し前、アカーシアを佩くとナークを肩に乗せた。心配そうに自分を見上げてくる寝着姿の少女を見やる。

　ティナーシャはもう一度念を押した。

「不可視の魔法はかけてありますが、ここを出てから声を出すと解けちゃいます。気をつけてください」

「分かった」

「もし駄目だったら戻ってきてね」

「嫌なことを言うな」

「だって更に過去に飛んだらどうするの……」

「そうしたら今度はルクレツィアのところにでもいくかな」

　知らない女の名に、ティナーシャは軽く眉を顰めた。オスカーは笑いながらその頭に手を乗せる。

「大丈夫だ。それよりお前……ラナクとはあんまり遊ぶなよ」

「どこの嫌な親ですか！」

「俺はお前の親でも兄でもない。お前の男だ」

　ティナーシャはそれを聞いて真っ赤になった。彼は白い額にそっと口付ける。

　彼女は目を細めると名残惜しそうにオスカーの手を取った。指を絡めてくる少女の手を、彼は握り返す。

「またな」

「うん……また……気をつけて」

　部屋を出て行く男の背中を、ティナーシャはまばたきをせず見送った。

　何だかそうでなければ泣いてしまうような気がしたのだ。





※






　ティナーシャの書いた地図は正確だった。

　オスカーは入り組んだ廊下の奥に地下への階段を見つけ、そこを降りていく。

　途中見張りの兵士が何人もいたが、赤子の頃から抜きん出ていたという女王候補のかけた目くらましは、オスカーの体を気配もろとも完全に覆い隠しているようだ。誰にも気づかれることなく彼は地図の道をなぞっていった。

　暗い階段を下りていくと、その先は無人の石室になっている。正方形の床の中央には更に穴が空いており、地下への階段が続いていた。

「これは……」

　この階段に見覚えがある。かつてティナーシャと共に来た宝物庫への階段だ。

　彼は辺りに誰もいないことを確認すると、少女にもらった明かりをつけ下へと降りていった。





※






　オスカーを見送ったティナーシャは、横になったが眠れず何度も寝返りを打っていた。

　──彼は無事に宝物庫についたのだろうか。あの得体の知れない魔法具は彼をちゃんと元の時代に戻せるのだろうか。

　様々な不安が次々浮かび上がる。考えても仕方がないと思うのだが考えずにはいられない。やはり自分も一緒に行けばよかったと、ティナーシャは後悔した。

　そうして何度目かの寝返りを打った彼女の耳に、ふと廊下を誰かが歩いてくる音が聞こえた。

「っ、オスカー……！」

　──彼が戻ってきたのだ。

　ティナーシャは跳ね起きるとドアに駆け寄った。勢いのまま扉を開けると、そこに立っていた男を見上げる。彼は、扉が勝手に開いたことに驚いたようだった。

「あれ、アイティ……起きてたの？」

　そこにいたのはオスカーではなく、少女の名目上の婚約者だ。

　少なからず落胆する自分に驚きながら、ティナーシャは問うた。

「ラナク？　こんな時間にどうしたの？」

　彼は少し困ったように顔を横に向けたが、何かを決心したように少女に笑ってみせる。

「いいことがあるんだ。是非見においでよ」

「いいこと？　こんな時間に？」

「うん」

　ラナクはそう言うとティナーシャの答えも聞かずにその手を取る。そうしてずんずんと王宮に向かって歩き出した。

　──一体なんだというのか。こんな夜更けに彼が訪ねてくることなど初めてだ。

　戸惑いながらもついていく少女の脳裏に、ふとオスカーの警告する声が蘇る。

　だがそれでも彼女は、拒否する理由を思いつかぬまま青年の手に引かれていった。





※






　宝物庫に入ったオスカーは、ほどなく目的の箱を見つけ出した。小さな箱を手にとって開けると、確かに中にはあの球が入っている。オスカーは深い溜息をついた。

「よし……間違いないな」

　彼は球を手に取ろうと指を伸ばし、けれど触れる寸前で手を止める。




　──本当にこれでいいのだろうか。




　それは少し前から抱いていた疑念だ。

　何故自分はこの時代に来たのか。もし自分が傍にいたなら、彼女を悲劇から救ってやりたいと思っていたのではなかったか。

　躊躇に凍る指を、オスカーは見下ろす。

　だがもし、ここで彼女を助けたのなら、母親を助けた昔話と同様に歴史が書き換えられる可能性が高い。そうすれば自分と彼女はおそらく出会わなくなるのだ。

　妻となった彼女は幸せそうに笑っているではないか。彼女は結局幸福に辿り着くのだ。

　そう自分を納得させようとしたオスカーはだが、どうしても球を手に取ることができなかった。

　あどけない少女の顔が浮かぶ。

「四百年だ……」

　彼女が自分に辿り着くまでの時間。

　あまりにも長いその時を思って、オスカーはきつく目を閉じる。

　──その時不意に、白光が瞼の裏を焼いた。

「っ、」

　光っているのは箱の中の魔法球だ。この時間に跳んだ時と同じ光に彼はぞっとする。

　まだ決まっていないのだ。決めていない。

　けれど光はみるみるうちに強くなり、オスカーの視界を焼き尽くす。

　そして一人、光の中に飲みこまれた彼は──




　答えを、得た。





※






　ラナクに手を引かれ大聖堂に入ったティナーシャは、祭壇に向かう中央の階段を登りながら、何人かの魔法士が上で待っていることに気づいた。

「ねぇ、何があるんですか？」

「いいことだよ」

　ラナクは安心させるようににっこり笑う。彼は階段を登りきると少女を抱き上げた。そのままゆっくりと祭壇に向かって歩いていく。十数人はいる周囲の魔法士たちがそれを無言で見送った。

　辺りに立ち込める異様な雰囲気は、彼女の知らない淀んだものだ。

　自分を見つめる魔法士たちの目はまるで物を品定めをするようで、ティナーシャは居心地の悪さに逃げ出してしまいたかった。

「ラナク……？」

　彼女は唯一の頼りである、自分を抱き上げている少年を見つめる。彼はティナーシャを見て微笑んだが、その笑顔はまるで仮面のように思えた。

　二人は石の祭壇に到達する。

　ラナクは少女の体をそっとその上に横たえた。起き上がろうとする彼女を手で制止する。

「何をするの……？」

「黙って」

　ラナクは少女の肩を押さえつけた。ティナーシャは痛みを無言で堪える。

　彼が祭壇脇から何かを取るのが分かった。

　少年は手に取ったものをゆっくりと振りかざす。

　天窓から差し込む月光を受けて、それは白々と輝いた。

「え？」

　ティナーシャは光を反射するそれを見たが、何であるのか理解できなかった。

　信じられない思いで、どこか他人事のようにラナクの持つ短剣を見上げる。

「アイティ、じっとしててね」

　彼はいつもと変わらぬ優しい笑顔でそう言う。

　そして躊躇なく、それを彼女の腹に向けて振り下ろした。

　目を閉じることもできない。

　声も出せない。

　驚愕に強張った彼女がその時見たものは、真っ直ぐに己に突き刺さろうとする短剣で──

　──そして、その刃を薙ぐ何かの軌跡だった。







　ティナーシャの腹を裂くはずだった短剣は、回転しながら宙を飛んでいく。

　彼女の肌に触れる寸前でそれを弾いた男は、アカーシアを引きながらラナクを蹴りつけた。祭壇横に倒れこむ青年を見もせず、オスカーは少女を抱き起こす。

「間に合ったな。だからこいつと遊ぶなと言ったろう」

「オ、オスカー……何で」

「立って、戦え。出来るな？」

　男の強い言葉に押されてティナーシャは戸惑いながらも頷いた。祭壇を下りて彼の隣に立つ。

　周りでは突然の闖ちん入にゅう者しゃに魔法士たちが怒りの形相を浮かべていた。各々が詠唱を開始する。

「男を殺せ！」

　蹴られた腹を押さえたままラナクが叫んだ言葉にティナーシャは青ざめた。幼い頃からよく知っているはずの彼は、いまや見たこともない憎悪の形相で彼女を睨んでいる。

「え……ラナク？」

　何が起きているのか分からない。呪いをかけられたように硬直したティナーシャの肩を、オスカーが叩いた。

「大丈夫だ。何とかしてやる」

　二人に向かって、魔法士たちの放った劫ごう火かの渦が迫る。

　ティナーシャは結界を張ろうとするが、動転して上手く構成が組めない。

　オスカーは少女を自分の後ろに押しやると、火炎に向かってアカーシアを一閃した。構成を切り裂かれた火の渦は辺りに熱気だけを残して搔き消える。魔法士たちに動揺の波が走った。

「結界を張れ。自分を守れ」

　オスカーは後ろの少女に短く命じると、一番近くにいた魔法士に向かって駆け出す。

　あわてて魔法士は防壁を張ったが、オスカーは無造作に踏みこみながら防壁ごとその体を斜めに切り裂いた。短い悲鳴と血ち飛沫しぶきを上げて魔法士が倒れる。

　続いて隣の魔法士を見たオスカーは、自分に向かって不可視の刃が飛んでくることに気づいた。アカーシアで相殺しようと腕を上げるが、それは空中で消滅する。彼が祭壇を振り返ると少女が緊張の顔で構成を組んでいた。

　オスカーはその姿に唇を上げて笑いながら、二人目の魔法士の懐に一足で入る。驚愕に引きつる魔法士の首を研ぎ澄まされた刃で薙いだ。血を噴き上げゆっくりと倒れていく死体の向こうで、ティナーシャの放った光球が二人の魔法士を弾き飛ばすのが見える。

　オスカーとティナーシャはそうして、居並ぶ魔法士たちをまたたくまに無力化していった。

　残る魔法士はラナクを除いてあと三人。

　オスカーが彼らに向かって踏み出した時、だが背後で狂ったような笑い声が響いた。ティナーシャがびくりと体を震わせる。

　二人が振り返ると、そこでは短剣を拾ったラナクが高らかに笑っていた。ラナクは心底おかしそうにひとしきり笑うと、すっと目を細める。

　表情が消える。彼はその髪色と同じ雪のような冷たさでティナーシャを見つめた。

「まったくアイティ……何処からそんな男を連れてきたんだ？　君は僕のためにいるんだよ」

「だから生いけ贄にえになれというのか？　これの血肉を触媒に魔力を召喚すると？」

　答えたオスカーの声はラナクのものと同じくらい冷ややかだった。

　ティナーシャはその内容に目を瞠って二人の男を交互に見やる。




　オスカーを疑うわけではない。

　それでも彼女は、ラナクに否定して欲しかった。

　生まれてからずっと一緒にいた相手だ。たとえどちらかが王になり、もう片方がその伴侶になるとしても、それはどちらでも変わりがないと彼女は思っていた。

　実際にラナクが自分に短剣を振り下ろそうとしたのを見た今でも、ティナーシャは彼を信じていたかったのだ。半分はまだ信じていたのかもしれない。




　すがるような彼女の目を見て、ラナクは微笑む。

「アイティ……憐れなアイティ。君が好きだよ。綺麗だと思ってる。でもその魔力は邪魔だ。見ているだけで苛々する」

　憎々しげに吐き捨てられた言葉にティナーシャは絶句する。ラナクはそんな彼女に笑った。

「君が強くなることなんて誰も望んじゃいなかった。なのに一人で馬鹿みたいに勉強して……僕に任せておけばよかったんだ。そうすれば昔と同じように守ってあげたのに」

　嘲笑う彼の声音は、いくつもの感情が入り混じって真実が分からない。

　怒りか、憎しみか、劣等感か、憐れん憫びんか。それはどれも彼女の知らなかった感情だ。ティナーシャは足元が崩れ落ちる感覚によろめいた。

　倒れそうになって祭壇にもたれかかろうとする彼女を救ったのは、オスカーの声だ。

「聞くな、ティナーシャ。こいつの言葉は毒だ。お前は越えていける。強く在れる。信じろ」

　確信に満ちた、迷いのない言葉だ。

　染みこむように届く感情。彼のそれは揺らがない。彼女の背を支え、立たせてくれる。彼女の強さを、きっと誰よりも信じてくれている。

　ティナーシャは顔を上げた。真っ直ぐにラナクを見返す。

　憎しみに燃える彼の姿は、とても遠く、小さく見えた。

「憐れなのは、私たち二人ともだ……」

　王になるために選ばれた子供たち。

　その中で生きてきた。孤独と重圧に苛さいなまれてきた。

　ティナーシャが孤独に苦しんでいた時、ラナクもまた己の負うものに堪えかねていたのだろう。ただ彼女は子供過ぎて、そんな苦しみに気づけなかっただけだ。




　──それでも王は、いついかなる時でも強く在らねばならない。

　たとえそれが、圧され突きつけられた責務であろうとも。




　ティナーシャは細く長く息を吐く。

　それを吐ききった時、彼女は姿勢を正した。唯一の理解者であった青年に向き直る。

「ラナク……貴方が私を嫌いでも憎くても、もういいです。今までありがとう。そして……私を殺したいというのなら、受けて立ちましょう」

　最後の言葉と共に、彼女が纏う空気が変わった。

　不安定な少女のものから、王者が持つそれへと鮮やかに色を変える。蛹さなぎが羽化するように、美しくもしなやかな羽が広がった。彼女を中心に強大な魔力が凝っていく。







「アイティ……」

　ラナクは彼女の放つ威圧感に気おされて半歩下がった。心の中に焦りが生まれる。

　彼は自分を見据える二人に目をやった。

　どちらも強大な、底知れぬ相手だ。ラナクは握った短剣の感触を確かめる。

　失敗するはずがないと思った。これで全てが変わると信じきっていたのだ。

　だが今や彼は窮地に追い込まれている。

　──しかし、ここで退くことは出来ない。

　退けば彼は、女王候補を私欲で殺害しようとした罪人として裁きを受けることになるだろう。そしてそれ以上に、彼女に屈するのは我慢ならなかった。

「力さえあれば……」

　歯嚙みしたラナクは、二人の後ろで動転している魔法士たちを見やった。

　数秒のうちに決意すると、鋭い声で命じる。

「詠唱を始めろ！」

「で、殿下……」

「早くしろ！」

　戸惑いながらも三人の魔法士たちが詠唱を始める。オスカーは眉を顰めてそれを見やった。

　冴さえ冴ざえとした月光が大聖堂の中を照らしている。

　ラナクは深く息を吸い、短剣を掲げると、叫んだ。

「我が希求せしは純粋なる力なり！　この血肉を触媒として、力よ！　現出せよ！」

　彼はその言葉と共に、短剣で自分の腹を裂いた。

　血が鈍く飛び散る。

　あまりのことにティナーシャは絶句した。

　詠唱の声がどこまでも響く。

　とても長い数瞬を経て、ラナクの上に、巨大なる魔力が現出した。







　血の溢あふれ出でる腹を押さえて膝をつきながらも、ラナクは野心に目を光らせていた。

　ティナーシャはそんな彼を呆然と見つめる。彼は召喚した魔力を取りこもうと宙にその手を伸ばした。空中に凝っていた魔力は、ラナクの意志に応えて徐々にその体に入っていく。

　腹の傷が異様な速度で塞がり始める。

　次々と生まれ吸いこまれていく力に、ラナクは歓喜の声を上げた。

「見ろ、アエテルナ！　僕はお前を超える！」

　彼は血濡れた手を床について立ち上がると、自分に相対する二人を見る。

　ラナクは、片目を皮肉げに細めているオスカーへ手をかざした。

「まずはお前からだ……王の力を見せてやろう」

　青年の手に膨大な魔力が集まる。

　軽く舌打ちしてアカーシアを構えたオスカーはしかし、ラナクの手に一向に構成が生まれないことに首を傾げた。それはラナク本人にとっても予想外なことらしく、彼は自分の掌を裏返してみる。

「何だ……？」

　その間にも魔力は次々と召喚され、ラナクの体内に入りこんでいく。

　自分の手を注視するラナクの眼が異様に充血していることに気づいて、ティナーシャは叫んだ。

「いけない！　召喚を中断しなさい！」

「黙れ、小娘！」

　彼女を怒鳴りつけながら、なおもラナクは構成を組もうと必死になった。

　だがどうしても形にならない。魔力が大きすぎて上手く動かせない。

　体が軋む音がした。

　全身に激痛が走る。

　あちこちで血管が破裂する。かざした腕が赤黒くなっていくのを見て、ラナクは愕然とした。

　──これ以上は無理だ。

　召喚を止めようとするが声が出ない。魔力はどんどんと押し寄せてくる。

　とても近くで何かが切れる音がして、ラナクの意識は暗転した。







　白目を向いて揺らぐラナクの体に、魔力はなおも入り続けていく。

「っ、まずい……」

　ティナーシャは召喚を留めようと、彼に向かって魔法を放つ。

　その間オスカーは踵を返して走ると、詠唱していた三人の魔法士を続けざまに斬り捨てた。新たな血溜まりが聖堂の床を濡らす。ティナーシャの呟きがその上に重なった。

「駄目。止まらない……」

　彼女の放った魔法はラナクに到達する寸前で弾かれたのだ。ふらふらと揺れる少年を中心にして、聖堂内には凄まじい魔力が渦巻いている。

　オスカーが立ち尽くす少女の隣に戻ったその時、ラナクの体は注がれる魔力に堪えきれず、ついに内側から弾け飛んだ。腹に大きな穴を空けながら、血肉を撒き散らして床に倒れる。息をのむティナーシャの肩を後ろからオスカーが抱いた。

「……ラナク」

　──あまりにも突然で呆気ない彼の死に、悲しむことも出来ない。

　しかしそれでも魔力の現出はやむことがなかった。ラナクの飛び散った血と肉片を媒介として更なる魔力が世界に流れ出る。

　宿主を失った魔力は凝り、やがて巨大な竜巻を形成し始めた。

「噓……」

「まずいな。ティナーシャ、下がるぞ」

　オスカーは凍りついた少女を小脇に抱えると、反転し階段を飛び降りていく。

　その間に竜巻はゆっくりと回転し、聖堂内のあらゆるものを巻き上げ、破壊し始めた。異様な音か魔力に気づいたのか、見張りの兵士たちが駆けこんでくる。

　彼らはティナーシャと、聖堂内の竜巻を見て呆気に取られた。

「アエテルナ様、これはいったい……」

「ラ、ラナクが自分を媒介に魔力を召喚して……制御に失敗しました……」

　見たものをそのままに言う言葉は、自分の声ではないように思えた。

　ティナーシャは膨らみ続ける魔力の渦を振り返る。

「このままだと……トゥルダールは滅びるかも……」

　ティナーシャの言葉に兵士たちは青ざめた。その間にも竜巻は聖堂の天井を突き破り、石畳を巻き上げながら徐々にその大きさを増している。

「へ、陛下を呼びに……」

「臥されていらっしゃるのだぞ！　とてもこれは……」

　何もできず彼らは絶望を以て魔力の塊を見上げる。

　ゆっくりと滅びへと進んでいく光景。

　凝り固まってしまった時間の中、動いたのは一人だ。オスカーは口の中で呟く。

「……ここまでか」

「オスカー？」

　何に気づいたのか。もし彼がアカーシアであの竜巻を何とかしようとしているのなら、さすがにそれは無理だ。構成を持たない膨大な魔力の塊など一部を無効化してもすぐに他にのまれてしまう。

　だが彼は、溜息を一つつくとティナーシャの肩を叩いた。

「──お前がやれ。制御するんだ」

　言われた少女は驚きに目を丸くする。

「無理です！　ラナクを見たでしょ!?」

「できる。俺は知ってる。お前はそれができるんだ」

　ティナーシャは、オスカーを見つめて息を止めた。




　信じて疑わない、むしろ本当に知っているかのような目だ。強い光がそこにある。

　迷わず前を向くその姿。彼の隣にいるだけで、自分も強く在れるような気がした。




　少女は男の目に映る自分を見つめながら問う。

「本当に……？」

「ああ。お前の国だ。大丈夫。間に合う。お前が守るんだ」

　オスカーは後ろから少女の両手を取った。

　その華奢な体を支える。彼女の耳元で囁いた。

「余裕で勝とう。俺がついてる」




　ティナーシャは深く息を吸いこんだ。男の温もりが心地よい。

　目を閉じずとも、魔力の流れが手に取るように分かる。暗示にも似た男の言葉が繰り返し頭の中に響いた。




　──私にはできる……。




　少女は意を決し、息を細く長く吐ききる。

「行きます」

　そして、そう宣言した。





※






　生まれてからずっと孤独の中にあった。

　でもそれを不幸だとは思わなかった。

　恵まれた自分がそれを悲観しては、自分を求めてくれる人たちに申し訳ないと思ったのだ。

　自分の力を恨んだこともあった。

　会ったこともない両親に焦がれたりもした。

　普通の子供として生まれていたらどうだったのだろうと夢想した。




　でも今はもういい。

　力が人を支配するのではない。

　人が力を使うのだ。

　何一つ裏切らせない。

　自分の力はほんの一滴まで、自分が従えるのだ。





※






　ティナーシャは、全身にかかるすさまじい圧力に叫ぶこともできなかった。

　後ろでオスカーが支えていなければ立っていることなど不可能だったろう。

　持ち主を持たない魔力を、引き寄せ、取り込み、支配し同化させる。飲み下せない塊を飲み下す。それを繰り返している間、魂と肉体の両方が激痛に引き裂かれそうだった。

　だが、苦痛に身をよじろうとする度に、自分の手首を握る男の力が強まる。大丈夫だと、繰り返し言われているようで彼女は諦めそうな自身を奮い立たせた。

　荒れ狂う内外の魔力の中で、個の意識を失わないように歯を食いしばる。自分自身が世界に溶け出し広がっていくような錯覚を、ティナーシャは何度も乗り越えた。

　永遠に終わらないかと思われた嵐。荒れ狂う力の波が過ぎ去った時、彼女は自分がオスカーの腕の中に抱きしめられていることに気づいた。足が震えて立てない彼女を、オスカーは抱き上げるように包み込んでいる。

　ティナーシャは彼の顔に手を伸ばそうとしたが、少し指を動かすだけで激痛が全身を襲った。

　声も出せずわななく彼女に、オスカーは頰を寄せる。

「大丈夫だ。終わった。よくやった」

　少女はかけられる言葉に微笑みで返す。

　オスカーは彼女を抱き上げると、まだ吹き飛ばされずに残っていた壁際の椅子に座らせた。蒼白になっている彼女の頰に触れ、その幼い唇にそっと口付ける。少女の白い頰に少しだけ朱が差した。

　顔を離した男は、ひどく静かな顔で彼女を見つめていた。

「ティナーシャ、噓を言うことになったな。すまない」

「オスカー……？」

「俺は、ここでお前を助けるために来た。だから……もう会えない。書き換えてしまったからな」

「え？」

　少女は目を瞠った。激痛を堪えながら男の顔に両手を添える。

「何で……？　先の時間に帰るだけでしょう？」

　オスカーは苦笑すると頭かぶりを振った。

「俺の帰る時間はもうどこにもない。俺がこの時間に飛んだ時に消えている」

「消えてるって……」

「たとえ過去をやり直したとしても、世界はそこから分岐しないんだ。あの魔法球は最初からそのためのものだった。過去を改竄し、上書きするための魔法具だ」




　母を助けた剣士の昔話で、何故先の時間から来た青年は消えてしまうのか。

　単純な話だ。世界は枝分かれしない。過去を変えようと試みれば、世界は遡った時点から新しく時を刻み始める。魔法球が発動した時点で、使用者のいた世界は消滅するのだ。

　彼が生きていた世界も、魔女である妻も、己の命を懸けても守ろうと思っていた全てはもうどこにも存在しない。そして──




「だから……役目を終えた俺も、もうすぐ消え去るだろう」




　この時間軸に本来存在しない彼自身も、過去の修正が終われば消えてしまう。

　そうであることをオスカーは、魔法球の放つ白い光の中で理解したのだ。あの光は無自覚だった使用者に思い出させた。──「己が願ったことを遂げろ」と。

　オスカーが無意識に抱いていた望みは単純なものだ。

『彼女が一番苦しんでいた時に、その手を取りたかった』

　そんなささやかな願いが、何よりも重い愛情が、彼をこの時間に跳ばした。




　たとえば初めからあの魔法球の力を知っていたなら、過去を変える道は選ばなかっただろう。

　それは魔女である彼女の歩んできた道を否定することだ。彼女が抱える過去も、そこを乗り越えて美しい精神も、全てが無二の愛しい妻だ。傷跡に触れることがあっても、それを消したいとは思わない。彼女の背についてしまった痣を見るように、苦みと共に受け入れるだけだ。

　だから彼女に降りかかる全ての苦しみを拭いたいと願うことは、きっと子供じみた我儘だ。

　それでも、願ってしまったのだ。




『オスカー、一人で何でもやろうとするのやめてください。私がいるんですからね！』

　呆れ顔で叱る彼女の声が聞こえる気がして、オスカーは苦笑する。

　荒野にそびえる塔で出会った魔女。

　永い時を生きる、美しく、孤独で、ただ優しい女。

　無数の傷を負ってなお、彼女は毅然と立っていた。

　人から遠ざかって在ることを当然と思っていた。

　そんな彼女を愛したからこそ願ったのだ。自分の隣で幸せそうに笑っていて欲しいと。

　振り返ればそんな風に共に過ごせた時間は、あっという間のことだった。

　奇跡のように幸福で、噓のように満ち足りていた。

　彼女と出会ってから、どれだけ毎日が充実していたか、責務の中でも自由でいられたか。

　返される無垢な愛情が嬉しかった。何もない一日でさえ楽しかった。




　自分よりも……国よりも彼女を大事に思っていた。




　そんな熱情は、王である以上一生隠していくべきものだ。

　彼女であっても知られてはならない。知れば彼女はきっと悲しむだろう。

　だからいつも熱泥のような感情を隠して、曇りない愛情だけを伝えていた。

　隣り合う彼女が、いつでも憂いなく笑っていられるように。

　共に生きて、共に死ぬいつかの日まで。やがて歴史に埋もれるであろう王と妃として。

　それはまるで幸福で……もはや叶わぬ夢だ。




　──それでも、この結末に後悔はない。




「オスカー……そんなの噓……だって……」

　彼の言う意味を理解したらしい少女の目に涙が溢れる。

　零れ落ちるそれを拭いながら、オスカーは微笑んで見せた。

「いい女王になれ、ティナーシャ。お前にはそれができる」

　少女は、駄々をこねる子供のようにかぶりを振った。彼は苦笑して彼女の頭を撫でる。

「歴史が変わっても、書き換えられても、俺がお前に出会って共に過ごしたという事実は消えない」

　たとえもう一度この時代に来た夜から始めたとしても、きっと同じ終わりに辿りついただろう。

　彼女が憂いなく笑えるように、新たな未来と幸福を。

　そのために全てを引き換えにしても惜しくはない。それくらい想っている。

「お前が忘れても、俺が忘れても、俺たちが出会わなかったとしても──お前を愛している」

　自分を見つめる少女の泣き顔に、魔女のはにかむような微笑が重なって見える。




[image: ]




　稀け有うなる女。

　彼が恋したただ一人の魔女。

　その存在の愛しさに目がくらんだ。永遠に彼女を失うことになっても守りたかった。

　だからこれは、彼自身が選んだ必然の終わりなのだ。







　オスカーは腕を伸ばすと少女をそっと抱きしめる。少女は掠れた声を上げた。

「オスカー……待って……」

「目を閉じてろ」

　男の言葉にティナーシャは瞼を閉じた。涙が零れ落ちる。

　理解してものみこめない。受け入れられない。

　心の準備などできるはずもないのだ。大事なもの全てが指の間からすり抜けていく。

　ティナーシャは男の肩をきつく握る。それだけで全身に激痛が走ったが、苦痛さえも気にならなかった。ただ喪失の恐怖に全身が震えている。

「……いなくならないで」

　願うことはそれだけだ。

　彼に再会できるまで四百年を耐えてもいい。きっと一人でも我慢できる。

　彼が先で待っていると思えば、どんな困難でも乗り越えられるだろう。

　だからどうか──消えないで欲しい。

　ティナーシャは縋るように男の胸に顔を埋める。伝わる体温が震える彼女を温める。

　息を一つつく。

　何も起こらない。

　彼女はもう一度、今度は深く息を吐いた。小さな頭を男の手が撫でていく。

　──大丈夫。確かにこの人はここにいるのだ……。

　そう安堵した瞬間、けれど彼女を抱く温もりがふっと失くなった。

　ティナーシャはゆっくりと目を開ける。

　破壊された大聖堂。

　自分を見つめる兵士たち。

　見えるものはそれだけだ。少女は迷子のように辺りを見回す。

「……オスカー？」

　ぽつりと口にした名に応える者はいない。

　ティナーシャは呆然と、何も摑んでいない両手を見つめる。

「あ……」

　そうして彼女は空虚な深淵となった瞳に涙を湛えると……子供のように声を上げて泣き出した。





※






　トゥルダールの次期王候補であった王子の乱心は、その死と共に闇に葬られた。

　そしてその翌年、かの国では若く美しい女王が即位した。

　類稀なる容姿と力を持つ彼女は、聡そう明めいで民を思う心も篤く、今まで他国と国交を開いてこなかったトゥルダールを徐々に変えたという。

　それは、歴史の中に埋もれる、今は遠い昔の話だ。











【Unnamed Memory -Act.1 END-】










幕まく間あい：絶望の拒絶









　女は幼い子供の体をかき抱いて泣いていた。

　子供は冷たくぐったりと動かない。

　死んでしまった。どうしようもないくらい失われた。

　彼女はもはや取り返せないその命にただ泣き続ける。

　どんなことをしても取り戻したい命なのだ。

　時が戻るならどれほどいいか。自分の命と引き換えにしてもいい。この子が生き返るのなら、どんな責め苦でも喜んで受けるだろう。

　──だがそれは叶わないことだ。

　よく分かっている。魔法でも、神であっても、死の運命を巻き戻したりはできないのだから。

　それでも彼女は願わずにはいられなかった。

「誰かお願い……助けて……」

　嗚咽が世界にこだまする。零れ落ちる涙が、血の気のない頰を濡らしていく。




　その時ふっと誰かが隣に立つ気配がして、彼女は顔を上げた。

　誰かが覗きこんでいる気配がする。だが、それが誰なのかどうしても分からない。

　ただ「すぐ傍にいる」と感じるだけだ。

「……誰？」

　返事はない。

　その人物は彼女を見つめる。性別の分からぬ、けれど沈痛な声が問うた。




「どうしても助けたい？」




　それが、書き換えられていく運命のはじまりだ。








あとがき






　こんにちは、古ふる宮みや九く時じです。

　この度は『Unnamed Memory』三巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　本文を読む前にあとがきを読みに来られた方は、どうぞお先に本文をお読みください。予告通りこの巻は二人の契約が終わる時を書いたお話で、魔女の時代はここをもって幕を閉じます。

　そして同時に、王と魔女のお話もひとまず閉幕です。今までお付き合いありがとうございました。




　ここから先には、実は今までの話と表裏になるもう一つの話が存在しています。

　オスカーに呪いがかけられたのは何故なのか。彼の記憶に時折よぎる不思議な断片は何か。ヴァルトやミラリスは何を知っていたのか。この世界には何が起きているのか。──そういう明かされなかった秘密が語られる話です。

　魔女ティナーシャと彼女の過去に寄り添った一年間の次は、オスカーの過去と真実に触れる話を。

　どうぞよろしかったら、引き続きご愛顧くださると嬉しいです。




　では、この度も謝辞を。

　いつもご心労を多々おかけしている担当様方、本当に申し訳ありません。ありがとうございます。ここまで形にできたのもお二方のおかげで、途方もないご尽力に感謝でいっぱいです。

　そして今回も美しいイラストをつけてくださったchibi様、ありがとうございます！　表紙に花嫁衣裳のヒロインを描いて頂く、というのは感無量の経験でした。ティナーシャは毎度ころころ服装や年齢が変わってすみません……！　新キャラを含めて魅力的なイラストばかりを頂きありがとうございました！

　一巻の推薦コメントに引き続き、解説文を引き受けてくださった長なが月つき達たっ平ぺい先生、本当にありがとうございます！　解説文の壮大さに感謝と恐れ多さでいっぱいです。というか非常に感激です！　私の本にー！　長月先生の解説がついてるー！　ありがとうございます！

　またラノベニュースオンライン様、二巻刊行時にはインタビュー掲載ありがとうございました！　対面で色々お話させて頂くのは初めてで、まとまりのない内容を魅力的な記事にして頂きました。あのインタビュー時、担当さんと二人で「いやちょっと……契約終了後のことは……どうなるんでしょうね、ハハハ」みたいになったその答えがこの巻です。すみません。

　最後に、ここまでお付き合いくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　この話が初出から十年の時を経ても、皆様に愛して頂ける作品であるということが喜びです。また何年後かに、ふと思い出して読み返して頂ける日が来ますように、心より願っております。

　それではまた、名前を持たない追憶のどこかで。

　ありがとうございました！


古宮　九時










おまけ






「それ、俺もやってみたい。やり方を教えてくれ」

「え？」

　夫であるオスカーに言われて、鏡台の前に座っていたティナーシャは振り返る。彼女は編んだばかりの髪の一房を摘んだ。

「これですか？　貴方、編むほど髪長くないじゃないですか」

「お前の髪を編みたい。面白そうだ」

　いつも通り突然始まる王の好奇心に、ティナーシャは呆れ顔になったが既に諦めているようだ。寝台にいた彼を手招くと、白いリボンを手渡す。

「髪を三つに分けて、それを外側から内側に重ねていくんですよ。で、リボンで結んでください」

　オスカーは立ったまま、妻の髪の一房を不器用に編んでいく。そんな夫の姿を鏡越しに眺めて、ティナーシャは当然の問いを口にした。

「で、面白いですか？」

「面白い。猫の毛を撫でてる時くらい面白い」

　編んでほどいてを三度も繰り返すと、大分綺麗にできあがってくる。オスカーは自分の編んだ髪の出来栄えに満足して、いつものように白いリボンをその終わりに結んだ。




　──そんなささやかな記憶を、ふっと思い出す。

「オスカー、できた？」

　その言葉に、少女の長い髪を編んでいたオスカーは、白いリボンから手を離した。

「できた。可愛いぞ」

「ほんと？　鏡見てきます」

　いそいそと立ち上がる少女は、彼の妻をそのまま小さくした姿だ。ティナーシャは壁の姿見を覗きこむと、綺麗に編まれた髪の一房を手に取る。

「かわいい……ですか？　なんか見慣れないけど。大人の私ってこんな感じなんですか？」

「さあ、どうだろうな。お前はお前で可愛い」

「……何それ。子供っぽいってことですか」

　はぐらかされたことにティナーシャは紅くなった頰を膨らます。自分から未来の姿を知りたがった割に少女の心は複雑らしい。オスカーは苦笑して彼女に歩み寄ると、小さな頭に手を乗せた。

「本当に子供なんだから自由でいればいい。無理して大人の自分にならなくていいんだ」

　オスカーが白いリボンを二本とも引き抜くと、ティナーシャはふわりと広がる髪を押さえた。

「いいの？　子供で？」

「いい。少なくとも俺の前でくらい楽にしてろ」

　たとえ今の彼女が知らない記憶でも、自分が覚えているなら充分だ。

　だからオスカーは白いリボンに口付けると……大切なそれを、手の中に握りしめた。








Unnamed Memory『解説文』／長なが月つき達たっ平ぺい






　──世界よ、これが古宮九時だ！




　まさか、本文を読む前にあとがきから読むタイプの読者でも、本文を読む前に解説から読むことはないと考え、冒頭の一言である。

　ともあれ、『Unnamed Memory』の既刊三巻を読み終え、この解説へ辿り着いたあなたであれば、この冒頭の一言には大いに賛同いただけることと思う。




　──世界よ、これが古宮九時なのだ、と。




『Unnamed Memory』とは、二〇〇八年に個人サイトに投稿されたＷＥＢ小説であり、文章の美しさやキャラクター造形、何より、その物語の完成度から話題となった作品である。──らしい。

　らしいと伝聞形式なのは、お恥ずかしいことながらこの解説の筆者が投稿当時の事情を知らず、またこの作品に関しても、一切の情報を仕入れないままＷＥＢで読み始めたためである。

　しかし、『Unnamed Memory』という作品について、何一つ知らないまま読み始められたことは、筆者の読書人生の中でも指折りの幸いだったと断言できる。文字通り、三日三晩を費やして、〆切も忘れて貪るように耽溺した時間は至福のひと時であった。

『Unnamed Memory』を読んだ当時、すでに古宮先生と知り合いであった筆者は、恥ずかしげもなく長文の感想を送りつけ、これほどの名文を書く方とへらへらとしたお付き合いをしていて申し訳ありませんと、そう床に額を擦りつけたほどである。

　恐れ多くもそんな紆余曲折を経て、筆者は『Unnamed Memory』の書籍化に際し、一巻では推薦文を、そして物語の折り返しとなる三巻では解説文を任されるに至ったわけだ。

　いやはやまったく、読書人としての人生とはわからないものである。




　さて、長々とした前置きはここまでにして、解説文の筆者としての役目を果たそう。

　今さら言うまでもないことだが、『Unnamed Memory』は名文である。

　物語が完結して十年──それだけの月日が経過して、満を持しての書籍化と相成った作品だが、筆者が読んだＷＥＢ版はもちろん、書籍となったこれまでの三冊も本当に素晴らしい出来だ。

　イラストや装丁の美麗さは語るまでもないが、何よりこの作品は物語が『美しい』のだ。




　私事で恐縮だが、筆者は物語において『美しい』ことを何よりも重要視している。

　これは非常に曖昧な定義で、字面通りの『美しさ』だけを意味したものではない。おそらく、人によっては『萌え』と言ったり、『クオリティ』と言ったりするかもしれない。

　そうした筆者の定義で、『Unnamed Memory』の物語の『美しさ』は群を抜いている。




　大陸に強大な力を持つ五人の魔女がおり、その魔女の中で最も新しい一人の魔女は、自らの塔を攻略したものに願いを叶える権利を与える。そして、塔に挑むのは古い魔女の呪いによって、子を生なせなくなった悲劇の王子──魔女と王子が出会うとき、大陸を揺るがす御伽噺が始まる。




　この、切なくも儚い一大叙事詩の幕開けを思わせるスタートから、どうしてあのティナーシャとオスカーの夫婦漫才の日常化を想像できようか。

　魔女と王子の出会い、そして契約を交わした二人が一緒に塔を出る。──ここまでで一冊の長編が描けそうな内容を、テンポよく惜しげもなくプロローグとして描く発想と手腕。

　その後、舞台を王城に移して繰り広げられるファンタジーミステリー。フォークロアやフェアリーテイルの数々を想起させる物語のバリエーションに、時には大陸全土を巻き込むような強大な魔法戦争がド迫力の筆致で描かれ、一巻に一体は巨大生物が出てくる！　今回は城だった！

　おっと、ティナーシャとオスカーのラブ＆コメディも忘れてはならない。結婚するしないで揉め続ける二人と、それを見守る優しい人々。二人が結ばれるための障害は、魔女のプライドただ一つ！




　──良い物語の条件は、読者の予想を裏切りつつ、その期待を上回ることだ。




　その点において、『Unnamed Memory』は良質な、良い物語としての条件を満たし続けてくれる。

　一つ一つ、丁寧に紡がれ、結ばれていく事件。それらを舞台に生き生きと駆け回る魅力的なキャラクター。細部に至るまで計算された構成は、人を楽しませるためのエンターテインメントに一切妥協しない姿勢の表れであり、それが物語を最高に『美しい』ものに仕上げている。

　それは最初、読者が物語のプロローグに思い描いた、『切なくも儚い一大叙事詩』──様々な側面から魔女と契約者の物語を描きながら、クライマックスでそこへ収束していく構成からも明らかだ。

　オスカーを蝕む呪いと、ティナーシャを魔女と呼ばわる世界の縛いましめ。

　逃れられない宿命と、抗えない非業を背負い、それを一切感じさせずに日常を謳歌する。そんな二人の姿にこそ、かけがえのない時間を愛おしむのだと、読み返すたびに思わされるのだ。




『Unnamed Memory』の三巻の終わりは、同時にこの物語のAct.1の終了を意味する。

　ここまで読み終えた読者の方々は、いったいこの先、ティナーシャとオスカーがどうなってしまうのか。二人の物語はここで終わるのか、気が気でない混乱の内にあることと思う。

　物語はAct.2に突入し、これまでとは大きく変わった展開が読み手の心を翻弄することだろう。

　しかし、物語の後半戦を知るものとして、恐れるなかれと賢明なる読者諸君へ告げておこう。

　ここまでの物語を楽しんだあなた方ならば、この先の物語も楽しめること請け合いだ。

　そして、『Unnamed Memory』の完結を見届けたとき、ぜひ、筆者の言葉を思い出してほしい。




　──世界よ、これが古宮九時だ！
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著者　古宮九時

静岡県御殿場市在住。第20回電撃小説大賞、最終選考作『監獄学校にて門番を』（電撃文庫）にてデビュー。それでも私はラーメンを食べる。












Design　たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス












【初出】

本書は著者の公式ウェブサイト『no-seen flower』にて掲載されたものに加筆、訂正しています。












この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
1LEBRY5§0RIF
2. ALY W
i b liwil

4. B O F

5. \%4 5K

6.5 D B3I,

7. —FensHib BT I
8. FrHAberoinE

= A oM

HLH s
i B 3





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
% 4 b

(AW.-&____H 9 D B W






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
?????





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
N
g

~L )
AR = f,\m.////////%@,w

&

N
\\,,
4
/

9)






OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
*

' L
~Unnamed Memory KEE#E ~ = &
16544 (77 v 5 2JB52648) Bz = hee

‘wj 2

HiedsFolith, CORBRIIZRBORRs TR, L

OB BB OB 1 B LB,
LEELDR ST E S ORRHED) LI, ja
732)?/\4'&13%%0)43&:%‘?7:&%}@%%60 7

EHOBLEUEAOR WALSIOHAE, ¢ .

LRI ABCOBRE [RROBRILEEK, @
‘ . , % :





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		Contents


		１．駆け引きの残り香


		２．顧みられない棘


		３．分からないこと


		４．白紙の子供


		５．爪を切る夜


		６．砂のお城


		７．一幕が終わる前に


		８．背中合わせの記憶


		幕間　絶望の拒絶


		あとがき


		解説文


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
-8
a5
/..ff V. Y

v N IR 1.;7@?%&@%: ‘

/

_\SN,/mN,wW—K.KT;\voo | y \

A\






OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
/ﬂik \\\\\ / 3
& o

i
iy \”/,”,/":/{(

/ﬂ”’f\\ \/,llll‘dlll“'{ \
4 P

\

T

L






OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
Profile _

-
HE AR
Kuji Furumisa
WER RS, B2OBRBIBA
HRERE ERPRCPIEE]
(MBEXMW) CTFE2—. EATHE
x> ERNB,

Design:
REZWHRE (LI NTITT1IR)

wE
st chibi

n

{0101

—cdix
AWV N

IqIYO Wuii

D)
’

PAUTE

[ROES. HEHRAIS KRCEDSRRMERT
2Lr3)

AZN—OROEHI N, ROKTE CHESR,
BAODER>T 17— v ORI, FEEMEONE
HFRNB. FEABRL LF/—FOBEVE. B
HTHBAAN—OHT—, EEBFAATONLE
TOWALWR, Bhd WEOHR) ORE. TLT
EEMLOTORT. 2TOABHBERDS.





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
FRH—

KE 7 7 v 3 2DBEE

Bk % b3 2 RHO LA -

TH=ITEHETS,

TV

BE,
Yol bEVRETEDH,
F 27— QR EHFE,

Jh

Bk,
HEERE LR D 5.
WEDBYE,

VP IVA

vi/—7
B4 MEnRikk],

F4F =% LRIAHIOEK T,

HBREEEY T2,

HFvr=
77 VP ADREX VX DEF-
Bk vAI -1
BALITTWE,

Fov4=
B bLABER., FHREL.
HYEFORBLLT
F-VIZPORANTBD S,

TaF—%
BATHEADR K], F2H—
OB Ef# 72D, —4ERE
BIFECHIRWERDLI,

AvTaF
RE,
FNADEPNGET, KBRS
BRI AR EHES.,

WY T
Bt
SBOELVKET.
DEEL LD LKA,

vFA
VA —F R 2 8T 5
FEoflt, BRI
R LEZHE,

*7zY4
HEY VX DFEK T,
FV 7 AOMk, BENOSZIC

BEhih, BEGTHTY,

A—vY7
TEBRLEDERO. ¥VETFD
EBOSHK, rIVaRbikic

LT3,

¥
AR — DY
EHEDHLE, WERCERY
EahaEHA,

Hh—v
B,
TiF—vxRRELLV,

HHOEELEE,

F7>
Btk
KRB L AT,
D BT,

PR
HEY VX DEH,
FTrRALHML. YNVED
BOERESS LEKL TS,

NIVvIaT
B4 [BSaniHRoEx],
F4F—YxDRANC. 77 VIR
EHOFORIEY,





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
ﬁgnﬁﬂw
must chibi "?;# \

T AR
*iit%'c Mem TY | )i





